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ローレン編　プロローグ






「あれがこっちの世界のルーフェウスかな？　綺き麗れいな街だよね」

　河の向こう岸にルーフェウスの街並みが見えた瞬間、春はる菜なが感嘆の声を上げる。

　世界最大の淡水湖・ルーデル湖とそこから流れ出る河に寄り添うようにたたずむ街は、どことなく品があって美しかった。

「さすがに賢者の国の首都だけあって、かなり綺麗にしてるみたいね」

　運転席の真ま琴ことも同じように感心する。

　河の向かい側から見えるものだけかもしれないが、優美で手入れの行き届いた建物が整然といくつも並んでいるのが見える。

　スティレンを出て五日、国境を越えローレンに入って二日半。山を迂う回かいし草原と穀倉地帯を抜け、一行はついにローレンの中心ともいえる地域に到着した。

「ウルスも綺麗な街だけど、ルーフェウスはちょっと上品な感じかな？」

「ウルスは区画によって、ものすごく差があるものね」

　春菜の感想に、真琴が思ったことをそのまま口にする。真琴の言うように、ウルスは王城や上流階級が住む区画と、中産階級の住む区画、港湾区、冒険者の出入りが多い区画、それ以外の区画でかなり街並みや雰囲気が違った。共通しているのは、総じて活気があることで、上品で静かに見える上流階級の居住区ですら、落ち着きがありながらも活気を感じさせていた。

　とはいえ、ウルスに比べれば活気がないだけで、ルーフェウスが沈ちん鬱うつな空気を纏まとっているかというとそんなことはない。ウルスのようなパワーこそ感じさせないが、学者と若い学生が多い分、知的な熱量を持った穏やかな活力が、街の隅から隅まで行き渡っている。そこに冷たさはないが、自然と襟を正したくなる空気ではある。

「あの橋を渡って向こうの街道と合流したところで、街に入る審査みたいね」

　真琴が示した橋に注目する一同。

　シャルネ川にかかっていたものほどではないがかなり立派な橋は、結構大きな船でも通れるように橋げたの間隔が広く取られており、河を使った輸送量の多さをうかがわせるには十分だ。

　もっとも、橋自体の規模もかなりのものなので、橋の交通量も負けず劣らずなのだろう。ピークである早朝や夕方からずれているのに、それなりの数の馬や馬車が通っているのが、その推測を裏付けている。

　橋がそのままルーフェウスの入口につながっていないのは、単に利便性とコストの問題だろう。

　急ぎの品を運ぶ馬車などは、いちいち街に入るための審査を受けて中を突っ切って、なんてやっていられない。ルーフェウスをスルーするような人はそれほど多くはないが、それでも急ぎの品を陸路で運ぶ馬車は無視できるほど少なくもない。

　コスト面にしても、ルーフェウスに直接橋をつなぐ場合、今の位置より急激に川幅が広くなるあたりにかけることになり、また湖との兼ね合いも出てきていろいろとややこしい。その分、橋の建設や維持管理だけでなく、運用面でも余計な手間とコストがかかる。

　別に街道とつながる入口で合流させても特に問題がないのだから、かけやすく管理もしやすい場所に橋を持ってくるのはある意味当然だろう。

「そういえば、橋を挟んだルーフェウスの対岸には街とかあらへんねんなあ」

「単純に旨みが少ないからじゃないか？」

「どうなんやろうな。橋かけた時とか、普通にこっち側にも街かなんか作ってそうな感じやねんけどなあ……」

　達たつ也やの意見に首をかしげる宏ひろし。これについては単純に、モンスターの大規模侵攻が頻発した時期にこちら側の住民がルーフェウスに避難し、そのまま移住してしまったのが原因である。

　だが、こんなローカルな歴史はルーフェウスでならともかく、よその地域で調べるのは難しい。しかも、こちら側の街がそういう経緯で滅んだのが千年以上前で、すでに街があった痕跡すら消えているのだから、宏達に分かるはずもない。

「師匠、その疑問は街の人に聞けばすぐ分かると思う」

「せやな。誰か知ってるやろ」

「それよりも、賢者の国の首都なんだから、美お味いしいものがあるはず」

「澪みおはいつもそれやな……」

「新しい場所に着くたびに、郷土料理の味が気に入らなくて魔改造してる師匠達には言われたくない」

　飯の話が多い澪に対して突っ込みを入れた宏が、厳しい反論でバッサリ切り捨てられる。

　実際、宏と春菜は、澪の食い意地について何か言う資格はない。

「世界最大の湖って言ってたが、この規模だと海と大差ねえなあ……」

「実際、一メートルオーバーの魚とかも普通に獲れるらしいよ。湖での漁業も、重要な産業なんだって」

　橋を渡り始めたところで湖の規模に感心していた達也に、春菜がそんな補足を入れる。どうやら、今回は事前にいろいろ調べたらしい。大図書館とルーフェウス学院以外の情報はそこまで調べていなかった達也が、なるほどと頷うなずく。

　余談ながら、ルーデル湖の大きさは約五十万平方キロメートル。あちらこちらから大河が流れ込み、また海に向かって流れ出ているため淡水湖だが、仮にこれが淡水湖でなく、ルーフェウスの街を作る時にダルジャンが湖と言い切っていなければ、普通にルーデル海と呼ばれていたであろう。

「そういえば、このあたりは塩ってどうしてるんだ？」

「馬で二日ぐらいのところに、結構大きな塩湖があるんだって。あと、その近くは岩塩も取れるから、この一帯は塩には困ってないって言ってたよ」

　人間が生きていく上で欠かせない塩。場合によっては戦略物資にもなるそれに関しては、どこの国もいろいろと調達方法を持っているらしい。

「そろそろ入門審査だな」

　街や湖、周辺地域について感想を言っているうちに、とうとう街に入るための列の最後尾に追いつく。もっとも、どこの街でも大抵そうだが、余程妙なものを持ち込もうとしない限りは、入るための税金を支払うだけなのだが。

「ようこそ、ルーフェウスへ」

　ついに宏達の番になり、担当らしいにこやかな女性の門番に愛想よく声をかけられる。他の列を担当している門番も、全体的ににこにこと愛想がいい。恐らく国の内外から来訪者が多く、出入りも頻繁にあるからであろう。このあたりは、ウルスも似たようなものである。

　首都でもダールやフォーレの門番は、ここまで愛想よく対応してくれなかった。ただし、横柄なわけではなく、単純に杓しゃく子し定規という感じで印象が悪いわけではないのだが。

「冒険者の方ですか？」

「ええ。ランクはそんなに高くはないんですけどね」

「ゴーレム馬車なのに、ランクは高くないんですか？」

「仲間の自作なんですよ」

　愛想のいい女性の質問に答えながら、全員降りて冒険者カードを提出する。提出された冒険者カードを見て一瞬目を見張るも、すぐに平常の表情に戻り偽造チェックを済ませて返却する女性。

「はい。確認しました。どうぞお通りください」

　カードを返却してあっさり通行許可をだす女性に、怪け訝げんな顔をする日本人一行。ダールやフォーレでは、荷物のチェックはちゃんとしていた。

「荷物のチェックはいいんですか？」

「アズマ工房の皆様ならば、特に問題ないですよ」

「……もしかして、ここにもその名前が？」

「最近よく聞くようになりましたし、こちらもいろいろ事情があるようでして」

　門番のその言葉に、いろいろとピンとくるものがある宏達。どうも、この国の上層部もいろいろと画策している節がある。

「恐らく近いうちに皆様に連絡が行くはずですので、早いうちに、できれば今日中に滞在場所を冒険者協会か役所に連絡していただければと思います」

「あ、分かりました」

　頭を下げながらそう言ってくる女性に、反射的に頷いてそう答える真琴。

「本当なら詳しい話をするべきなのでしょうけど、私もただの門番ですので、上からは皆様を確認したらこの連絡をして速やかに通すようにとしか言われておりませんで……」

「いえいえ。今の説明で十分ですよ」

　恐縮する女性に、むしろ自分が申しわけない気持ちになった真琴が、笑顔で気にしないように伝える。実際、連絡が来る、という一言で大体のことは理解できたのだから。

「それで、ルーフェウスは初めてなんですけど、お勧めの宿ってあります？　食事が美味しいところなら嬉うれしいんですけど」

「そうですね。中央広場近くの『賢者の鐘亭』がお勧めですね。ルーフェウスができた頃から続いている数少ない由緒正しい宿です。少々値段は張りますが、その分ランクの割に警備がしっかりしていますし、居心地がよくて食事も美味しいと評判ですよ」

「賢者の鐘亭、ですね。外観に特徴とか、あります？」

「その名のとおり、宿の屋上に鐘しょう楼ろうがあります。割と目立つ場所に建っていますので、すぐ分かると思いますよ」

「そうですか、ありがとうございます」

　門番の女性から情報を聞き出し、ワンボックスに戻る真琴。

「宿の情報、聞いてきたから。今からそっちに行くけど、いいわよね？」

「ああ。サンキュー」

　先に戻っていたメンバーにそう声をかけ、ワンボックスを発進させる真琴。真琴の質問に達也が代表で答え、そのまま宿へ向かう。スティレンの時とは違い、今回は割とスムーズに当面の宿を確保できた一行であった。




　　　　☆




　ここで、ローレンについて多少説明をしておこう。

　知の国と呼ばれているローレンは、首都・ルーフェウスにあるルーフェウス学院と大図書館、そして知の神・ダルジャンの神殿を中心に発展した国である。ルーフェウスにも一応行政の中心としての王城は存在するが、ルーフェウス学院の方が建造物としては古く、知名度も高いためいまいち影が薄い。

　ルーフェウスの政治体制は公王制とでもいうべきもので、行政の長であり国の頂点に立つ国王を議会での選挙で選んで決定している。さすがにそれほど頻繁に国王に変わられては政治が混乱するため、新たな国王が選ばれるのは先代が崩御した時か、退位を宣言した時、著しく不適格だと判断された時だけである。選出対象も学院を立ち上げた賢者の末まつ裔えいである六つの公王家から、王家の継承権のある人間を対象に年齢などを加味して候補者を引っ張り出していく。

　議会は公王家も含む貴族達から選ばれた議員で構成される貴族院と、身分問わず民からの選挙で選ばれた議員で構成される衆議院で構成されている。国王を決定する権限を持っていると書くと、議会が凄すさまじく力を持っているように聞こえるが、実際のところは彼らが国王に対して持っている優位性は選定に関するもののみである。国王のリコールなど余程でないとできないし、実際の実務はなんだかんだといっても、ずっとそれに携わっている国王に勝てるわけがないからだ。それに、議会を解散させる権限は国王が持っている。

　とはいえ、議会を無視して好き勝手やると、その余程でなければできはしないリコールが成立してしまうため、お互いにそれほど相手に対して無茶はできない。もっとも、それ以上に彼らは、自らの国が知の国と呼ばれ、首都ルーフェウスが世界で最も権威と実力を持つ学院を有している、という事実に縛られている。そのことに誇りを持たず、自身の利益ばかりを追い求め、議論もまともにできない人間がこの国で議員や王になることはあり得ない。また、理想ばかりを追い求め、現実とのすり合わせも碌ろくにできない頭でっかちな人間は、英知の国であるからこそ軽蔑されてしまう。

　政治もまともにできない国が、自国の学院の素晴らしさをどれほど力説したところで、誰も信用しないだろう。知の国だと名乗って傲ごう慢まんにしていては、誰も知性など認めてはくれない。

　結局、自分達の国が何によって成立しているかを上から下まで全員が知りつくしているがゆえに、あまり無様な真似ができないのが、ローレンの長所であると同時に限界なのかもしれない。

　己が国に対する誇りとそのよって立つ基盤に対する自負、そして知の神・ダルジャンという物差し。それにより紙一重のところで完全な腐敗を免れている。それが今のローレンという国である。




　　　　☆




「聞いたとおり、居心地のよさそうな宿ね」

「せやな。なんちゅうか、ものすごく落ち着いた空気があるわ」

　賢者の鐘亭に対する真琴の感想に、宏が同意する。歴史を感じさせる落ち着いたたたずまいは、日本の古い旅館に通じる居心地のいい空気を醸し出していた。

「ねえ、春菜。宿代っていくらだった？」

「朝晩が付いて長期割引なしの値段が一人一泊二十五クローネ。確かにちょっと高いけど、長期逗とう留りゅうができないほどでもない、かな？」

「五級の平均収入なら、一回の依頼で一カ月ぐらいは泊まれるわね」

　春菜の答えを聞き、ざっとどんなものかを頭の中で計算する真琴。ローレンの通貨はファーレーンと同じ。これは、ファーレーン建国後に建国王の仲間であった賢者が学院を作ったためで、ファーレーンからあれこれ支援を受けた結果、そのまま通貨も同一になってしまったのである。

　なお、ローレンの基本通貨はクローネとチロルではあるが、距離が近いフォーレのドーマ通貨は特に両替せずとも使える。レートがほぼ同じだというのが強みだろう。

「ルーフェウスは鴨かもとか雉きじの料理と淡水魚の料理が名物なんだって。あと、大草原で獲れるニドレードっていう大きなシカのモンスターが、この地域の高級食材だって言ってた」

「ニドレードか。聞き覚えがないが、真琴は？」

「あたしも。ポメとかと同じで、ゲームにはいなかったモンスターなんじゃないの？」

「お前や春菜が知らないんだったら、そうなんだろうな」

　春菜が持ち込んだ情報をもとに、そんな推測を立てる達也と真琴。これまで知らないモンスターは大抵よく分からない生き物だったが、今回はまともそうである。

「とはいえ、少なくとも今日明日、余裕を見て明後日ぐらいまでは狩りに行くのは厳しいか」

「そうね。何か、連絡が来るって言ってたし」

「行き違いになると面倒だしな」

　門番から聞いた話を思い出し、小さくため息をつく達也と真琴。

　これまで滞在した国や地域では、大抵最終的には王家や行政の中枢とそれなりに深く関わってきた。現時点では接点が少ないフォーレ王国にしても、地味に王家からはかなり気に入られてる節があり、今後関わりを断ち切ることは不可能だろう。

　それらを考えると、行政組織が接触してくること自体は、ある程度覚悟は決まっている。覚悟は決まっているのだが、さすがに到着してすぐ接触を求められることになるのは想定外であった。

「とりあえず、チェックインも済ませたことだし、冒険者協会と役所に届け出を出してこようかと思うんだけど」

「そうだな。どうせ全員明日には手続きを済ませておく必要があるし、早いに越したことはないな」

　春菜の提案に頷く達也。狩りなどに行くのは厳しいにしても、さすがに今日すぐに接触があるとも思えない。

「達たつ兄にい、春はる姉ねえ。手続きに行くのはいいとして、昼ご飯どうする？」

「協会あたりで、美味い店を聞くか」

　澪の問いかけに、とりあえず無難な提案をする達也。ここで食べていく選択肢もあるが、さすがに昼食には早い。

「役所と協会の場所は、分かる？」

「うん。ちゃんと確認しておいたよ」

　真琴に聞かれ、春菜が問題ないことを告げる。恋愛脳になっていてたまにとんでもない大ポカをやらかすが、基本的に春菜はこういうことにはそつがない。今回も、聞いておきたいことは大体確認を済ませてくれているようだ。

「協会は大通り沿いにあるから、ここからはそんなに遠くないみたい。役所とは反対方向になるから、両方で用事を済ませれば、ちょうどお昼ぐらいになると思う」

「せやったら、飯食うたあとにそのまま観光するんもありちゃうか？」

「そうだね。ついでに、拠点にする物件の目星もつけちゃおうよ」

「それもありやな。三日ほどは今の宿から動けんにしても、物件探ししたらあかんっちゅうわけやないし」

　トントン拍子に初日の予定が決まっていく。長期滞在のための拠点探しもこれで五回目ともなると、いい加減手慣れてくるようだ。

「で、昼はそれでええとして、夜中はどないしたもんやろう」

　日中の予定が決まったところで、唐突に夜の話を始める宏。

「夜中って何よ？」

　微妙に嫌な予感がした真琴が、宏を問い詰めに入る。

「いやな。ちょっと鉢植え農業はまずいかなあ、思ったんやけど」

「そういうのは、拠点に移ってからにしなさい」

「やんなあ……」

　宏の言葉を即座に切り捨てる真琴。さすがに、宿の中で作物が突然変異を起こした日には目も当てられない。

「材料あるし、スケープドールでも作っとくか？　いや、それよりも春菜さんのために、そろそろベヒ革のマントをちょっとこだわってみるか……」

「……ねえ、宏。何もせずに大人しくしてるって選択肢は？」

「何も作らへんかったら、暇でしゃあないやん」

　宏の呟つぶやきに突っ込んだ真琴は、返ってきた言葉に思わずめまいを覚えそうになる。

　今まで碌でもない物を作り続けた理由の大半が、単なる暇つぶしだったというのは勘弁願いたい。

「せや、やろう思って忘れとったことがあるやん」

「忘れてたこと？」

　何かを唐突に思い出した宏に、首をかしげながら確認する春菜。突っ込み役の真琴があまりの理由に戦闘不能になっているため、代理で質問をしたのだ。

「いやな。そろそろコーラとか恋しなってきたから、使えそうな材料もあるし頑張って再現したろうかなあ、って」

「あ～。そういえば飲み物関係はお酒以外、あんまり手をつけてなかったよね」

「せやろ？」

　宏が出した物品に、地味に納得する一同。酒は日本酒から焼酎、ドライビールまで、日本で好んで飲まれていたものの再現は随分進んでいるが、清涼飲料水はそれほど触っていないのだ。

　なぜ清涼飲料水はさほど開発に力を入れていなかったか。理由は簡単で、美味しい果物がいくらでも安く手に入るため、それで作ったフレッシュジュースでなんとなく満足していたからである。

「で、コーラってことは両方作るの？」

「せやな。他にもメッ○ールにドクター○ッパーあたりも鉄板やろう」

「罰ゲームに、ぬるいのを飲ませるんだっけ？」

「せやで」

　宏と春菜の会話に、思わずげんなりした顔をしてしまう達也と真琴。妙な飲み物も好む澪だけが、表面上は平常運転である。

「とりあえず、まずそこからいくのはやめないか？」

「なんで、定番やん」

「いや、定番だからこそ、というべきか……」

「せやったら、まずいと評判のあれこれから優先しよか？」

「せんでいい……」

　達也の突っ込みに、とことんまで碌でもないことを言い続ける宏。これはしばらくは、あれで何な飲み物を試飲し続けることになるかもしれない。

「師匠、達兄。とりあえず、早く行こう」

「……そうだな」

「夜のことは夜に考えるわ」

　澪に催促され、話を切り上げる宏と達也。ようやく部屋を出た一行は三十分ほどで冒険者協会と役所での用件を済ませ、ルーフェウスの美しい街並みを限界いっぱい堪能しきるのであった。

　なお、昼食はお勧めの店で雉肉のパイとルーデル湖の魚のグリルを味わい、評判どおりの味に大変満足していたことをここに記しておく。
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　ルーフェウス学院の貴賓室。

「アズマ工房一行が到着したとの連絡が入りました」

「そうか。ファーレーンから聞いた予定どおりだな」

　ローレン王と学院長がさまざまな打ち合わせをしているところへ、待ち望んでいた連絡が来た。時間でいうなら、宏達が賢者の鐘亭に到着した頃である。

「ファーレーンの国王陛下やダールの女王陛下などからお話を伺った時には半信半疑でしたが、本当に到着するとは……」

「まあ、よいではないか学院長殿。その前提で進めていた準備が役に立ったのだから」

　予定どおりではあるが予想外だった報告に、少々複雑な表情を浮かべつつそんな会話をする王と学院長。

「それで、宿泊先は決まっているのか？」

「まだ連絡は届いておりませんが、門番は賢者の鐘亭を紹介したとのことです。また、落ち着き先が決まったら、すぐに役所か冒険者協会に届けてほしいと頼んだそうです」

「そうか。彼らが頼みを聞いてくれたのであれば、遅くとも明日中には我々の元に連絡が来るだろう」

　連絡係の言葉を聞き、頷きながらそう独り言を呟く国王。

「連絡、ご苦労だった。下がっていいぞ」

　王の言葉に一つ頭を下げ、礼儀正しく退室していく連絡係。それを見送った後、小さくため息をつく国王と学院長。

「可能な限り手土産を用意したが、彼らは我々の頼みを聞き入れてくれるだろうか……」

「何とも言えぬところでしょうな」

　国王の妙に弱気な発言に、こちらも微妙に弱気な返事をする学院長。即位してまだ三年目、実質的に王としての権限を使えるようになってまだ数カ月の若い国王だけに、自身のあれこれにまだまだ自信を持ち切れていない様が見え隠れしている。

　もっとも、今回の件に関しては、それを窘たしなめるべき学院長もかなり弱気である。何しろ、行動原理がいまいちよく分からない集団だ。ローレンの今後のためにも実績がなくて苦しんでいるこの国王のためにも絶対に関係を結んでおきたいが、そのための餌として準備したものが十分かどうにも確信を持てないのである。

「それにしても、学院長とフルート教授が今回の計画に賛成するとは思わなかったな」

「ルーフェウス学院も、ここ百年ほどは研究の停滞が目についておりますからな。しかも、直近の五年は新たな研究成果として発表できるものが何もないとあっては、何らかの荒療治は必要になってきましょう」

「その結果、自分達の研究が全否定される可能性があっても、か？」

「根拠があってのそれを恐れるような研究者など、研究者として失格です」

　若き王の言葉に、厳しい表情でそう言い切る学院長。世の中、どう頑張ったところで絶対無駄になる研究は出てくる。何一つ役に立たずに終わった研究など、枚挙に暇いとまがない。その無駄を恐れるようでは、新たな成果を上げることはできないのだ。

　むしろ研究というものは、失敗してなんぼ、無駄を出してなんぼである。

「こちらはそれでいいとして、我々の頼みを引き受けて、彼らにはこちらが用意した以外のメリットがあるのかな？」

「何とも言えませんな。彼らの目当てが大図書館であることは分かっておりますが、大図書館を利用する権利は万人に与えられております。それ以外については、下手をすれば彼らの方が優れている可能性があります」

「むしろ、それぐらいの前提でいたほうが無難かもしれないな」

「本当に、頭の痛い話ではありますが」

「願わくば、我々の頼みを聞き入れて誰かに学院に通ってもらうことで、彼らにもなにがしかメリットがあればいいのだが……」

　国王の願いに頷く学院長。いまだに学術研究および教育に関しては世界最高を維持しているルーフェウス学院だが、残念ながら現在退潮傾向がはっきりと出ている。そこに明らかにオーバーテクノロジーといえる技術を持つ集団から誰か人が入ってきても、得るものがないかもしれない。

　そんなローレンだけが得をするような、一方的な関係では続かない。

「何にしても、早めに接触するに越したことはありませんぞ」

「ああ。今日到着して今日というのはあまりに礼を失するが、かといって会いたいから滞在先を教えてくれと言っておいて一週間も二週間も放置するのも失礼だし、そもそも手土産の意味がなくなりかねない」

　たかが民間の工房主に会うだけで、過剰な気の使いようを見せる国王。だが、確固たる権力基盤を持っているとは言い難がたい、どころかむしろまともな権力基盤を持っていないと言い切れる彼にとって、西部三カ国が取りあいをしている組織のトップと接触するには、それだけ神経質になる必要があるのだ。

　三つの国を巡っているうちに、いつの間にやら非常に影響力を持つ組織になってしまったアズマ工房。その認識がないのは当の工房に所属している人間だけだったりする。

「とりあえず、明日だな。朝食が終わったぐらいの時間を見計らって、使者を送ろう」

「それが無難でしょうな」

「使者の人選もしっかりしておかねばな。間違っても高圧的に出るような愚か者を送り込むわけにはいかん」

　どこまでも腰が低い国王に、思わず内心で苦笑する学院長。そのまま昼食の時間まで、明日のことも含むあれこれの打ち合わせは続くのであった。




　　　　☆




『ハニー達が到着した模様』

『そうか。ローレンの状況は？』

『事前に聞いていたとおり。ダールと違って、貴族達も議員達も大人しい感じ』

『一応知の国を名乗っているプライドはあるようだからな』

　レイニーの報告を、特にこれといった感想を抱く様子もなく聞き流すレイオット。残念ながら、現段階では特筆すべき内容が何一つない。

『学院は？』

『噂うわさレベルだけど、学院長を頂点にした改革派が保守派を無視して強硬策で改革を進めようとしているらしい』

『あそこの内部抗争も結構長いからな。いい加減そろそろ、なにがしかの動きは出て当然か』

『あと、バルドとかが活動してる形跡はなし』

『ローレンは、フォーレとは違う意味でバルドが動きにくい国だからな』

　レイオットの言葉に、首をかしげるレイニー。バルドが動きにくい理由がピンとこなかったのだ。

『ローレンは、上から下まで個人の利益誘導のための賄賂や接待の類たぐい、いわゆる袖の下を病的に嫌うからな。あることないこと吹き込んで碌でもないことを囁ささやくにも、最初の接点を持つのが難しい』

『それ、社交界とかはないの？』

『そういう場では、金銭や権益が絡む話は一切しないのがルールだ。それに、ファーレーンやダールの社交界と違って、パーティなんかで悪口や噂話を囁き合って誰かを貶おとしめるようなやり方をすると、そいつの方が軽蔑されて排除される。相手を非難するには、客観的かつ決定的な証拠を求められる、実に面倒な国柄だ』

『そのあたりに関する交渉は、どうやってるの？』

『普通に堂々と会議をやっているらしい。無論、表ざたにできない種類の秘密会議なんてものもあるだろうがな。あと、あくまで嫌うのは袖の下だから、外交のための接待や贈り物、国や地域の利益を得る目的で、特定の個人や組織を招き入れるために、待遇面の優遇や贈り物をするのにはそれほど反発はない。トラブルに対する謝罪や恩を受けた時の感謝のための手土産なんかの、いわゆる礼儀として行われるものも特に問題視はされない。要は、理由を公開した上で公序良俗に反しない内容を堂々と行う分には文句を言われない』

　レイオットの説明を聞き、非常にめんどうくさそうな顔をするレイニー。道理で、いまいち情報が集まりにくいわけである。

　無論、人間である以上、噂話や悪口を一切言わないわけではない。後ろ暗い金の動きがないことなどあり得ない。だが、それを社交界や議会などの公の場に持ち込むことを恥とする文化なのだ。

　まあ、その分、酒場などの私的な空間では、悪口や流言飛語のオンパレードだったり、口止めのために金を出したり奢おごったりするのが日常茶飯事だったりするのだが。

『ハニー達も、ちょっと勝手が違って苦労するかも？』

『まあ、あいつらの場合、利益誘導というよりやりたいようにやった結果が双方にとって莫ばく大だいな利益を生んでいるわけだから、特に問題になることもなさそうではあるがな』

『何にしても、面倒くさそうな国』

『よその国の人間から見れば、故郷以外はどこの国も面倒くさく感じるだろう』

　レイオットの妙に説得力のある言葉に、今まで自分が活動してきた国を思い出して納得するレイニー。確かに、どこの国もファーレーンに比べて面倒くさかった。

『何にしても、ローレン王家とルーフェウス学院が連中に接触するのだから、そちらもいろいろ騒がしくなるだろう。引き続き、情報収集と連中のサポートを頼む』

『了解』

　レイオットの命令に頷き、定時連絡を終えるレイニー。ハニー達と自然な形で関わるにはどうすればいいか、などと考えつつ、どういう形でどこに潜り込むべきかを検討する。

　宏達のルーフェウスでの初日は、そんな嵐の前の静けさのような形で過ぎ去っていくのであった。








ローレン編　第一話






　使者は、到着した翌日の朝食が終わったぐらいの時間に現れた。

「朝早くに申しわけございません」

　使者として現れた、そろそろ五十に手が届くかというぐらいの年頃の男性が、後ろに控えた騎士らしい男二人とともに頭を下げてくる。

「いえいえ。それでご用向きは？」

「詳しくはそちらの書類に記載されておりますが、我が主あるじが皆様にお目にかかりたいと申しております。そのため、皆様の都合を確認させていただきたく存じます」

　預けられた親書を渡し、さらに頭を下げながら丁重に予定を確認してくる使者。その態度に驚きつつ、他のメンバーに視線を走らせる達たつ也や。

　その内容を確認し、こっそり偽造でないことを調べたうえで、達也に向かって頷うなずく宏ひろし。

「そうですね。こちらはまだ特に予定は決まっておりませんので、問題ないのであれば今からでもかまいません。というより、今からの方が他の予定を立てやすいのですが、どうでしょう？」

「承知いたしました。では、主に確認を取りますので、少々お待ちいただけますか？」

　達也が頷いたのを見て、聞こえない程度に距離をとって通信具で誰かと連絡を取る使者。二言三言のやり取りの後、元の位置まで戻って頭を一つ下げる。

「主の方でも、皆様をお迎えする準備が整っているとのことです。急な話で申しわけありませんが、皆様のご準備が整い次第、出発させていただいて構わないでしょうか？」

「ええ。問題ありません」

　達也の返事に、再び頭を下げる使者。その様子に、微妙に居心地の悪さを感じながら、準備のために部屋に戻る宏達一行。それを見届けた後、使者は場所を占拠した詫わびも兼ねて食堂で一番高い茶を注文するのであった。




　　　　☆




「急な呼び出しに応えていただき、感謝する。私がローレンの国王・アレクセイだ」

　ルーフェウス学院の貴賓室。そこで待っていた若い男が、宏達が席に着いてすぐに頭を下げる。隣に座っていた学院長と思われる老人も、男にならって頭を下げる。

「門番のお姉さんから聞かされとったことやし、その前提で準備しとったからそれは問題あらへんのんですけど……」

　他に誰も見ていないとはいえ自分達にあっさり頭を下げる男に、思わず戸惑いの声を上げる宏。親書の内容に間違いがないのであれば、本来この国で一番偉いのが目の前の若い男のはずだ。そうでなくても間違いなく国の上層部には所属しているはずなので、こんなどこの馬の骨とも知れない集団に頭を下げるのはよろしくないのではないか？

「あの、あなたがほんまに国王陛下やったら、うちらにそうホイホイ頭下げるんはまずいんちゃいますか？」

　あまりに簡単に頭を下げた男に、思わずという感じで余計なことを言ってしまう宏。

「私が国王であることは間違いない事実だが、人前ではともかく、今回のような状況ならば、礼儀に従って頭を下げるのは当然のことではないか？」

「普通やったらまあ、そうやとは思うんですけど……」

　宏の言い放った余計なひと言に、大真面目に答えを返す王。いまいち重みの足りない国王陛下に、どうにも勝手が違って困ってしまう宏達。

　西部三大国の国王は皆一筋縄ではいかない癖の強い人物だったが、王として対たい峙じしている時は共通して、地位にふさわしい重みのようなものをにじませていた。

　恐らく即位してまだ年数が経っていないことも影響しているのだろうが、このローレン王にはその重みのようなものが感じられないのである。

「ま、まあ、それはいいとして」

　いろいろ腑ふに落ちないながら、そこにこだわっていては話が進まないと見て、アイコンタクトで宏からバトンを受け取り、とりあえず本題に入ることにする達也。重要なのは、国王がホイホイ頭を下げることの是非ではないのだ。

「そろそろ我々を呼び出した理由、教えていただいてよろしいでしょうか？」

「……ああ、そうだな」

　達也に聞かれ、本題に入ることにする国王。

「今回君達に来てもらったのはほかでもない。ローレンのために、君達に頼みたいことがある」

「専属になれ、というのであればお断りします。私達は国に帰る手段を探してる最中で、一カ所に長居できませんし、そうでなくてもどこかの専属になるのは難しい立場になっています」

「そんな無謀なことは言わんよ。私とて、西部三大国家を敵に回すつもりはないのだからね」

　達也が釘くぎを刺してきた内容に、苦笑しながらそう答える国王。大陸中央最大の大国とはいえ、ローレンには西部三大国家を敵に回せるほどの国力はない。

　食料自給率こそ十分ではあるが、ローレンはファーレーンのように、その気になれば全てを自国で賄えるような生産能力も技術もない。ファーレーンから購入しているものも少なくないし、ダールとフォーレにはいろんなものを依存している。

　何より、西部に対する輸出がストップすると、国内に失業者が大量に発生する。無論、三大国家の方にもダメージはあるだろうが、三国とも自国の製品の売り先はいくらでもある。どこか一国だけならともかく、三つも大国を相手にするとなると、明らかにローレンの方が分が悪い。

　故に、虎の尾を踏むような真似は絶対にできないのだ。

「ローレンの望みは、ルーフェウスにも工房を設置してほしい、というものと、ルーフェウス学院にそちらの従業員もしくは関係者を、一人でいいから入学させてほしい、というものだ」

「工房については、最初から拠点として用意する予定でしたので問題ありません。ですが、学校に通え、というのは判断が難しいです。費用の問題もありますが、やはり私達としては長期間拘束されるのは厳しく、従業員も現状、人員がぎりぎりでして学校に通わせる余裕があるかは微妙ですし」

「費用は国費で負担しよう。工房についても、すでにこちらで何軒か確保してあるから、そこから好きなものを選んでくれればいい。転移陣もすぐに設置してもらって構わない」

「かなり破格な条件のようですが……」

「我が国も、それだけ困っているのでね」

　国王の回答に顔をしかめつつ、そろそろ核心を突くべきだろうと判断する達也。

「では……そろそろ腹を割って話しましょうか。我々に本当に求めているのは何ですか？」

「アズマ工房の持つ技術、それをもって、このルーフェウス学院のいくつかの研究に協力してもらいたいのだ」

「それは、我々の技術を売れ、という話ですか？」

「……そういうことに、なってしまうか……」

　達也の追及に、今度は国王が渋い顔をしてしまう。それを見て、学院長が国王に話しかける。

「陛下、ここからは当事者である儂わしが説明しましょう」

「……そうだな。頼む」

　自分が説明するとどうあっても聞こえのよろしくない主張になりそうだと判断し、素直に学院長に頼む国王。国王の言葉を受け、説明のために口を開く学院長。

「儂がルーフェウス学院の学院長、ヨハン・アシモフです。我々が欲しいのは、厳密にいえば皆様の技術ではありません。欲しいのはむしろ、これまでに皆様が見せた、その発想の柔軟さなのです」

「柔軟さ、ですか」

　学院長の言葉に、思わずといった感じで言葉を漏らす達也。宏と春はる菜なに関しては、柔軟というより自分の欲望に忠実なだけではないかと思ってしまうのだ。

「ここ五年、ルーフェウス学院は新たな論文を発表しておらず、あらゆる研究分野において停滞が見られます。技術の進歩が頭打ちになっている以上に、組織が硬直し、発想が凝り固まってしまっているのです」

「そこまで詳しくはありませんが、基礎研究の類たぐいは成果が出るまで五十年百年の世界だったと思うのですが……？」

「ええ、もちろんおっしゃるとおりです。ですが、それも絶えず試行錯誤をして新たなチャレンジを繰り返してこそです。今のルーフェウス学院にはそれがない」

「では、研究というのは何をしているのですか？」

「もはや結果が証明された実験を繰り返しているだけ、という感じです。新たな実験をして己の研究成果が否定されることが、余程嫌だと見えます」

　ため息をつきながら学院長が説明した学院の現状に、また面倒なという表情を一切隠さない達也。

「そこから先は、大体読めました。きっと今の教授陣が、意欲のある若手・中堅をはじき出したりして、成果が上がらないようにしているのでしょう？」

「やはり、分かりますか」

「そうでなければ、五年も何一つ新たな論文が出てこない、なんてことはないはずです」

　達也にズバッと指摘され、深く深くため息をつく学院長。そこで思っていたことを聞こうと、宏が口を挟む。

「せやけど、そういう事情やとうちらが関わっても、あんまり意味あらへんのんちゃいません？」

「その意欲ある若手、中堅が視野狭きょう窄さくを起こしてしまっていても、ですかな？」

「あ～……」

　どうやら妨害を受け続けているうちに、全体的に硬直してしまっているらしい。なかなかに難儀な話である。

「そこで、皆様の高度な技術や優秀な能力を学院内で見せつけることで、教授連中の目を覚まさせてほしいのです」

「だそうだ。で、ヒロ、どう思う？」

「あんまりそういう権力争いには、関わりたあないんやけどなあ……」

「そこをまげて、お願いします」

「まいったなあ……皆はどないする？」

　ひたすら頭を下げ続ける学院長を見て、とりあえずメンバー全員に話を振る宏。さすがに、宏の一存で決めるのは避けたい。

「私は、協力してもいいかなって思う」

「あたしは反対。ダールやフォーレの内容ならともかく、今回のは権力闘争に直接関わりすぎよ」

「いろいろ聞いたが……俺は棄権だな。判断するにもまだ情報が足りねえし、協力してもしなくても結構なデメリットがある」

「ボクも達たつ兄にいと同じく棄権。師匠に任せる」

　賛成と反対が各一票、棄権が二票。責任を押し付けられた形になった宏は、しばし考え込んだ後で……、

「正直、情報がなさすぎて持ち帰って相談してもおんなじやし、多分もっと詳細な話聞いて時間かけて検討しても決まらんでしょう。せやからっちゅうて僕がえいやで決めるんも怖いんで、この場でさいころの神様にお伺いを立てることにしますわ」

　運を天に任せることに決めた。

「さいころの神様、ですか？」

「うちらの国の、ものっそいマイナーな信仰なんでお気になさらずに」

　聞いたことのない神の名前に、不思議そうな顔をする学院長。そんな彼に非常に適当な説明をし、六面体のさいころを二つ取り出して、差し出して見せる宏。

　余談ながらこのさいころは、暇つぶしのためにすごろくと一緒に宏が作ったものである。転がした時に偏りが出ないよう、重心やら空気抵抗やらをきっちり調整した、無駄に手間のかかった逸品である。

[image: ]

「とりあえず、国王陛下と学院長が一個ずつさいころ振って、出た目の合計が七以上になったら協力しますわ」

　そんな説明をして、さいころを一つずつ王と学院長に渡す宏。さいころ二つの合計値で、七以上になる組み合わせは三十六通りのうち二十一通り。少しばかり協力する確率の方が高い。

　それを受け取り、真剣な、祈るような顔でさいころを転がす国王と学院長。二人とも知の国のトップに立つ人間だけあって、六面体さいころ二つの合計値が七以上になる確率については気がついているが、絶対といえるほど有利ではないことも重々承知している。

　そうして出た目は──一と六。きっちり七である。

「丁度七やから、協力しますわ」

「……そうか、ありがたい」

　宏の言葉に、安あん堵どのため息をついてから礼を言う国王。自身のさいころに全てがかかっているとあって、非常にプレッシャーが大きかったようだ。しかも、数テンポ速くさいころを転がした学院長の出目が一だったため、六以外はアウトというシビアな環境で、プレッシャーを感じないようにするなど不可能だったのだ。

「そういうわけやけど、ええ？」

「まあ、さいころの神様のお告げじゃあねえ」

　唯一反対票を投じた真ま琴ことが、宏の問いかけにあっさり答える。いい加減な決め方にごねるかと思えば、実に簡単に納得してのける。どうやら、真琴もさいころの神様に対する信仰心を持ち合わせているようだ。

「それにしても、きっちり期待値」

「まあ、さいころの神様やからな」

　さいころの出目について、感心したように言葉を漏らす宏と澪みお。いくら期待値とはいえ、わざわざ盛り上げる形で合計を七にするあたりが、さすがはさいころの神様といえよう。

「さて、協力するんはええとして、まずは工房見せてもろてからやな」

「そうですな。工房を確認していただいてから、どんな形で協力していただきたいか、どんな形で協力していただけるか、それをすり合わせましょう」

　方針が決まり、早速行動に移す一同。

　四つ目の国にして、ついにアズマ工房は最初から国家をバックに活動することになるのであった。
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「なんかこう、えらい立地条件のええ立派な工房を用意してもろてんなあ……」

　全ての工房候補を確認し終え学院に戻ったところで、宏が感心したとも呆あきれたともつかない声でそう述べる。

「こちらが無理を言うのですから、可能な限り好条件を整えるのは当然のことでしょう？」

　宏の言葉に、学院長が真顔でそう告げる。ローレンが用意した三カ所の工房は、いずれも表通りに面した、学院と冒険者協会双方に近い、非常に恵まれた立地の建物であった。しかも、建物も最初の頃のウルスの工房より、はるかに立派で大きなものである。もっとも、いくら立派だといったところで、拡張に拡張を重ねた今のウルスの工房よりは当然規模が小さいのだが。

「それで、どこになさいますか？　なんでしたら、全てお使いいただいても結構ですよ？」

「今んところ、一カ所で十分ですわ。それと、うちらが離れた時の管理人として、一人信用できる人を、っちゅうとこですな」

　そう言いながら、地図から最初に案内された工房を指さし示す宏。大きさは他の二カ所に比べてやや小さいが、その代わりに門や市場、繁華街の中心地までの距離が近い。もっとも、大人二人はともかく、宏達にとっては繁華街までの距離は割とどうでもいいのだが。

「改装その他は明日さっくり終わらせるとして、学院に誰入れるか、っちゅうんが問題やなあ」

「そうだよね。一応、学生としてですよね？」

　ある意味で一番重要な話を切りだす宏。その宏の言葉を受け、学院長に確認を取る春菜。

「そうなりますな。できれば学生として学院に入っていただければと思います。ですが、必ずしも学生でなければいけない、というわけでもありません」

　割と重要な条件確認に、学院側の希望を述べる学院長。

　それを聞いたところで、さらにいくつか確認事項を思いつく宏。

「年齢制限とかは、ありますか？」

「特にございません。できれば最低でも十歳以上の方が望ましいのですが、こちらが無理を言う立場ですので、都合のいい方が年齢に達していなくても、こちらとしては受け入れる所存です」

「ほな人数はどないです？　何人以上やとまずいとか、逆に最低何人は欲しい、とかあります？」

「そうですね……。絶対に一人は来ていただくとして、それ以上は皆様の都合に合わせます」

「学生としての拘束時間は？」

「基本的に講義で朝九時から午後三時頃まで、それ以降は研究室での研究ですので、時間はなんとも言えません」

　大まかな概要を聞き終えたところで、少し考え込む宏。

「話からすると、継続してこっちに通う必要があるやろうけど、テレスらにゃそんな余裕はあらへんよなあ……」

「ないよね」

　宏の言葉に頷く春菜。工房に人を増やさないと、という話になっている状況で一人減るのは、どう考えても無理な話だ。

「せやからっちゅうたかて、僕らが学生として通うんは、長あてもせいぜい二カ月が限度やし」

「ついでに当然のことを言うと、だ。俺達全員が学院がらみで拘束されるのもまずいぞ？」

「まあ、そこは当然やけど……」

　学院側の要望と自分達の都合。その両立しづらい問題に、微妙に頭を抱えてしまう宏。

「とりあえず、さ。まずは一回、ルーフェウス学院でどんな講座があるのか、とか、授業形態がどうなってるのか、とか、そういうのを確認してから詳細を詰めたほうがいいんじゃないかしら」

　いろいろ出てきた問題。その解決のために、とりあえずの調査を真琴が提案する。

「せやな。実際に見てみんことには、はっきりした話は難しいか」

「そうそう。それに、人が増えてテレス達に余裕ができたら、何年かごとに交代でこっちに通ってもらうって選択肢もあるわけだし」

「将来的には、そうなってくるやろうな」

　当座の方針が決まったところで、ある程度発展性のある話に内容が変わる。講義の内容や授業形態、その他もろもろのシステムを直接確認しないとはっきりとは言い切れないが、それでも大体の方向性は決まりそうである。

「っちゅうわけで、まずは実際に講義を受けてみたいんですけど、うちら素人が急に混ざって大丈夫なやつとかあります？」

「そうですな。中途編入生のための講座ならば、問題なかろうかと思われます」

「ほな、まずはその講座を受けるとして、そのあとで受講システムとか単位がどういう扱いなってんのんかとか、詳しい教えてもらいますわ」

「分かりました」

　こうして、これからすることを決め、さあ行動、というところで澪が口を挟む。

「ねえ、師匠」

「ん？　なんや？」

「ルーフェウス学院が全寮制だったら、いろいろ面倒なことにならない？」

「あ～、そうか。そこらへんは重要な問題やな」

　澪の指摘を受け学院長に視線を向けると、学院長がすぐに答えを口にする。

「我が学院には、確かに学生寮がございます。ですが、必ずしも寮に入らなければいけない、というわけではございません」

「そらよかった」

　学院長の回答に、ホッと胸をなでおろす宏。

「で、話を戻すとして、その講座って今から受けることはできますん？」

「今からは難しいですな。すでに講義が始まっておりますし、それが終われば本日の講座は終了だったはずです。それに、中途編入生向け講座は時期ごとに一人ずつ講師を用意する必要がありますので」

「ほな、そっちは学院側の準備が整ってからっちゅうことで、先に細かいシステムの確認からにしましょか」

「そうですな。今から資料を配らせていただきますので、それをもとに説明させていただきます」

　今日のうちにできることは、全て終わらせてしまいたい。

　そんな宏の態度を受けて、次の話に進もうとする学院長。

　なお、今の段階で資料を配っていないのは、単純にいきなり話が始まってしまったため、配るタイミングを逃したからである。

「師匠、お腹減った。説明の前に、そろそろご飯が食べたい」

「あ、せやな」

　澪の主張に、自分達が昼食抜きになっていることを思い出す宏。本日最後の講義が始まっているということは、昼休みも終わっているということだ。

「そうですな。忘れておりました、申しわけない。すぐに用意させます」

　澪の主張に恐縮し、大慌てで昼食の手配を行う学院長。

　どうやら、学院長の側近が、話し合いが長引くだろうと予想して準備していたらしく、連絡が入ってから五分と経たず、鴨かも肉にくのローストとウサギのシチューをメインとした、割と豪華な昼食が運び込まれるのであった。




　　　　☆




「単位制で、自分で講座を選んで受講する、か。基本的に、あたし達の世界の大学とそんなに変わらない感じね」

「そうなん？」

「ええ。違いがあるとすれば、ここでは必修を含めた最低限の単位を取ったあとは、いつ卒業するかが任意ってところかしら」

「特に区切りはないんや」

「みたいね。学費さえ出せるんだったら、一生学院で学んでてもいいみたいよ」

　その日の夕方。説明を受けて資料を受け取り、いくつかの手続きを済ませた日本人一行は、賢者の鐘亭でお茶を飲みながら打ち合わせを続けていた。

「とりあえず、短期集中コースがあるんはありがたいとこやな」

「そうね。おあつらえ向きに一カ月のコースもあるし、これに誰か一人ってところかしら」

　真琴のその言葉に、宏達の視線が集中する。

「一カ月コースは、この場合真琴さんが丁度よさそうやと思うんやけど、どない？」

「そうだね。真琴さんは基本フリーだしね」

　宏の言葉に、春菜があっさり同意する。それを聞いて、慌てて反論しようと立ち上がる真琴だが、

「真琴姉、今のままだと脳筋一直線」

「大きなお世話よ！」

　澪の非常に厳しい一言に、ついそっちに噛かみついてしまう。

「実際のところ現実問題として、いちばん手が空いてんのが真琴なんだよなあ……」

「そこは認めるけど、面倒なことを押し付けようとしてない？」

「否定はしない。が、俺は大図書館にこもりっきりになりそうなんでな。そっちと学院で勉強するの、どっちがより面倒かって話になってくるぞ？」

「……そうね、確かにそうよね……」

　面倒なことを押し付けられないよう抵抗する真琴に対し、もっと面倒な話を突きつける達也。ルーフェウスにおいて一番仕事が多いのは、恐らく達也であろう。

　何しろ、元の世界に帰る手段、そのヒントになりそうな過去の日本人達の動向に加え、ひよひよに関連した神獣がらみの情報や、達也に分かる範囲で宏の役に立ちそうな技術書や歴史書も調べることになっているのだ。

　下手をすれば、宏達の仕事が終わってからもずっと拘束されかねない。

「あと、この際だから真琴姉も、その無駄に余ってる魔力を使えるようにするといいと思う」

「無駄に余ってる、っていうのは否定しないけど、そこまでホイホイ使えるほどではないわよ？」

「それでも、使えるリソースは使うべき」

　澪の説得力があるようなないような意見に、真琴を除く全員が頷く。

　真琴としては、春菜ほど器用ではない自分が、魔法にまで手を出しても強みがなくなるだけじゃないか、と思うのだが、属性攻撃の種類を増やすことに関しては無意味だとはいえない。そこを考えると、一概に否定しきれないのが難儀なところである。

「こっちの学校も面白そうだから、できれば私が通いたかったんだけど……」

「短期やと、春菜さんが受けて意味がある講座があらへんからなあ……」

「そうなんだよね……」

　勉強そのものは嫌いではなく、ルーフェウス学院に通うこともやぶさかではない春菜だが、残念ながら短期コースで得られる知識やスキルは、全て身につけているものばかり。宏や達也ほどではないにしても、やることがいくらでもある春菜が拘束されてしまうメリットは皆無なのだ。

「っちゅうか真琴さん、自分そんなに勉強嫌いか？」

「まあ、好きではないのは事実だけど、ね」

　真琴は、勉学においては多数派に属する、自分の趣味や興味のあることに対してはいくらでものめり込むが、勉強そのものを楽しいと思ったことはないタイプだ。どうしても必要だと思ったことは必要に迫られてがっつり勉強して身につけてきたが、それ以外は適当にさぼってきた人種である。なので、大学もただ通って遊んでいただけに近く、単位を落とさない程度にしか勉強はしていない。

「勉強が好きってわけじゃないのに、今更学校に通ってってのはちょっとねえ……」

　真琴の実に共感できる主張に、思わず納得して沈黙してしまう一同。ガリ勉ではないが勉強すること自体は好きな春菜はいまいちピンときていないが、それでも世の中の大多数の人間は真琴と同じタイプであることは理解しているようで、その主張に異を唱えるつもりはないようだ。

「だったら真琴姉、切り口を変えてこう考える」

「なによ？」

「ルーフェウス学院、女子も結構通ってる」

「だから何？」

「真琴姉の趣味、広めやすい環境は？」

「……ああ、なるほど」

　澪の言わんとすることを理解し、その手があったか、などと考える真琴。

　確かに彼女の趣味を布教する（腐教というスラングの方が正しいかもしれない）には、学校という環境は実に好ましい。真琴自身、腐女子になったきっかけは、高校時代に同級生から腐教されたからだ。

「そうね。それもありね」

「真琴姉、学校行く？」

「丁度一本描き上がったところだし、折角だから腐教ついでに勉強してくるわ」

　澪の口車に乗って、ルーフェウス学院に通うことを了承してしまう真琴。

　この後、講義の内容をはじめとした学校の本分やクラスメイトとの人間関係などとはかすりもしない理由で、安易に学院に通うと決めたことを後悔する羽目になるのだが、人生というのは大抵そういうものである。

「うちらからはそれでええとして、問題は工房からやな」

「それについてだけど、ちょっと思いついたことがあるんだ」

「春菜さん、なんかええアイデアあるん？」

「アイデアってほどじゃないんだけどね。学院長の考えを実現するなら長期的な視野で行動しなきゃいけないから、それだったら最初からもうその前提で人選しちゃっていいんじゃないかな、って思ったんだ」

　春菜の言わんとしていることがピンとこず、訝いぶかしげな顔をする宏。長期的な視野で行動するのは当然だとしても、そのための人選というのが分からなかったのだ。

「具体的には？」

「ライムちゃんを通わせたらいいかな、って。そろそろ紡織と等級外ポーションの作り方を仕込むつもりなんだよね？」

「せやけど、なんぼなんでもライムの年齢と学力やと、この学校はハードル高あない？」

「そこはまあ、講座の内容を吟味したうえで、場合によっては特別授業をやってもらうことで、ね。それに、ライムちゃんの学力って、この世界の平均からすれば、普通の大人と勝負できるぐらいはあるし」

　ある意味で一番無難な、だがある意味ではかなり無謀な春菜の提案に、ヘタレた雰囲気にミスマッチな厳いかめしい表情で考え込む宏。ファムとライムを学校に通わせる予定はあったが、それはウルスにある初等学校だ。ルーフェウス学院のような一定ラインの知識や学力を前提とした、高等教育を施すための学校ではない。

　無論、当人が通いたいのであれば反対するつもりはないし、仕事のやりくりが付きそうであればウルスの高等学校に通わせるつもりでもあった。だが、ウルスの高等学校とルーフェウス学院では教育水準が違いすぎる。宏達の手によって独学に近い形で偏った教育しか施されていないライムでは、ここの教育内容についていけるのかどうかが何とも言い難がたい。

　もっとも、一番怖いのは、一部の分野において自分達の教育とこの学校の教育とが対立してしまった時なのだが、学院長的にはむしろそれを望んでいる節があるのが、頭が痛いところではある。

「……講座の内容を吟味するんはええとして、まだ六歳になってない子供のために特別授業とかやってくれるか？」

「この場合、低年齢からの教育のテストケースとしてやってもらえるんじゃないかな、って思うんだけど、どうかな？」

「そこはもう、要相談やなあ。あと、ライムは結構怖いもん知らずやから、うちらの教えたことを主張して教師から睨にらまれそうなんがなあ……」

　宏が口にした懸念に、小さく苦笑する春菜。春菜としては、それでライムを疎ましく思うような学院ならば、その時点で見切りをつけて協力関係を解消すればいいと考えている。そう簡単な話ではないのは事実だが、そもそもその状況を狙って今回の話を進めているのだ。ライムがその方向で問題を起こしても、それを自分達以外誰も守ってくれないようでは、アズマ工房が協力する意味がないし学院長が望む改革など成立しないだろう。

「そこを心配しても、しょうがないと思うよ。むしろ、そういう衝突を起こすのが、今回の目的みたいなものだし」

「僕が心配してんのはな、それで学校とか勉強が嫌いになることやねん。それに、ファムはともかくライムにゃまだ、相手が間違っとっても我を抑えてその場を流すとか、そんな真似はできんやん」

「いずれどこかで経験して学ばなきゃいけないことだから、この機会にやっちゃったほうがいいんじゃないかな、って私は思ってるんだけど」

「春菜さん、地味にスパルタやなあ……」

「今だったら、私達もレラさん達もフォローできるじゃない。フォローできるうちにいろいろ経験するほうが、ライムちゃん自身の成長にいいと思うんだ」

　急に教育論のような内容で議論を始める宏と春菜に、目を白黒させる真琴と澪。ある種どちらも極端に思える意見に、どう口を挟むか迷ってしまう達也。

「……まあ、ライムを学校に行かせること自体は、俺も賛成なんだがな」

　覚悟を決めて、宏と春菜の議論に割って入る達也。今はまだそれなりに冷静だが、この種の議論は油断するとヒートアップしやすいものである。それで宏との関係がこじれては目も当てられない。主に春菜の恋心的な意味で。

「ここに行かせるかどうかは、まだ結論出すにゃ早くないか？」

「……せやな」

「そうだね。教育内容を確認しないと、何とも言い難いところだよね」

「そういうことだ。そもそも、ライムを受け入れてくれるかどうか自体、今の段階じゃ不透明だからな」

　達也に窘たしなめられ、先走った議論をしていた二人が落ち着きを取り戻す。

「とりあえず受け入れてくれるっちゅう話が決まったとして、兄貴はどう思う？」

「一カ月お試しで、でいいんじゃないか？　真琴と同じ内容も勉強させれば、何かあった時にフォローもできるだろうし」

「あ～、なるほどなあ」

　達也の現実的な意見に、納得して頷く宏。

「あとな、単位制で在籍年数に特に制限がないんだから、時間調整してテレス達も日替わりで午後からひとコマとか、そういう感じでライムと一緒に勉強させりゃあいいんじゃないか？」

「そっか。その手もあったね。そういうやり方が認められるかどうか、明日ちょっと確認だね」

「そこらへんが終わったら、あとはもろた工房に引っ越しするための段取りやな。まずは転移陣の設置か」

　達也の提案のおかげで方針が決まり、大雑把な予定を決めていく宏。

　結論としては、学院側は宏達の提案をむしろ大喜びで丸のみし、初等教育も兼ねた幼年特別クラスの設置に即座に動き始め、宏達がルーフェウスの工房に落ち着いた頃には、暫定カリキュラムと講師の人選まで決定する。このあたりに、いろんな意味でルーフェウス学院の危機感が実によく表れているといえよう。

　なお、受ける講座を調整して三日に一度午後だけ、などという受講の仕方をしている人間は珍しくないらしく、そちらの方は特に問題なく許可を得ることができ、結果としてアズマ工房生え抜きの職員は、全員ルーフェウス学院に通うことが決定するのであった。




　　　　☆




「あ、親方。おかえり」

「転移陣の設置なのですか？　今回はものすごく早いのですね？」

　ルーフェウスに行っていたはずの宏の姿を見て、割と平常運転で挨拶をするファムとノーラ。二人に手を上げて挨拶の代わりにし、まずは転移陣の設置をさっくり終わらせてしまう宏。

「相変わらず、長距離転移のための転移陣を設置してるとは思えない速さなのです」

「まあ、ええ加減慣れてきとるしなあ」

「慣れでそんな高度な作業をさっくり終わらされると、世の付与術師や魔道具技師の立場がないのです」

「いずれは自分らにもこれぐらいできるようになってもらう予定やし、これで驚いてもらっとったら困んで」

　えげつないことを当たり前のように言い切る宏に、ついジト目で睨んでしまうノーラ。そういう常識外れの要求は、澪と春菜の二人だけにしてほしい。

「で、まあ、丁度よかったから食堂にでもテレスとライム呼んできて。ちょっと話しとかんとあかんこともあるし」

「分かったのです。ついでにお茶も用意するのですか？」

「せやな。頼むわ」

　宏の指示を受け、お茶の用意に台所へ向かうノーラと、テレスとライムに声をかけにいくファム。わざわざ職員全員に声をかけるあたり、それなりに重要な用件らしい。

「それで、話しておかなければいけないことって、何なのですか？」

「向こうでな、ローレンの王様に頼まれたことがあってな」

　お茶を用意し終えたノーラの問いかけに、当たり前のようにとんでもない立場の人から要請があったことを口にする宏。だが、今更宏達がどこぞの王室と関わりを持ったところで、この工房の従業員が驚くことはあり得ない。というより、その程度のことで驚いていては、ホイホイ各国の王族が顔を出すこの工房で働くことなどできはしない。

「また、新しい王家からのお願いごとですか」

「せやねん。毎度のことながら、面倒くさい話やで」

「もう慣れましたけど、それを面倒くさいという親方も大概おかしいと思いますよ」

「いや、普通に面倒くさいやん」

　普通なら、顔を合わせる機会自体がそうそうあってはたまらない相手からの頼みごと。それを面倒くさい話と言い切る雇い主に、慣れたとはいえなんとなくため息が漏れてしまうテレス。所しょ詮せん田舎者のいちエルフに、そういう人達からの依頼を持ってくるのはやめてほしい。

「それで、どんな内容なの？」

　放置しておくと話が進まないと見て、内容確認に入るファム。まだ年齢一桁の少女にかじ取り役を任せてしまうあたり、アズマ工房の先行きが不安な光景だ。

「まあ、そんな大した話やなくてな。自分ら全員に、ルーフェウス学院に入学してもらうことになってん」

「はあ？」

　宏が投げ込んできた爆弾に、事の重大さを理解していないライム以外、全員があっけにとられて間抜けな声を出してしまう。

「まあ、ファムとライムに関しちゃあ、レラさんの意見も聞かんとあかんけど」

「私、ですか……？」

「いや、さすがに親の意見も聞かんと決めるんはあかんやろ」

　宏に言われ、しばし考え込むレラ。ルーフェウス学院に自分の子供を通わせる。それは、一定以上の資金力と教育水準を兼ね備えた家庭にとっては一種の、それもかなり強力なステータスである。

　一時期はスラムで暮らしており、その前でも娘に初等教育を施すのがやっとという身分だったことを考えると、自分の娘達を通わせるのはあまりにも恐れ多い。だが、工房の管理人を任され、必要に駆られていろいろ勉強し続けている身の上としては、ちゃんとした教育の重要性も身にしみている。

　しばし悩みに悩み、出した結論は、

「ファムとライムの意志に任せます。親としては学校に行かせるべきだと思いますが、恐らく私が強制しても何も身につきませんし、それに、娘達が通うことになって学校で何かあった時、私が逃げ場として受け入れづらくなりそうですし……」

　というものであった。

「せやな、了解や」

「親方～、ライム学校いくの～？」

「せやで。嫌か？」

「いってみたい!!」

　テレス達がフリーズしている間に、宏とレラ、ライムの間でいつの間にか話がまとまってしまう。その会話を聞いて現実に復帰したテレスが、慌てて口を挟む。

「あ、あの、親方！」

「何？」

「私達全員が入学するって、仕事はどうするんですか!?」

「それについては、ちゃんと考えてんで」

　そう言って、ローテーションを組んで三日に一度、午前もしくは午後だけ講義を受けにいくことを説明する宏。ついでに、時間割がその条件に当てはまる講座を全てピックアップし、一覧表にした資料を全員に渡す。

「三日に一度、半日だけやったらフォローできんこともないやろ？」

「……まあ、できなくはありませんけど……」

「ただ、しばらくはものすごく忙しくなるよね、これ」

　宏の念押しに、渋々認めるテレスと懸念事項を口にするファム。籠かごの中ですぴすぴ眠りこけているひよひよののんきさを、妙に恨めしく感じてしまう。

「どうやらもう決まってしまっているようなのであきらめて勉強しにいくのですが、せめて王家が新しい職員候補を連れてきて、ある程度仕事を教えてからというわけにはいかないのですか？」

「それやと、僕らがルーフェウスにおるかどうかが分からんのよ。せやから悪いけど、ちょっときついかもしれんけど来週ぐらいから入学して講座に通うてほしいんよ」

「そういう事情なら仕方がないのですが、来週とはまた急な話なのです」

「向こうさんも新しい試みになる部分が結構出てきとってな。僕らがおる間に問題点の抽出とかやってまいたいらしいねんわ」

　新しい試みと聞いて、自分達が生いけ贄にえにされることに気がついてしまうノーラ。同僚を見ると、同じようにその事実に気がついてどんよりした空気を背負っている。

「で、な。講座の内容は好きなん選んでくれてええけど、同じ講座をライムにも受けさせることになるから、できたらそこも考慮して決めたってほしいねん」

「そういえば聞いてなかったけど、ライムはどういう形になるの？」

「基本毎日やな。真琴さんも短期コースで魔法学基礎の勉強に通うから、午前中はそれに合わせて魔法学基礎ともう一つなんか。午後からは自分らのうち誰かが講義ある時はそっちに合わせて、ないんやったらその日はおしまい、っちゅう予定やで」

　宏の悪魔のような予定を聞き、思わず顔が般若になりそうになるノーラ。この雇用主が、ライムの体力を考えて誰か一人は午前中に講義を入れろ、と言っていることに気がついてしまったのだ。

「……仕方がないので、ノーラが午前中のカリキュラムを取るのです。……そうですね、この生物学初級１にしておくのです。月の日と風の日の最初の講義なので、ファムとテレスはそれ以外を選ぶのです」

「それなら私は水と土の午前中にある、数学初級１にしますね」

「だったら、アタシは火と刻の午後にある付与魔法初級１かな？」

　とりあえず、できるだけ午後は空けるべきだと判断したノーラとテレスが午前中に、それならば一つぐらいは午後の授業も必要だろうとファムが昼一の講座を選ぶ。

　今更ながらこの世界の曜日を説明しておくと、月、火、水、風、刻、土、太陽の七つの曜日があり、商店関係以外は大体が太陽の日を休日に設定している。呼び方が違うだけで、地球の暦とあまり変わらないのだ。

「了解や。あと、時間が中途半端になる、っちゅうんやったら、他の講義も取ってええで」

「確かに、テレスが中途半端なことになっているのです」

　宏とノーラに言われて、テレスが少々考え込む。実際、テレスの選んだ講座は十時半から正午まで。朝から十時頃まで仕事をして、というのは実に中途半端だ。

「……そうですね。ノーラ達が構わないなら、歴史：西方地域も取ろうかな？」

「かまわないのです。その代わり、夜にどんな内容だったのか教えてほしいのです」

「だったら、晩ご飯終わったら、その日の講義の復習も兼ねて、学校行った人間が他の人間に授業の内容を教える時間にしようよ」

「ああ、それはいいかも」

　最初は仕事にしわ寄せが来ることにブーたれていた三人だが、いざ学校に行くことが決まると、意外な学習意欲の高さを見せる。どうやら、仕事がきつくなるのが嫌なだけで、学校に行くこと自体は大歓迎らしい。

「そういえば、ライムの授業が午前中に一つ空くんだけど、これはどうするの？」

「向こうと相談して、適当に一般教養の類で埋めるわ。あと、不都合がありそうやったら、向こうから一人出向してもろて、国語とか算数とかの基礎的な内容を教えてもらう予定やから、必要そうやったら自分らも家庭教師してもろてや」

「はーい」

　宏の説明に納得し、仕事がきつくなる以外は至れり尽くせりの内容に感謝するノーラ達。それを見て、宏が肝心のライムに確認をとる。

「ライムも、受けるカリキュラムはこれでええ？」

「うん！」

　宏に聞かれて、元気よく答えるライム。そもそも五歳児に勉強したい内容などあるわけもなく、学校に行って勉強ができるだけで十分嬉うれしいのだ。

「ほな、明日この内容で話進めてくるわ」

　全員から合意を取り、この日の話はこれで終わる。

　翌日、念のためにということで、特別に受ける予定の授業を全員ひとコマずつ受講した結果、いくつか分からない内容があった程度でライムも含めて誰一人講義についていけない人間がいなかったことが判明。学院側を大いに驚かせることになるのだが、アズマ工房の教育水準が意外と高かったのか、それともルーフェウス学院が求める学力水準が案外低かったのかは永遠の謎である。








ローレン編　第二話






「……これは、ちょっと改革が必要、かな？」

　ルーフェウス学院の学食。工房職員が学院に通うようになってから一週間後のこと。いくつかの料理を前に、春はる菜なが真剣な顔で呟つぶやいた。

　一週間も間が空いた理由は簡単で、インスタントラーメン工場の建物が予定より早く作業可能になるところまで完成したため、そちらに設置する設備を澪みおと宏ひろしと一緒に必死になって作っていたからだ。

　といっても、春菜と澪が作ったのは醤しょう油ゆや味み噌その促成熟成樽ぐらいで、重要な設備は全て宏が作り上げたのだが。

「これで三十チロルは、間違いなく高い」

　目の前にあるランチセットやもろもろの単品料理を睨にらみつけながら、呻うめくように吐き捨てる。

　ランチセットの内容は、ファーレーンでは地方の最下級の食堂でも滅多に見かけないほどかたくて質が悪い黒パンに、辛うじて食える程度にしか味付けがされていない煮込み料理、やたら薄いスープ。どれも量が少なく、余程小食の人間でない限りは二食食べて満腹になるかどうかだ。

　テレス達が学食のまずさと値段に文句を言い、自分達で弁当を用意する理由がよく分かる。最初は工房の食事のせいで舌が肥えてしまったためかと思ったが、これなら文句を言いたくなるのも当然だ。

　学院の周囲には食堂が少なく、昼休みに食べに行ける範囲の店はいずれも最低一食七十チロルはかかるからか、このクオリティでもそれなりに食べに来る学生はいる。だが、春菜からすれば、これを二食食べるなら近場の店で七十チロル払うほうがはるかにましだ。

「……とりあえず、どうするにしても、これは全部食べちゃわないと……」

　まずくて量が少ないと聞いていたため、ランチセット以外にも適当に四品ほど頼んだ単品。どれもこれもが相場の倍近い、もしくは倍以上の値段なのに（といっても、そもそも相場が一チロル程度なのだが）量は少ないそれらを、覚悟を決めて口に運んでいく春菜。正直美う味まい料理は一つもないが、まずいのは料理人の責任で料理に罪はない。それを言い聞かせて、必死になって平らげる。

　腹立たしいのは、これでも量を考えなければこのあたりの価格平均よりは安いことだろう。完全に学生の足元を見ている。

（もしかして、ルーフェウスの人はこれでも美お味いしいのかも……）

　なかなかのまずさに心が折れそうになった春菜が、そんなことを考える。薄味だが素材の味はまったく引き出せていない料理に、母親のもう一つの故郷のいくつかの料理を思い出しそうになる。

　もっとも、これがルーフェウスでもまずいほうなのは、学食で食事を続けている人間、その大多数の表情が物語っている。とにかく楽しくなさそうなのだ。まるで修行僧のように無表情で黙々と食べ続けるか、食事に興味はないと言わんばかりに論文などを読みながら片手間に食べるかが大半で、食事というよりは栄養補給でしかないのは明白である。

「あ～、もう無理。悪いけどちょっと反則させてもらおっと」

　半分を食べたところで挫折した春菜が、こっそり荷物から醤油、塩、こしょう、カレー粉、練りわさびなどを取り出して、ひそかにばれないように味を調える。

　それをこっそり見ていた前のテーブルの男子学生が、春菜が料理に振りかけたあれこれに興味深そうに注目していたが、見知らぬ相手に声をかける勇気はなかったらしい。結局、観察するだけで何も言わずに立ち去っていく。

「……うん。これで大分食べられる味になったかな？」

　各種卓上調味料でざっと味を調え、証拠を隠滅しながら食事を終える春菜。ちゃんと中まで味が染みていなかったり、歯が立たないほどかたく煮しめているくせにうまみ成分が全て抜け落ちていたりと、卓上調味料だけではどうにもできない要素もかなりあるが、それでも何もしないよりははるかにましである。

「とにかく、こんなのを食べてたら頭なんて回らないだろうし、この学食は絶対改革しないと！」

　何とか食事を終えて、決意を新たにする春菜。

　毎度のことながら、結局とっかかりは同じになるのであった。




　　　　☆




「こらちょっと、改革がいるでなあ……」

　ルーフェウス学院の購買部。そこに並ぶ品ぞろえを見て、眉をひそめながら宏が呟く。

　といっても、学校で必要になる文房具類は十分すぎるほど充実している。売られている紙も羊皮紙ではなく、地球の先進国で使われているのと遜色ない質の、いわゆる普通の紙である。文字が記入しやすいように、罫けい線せん入りのものまで売られているのだから、文句があるとすれば紙の大きさがＡ３ぐらいの大きさの大判のものかＢ５ぐらいのものかのどちらかしかないことぐらいだろう。

　もっとも、あくまでもそれは文房具だけの話だ。学生生活に必要になりがちな日用品は数も質も眉をひそめざるを得ないレベルで、さらに申しわけ程度に置かれている食料品に至っては、食堂の昨日の売れ残りと思おぼしき黒パンだけというありさまである。これならば、置かないほうがましだ。

　学校の購買なのだから、文房具が充実していれば十分だろう、というのは正論である。正論ではあるが、それでは不便だからいろいろ扱い始めたのだろう。ならば、こんな半端なことをせずに、ちょっとしたコンビニぐらいには品しな揃ぞろえを充実させるべきだ。

「とりあえず、まずは等級外ヒーリングポーションぐらいは並べるようにさせんとあかんやろう」

　いざという時の保険として、どこのご家庭にも必ず何本か存在する等級外ヒーリングポーション。それなりに規制がきついポーション類の中では例外的に、雑貨屋でも取り扱いの許可が下りるちょっと高価な絆ばん創そう膏こう的アイテム。意外にも、賢者の国の中枢たるルーフェウス学院の購買では扱っていなかったのだ。需要がないわけではないのだが、医務室があるのだから怪我はそっちでどうにかしろ、ということらしい。

　他にも問題点として、街の外でフィールドワークを行う講座や研究室もそれなりにあるというのに、最低限共通して必要になるものを扱っていない点が挙げられる。別に腐るわけでもなく、大半はそれほどかさばらないものなのだから、冒険者協会あたりと提携してこちらでも買えるようにすればいいのに、面倒だからと放置しているようだ。

　そして何より宏が不満なのは……、

「購買でパン、っちゅうたら、サンドイッチ類と焼きそばパンぐらいは扱わんとあかんやろうに」

　である。

　さすがにこの言い分はちょっと贅ぜい沢たくすぎる。そもそもサンドイッチはともかく、焼きそばパンは現時点でローレンに焼きそばというものが存在していないのだから扱いようがない。第一、そこを充実させるより先に、まずはフィールドワーク向けに乾パンや干し肉のような携行食を扱うほうが先であろう。

　だが、そんな一般論が通じるようであれば、これまであちらこちらで余計な文化侵略をやらかしたりはしない。

「手ぇつけるとしたら、トップに許可取ってから、仕入れルートの確認やな」

　学院長が望んでいるのはそこの改革ではないだろう、と断言できるところから手をつけることを決める宏。

「こんな、勉強だけしてりゃええんや、っちゅう態度の購買がまかり通ってんのに、発展性のある研究なんざできるわけあらへん。改善は必須やで」

　かゆいところに手が届かないどころか、かゆがっていることにすら気がついていない風情の購買を再び確認しつつ、何やら決意を新たにする宏。

　春菜同様、毎度のことながら、結局とっかかりは同じなのであった。




　　　　☆




「結局、一般書庫の蔵書は、ウルス城の書庫とそんなに大差はなかったが……」

　宏達が学内の施設を確認し、余計な改革に邁まい進しんする決意を固めていたその頃。達たつ也やはいよいよ特別書庫に足を踏み入れる決意を固めていた。

　一般書庫と違って、特別書庫に出入りするには誓約書が必要となる。どちらも料金は必要だが、それに関してはローレン王が用意してくれたフリーパスのおかげで免除してもらえる。

「しかし、誓約書が必要な書庫とか、非常に嫌な予感がするぞ」

「そうですね。余程の事情がない限りは、司書資格を持っていない人間が単独で出入りするのはお勧めできません」

　特別書庫へ出入りするための手続きの説明を読みながら呟いた達也に、若い女性が声をかける。年の頃は十代後半から二十代前半。背は真ま琴ことよりは高いが、春菜には二歩ほど届かない程度。スレンダーだがメリハリの利いた体と静かで知的な美貌に、司書の制服がよく似合う。これでメガネをかけていればある意味で完璧なのだが、残念ながら視力はいいらしく裸眼だ。青みがかった長い黒髪は背中のあたりで簡単に束ねているだけだが、それはそれで似合っているので問題ない。

「カヅキタツヤ様、ですよね？」

「ああ、そうだが、あなたは？」

「すみません、申しおくれました。ダルジャン様の巫み女こをさせていただいております、司書のサーシャと申します。よろしくお願いします」

「へえ、あなたがこっちの巫女か。今後ともよろしく」

「どちらかといえば、本業は司書の方ですが」

　サーシャの挨拶を聞き、いろいろと納得する達也。知の神の巫女が図書館の司書をするのは、いろんな意味でしっくりくる。それに、サーシャは知の神の巫女というイメージにぴったりである。

「で、あなたがここにいるってことは、書庫に入らなくても大体のことは聞けば答えてもらえる、ってことでいいのか？」

「いいえ。私は確かにダルジャン様の巫女で代弁者でもありますが、どんなことでも答えを得られるわけではありません。また、ダルジャン様が皆様にお話しできることは、基本的にアルフェミナ様が説明を依頼なさっている事柄だけです」

「つまり、禁書『フェアリーテイル・クロニクル』とか他の知られざる大陸からの客人のこととかは、自力で調べろってわけか」

「そうなります」

　どうやら、世の中それほど都合よくはできていないらしい。楽はできないものだと思いながらも、考えてみればダルジャンに対しては何の貢献もしていないことに思い至る達也。これまでの神々も、基本的に自分達が彼らに対して貢献した報酬として、いろいろ便宜を図ってくれているのだ。

　神々自身が自分達のことを舞台装置だと言い切っている以上、ダルジャンがそのシステムの例外である理由がない。

「だったら、さっさと手続きを済ませて、調べものに入るか。参考までに、禁書庫に入るにはどうすればいい？」

「ダルジャン様の許可が必要です。皆様の出入りに関しては一任されていますが、さすがにタツヤ様一人の時に許可を出すことはできません」

「俺一人だと駄目？　その理由は？」

「特別書庫に入れば分かるでしょう」

「なるほど、了解」

　サーシャの言葉に一つ頷うなずくと、いろいろ物騒なことが書かれている誓約書に署名をして提出する達也。

「で、特別書庫はどっちだ？」

「こちらになります。何を調べられますか？」

「そうだな。まずは手始めに、邪神教団関係の資料のうち、特別書庫で調べられるものを調べたい。さしあたっては、過去に連中が起こした事件だな」

「承りました。……検索終了、接続しました。中を案内しますので、この転移陣へ」

「おう」

　サーシャに促され、転移陣に入る達也。一瞬で別の扉の前に移動する。

「ここから先は、覚悟が必要となります。よろしいですか？」

「……ああ」

「一応、中では転送石の使用が可能ですが、戻ってこれるのはここまでです。そのことも念頭に置いて行動してください」

「了解」

　サーシャの注意を聞き、なんとなくいろいろ覚悟を決めて扉を開く達也。扉の向こう側は、地平線の向こうまで本棚が続く空間となっていた。

「……こりゃ、誓約書が必要になるわけだ」

「ご理解いただけたようですので、このまま進みます」

　普通に遭難しかねない空間と恐ろしい物量にある種のめまいを感じながらも、サーシャの案内に従って資料を漁あさり始める達也。サーシャと二人で中をうろつき始めて、ようやく誓約書が必要な本当の理由を理解するのだが、理解したところで後には引けず、単独で来たことをとことんまで後悔する達也であった。




　　　　☆




「っちゅうわけやねんけど」

「そっちもそんな感じなんだ」

「そっちも、っちゅうことは、学食もか？」

「うん。正直殺意を覚えそうになったよ」

　ルーフェウスの工房に帰ってすぐに、宏と春菜がすぐにでも手をつけるべき項目を挙げていく。

　それを聞いていた達也と真琴が、呆あきれた顔をする。どう贔ひい屓き目に見ても、いきなり脇道にそれたようにしか見えないのだ。

　なお、澪は現在ウルスの工房で、ようやくレイオットが連れてきた一人目の新人（キツネ系獣人男性）に、いろいろと教育中だったりする。二人目以降も選考は難航しているようで、国王やダールの女王、フォーレ王と頭を抱えながら面接をこなしている。

　工房の従業員が決まれば、今度は建設が始まっているインスタントラーメン工場の従業員も集めなければいけないため、当面は人材確保に東奔西走する羽目になりそうだとぼやいていた。

「ごちゃごちゃ言うつもりはないが、学食と購買の改革からってのはどうなんだ？」

「あんなやる気のなさがにじんでる部署を放置して、それ以外の改革が成立するわけがないよ」

「せやで。金取っとる施設があんなやる気ない殿様商売しとって、優秀な人材が定着するとは思えんで」

　余程腹にすえかねているらしい。達也の疑問に、猛然とかみつく春菜と宏。その様子に、微妙に引いた様子を見せる真琴。

「まあ、それはいいとして、具体的にはどうするつもりだ？」

「まず、学食の方は料理の味付けを何とか改善しないと、と思ってるんだ。量からとも思ったけど、まずいのに量だけ増やされても困るだろうから、ね」

「こっちは手始めに、等級外ポーションからやな。次に折角パン売っとんねんから、もうちょっと種類増やして美味いやつ買えるように、っちゅうところや」

「学食はともかく、購買も結局は食いもんかよ……」

　宏と春菜のあまりの平常運転ぶりに、どうにも呆れて突っ込みを入れるしかない達也。

「で、味付けからっていうけど、そこはどうするつもりよ？」

「調理してるとこを見ないと何とも言えないんだけど、とりあえず味付けの基本から勉強し直してもらわないと、とは思ってるよ」

「味付けの基本はいいけど、ルーフェウスだとそんなに調味料の種類ないんでしょ？　あんた達のやり方と同じことができるとは思えないんだけど？」

「分かってるよ。それ以前の問題として、西部と同じ味付けだと受け入れられるかどうかが微妙なところだから、そこも調整しないといけないし」

　真琴からの質問に対する春菜の回答に、意外そうな顔をする年長者組。その様子を見て微妙に苦笑しながら、これまで食べたルーフェウス料理の共通点から感じ取った要素を説明する春菜。

「多分、大陸中央北側地域の特徴なんだと思うんだけど、ルーフェウスの人達は日本人よりも辛さに対する許容度合いが低い感じなんだ。それに、ちょっと高級なパンでもどっちかっていうとハードタイプの方が好みらしいし、あまり匂いがきついのは駄目みたい」

「そうなの？」

「うん。カレー粉とか宿の人に試してもらったんだけど、普段使ってるぐらいのはちょっと辛すぎるって言ってたしね。醤油とポン酢はそのままつけたりかけたりするには味が濃すぎるみたいだったし、味噌や炊いたお米も匂いが駄目っぽかった。とりあえず米と一緒に出した煮物はそこそこ評判良かったから、みりんとかは大丈夫そうだけど」

「へえ……」

　ダールですらある程度受け入れられた日本の食文化の、こちらに来てから初めての敗北。その話を聞いて複雑な顔をする真琴。環境が違うのだから当然なのだが、今までが今までだけに自分達を全否定されたように感じてしまうのは仕方がないだろう。

　もっとも、ダールに関しては最初から受けそうなものしか持ち込まなかった上、春菜はちゃんと現地の食文化に合わせて微調整をしていたのだが、そこまでは真琴は知らない。

「まあ、その割には元祖鳥ガラのインスタントラーメンは、麺が長すぎること以外はものすごい評判よかったんやけど」

「あれはすごかったよね」

　そんな顔をする真琴に気がついてかどうか、宏と春菜が妙な爆弾を投げ込んでくる。それを聞いて、思わず目を丸くする真琴。

「そ、そうなの？」

「せやねん。世の中奥が深いわあ」

「さすが、元祖インスタントラーメンだよね」

　しみじみそんなことを語り合う宏と春菜に、コメントできずに沈黙する達也と真琴。さすがは世界の総需要が約一千億食を数える、超巨大産業の元祖だけのことはある。今のところ、こいつだけは百発百中のようだ。

「まあ、それは置いておくとして、さっきの話だと日本人向けの味付けだと受けが悪いんだろう？　それでどうやって学食の改革をするんだ？」

「ルーフェウスの一般的な味付けは大体分かったから、それに合わせていろいろ調整するよ。やるかどうかは分からないけど、屋台する時もその方針で行くつもり」

「そうか」

　どうやら、展望はしっかりしているらしい。ならば、やりたいようにやらせておくのがいいだろう。そう結論を出す達也。

「それで、兄貴と真琴さんの方はどないなん？」

　宏に水を向けられ、渋い顔をする年長組。様子から察するに、あまりいい状況ではなさそうだ。

「まずは俺から報告させてもらうが……」

「どないしたんよ？」

「ちょっと、大図書館ってやつをなめてたよ」

「そんなに難儀なん？」

「ああ。正直、俺一人じゃあどうにもならん」

　いきなり泣き言から入った達也に、思わず顔を見合わせる宏と春菜。いくら巨大な図書館といっても、達也がギブアップするほどのものには思えないのだ。

「何があって、そんなに手こずってんのん？」

「書庫がな、ダンジョンだったんだよ」

　達也の報告に、表情が凍りつく一同。所しょ詮せん建物一つだし、などという甘い考えが、粉々に粉砕された瞬間であった。

「……なんぼなんでも神様のお膝元で、しかもこれといって瘴しょう気きが出てなかったから油断したわ。それは予想してへんかった」

「……本当だよね」

「せやけど、時空神とかおるんやから、できんわけないわな。我ながらちょっと甘かったで」

　達也の報告に、渋い顔が伝染する宏と春菜。確かに予想できることではあった。考えが甘かったのも事実だ。だが、その結果がこれというのは、いくらなんでもひどすぎる。

「それで達也。大図書館の書庫って、どういう状況になってるの？」

「まだ浅い層しか入ってないから断言はできねえが、とりあえずモンスターの類たぐいはいなかった。ただ、トラップはあっちこっちに張ってあったから、俺一人だと今より奥に行くのはきつい」

「つまり、澪の手が空くのを待たなきゃいけない、ってことね」

「そういうこった」

　トラップがあったという達也の報告を聞き、即座に調査の保留を決める一同。どうにも、各地域で一回はダンジョンと関わっている気がするが、目的を達成するためなので仕方ない。

「でも、ダンジョンになるほどの数の本があるんだったら、必要な本を探すのってものすごく難しくない？」

「ああ。かなりやっかいだぞ。一応ダルジャン様の巫女とか神官が司書として詰めてて、必要に応じて神の力である程度所在地を絞り込んでくれはするが、それでも県庁所在地の中央図書館ぐらいには蔵書の量があるからな」

「うわあ……」

　春菜の問いかけに、とことん厄介な回答をもたらす達也。聞けば聞くほど難儀な状況に、乾いた声を上げることしかできない宏達。

「いっそ、ダルジャン様に直接聞いたほうが早いんじゃない、それ？」

「真琴、俺がそれを考えなかったと思うか？」

「やっぱり、無理？」

「ああ。巫女さんに聞いたんだが、ダルジャン様が教えてくれるのは、アルフェミナ様が説明する予定だったことと元の世界で俺達がどうなってるかだけ。それ以外で知りたいことは全部自力で調べろ、だとよ」

「うはぁ……」

　なかなかにスパルタなダルジャンの方針に、本気で呻く真琴。この分では、ある程度頼まれごとに目途がついた時点で、全員総出で調べて回ることになりそうである。

「とりあえず、もうしばらくは安全圏で調査しておくが、できるだけ早めに応援を頼みたい」

「了解や」

「できるだけ早く手伝えるように、私達の方は頑張って前に倒していくよ」

「あたしの方は、拘束時間が決まってるのが問題ね……」

　各自、本来の目的である各種調査のために予定をすり合わせる。といっても、現時点で予定が確定しているのは真琴のみ。宏と春菜は進しん捗ちょく状況によって、日程がどう転ぶかが変わってくる。

「そういえば、レイニーは？　こっちに来てるんでしょ？」

「ああ。あいつはルーフェウスで当座調べることがなくなったからって、バイク乗りまわして周辺地域の情報収集に走り回ってるらしい。報告書はレイオット殿下に回したそうだから、俺達に必要な情報は殿下がそのうち整理してくれるんじゃねえか？」

「なるほどね」

　真琴の疑問に、達也が答える。その回答に納得しつつ、手を借りれそうな相手の不在にがっかりする真琴。得意とする情報収集のジャンルが違うとはいえ、レイニーの能力は侮れない。それだけに、手伝ってもらえないのは痛い。

「俺の方はそれでいいとして、真琴、お前さんはどうなんだ？」

「どうっていってもねえ。思ったより分かりやすい講義だけど、それだけね。まだ一週間だし、そうそう成果が出るわけもないでしょ？」

「まあ、そりゃそうだが」

　真琴の言い分に理解を示しながらも、どうにも期待外れという印象をぬぐえない達也。真琴のことだから、というより自分達のことだから、もう少しいろいろ何か面白い事態を引き起こしていそうだと思ったのだ。

「真琴さん、ライムはどないな感じ？」

「一緒に受けてるのは魔法学基礎の座学だけだけど、普通に授業についていってるわよ。ただ、あの子魔法学基礎の実践は講義取らせてないから、ちょっと齟そ齬ごが出てる部分はあるけど」

「それはしゃあないわな。実践に関しては、学校側からも待ったがかかっとるし」

　懸念事項の一つである、ライム関係の話。少なくとも授業についていけているかどうかに関しては、今のところ特に問題ないようだ。

「で、ライムがおることで、雰囲気とかどないなってる？」

「子供の好奇心って、すごいわよね……」

「もしかして、ものすごいピリピリしとる？」

「先生はね。生徒の方は、今日はどこを突っ込むのかって楽しみにしてる感じ。っていっても生徒側が意地悪だからとか先生が嫌われてるからとかじゃなくて、予習してきた内容の盲点を突いてくるから、すごく勉強になるって理由でね」

「なるほどなあ。まあ、わざわざ金払って学校に行くような人らやから、そら向学心も強いか」

「そういうことみたいね」

　アズマ工房から人を入れた目的。そのうち一つは、ライムという特殊な人材のおかげで早くも成果が出始めているようだ。なお、真琴はそこまで深く魔法を極めるつもりがないこともあって、これといった突っ込みや質問はしないようにしている。そのため、魔法学基礎はアズマ工房関係者が受けている講座の中では、比較的穏やかな状況になっている。

　これが、テレスをはじめとした工房職員達が受けているものになると、ライムからだけでなく彼女達からも鋭く厳しい質問が大量に飛び出し、ものによってはその場で答えられなかった講師が大図書館の特別書庫に入って調査した結果、今までの定説を覆すような話が出てきたりと、なかなか荒れ模様である。が、そこについては宏達はテレス達から細かい報告を受けているわけではないので、それほど大変なことになっているとは思ってもいない。

「あと、身内の贔屓目抜きでも、ライムって普通にすごく可愛いじゃない。だからあたしが見てる範囲では、授業中はともかく、それ以外では先生も生徒達もたくさん可愛がってくれてるから、あの子も学校に通うの楽しそうよ」

「そらよかった」

　ライムが学校を楽しんでいると聞き、心の底からほっとする宏。ライムの将来のことを考えて決めたのも事実だが、今回のことは大人の事情が大きい。これでいろいろ問題があってライムが学校も勉強も嫌いになった日には、悔やんでも悔やみきれない。

　それはそれとして、周りから可愛がられているとなると、違うことで懸念も発生してくる。何しろ、真琴が言うように、ライムは将来が楽しみな美幼女だ。拾った当初はそうでもなかったが、栄養の充実した食事と体質に合ったシャンプーやせっけんを使った毎日の入浴、そして周囲からのたっぷりの愛情により、日ごとに愛らしくなっている。良からぬことを考える輩やからが出てきてもおかしくない程度には、ライムは魅力的な女の子なのだ。

　レラやファムが割と平凡な容姿をしているのに、半分は同じ遺伝子であるはずのライムが将来すごい美人になりそうなのが、遺伝子というやつの不条理さと世の中の奥深さをよく表している。

「とりあえず、そろそろひよひよ連れて登校しても大丈夫そうか？」

「そうね。多分大丈夫だと思う」

　諸般の事情から、とりあえずお留守番をさせていたひよひよについて言及する宏と真琴。使い魔を連れている学生も少なくないことが判明し、ライムも学校に溶け込めた今なら、そろそろ連れていってもいいだろう。現状、ひよひよ自身には戦闘能力は皆無なれど、すこしでも邪よこしまなものが触れると聖なる炎で炎上するという特殊能力がある。ライムにちょっかいを出す相手など邪なものに決まっているため、護衛としてはこの上ない存在なのだ。

　炎上するといっても、ただ気絶するほど熱いだけで怪我は一切しない。それゆえに、相手が言いがかりをつけてきたとしても、過剰防衛と言われる心配もない。いろんな意味で安心設計である。

「まあ、ライムちゃんは問題なさそうだとして、真琴さん自身の人間関係はどんな感じ？」

「ぼちぼちってところね。魔法剣士志望の子とか、何人か仲よくはなったし」

「そっか。だったら、その人達から気になる話とか聞いたら、教えてね」

「分かってるって。あと、ついでに購買と学食の評判も、随時聞いておいてあげる」

「ん、お願い」

　なんだかんだでそれなりにちゃんと学校生活を送っているらしい真琴に安心しつつ、自分達の仕事がらみについても一応頼んでおく春菜。最近知った真琴の趣味を考えると不安要素はあるが、それと購買や学食の評判については関係ないと割り切ったようだ。

「今の時点で話しておくことは、こんなものかな？」

「せやな。ほな、春菜さん。学食と購買の改善活動のため、割と簡単に作れてなおかつ受けそうなパンの開発にいそしもか」

「そうだね。今回はカレーパンは駄目そうだから、いろいろ試してみないと」

　大体話し合うことが終わったと見て、早速趣味の時間に入る宏と春菜。即座に食いものの話に走るあたり、どこまで食い意地が張っているのかと呆れそうになる達也と真琴。

「主食的な方向はちょっと後に回して、まずはおやつ的なやつからでどない？」

「あ、いいかも。具体的には何？」

「甘くて柔らかい蒸しパンとかどない？」

「そうだね。そういえば、なんだかんだでその手の菓子パン類は、あんまり作ってなかったよね」

　ライムの教育方針で対立したのは、どうやら間違いなく例外的な事態だったらしい。非常に和わ気き藹あい々あいと作業について話し合う宏と春菜。これで恋人同士ではなく春菜の側の片想いだとか、詐欺くさいことこの上ない。

「とりあえずいくつか作ってみるから、真琴さんと達也さんもあとで試食して感想お願い」

「まあ、そりゃかまわねえが、俺達だとあんまり当てにならないんじゃないか？」

「あたしも折角だから食べさせてもらうし感想も言うけど、今回は日本人の味覚は当てになんないんでしょ？」

「甘いものに関しては、大丈夫かもって思ってるんだ。だから、参考までに、ね」

　達也と真琴の懸念に、にっこり微笑ほほえんで思うところを告げる春菜。結局、この時の返事のせいで、ちょこちょこ調理パンの試食をする羽目になり、少々体重と腹の肉を気にすることになる年長組であった。




　　　　☆




「おっかしいなあ……」

　ウルスのアズマ工房。ノーラ達の夜の自由時間。たった一週間で恒例となった、授業内容の簡単な解説。その時間を前に、ファムがノートや資料を前にうなっていた。

「ファム、どうしたのです？」

「ああ、今日の学校で貰もらった資料が、アタシが知ってる内容と食い違ってんだ」

「先生には聞いてこなかったのですか？」

「今日はそこまで進まなかったんだ。で、今日の内容を復習するついでに、次の講義までに予習しておこうと思って確認してたら気がついて、さ」

　自身の髪をわしゃわしゃとかきまわしながら、どうにも腑ふに落ちずに険しい顔をするファム。内容は違うのだが、理論という面では筋が通っているのがややこしい。

　これまでの授業で、ルーフェウス学院で教えている内容が全て正しいわけではないことは理解している。同じくらい、宏達が教えてくれたことはほとんどが経験則で、こちらも全面的に正しいとは限らないことも理解している。ただ、直観とか感覚面で、今回の内容は自分達の知っている内容の方が正しい気がしているのである。

　なのに、理論に大きな破綻が見つけられない。その気持ちの悪さが、ファムをいらだたせているのである。

「気になるのであれば、実践してみるのです。幸い、ここにはエンチャントの触媒も練習に最適な失敗作も山のようにあるのです。こういうのを使い潰つぶすのは、親方達も推奨しているのです」

「……そうだね。ちょっとやってみる。今日の解説、少し遅くなってもいい？」

「もちろんなのです」

　ノーラに促され、倉庫から使い潰したすりこ木や作業の失敗で破損した乳鉢など使えなくなった道具類と、大量の触媒を取り出して準備するファム。その様子を、わくわくした様子で観察するノーラとテレス、ライムの三人。なお、キツネ系獣人の新人君は、澪のスパルタ教育と採取および下ごしらえの作業により完全にダウン中で、とてもこちらに関わる余裕はない。

　もっとも、エンチャントの基礎もできていない彼が話を聞いたところで、ちんぷんかんぷんでまったく役に立たないのは間違いない。

「資料に書いてあった、物体の強度を上げるエンチャントなんだけどね。まず、親方方式が、この触媒を使って、こうやってこうやって、ここで魔力をこの程度入れるんだけど……」

　流れるような手つきで初歩のエンチャントをやってのけるファムに、驚いた様子も見せずに真剣な表情で頷くノーラ達。ここまでは、ライムですら手順書など見ずに成功させる範囲である。

　実のところ、これができれば普通に付与魔術師として最低限の生活が送れる程度の収入は得られるのだが、そんなことは全員知る由もない。アズマ工房で四カ月ほど鍛えられれば、片手間で鼻歌交じりにとはいかなくても、落ち着いてやればこの程度のエンチャントに失敗することはなくなる。

「で、資料に書いてあるとおりだと、使う触媒がこっちで、この手順で触媒と対象の間で魔力の親和性を上げて、この手順で触媒を通じて自分と対象との導通ラインをつないで、この陣で内容決定、これぐらいの魔力量で定着させる、らしいんだ」

　手順をいちいち確認しながらエンチャントを実践するファム。ノーラ達に対する手順の説明でもあるが、初めてのやり方なので、ファム自身もいまいち自信がないのである。

「上う手まくいってるみたいだけど……」

「確かに全然違うのです。でも、おかしいところが分からないのです……」

「だよね……」

　どちらもちゃんと目的どおりの結果が出たことに対し、首をひねるテレスとノーラ。ファム同様、どこか腑に落ちないという表情を浮かべている。

「……おねーちゃん、二かい目のやりかた、魔力のとおりかたがなんかへん」

　ファム達三人が首をかしげていると、じっと観察していたライムがそんな主張をする。

「変って、どのあたりが？」

「どうつうラインをつないだとき、かな？　なんかへんなとおりかたしてた」

　ライムに指摘され、再びラインをつなぐところまで実験する。使うのは別の廃棄物である。

「あ～、確かにここに違和感がある」

　実験してみると、自分達が感じた違和感は、確かにラインをつなぐタイミングで発生していた。ラインがつながっているのに、妙に対象から戻ってくる魔力が少ないのである。誤差の範囲だったためにすぐには気がつかなかったが、確かにこれなら違和感があるのも無理はない。

「ライム、よく気がついたのです」

「本当、私達は全然気がつかなかったわよ？」

「まほーがくのじゅぎょうでならった、正しい魔力のながれかたとちがったの」

　自分達が気がつかなかった違和感、それを見抜いたライムを褒めるテレスとノーラに、ライムが種明かしをする。

「まあ、とりあえずここまでやったんだし、ちゃんと最後まで終わらせちゃうよ」

　違和感の正体が判明してすっきりしたところで、最後までエンチャントを進めてしまうことにするファム。その時、異変が起こる。

「あれ？　わっ!?」

　バフン、と情けない音を立てて、定着しかけていたエンチャントがはじかれたのだ。今までに起こったことのない現象に、慌ててエンチャントをかけようとしたすりこ木を確認する。

「……どうにもなってないよね？」

「普通にすりこ木なのです」

「エンチャントもかかってなかったし、今もかかってないかな？」

　失敗したすりこ木をじっと観察し、結論を出す三人。

「これは、もう一度試してみるしかないかな？」

　ファムの問いかけに、真剣な顔で頷くテレスとノーラ。ファムが手順に入ったところで、ノーラが小声でライムに頼みごとをする。

「ライム。これが終わったら、魔法学のノートを見せてほしいのです」

「は～い」

　ライムが小声で返事をしたところで、先ほどと同じタイミングでエンチャントが失敗する。

「おかしいなあ。ちょっと親方方式で試してみるかな」

　ライムがノートを取りに戻っている間、普段からやっている方法でエンチャントを試す。こちらは成功。普通にエンチャントがかかる。

「おかしいなあ。やっぱり、理論にどこか穴があるんじゃないかなあ……」

「それを調べるために、ライムにノートを持ってきてもらっているのです」

　などと言い合っているうちに、ノートを持ったライムが宏を連れて戻ってくる。どうやら、何かの用事でルーフェウスから戻っていたらしい。

「あれ、親方？」

「なんぞおもろいことやっとるってライムに聞いてな。僕もちょっと観察させてもらうわ」

　にやりと笑いながら、ファムに作業を促す宏。その言葉に頷き、何をするかを説明した後に、再び同じ材質のすりこ木を用意して作業を始めるファム。それを見た宏が、いきなり口を挟む。

「またけったいなやり方しとんなあ」

「あ、やっぱりそうなんだ。アタシ達も変だとは思ってたんだけど、どこがっていうのが分かんなくて」

「そらまあ、まだファムらにゃ分からんやろなあ。手順自体は流派の違いみたいなもんやからどっちでもええんやけど、触媒が強度強化と相性悪すぎんねん」

　サクッとおかしいところを指摘し、他にいくつかの触媒を取り出して説明を始める。

「その触媒な、確かに癖が少なくて大体のエンチャントに使えんねんけどな。強度強化含むいくつかのエンチャントとは、致命的に相性悪いんよ。すりこ木に使うとる木材が強度強化と相性悪いし、やるんやったらこの辺の触媒でやらんとまず上手いこといかんで」

「でも、そっちの乳鉢には上手くいったよ？　それに、おかしかったのはラインをつなぐ段階だったし、ライムもその時点で魔力の流れがおかしいって」

「上手くいったんは単純に、乳鉢の素材が強度強化との相性が抜群やからやな。流れがおかしいんはちょっと、自分でやってみんと何とも言えんわ」

　ファムの質問に頷き、原因究明のため同じやり方でエンチャントを実践する宏。出した結論は……、

「手順と触媒とエンチャントの内容、全部の相性がむちゃくちゃ悪いやん」

　であった。

「最初の手順入れ替えたら、それだけで大分ましになんで」

「あ、そうなんだ」

「せやで。いっぺんやってみ」

「は～い」

　宏に言われ、試しにやってみるファム達。最初に比べ随分違和感がなくなり、ライムも魔力の流れに納得する。

「確かに、全然違うよ」

「本当に、なんでこんな不安定なやり方を資料に載せているのです？」

「たまに教本の類って、非合理的なやり方を載せてますよね……」

　その結果に、口々にぼやきを漏らすファム達。その様子を苦笑しながら眺める宏。

「そういえば、親方は何をしにこっちに戻ってきたんですか？」

「ん？　ああ。ちょっと飲みもん作ってみたんやけど、自分ら炭酸水とか発泡飲料とかは飲んだことあるか？」

「それぐらいはまあ……」

　宏の質問に、テレスが代表して答える。宏達は知らないことだが、ウルスにも炭酸水が出る井戸は何カ所かあり、納品に行った時に何度か出されて飲んでいるのだ。それに果物の中には、ジュースにしてちょっと放置すると、酒になる手前まで発酵して発泡するものがある。何でも自作する上に買い物での行動範囲が狭かったために宏達は飲んだことがないが、工房で働いている人間は全員、一度は口にしているのである。

「ほな、話は早いな。僕らの国の飲みもんを一個再現したから、ちょっと試してほしいねん」

　そう言って宏が取り出したのは、瓶に入った醤油とは違う色合いの黒い液体。それを見て微妙に引くファム達をよそに、好奇心旺盛で宏に全幅の信頼を寄せるライムが早くも手を伸ばす。

　言うまでもないが、黒い液体はコーラである。とりあえず再現したのは赤いラベルの方らしい。

「親方、のんでいい!?」

「ちょうまち。今コップに入れたるから」

　ものすごい食いつきを見せるライムをなだめ、コップになみなみと黒い液体を注ぎ込む。それを渡されたライムが、炭酸に負けずに結構な勢いで半分ぐらい一息に飲む。

「あまくてしゅわしゅわでおいしい！」

「さよか、そらよかった。でも、あんまり飲んだら体によくないからな。とりあえずそれだけにしときや」

「は～い」

　ライムの反応に苦笑しつつ、飲みすぎないようにだけ注意する宏。

「きゅっ！　きゅっ！」

「おっ、ひよひよも飲むか？」

「きゅっ！」

　どんなセンサーなのか、すでに寝ていたはずのひよひよが起きてきて、宏にコーラをねだり始める。コップにコーラを注いでやると、翼で器用にコップを持ってぐびぐび飲み始める。

「きゅっ！」

「そうか、美味いか。でも、もうあかんで」

「きゅっ!?」

「いやいや。そうがばがば飲むもんやあらへんし」

「きゅ～」

　もっと飲ませろと主張するひよひよを、どうにかこうにかなだめる宏。宏がどうあってもこれ以上くれないと判断し、ふよふよ飛んで寝床に戻るひよひよ。

　そんなライムとひよひよを見て、恐る恐る中身の入ったコップに口をつけるファム達三人。コーラに対する反応は、なぜか年長者のテレスやノーラではなく、ファムには芳かんばしくなかったのであった。








ローレン編　第三話






「すりつぶし方が足りない」

「これでまだ駄目かあ……」

　無表情で淡々と駄目出しをする澪みおに、キツネ耳の少年ががっくりと肩を落とす。

　少年の名はジノ・コートエル、十六歳。レイオットが連れてきた新入りである。春はる菜なより若干背が低い、この世界では小柄なほうに入る少年だ。入って一週間になる、まだまだ見習いにも達していない若造である。

「完全に原形がなくなるまでつぶさないと、効能が出ない」

「いや、あの、もう原形なんて残ってないように見えるんだけど……」

「そう見えるんだったら、その目は節穴。こことここに茎が残ってるし、この破片なんか全然潰つぶれてない」

「あ、本当だ……」

　澪の厳しい指摘を受け、キツネの耳が力なく倒れる。ちゃんと観察すればすぐ分かる場所に残っていただけに、反論の余地がまったくない。

「等級外ポーションとしてなら、それでも問題ない。だけど、ジノは等級外ポーションで満足？」

「……満足なはず、ない」

「だったら、今はきついだろうけど、ひたすらすりつぶす練習。師匠やボク、ファム達も乗り越えてきた道」

　肩を落とすジノに、そう発破をかける澪。すりつぶす作業は、薬作りの基本。これをおろそかにしては上達しない。作るものによってどの程度潰す必要があるかも変わるのだから、何度も何度も徹底的にやって、体で覚える必要がある。

「今日のところはこの容器にいっぱいになるまで葉っぱすりつぶしたら、カレー粉の計量作業。計量も薬作るのに重要だから、まずはそっちで慣れること」

「はい……」

　肩を落としたまま作業に戻るジノ。その様子に、来たばかりの頃のファム達を重ね合わせて、なんとなく懐かしい気持ちになる澪。もう半年以上前だが、まだ半年ちょっとでしかないともいえる。

　その半年ちょっとでファム、テレス、ノーラの三人は七級ポーションをある程度安定して作れるようになり、特に教えていたわけではないライムまで等級外ポーションを作れるようになっていたことについては、あまり考えないことにしている。

「あ、ミオさん、ちょっといい？」

「どうしたの？」

　そんな感慨にふけっていると、当のファムが澪に声をかけてくる。

「いくつか微妙に半端になってる素材があるんだけど、あれ組み合わせてなんかポーション作れないかな？」

「リスト見せて。……ん、錬金術を駆使すれば、七級スタミナが作れる。やってみる？」

「やってみる。ミオさん、ヒント頂戴」

「了解」

　すでに本日のノルマを終え、自主研究に入っていたファムは、テレスとともに澪の監督のもと新たなチャレンジに入る。午後にノーラにもこのやり方を教える予定である。

「……ちょっと難しいけど、できないわけじゃない範囲かな」

「うん。アタシ達でも、普通にできる範囲だよね、これ」

　二人揃そろって三回のチャレンジで二勝一敗という結果に、手ごたえを感じて目を輝かせるテレスとファム。澪はそんな二人を見ていると、仲間がいないジノのことが気になってしまう。

「殿下達、早く次の人材を連れてきてほしい」

「ミオさん、いきなりどうしたんです？」

「テレス達見てると、ジノ一人で下積みやるのはつらいんじゃないかなって思った」

「あ～……」

　澪の心配を聞き、自分達の時を思い出して納得してしまうテレス。一緒に愚痴をこぼし合い、一緒に新しいことができるようになり、一緒にそのことを喜びあう仲間がいることは、モチベーションの面で非常に重要である。

　別に、仲間でなくライバルでもいい。あいつにだけは負けたくない、そう思える相手がいれば、少々のことで折れたりはしなくなるものだ。

「まあでも、ゴヴェジョンさんとフォレダンさんがちゃんとフォローしてくれてますし、結構負けん気の強い子なので何とかなるんじゃないかな、と」

「ミオさんいないときにもアタシ達にいろいろ質問してたし、今はへこんでるけど根性はあるみたいだから、一人でも折れたりはしないと思うよ」

「だったらいいけど」

　割とあっさりそう言い切るテレスとファム。それを聞いた澪も口では懸念を示しつつも、とりあえずこの場はそれ以上口に出さないことにする。

　この後、新たにファーレーンの貧乏貴族の末っ子という出自の双子（因ちなみに男女ペア）と、イグレオス神殿からの転籍者の女性が二週間後に加わるのだが、その頃にはジノは等級外ポーションの調合がメインになっていたために、結局若干ポジションが浮いてしまうのであった。




　　　　☆




　ルーフェウス学院の学食では、激論が交わされていた。

「他よ所そ者ものに何が分かる!?」

「いや、美お味いしい、美味しくないは他所者あんまり関係ないし。それにほら、学食に関する無記名アンケートね、千枚集めて美味しいとすごく美味しいが合計して十五枚、どっちでもないと無回答が七十枚しかなかったんだよ？　他が全部まずいかものすごくまずいって時点で、この食堂を改革する十分な理由になるよね？」

　唾を飛ばしながら凄すごむ料理長に、春菜が呆あきれた口調でデータをもとに反論する。最初は敬語だったのだが、あまりに話が進まないため、途中から口調が素に戻っている。

「それにね、高いって意見も多かったから、これでも仕入れ値とかぐらいはちゃんと調べてきたんだよ？」

「だからどうした!?」

「この仕入れ値だったら、一食の量を倍にしても十分利益出るよね？　単品なんて、相場の倍取ってるんだからもっと食べ応えのある大きさとかにできるはずだよ？」

「厨ちゅう房ぼうの苦労も知らねえ人間が、ごちゃごちゃぬかすな！」

「厨房の苦労、ねえ……」

　確かに、春菜はこれだけの規模の厨房を切り盛りした経験などない。だが、数百人分ぐらいの料理なら何度も経験しているし、同じ規模の食堂でももっと美味しくて安い食事を提供している店などいくらでも知っている。

　家賃その他を支払いながらそれができる店があるのだ。学院から場所を提供してもらい、かつ補助まで受けてなぜできないのか、春菜としては理解に苦しむ。

　しかもこいつら、昼飯時が始まる直前まで、せいぜいゴミをどける程度の掃除しかせず、仕込みなど一切せずにだらけているのだ。そんな連中に、厨房の苦労とか言われても全然共感できない。

「大体、食いに来てる人間がたくさんいる時点で、俺達のやってることが間違ってねえ、ってことだろうが！」

　事前調査からの予想どおり、春菜のような小娘の言い分など聞く耳を持たない料理長に、思わず内心で呆れる。そもそも食べに来る人間が減らないのは、単に選択肢の問題だ。周辺の飲食店は値段と規模、双方の問題で需要を吸収しきれないために、まずくても食べに来るしかないだけである。

　それだけ圧倒的な競争力を持っているのに、満席になっていないどころかピークでも七割ぐらいしか埋まらない。知の国の国民のくせに、それがどれほど問題なのか理解していないのが情けない。

「じゃあ、人が食べに来なくなれば、自分達のやり方に問題があること認めるんだ」

「来なくなればな！」

「その言葉、忘れないでね」

　打ち合わせで決めてあったプランＢの内容に内心で苦笑しつつも、表面上は堂々と言い切る春菜。

　そんな彼女を馬鹿にしたように見下し、せせら笑う料理人達。その視線を背に受けながら、さっさと薄汚れた厨房を出ていく。

「聞きしに勝るって感じでしたよ……」

　厨房を出たところで待機していた年配の女性に、肩をすくめながら苦笑がちにそう言う。それを聞いた女性が、処置なしという感じでため息をつき首を左右に振る。

　こんな阿あ漕こぎな真似をしている学食がなぜ放置されていたのか、春菜が疑問を持たないはずがない。故に、講師や事務局に聞き取り調査をしたところ、料理長が一切聞く耳を持たなかったそうだ。人員を一新しようにも、単に不評というだけでは契約を切るのも難しいようで、他の仕事の忙しさも相まってなかなか手をつけられなかったとのことである。

　なのでこの件に関しては、アズマ工房に対して思うところのある教員もほとんどが全面的に味方に付いてくれることが決まっている。しがらみが何もない春菜達の方が思いきったことができるだろうと、ある意味においてはものすごく期待されているのである。

「それで、フルート教授。かなり悪質なやり方ですけど、本当にやってしまっていいんですね？」

「ええ、もちろんです」

　春菜の確認に、フルート教授と呼ばれた女性が真顔で頷うなずく。その顔は徹底的にやれと言っている。

「周囲への根回しは、学院の方で行っておきます」

「お願いします。場所については、うちの工房のお隣が空き家になったので、そこを買い上げて改装します」

「資金は大丈夫ですか？」

「問題ありません。それにしても、突然お隣が仕事をやめたのは、どうしてなんでしょうね？」

「さあ？　ただ、前々からあそこはあまりいい噂うわさがありませんでしたから、その関係で何かあったのでしょう」

　あまりに都合がいい展開に、首をかしげる春菜とフルート教授。

　アズマ工房・ルーフェウス支部の隣には、ダストン商会というかなり大きな商会が本拠地に使っていた建物がある。いろいろとあまりよくない噂はあるものの、商売自体は堅実で、表立ってはまともなやり方をしてきていた商会らしい。それゆえに、いきなり夜逃げのような形で仕事を畳んだ理由が部外者には分からなかったのだ。

　春菜達にとっては非常に都合がいいが、少なくとも学院がこれといって圧力をかけたわけではない。それが不気味でしょうがない。

　実のところ、ダストン商会の倒産にはレイオットとレイニーが絡んでいる。レイニーが春菜の援護射撃のために学院の学食がらみのあれこれについていろいろ調べているうちに、ダストン商会についての見過ごせない情報を拾い、レイオットに報告したのだ。

　結果、百年以上の歴史を誇るダストン商会は、わずか三日で倒産に追い込まれてしまったのである。レイオットが何をしたのかは、本人が悪役っぽい笑顔で秘密だとしか言わないため、片棒を担いだレイニーも知らない。

　ファーレーンの国益にも絡む問題であったため容赦しなかったレイオットだが、春菜達が不審がっていることは知りつつも内容が内容だけに下手なことは言えず、レイニーともども口を閉ざしている。なので、今はいろいろと噂が独り歩きしており、自分達に対する状況の都合のよさも相まって、アズマ工房の内部では余計に不信感を増幅している状況である。

　とはいえ、好都合なのは好都合なので、春菜は容赦なく利用するつもりだ。

　何しろ、学院の入口から徒歩五分圏内という好立地の、アズマ工房・ルーフェウス支部より広い土地だ。いろいろと使い道はある。

「それで、仕入れルートは大丈夫なのですか？」

「一応、目星はつけてあります。まあ、最悪、当座の分はウルスやオルテム村で仕入れればいいと思ってますから」

「ルーフェウスの人間としては、このあたりで手に入るものは、このあたりで仕入れていただければありがたいのですが……」

「基本的には、そのつもりです。従業員も、できるだけこの街で人を募りたいところですが、それをやるにはちょっと時間が足りないので、しばらくはいろんなところから伝つ手てを使って引っ張ってくるしかないかな、と思ってます」

　春菜の計画を聞き、当面はそれでいくしかないか、とため息をつくフルート教授。

「とりあえず、十日で開店までこぎつける予定ですので、それで根回ししておいていただけますか？」

「それは構いませんが、本当に大丈夫なのですか？」

「従業員になる人達には泣いてもらうことになりそうですけど、内容を絞りますので、一週間あれば十分形になりますよ」

　綺き麗れいな顔でなかなか鬼畜なことを言う春菜に、少々引くフルート教授。

「何にしても時間がないので、帰ったら宏ひろし君に協力してもらって、すぐに敷地を確保して工事に入ってもらいます」

「分かりました。こちらもすぐに根回しを始めましょう」

「お願いします」

　方針をサクサク決め、もう少しだけ細かい打ち合わせを済ませる春菜とフルート教授。計画実行の前にちょっと休憩、ということで教授の研究室へ行く途中、宏を見かけた春菜が声をかける。

「あ、宏君」

「おう、春菜さんか」

「そっちはどう？」

「あとはパンの納品に道筋つけたら、っちゅうとこやな」

「担当者の人、すごくやる気だったもんね。本当に羨うらやましい……」

　フルート教授の研究室に向かいながら宏の状況を聞き、本気で羨ましいと思ってしまう春菜。はっきり言って、学食の頑かたくなさは洒落しゃれが通じない。

「で、そっちは……、って、その様子やと相変わらず相当な状況みたいやなあ」

「正直、相当悪質な荒療治が必要な感じ」

「っちゅうことは、僕もそっち手伝うたほうがええっちゅうことか？」

「うん。詳しくはまた説明するけど、かなりいろいろ手伝ってもらうことになるよ」

「ほな、今からそっち手伝おか？」

　相当手こずっている様子の春菜を見て、自身の作業との兼ね合いを考えてそう提案する宏。

「いいの？」

「こっちは、一週間ぐらい様子見でええんちゃうか、っちゅう感じやから」

　宏の申し出に対して顔を輝かせつつ、それでも遠慮がちに確認を取る春菜。それに対してあっさり頷く宏。

　実際、購買の方は当面やることはすでに大方終わっている。あとは売れ行きや反応を見ていろいろ調整するだけで、すでに購買担当者と新しい各業者とのつながりもできているのだから、相談されない限り宏があれこれ口を挟むことはない。

「だったら、これからフルート教授の研究室でお茶の予定だから、そこでお茶を飲みながら現状と計画を説明するよ」

「了解や。せやったらついでやから、購買で売る予定のパン、ちっと試食してみてくれへん？」

「あ、販売前の最終調整、終わったんだ」

「クリームパンと焼きそばパンはな」

　もうそろそろ教授の研究室、というタイミングでそう言って取り出して見せたパン二つ。正確には微妙な色合いの麺が挟まったパンのビジュアルに、フルート教授が少し引く。

「大分不気味さはマシになったよね」

「味付けの調整したら、自然とマシな色になったんよ」

「そっか、なるほど」

　宏の言葉に納得する春菜。ローレンの伝統的な調味料であるルジャメノンソース。それを使って作った試作品は恐ろしく不気味なまだら模様の緑になっていたが、どうやらこのソースは調整で随分と色が変わるらしい。

　まだ多少不気味な緑ではあるが、色合いが均一になった分ドン引きするほどではなくなっている。

「フルート教授はちょっとこの時間にパン二個はきついと思うから、春菜さんと半分こにしたほうがええかな？」

「そうですね。私の年齢では、この時間にパンを二つも食べてしまうと、下手をすると夕食があまり食べられなくなってしまいます」

　宏の提案に同意するフルート教授。一人前を食べるのは厳しい歳になってきた自覚があるだけに、その配慮はありがたい。人によっては馬鹿にしてと反発するかもしれないが、知の国の人間としては加齢による変化を認めないような愚かさとは無縁であるつもりだ。

「……なるほど、どちらもとても美味しいです。こちらの焼きそばパン、でしたか？　料理をしない人にとっては驚く色合いかもしれませんが、知っている人間なら普通に受け入れそうです。クリームパンは、むしろなぜ今まで誰もやらなかったのかが不思議なくらいしっくりきます」

　研究室に着いて早々に行われた試食会。

　なんだかんだいってフルート教授の舌を大層満足させた最終版のパン類は、コーラと一緒に購買で売り出されるやいなや、すぐさま大人気になったのは、また別の話である。

　因みに焼きそばパンの見た目の問題は、というと、

「学食の飯を食うことを考えたら、この程度の見た目どうってことない」

「美う味まくて安くて腹にたまるんだから、見た目程度で文句言ってちゃあ食うもんがなくなる」

「慣れたら気にならない」

　という意見で一蹴されてしまう。このあたりに、現在の学食のすさまじい評価の低さがうかがえるが、別に学食の売り上げにダメージを与えるつもりで用意したわけではないのが実に皮肉な成り行きだろう。

　こんな感じで、学院の学食は自らの行いの報いを着々と受けていくのであった。




　　　　☆




「ライムちゃん、おはよう！」

「ライム、今日も可愛い！」

「ライム、その子何？　すごく可愛いんだけど？」

　今日も今日とて、登校すると同時にものすごくちやほやされるライム。ライムの人気に頭の上のひよひよが驚き、目を白黒させる。

「おはよう！　この子はひよひよなの！」

「きゅっ！」

　ものすごい勢いで寄ってくるクラスメイトに物おじせず、元気いっぱいに挨拶を返すライム。この人見知りとは無縁の態度が、さらにクラスメイトの心をわしづかみにする。

「ライムが可愛いのは事実なのですが、レラさんが苦労するので甘やかさないでほしいのです」

　あまりに猫かわいがりするクラスメイトに対し、苦笑しながら釘くぎを刺すノーラ。放置しておくと、クラスメイト達は際限なくライムをかまおうとするのだ。

　ノーラも十分に美少女なのだが、ウサギ型獣人の美少女というのはこの学校において、ライムほどの希少価値はない。そのため、もてないわけではないがそこまで騒がれるわけでもない。

「ふん、いいご身分なことで」

「ノーラもそう思うのですが、上司の命令には逆らえないのです」

　その様子を見て嫌みを言うクラスメイトの男に、思わず同意してしまうノーラ。立場が変われば、同じ感想を持つのが予想できてしまうからである。

　もっとも、ノーラの場合、ライムを可愛がりにいくほうかもしれないが。

「ここは勉強しに来る場所だ。ガキ連れて遊びに来るんじゃねえよ」

「一応ノーラもライムも勉強しに来てるのです。それに、ライムは質問はしても授業の邪魔とかはしてなかったのです」
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　さすがにこの言いがかりには反論が必要だと考え、淡々と事実を訴えるノーラ。どうせ聞く耳は持たないだろうが、事実は事実として訴えることは重要である。淡々とした伝え方になったのは、感情的になってしまうと逆効果だからだ。

「ふん。どうせ何か後ろ暗いことしてここに通ってんだろう？　でなきゃ、ガキがこのルーフェウス学院に通えるわけないからな」

「証拠もなしにそれを言うのは、単なる名誉棄き損そんなのです。仮にも賢者の学院に通う人間なら、明確な証拠を用意してから喧けん嘩かを売ってくるのです」

　レベルの低い言いがかりに呆れ、ぴしゃりと言い切るノーラ。見ると、この男と同じくノーラやライムにいい感情を持っていない他のクラスメイトまで、地味にノーラの言い分に同意している。

　ノーラが強気なのは、自分達はなにも悪いことをしていないと断言できることに加え、通えなくなっても何も困らないからだ。頻繁に質問や議論をぶつけるため一部の教師達にとって目障りな存在だという自覚はあるが、どちらかといえばそれが求められている役割である。それに、議論をふっかけたり疑問について徹底的に質問することは、双方冷静でなければならないと但ただし書がきがつくが推奨されている。

　仮に、ノーラ達がここに通っていることが何かの法に引っかかるのであれば、そうなるように仕向けた国王と学院長の責任である。

「ちっ。いずれその化けの皮をはがしてやるから、覚悟しろ！」

　形勢不利と見て、顔を真っ赤にしながらそんな捨て台詞を吐いてその場から離れる男。その様子を、クラスメイト全員が冷ややかに見つめる。はっきり言って彼には味方が一人もいない状況だが、憶測や思い込み、噂などをもとに相手を攻撃するのはローレン人が最も嫌うところなのだから、自業自得ではある。

「ライム、そろそろ席に着くのです。ひよひよは後ろで邪魔しないように大人しくしておくのです」

「は～い」

「きゅっ」

　そろそろ講義が始まる時間だと察し、ライムとひよひよに声をかけるノーラ。ノーラの呼びかけに素直に応え、ライムとひよひよが移動する。その様子に、教室のあちらこちらから黄色いため息が漏れる。その様子を見たノーラが、さらにクラスメイトにも釘を刺すことにする。

「とりあえず注意しておくのですが、ひよひよはあのなりでも一応は神獣だそうなのです。邪よこしまな心で触れると、ひよひよの意思とは関係なくお仕置きされてしまうのです。ものすごく熱いそうなのです」

　ノーラのその宣言に硬直するクラスメイト達。そのまま、ギギギと錆さびついた音でも聞こえてきそうな動きで、ひよひよに視線を移す。注目を浴びたひよひよは、我関せずといった体ていで羽づくろいなどをしている。

「……大口叩たたいてるが、そんなウソには騙だまされねえ!!」

　折角のノーラの忠告を無視し、件くだんの因縁をつけてきたクラスメイトの男がひよひよに突撃する。その結果……、

「ぎゃああああああああああああああああああああああ!!」

「だから注意したのです……」

　白い炎でこんがり焼きあげられてしまう。やけど一つ負わずにこんがり焼きあげられ、きっちり頭がアフロヘアになった男をひよひよが不思議そうに首をかしげて見下ろす。

「まあ、こういうことなので注意するのです。判定基準はいまいちよく分かっていないのです」

　目の前で起こったことに完全にフリーズしているクラスメイト達に対し、最も重要な事柄を説明するノーラ。結局このクラスの硬直は、講師が入ってくるまで解凍されることはなかったのであった。




　　　　☆




「まったくもって、面倒くさいぞ……」

　本棚から打ち出され、直撃コースで飛んできた本をキャッチしながら達たつ也やがぼやく。大図書館の特別書庫は、今日も全力で達也の調査を妨害していた。

「何とかならんのかね？」

「私に言われても困りますが……」

　ぼやく達也に、心底困ったように本日の担当司書（二十四歳男性・独身）が答える。

「司書の人達が攻撃を食らわないのはなんとなく分かるが、それ以外の利用者をこうまで目の敵かたきにする理由は何なのかね？」

「特別書庫に関しては、我々にもよく分からないことがたくさんありまして……」

「要は、ダルジャン様に聞けってことか……」

「申しわけありません……」

　ぐらりと動いた本棚から距離を取りつつ問う達也に、恐縮しながら己の無力を告げる司書。そもそも、特別書庫がいつからダンジョンに化けたのかすら、ダルジャン以外誰も知らないのだ。なぜ司書以外の侵入者を排除しようとするかなど、調べようがない。

「何にしても、一度発動した罠わなは同一人物には発動しないらしいことと、棚の蔵書が入れ替わったりしないのだけはありがたいな。特に蔵書の方は、入るたびにランダムで変更とかやられたらどうにもならん」

「そうですね。さすがにそれをやられると、司書の我々も管理できなくて困りますし」

　地図の本棚にチェックを入れながら、しみじみと話す達也と司書。そうでなくても一区画に膨大な蔵書があるのに、その中身がランダムで入れ替わったりした日には、目的の本を探す手段がなくなってしまう。

「そういや思ったんだが、あんた達司書に、目的の本を検索したり呼び寄せたりする魔法とかはないのか？」

「残念ながら、大雑把にこのあたりというのまでは絞り込めますが、ピンポイントで特定するものはありません。あれば便利なんですが、世の中そう上う手まくはいきませんで……」

「なるほど、そっちも大変なんだな。っと、この本は外れか。戻しておかねえと」

　もう少し楽にいかないかと期待した達也の質問は、無情にも世の中の厳しさを思い知らされるものだった。もっとも、質問した達也自身、期待はしたが当てにはしていなかったのでそれほど落胆した様子は見せず、平常運転で飛んできた本の内容をチェックしていたのだが。

「というかよく考えますと、そういう便利な魔法があっても、今回のケースではあまり役に立たないかと」

「まあ、そうだよな。条件設定が漠然としすぎてるから、大雑把にこのあたり、しか絞りようがねえか」

　結局地道にやるしかない、と覚悟を決め、ぎっしり詰まった本棚を観察し続ける達也。

「……ふむ。三百年前のマルクトでの客人の話か。……こいつの裏付けを取る資料とか、大体の区画は分からないか？」

　速読法により五分ほどで一通り目を通し、重要だと思おぼしき箇所をコピー機でコピーしながら、達也が司書に問う。

「そうですね。少々お待ちください。……東に三つ目、北に四つ目の棚、もしくはその周辺にあるみたいです」

「そうか。そろそろコピーも終わるから、先にそっちを探しちまうか」

「分かりました」

　達也の方針に頷く司書。手元の地図から現在の棚を探し、調査中のマークを入れて間違えないようにして、達也のコピーが終わるのを待つ。

「しかし、まだまだ終わらんなあ……」

「まだ、一割ですからね。でも実際のところ、むしろ特別書庫の一ブロックとはいえ、こんな短期間で一割も調査が終わっていることの方がすごいですけどね」

「まあ、そうだろうなあ」

　などと駄だ弁べりながら、まるで無限に続くかのような数の本棚にうんざりしつつ移動を開始する。

　まだまだ達也の戦いは始まったばかりであった。




　　　　☆




　その日の夜、ルーフェウスの工房。

「っちゅうわけでやな、購買の方はすぐケリつきそうやねんけど、学食が長期戦なりそうやねん」

「お前らなあ……」

　宏の報告に、呆れた顔をする達也。真琴と澪も、似たような表情である。

「本当にあんた達、よくも毎度毎度そこまで脇道にそれられるわよねえ」

　開いた口がふさがらなくなっている達也と澪に代わり、真琴が呆れながら感想をぶつける。

「しゃあないやん。購買と違うて学食は改善する気ゼロやねんから」

「学食をよくしたところで、あたし達にはあんまり関係ないじゃない」

「うちらにゃ確かに関係あらへんけど、ライムとか継続して通うんやから、こういう些さ細さいなところでもようできるんやったら、ようしといたほうがええやん」

　宏からのある種の正論ともいえる言葉に、これ以上反論する気が失せて沈黙する真琴。正論ではあるが、その調子でずっと明後日あさっての方向に突っ走り続けられると、時間がいくらあっても足りないのではないか、とは思っても今更なので突っ込まない。

「それで、どういう予定なんだ？」

「まあ、今日のうちに土地と建物は押さえたから、宏君が明日朝から内装と設備をいじって、その間に私が仕入れ先確定させたりあっちこっちから人を集めるって感じかな？」

「学院の学食に対抗するってのと春菜主導ってこと、それからわざわざ土地まで押さえてるってことを考えると飲食店をやる気なんだと思うんだが、何をやるつもりだ？」

「料金前払いセルフサービス方式の食堂。しばらくはメニューも定番ものに絞って、それを手早く提供できるようにこれから雇う人に頑張って覚えてもらう予定」

　今後の予定を確認してくる達也に、春菜が決まっていることを全て告げる。

「定番、ねえ。何を出す予定だ？」

「ポトフとブイヤベース、日替わりシチューに簡単な焼き物いくつか。セットはパンとサラダをつける予定で、飲み物に関しては薄い麦茶みたいなお茶になるけど、食事した人には一杯無料。飲み物だけのメニューは食堂の方では見送り、かな」

「なるほど。揚げ物はやらねえのか？」

「好みを調査する時間が足りてないから、開店早々はやらないつもり。お店やりながら並行で調査と宣伝をして、受けそうな味付けを特定してからメニューに昇格、かな」

「まあ、ここはファーレーンとは大分好みが違うみたいだから、どうしてもそうなるわな……」

　春菜の余計な方向での地道な努力に、それしかないかと納得する達也。そもそも、食堂なんてやらずに屋台程度で済ませておくならここまで苦労する必要はなかったのだが、それを言って意味のある時期はすでに過ぎている。

「で、収益は出せそうなの？」

「大丈夫だと思うよ。今回は学院からの補助も出るし、設備費は自作だから材料費だけだし、食材の仕入れも普通に利益出せる水準だから、問題になりそうなのは人件費ぐらいかな」

「人件費はペイできそうなのか？」

「人件費が相場にちょっと色つけて一日一人三クローネプラス賄い食として、十人ちょっと雇ってもランチセットを二百ぐらい売れば、一日分の人件費には十分になるよ。ランチセットは一食三十チロルで提供の予定で、材料費が平均で十チロル行くか行かないかになるから」

　ランチセット二百という販売目標は、ちょっとばかりハードルが高いのではないか。そう思って真琴の方に視線を向けると、

「最初数日は何とも言えないけど、最終的には二百どころか三百でも余裕だと思うわよ。メニューも基本は大量に煮込んで盛りつけるだけ、って感じみたいだから数捌さばくのもそれほど問題ないでしょうし。それに、春菜が監修する料理だから、あの学食と同じ値段どころか十チロル高いぐらいでも間違いなく飛びつくって」

「そこまでなのか？」

「食べたら分かるわよ。まあ、学食の件がなくても、春菜の料理でまともなランチメニューで三十チロルとか、下手したら周辺の飲食店も駆逐しかねない値段なんだけどね」

「俺らからすればそうかもしれないが、味覚が違うこの国でそれが通用するのか？」

「そこは断言しづらいんだけど、ただ、普通のボリュームで三十チロルなら、無難なメニュー出してる限りは学生は絶対食いつくから」

　真琴の話を聞き、今の学院内の学食がどれほどまずいのかがとてつもなく気になる達也。だが、周囲の人間の反応から、わざわざ手を出そうという気も起こらない。罰ゲームか調査でもない限り進んでまずいものを食べてみるような、そんな酔狂な性質を達也は持ち合わせていないのだ。

「で、二百も三百も売るんだったら、皿洗いとかも大変じゃないのか？」

「そら、僕が設備やるんやから、負荷の軽減のために殺菌機能付き食器洗い乾燥機ぐらいは設置すんで。残飯入れも入った残飯肥料に加工する機能組み込むしな」

「……せめて設備は、普通に存在しうる飲食店のレベルに抑えておけよ……」

　一切自重する気配のない宏に、頭痛をこらえながら突っ込む達也。現代日本の社員食堂などならともかく、こちらの世界では一食三十チロルで提供するような安い店にあっていい設備ではない。

　モンスター食材や希少な高級食材を使わない限り、食材の値段はほとんど変わらない。故に、安く料理を提供するとなると、客の回転率を上げるか人件費と設備費用をケチることになる。

　そのケチる対象である設備費用が自作でほぼ無料だからといって、高級料理店でも導入できないような高性能なものを入れるのは、いくらなんでも反則ではないかと小一時間ほど問い詰めたいところである。

「それで、周囲の根回しは？　いきなり場を荒らしにかかってるようなもんだが」

「ちゃんとフルート教授がやってくれることになってるよ。元々学食の代わりだから、周辺のお店で食べてた人は、混んでたらこれまでどおり周りで食べるだろうし、根回しの結果次第だけど、問題がありそうだったら学割システムも考えてるし」

「学割か。証明できるようなものはあるのか？」

「ちゃんと学生証があるんだよね？」

　達也の質問を受けての春菜の問いかけに、真琴が頷く。それを見て納得した達也が、他に突っ込んでおくべきことはないかを考える。

「営業時間は？」

「周りとの兼ね合いで、ランチ営業だけ。十一時から二時までの予定。色つけてる割に人件費を安く計算してるのも、それが理由。因みに賃金がこれぐらいでいける理由は、雇われ料理人の人達って結構、昼だけの店と夜だけの店を掛け持ちしてることが多いから」

「なるほどな。つまり、根回しの結果次第だが、現状では問題になりそうなことは大体押さえてるわけか」

「多分ね。あからさまな妨害とかもあるかもしれないけど、それに関しては内容に合わせてその都度対応の予定だし」

　完璧かどうかはともかく、想定される問題には大体対応していることを示す春菜の回答に、これ以上突っ込んでも無駄だと判断して納得することにした達也。正直、飲食店まではいろんな意味でやりすぎだと思うが、もうすでにスタートしている事案にこれ以上突っ込んでも無意味である。

「しかし、毎度のことながらお前ら、明後日の方向に突っ走る時だけは全力を出すよな……」

「いや、基本いつでも全力出しとんで？」

「そうは見えねえんだよ……」

　達也のぼやきとも突っ込みとも取れない言葉に、釈然としない様子を見せる宏と春菜。

　だが、どちらかというと宏と春菜の側である澪にすら呆れられ、さらにウルスの工房から用事があって出てきたテレスとノーラにまで達也の言うことに同意されてしまい、反論できずに沈黙するしかない二人であった。




　　　　☆




「また、面白いことを始めましたな」

「ええ。話には聞いておりましたが、さすがにここまで行動力があるとは想定外でした」

「まあ、普通は学食に文句があるからといって、自分達で外に新たな食堂をつくろうなどとは考えんでしょうしなあ」

　フルート教授から宏達の活動報告を聞き、目を細めて頷く学院長。全体から見れば割と些細な部類ではあるが、学食の問題はそろそろ無視できないところまで来ていた。

　学食も、二代前の料理長が仕切っていた頃は、まともだったのだ。先代あたりからおかしくなり始め、今の代ではもはや詐欺同然のやり方がまかり通るようになっている。

　不自然なのは、先代がメニューの質を落とし始めた頃から、外部の受け皿になりうるレストランやカフェの移転・閉店がじわじわと増えてきたことであろう。不自然ながらも確たる証拠はなく、管轄や権限の問題で突っ込んだ捜査もできないまま、気がつけば受け皿になりうる店が全滅。まずくてぼったくり値段だが、それでも満足いく量を食べるなら周囲よりやや安い学内の学食か、美味いが最低七十チロルから、かつ値段の割にボリュームが控えめで一般の学生が手を出しにくい店かのどちらかしかなくなっていたのだ。

　学食を廃止するにも周辺に受け皿はなく、採算がとれているため不満が多くても人員の入れ替えもしづらい。そんな環境がもう三年ほど続いている。

　そこにアズマ工房傘下の新食堂である。恐らくこれまでの反動から、余程ローレン人の舌に合わない味付けをしていない限り、大盛況間違いなしになるだろう。

「すでに購買は改革が始まっておりますし、この調子で内部の問題を解決してもらえればありがたいことです」

「購買については、我々の不明を恥じるばかりです。担当者にはちゃんとやる気があったというのに、話も聞かずフォローもせず、学食ほどクレームがないからと放置してしまいました。まったく、少し考えれば手をつける事柄などいくらでも見つかったというのに、本当に情けない話です」

　学院長の言葉に、実に情けなさそうに教員の一人が懺ざん悔げの言葉を漏らす。宏の指導によって短期間で購買の販売内容が充実し、教師達も早くもその恩恵を受けているのである。

　短期間で可能なことだったのだから、ここ数日の変化の内容としてはそれほど派手なものではない。せいぜい等級外ポーションの棚が目立つようになったくらいで、あとはロープをはじめとした便利グッズの取り扱いを始めたという貼り紙程度。それ以外は売り場に細かいものが増えただけの、見た目には大した変化はないのだが、その細かいものを扱っているおかげで、市場まで走らなくてもよくなって助かったと評判も上々である。

　今日までで増えた取扱品目は仕入れも難しくなく、棚を多少増設した程度で什じゅう器きの移動などもほとんど必要なく、さらに自分達が不便だと思っていたことを解消するだけなのだから、誰でもテコ入れとして思いつくようなことだった。それに気がつかず、当たり前のように市場まで走っていたのだから、賢者の学院の教師とは思えない頭の悪さだと恥じるのも仕方がないことだろう。

「まあ、学者というのは専門以外のことにはどうしても視野が狭くなりがちですからな。今回のことで、広い視線で物事を判断することを心掛けるようになれば、それで十分ではないでしょうか？」

「はい。本当に、今回のことではいろいろと気がつかされることが多かったです」

「私は、彼らがこの学院に関わることには今も反対です。ですが、それとは別に、今回の件で自分達に足りなかった視点を教えてくれたことに関しては、いくら感謝してもし足りないと考えております」

　学院長の問いかけに、アズマ工房の活動に賛成している派閥からも反対している派閥からも次々に賛同の声が上がる。無論、この程度で反対派の抵抗が収まるわけではない。だが、それでも自身が持論に固執しすぎていないか、とか、権威におもねりすぎていないか、とか、そういった視点で自分達の思考に注意を払ってくれるのであれば、それだけでもリスクを冒してアズマ工房の手を借りた意義があったというものだ。

「とりあえず、学食の件に関しては、しばらくは彼らの邪魔をしないように様子を見ましょう」

「もちろんです」

「別に飯の味なんてどうでもいいとは思いますが、それでも今の学食は実質的にものすごく高いですからな。さすがに今より良くなると予想できる状況で邪魔をするほど、彼らを敵視しておるわけではありませんしな」

　やはり、今の学食に関しては、教授達もいろいろと腹にすえかねていたらしい。賛成派も反対派も関係なく、大半の人間が安くてまともな分量になるのであれば、わざわざ妨害などする必要はないと断言する。

「さて、ついでになぜこの一帯の飲食店の構成がここまで偏ってしまったのか、その理由も明らかになればありがたいことですが」

　その一言に、先ほどから沈黙を守っていた一団の様子が、若干おかしくなる。そのことに、あえて気がつかないふりをする学院長であった。






ローレン編　第四話






「ゴヴェジョンさん、フォレダンさん。今日はありがとう」

「ええだええだ」

「おら達にできることさあったら、いくらでも頼ってけれ」

　食堂オープンの数日前。運営テストということで春はる菜なから声をかけられ、ゴヴェジョンとフォレダンが村人達を連れて食堂に来ていた。

「それにしても、いい匂いがするべな。おら、腹減っただよ」

「じゃあ、早速テストに並んでよ。お金はこれね」

「ありがてえが、あまり気ぃ使わねえでけれ。おら達結構金さ持ってるだでな」

「試食に関しては開店費用として見込んであるし、練習で作ってるものだからそれでお金を取るのはちょっとまずいんだ」

「そういうもんだか？」

「そういうものなんだ」

　ゴヴェジョンの疑わしそうな一言に対し、そうきっぱり言い切って質問を封殺する春菜。

　いくらポケットマネーで開業資金を用意しているといっても、この段階で収入があると会計処理も面倒くさい。それに、テストのために呼びつけておいて代金までとるのは、信義に反する。

　こういうことはきっちりしておきたい春菜としては、何重もの意味で、ゴヴェジョンとフォレダンからお金を貰もらうのは避けたいのである。

「ま、そういうわけだから、たくさん食べて感想お願い。ルーフェウスの人達の好みに合わせた味付けだから、二人の好みとは合わないかもしれないけど、それはそれで参考になるから」

「分かっただよ」

「ご馳ち走そうになるだ」

　微妙に春菜に丸め込まれた気がしつつも、とりあえず素直に頷うなずくゴヴェジョンとフォレダン。店の中を観察しながら、すでに食券カウンター前に並んでいる村人達の後ろに並ぶ。

「シンプルな建物だべな」

「たくさんの席だども、さばききれるだか？」

「そこは開店してからの様子見。メニューは現状七種類ぐらいしかないし、お金は前払い、食器は自分で片付けて、ってシステムだから、どうにかはなると思ってる。食器を自動で洗って殺菌する魔道具も導入してるしね。それに、状況と売れ行き次第では、人を増やしてもいいし」

　春菜に説明され、なんとなく納得するゴヴェジョンとフォレダン。人を使わずにどうにかするシステムを、それなりに考えて構築しているようだ。

「そういや、給仕はどうするべ？」

「支払いしたあと、そのまま自分で取りに行ってもらうシステム。今日はそのシステムの運用テストなんだ」

「分かっただよ。メニューはどこで指定するだ？」

「受け取りの時に、食べたいものを言ってくれればいいよ」

「了解だで」

　春菜の指示に従い、貰った金で食券を買うゴヴェジョンとフォレダン。ゴヴェジョンは標準ボリューム、フォレダンは大盛りで、ともにセットを注文している。

　余談ながら、今回開設する食堂のメニューは、全て値段が統一されている。何を頼むかに関係なく、単品は二十五チロル、セットが三十チロル。大盛りにすれば五チロル高くなり、量を減らせば五チロル安くなる。

「なかなかのボリュームだでな」

「このボリュームは、わけえのにはありがてえだ」

「この量が標準で三十チロルなら、かなり安いでな」

　若い胃袋にはありがたいであろう分量の料理を受け取り、違うメニューを頼んだ他の村人も数人交えて、全員が全種類食べられるよう料理を分配するゴヴェジョンとフォレダン。正直、標準の単品でも年寄りなら持て余す量だ。

　しかも、セットに付いているパンとサラダがまた、立派な分量である。パンは普通の黒パンだが、学院の学食で出しているものよりはるかに質がいいもので、大きさも普通のパンより大ぶりなものだ。サラダもその気になれば取り分けができるぐらいの量があり、栄養価が極端に偏ることもなさそうである。

「このシチューはうめえだな」

「焼き物は全部塩コショウだべか。あんまり好みが分かれねえ味付けだでな」

　などと言いながら、一つ一つ味を確かめるゴヴェジョンとフォレダン。シチューにパンを浸したり、焼き物を挟んでみたりのチェックも忘れない。

　そうやっていろんな食べ方で確認して、二人が出した結論は、

「……毎日食うならこんなもんだと思うべが、フォレダンさどう思った？」

「飽きがこねえ味付けだから、いいんでねえか？　おらにはちっと物足りねえ味だったども、ゴヴェジョンにゃちょうどよかったんじゃねえべか？」

「んだんだ」

　であった。

　正直、期待したよりはかなり味が落ちるが、毎食食えるかと聞かれれば迷わず頷けるのだから、飲食店としては十分である。

「この味と量であの値段なら、文句言われることもねえだろうさ」

　フォレダンの言葉に、ゴヴェジョンも頷く。二人ともウルスでの行商ついでにあちらこちらで食事をしているため、飲食店の大体の相場は知っている。ウルスとルーフェウスでは同じではないだろうが、この手の庶民向けの安い飯屋の値段など、ウルスとダール、ウルスとスティレンでそれほど極端な差がなかった。通貨が同じである以上、同じランクの飯屋ならほぼ同じと考えて問題ないだろう。

　因ちなみに、ウルスの相場が大体三十五から四十チロルぐらい。食料品の高いダールではチロル換算で二～三チロル高く、フォーレは相場の幅が五チロル前後広い。また、この食堂の料理は、ウルスの平均的な食堂より三割から五割量が多いので、トータルでは随分と割安になる。

「あとは、パンのおかわりができねえのがつれえところだでな」

「そこはもう、パンの持ち込みは自由にする予定だから、それで何とかしてもらおうかな、って」

「パンの持ち込みが自由？　そらまた珍しいだな。米も持ち込んでええだか？」

「おにぎりならいいかな、って思う。ただ、ローレンの人はお米をまったく食べないし、炊いてみても不評だったから広まるかどうかもあやしいけど」

　フォレダンの質問にそう答え、ついでにこの国での現状を説明する春菜。それを聞いてゴヴェジョンが、

「まあ、おら達もよその国の食いもんでよう食わねえもんさあるし、こっちで米さ食わねえのも、それはそれでしょうがねえべな」

　と、実に物分かりのいい発言をする。

「考えようによっては、普通に味み噌そダレみたいな癖のある味を受け入れたファーレーンとかフォーレの方が、むしろ特殊なのかもね」

「んだんだ」

　所変われば品変わる。世界の広さと地域差について、味覚の面からしみじみと感じ入る春菜達。

「それで、一応調整はしておいたんだけど、席の広さとかはどうかな？」

「おら達には丁度いいぐらいだども、フォレダンさにはちと窮屈だでな」

「んだんだ。んだどもまあ、しょうがねえべ。おら達巨人族は人数も少ねえだ。通れねえわけでも座れねえわけでもねえだから、十分だ」

　フォレダンの言葉に、申しわけなさそうに頷いてメモを取る春菜。そのまま次の質問に。

「提供とか、もたつかなかった？」

「大丈夫だべ。ちっと待たされただが、盛り付けする時間ならあんなもんだで」

「そっか。それならよかったよ」

「さて、折角来ただから、ちょっくらルーフェウスさ見て回るだよ」

「変わった作物さあったら、買って帰って栽培してみるだ」

「は～い、行ってらっしゃい」

　手伝いを終え、軽く観光してから帰ると話しつつ、この場を後にするゴヴェジョンとフォレダン。

　この時持ち帰ったいくつかの野菜が、三年後にはオルテム村やウルスの実験農場で出荷できるぐらいの収穫量を得るという、どこぞの国の農家がやるような真似をするのはここだけの話である。

「さてと。折角ルーフェウス学院にはいろんな国の人が留学してるんだから、少しぐらいはルーフェウス以外の料理も出せないか検討しなくちゃね」

　と、普通の料理人が聞けば作業量におののきそうなことをもらす春菜。この女のせいで食堂の業務はいろいろと難儀なことになるのだが、幸か不幸かいろいろあって雌伏していた連中だけに、特に誰も文句を言わずに黙々と方針を受け入れるのであった。




　　　　☆




「明日からは宏ひろし君の手が空くから、達たつ也やさんの方を手伝ってもらえるよ」

　開店を翌日に控えたその夜、春菜がそう宣言する。

「それはありがたいが、大丈夫か？」

「うん。というより、実際の店舗の営業になると、宏君はあまりできることがないし」

「そうなのか？」

　春菜の言葉を疑問に思い、当人に確認する達也。達也に聞かれ、小さく頷く宏。

「実際の業務になるとやな、営業時間中は客の対処とかそういうのがメインになんねん。せやから、僕がなんかするとしても営業時間終わった夜中のことやろうなあ」

「それに、料理の試作はともかく、実際に厨ちゅう房ぼうに入って料理したりとかは今後のことがあるからご法度だし、それ以外となると何かあった時の対処だけだから一人いれば十分だし」

「ああ、なるほどな」

　宏と春菜の解説を聞き、達也が納得の声を上げる。確かに、二人がいつまでも店に関われるわけではないのだから、宏や春菜が直接接客や料理をするのはよろしくない。かといって何かトラブルがあるとしたら客相手になる可能性が高い。

　そして、客相手のトラブルとなると、宏は女性恐怖症があるため半々の確率で使い物にならなくなる。

　実際、最近女性恐怖症が軽くなっていた宏が、購買での総菜パン販売初日に調子に乗って売り子をして、不ま味ずい飯から脱出できると殺気立っていた女子学生の群れから注目を集めた結果、半死半生の状態に追い込まれるという事態があった。

　トラブル、というほどでもないこのケースでその状態なのだから、実際に女性客のトラブルに対する対処などさせては、どうなるか分かったものではない。

　それ以前の問題として、そもそも宏に客のクレームに対処しろというのは無理がある。最近はとんと見かけなくなったとはいえ、それでも油断しているとヘタレの虫が顔を出すのだ。強こわ面もてで声のでかいクレーマー相手だと、相手が男女関係なくヘタレてしまう可能性がゼロではないのである。

　ならば、なんだかんだで客のあしらいに慣れており、かつ普通に戦闘能力も高い春菜が担当したほうが間違いなく無難だ。それに、美形ぞろいの各国王家ですら滅多に見ないほどの美人で柔らかい雰囲気の春菜に、誠心誠意謝罪をされて文句を言い続けられる人間は少ない。そこも踏まえれば、店の面倒を見る人材としては宏の出番はないだろう。

「そういうことなら、ありがたく協力してもらうことにする」

「っちゅうても、調べもんとかあんまりノウハウないから、兄貴がちゃんと指示出してや」

「分かってるって」

　いろいろと納得したところで、明日以降の人員配置として宏の大図書館行きを確定する。

「ただいま」

「あ、真ま琴ことさんおかえり」

　学院からか帰ってきた真琴に春菜がおかえりの挨拶をする。因みに帰宅が夜になったのは学友との付き合いのためである。

[image: ]

「ふうー、この歳で学生するってのも、疲れるものね」

「しかし、見るたびに思うんだが……。真琴、今更だがやっぱその制服は……なんつうか、いろいろとやばいな」

　真琴が学院の制服を着るようになってから、すでに何日も経過しているというのに、なぜか今更のようにそんなことを言う達也。

　確かにルーフェウス学院の女子の制服は、なんてことはないデザインなのに、二十歳を過ぎた日本人女性が着ると妙にイタいのである。これが着るのが春菜であれば、魔法少女的な方面で様になったかもしれないが、真琴だとイタい方向で似合わない。

　同じ二十歳過ぎの女性でも、現地の人間だと特に問題がないのだから、世の中不公平である。

　達也が見るたびにそれを言いたくなるのも仕方がないくらいには、ルーフェウス学院の制服を着た真琴はいかがわしくない方向でいろいろやばかった。

「言われなくても分かってるけど、あらためて言われるとへこむわね」

「いやすまん。だが、どうしても突っ込んでおきたくてな」

「真琴さん、別におかしいとかそういうわけじゃない……と思うよ」

「春菜まで慰めとかいいわよ」

「真琴姉、イタ可愛い」

「澪みおまで……まあいいけど。ところで、あたしのせいで会話の腰折っちゃったみたいだけど、何の話してたの？」

「皆の状況確認や。で、澪の方はどないなん？」

　宏の一声で不毛な話題から一気に軌道修正がなされる。

「ん、ジノが等級外ポーションに入ってるから、明日一日ぐらいは経過観察。それで問題なさそうなら、明後日から図書館に回る」

「さよか。なかなか順調やな」

「ん。レイオット殿下が連れてきただけあって、素直で熱心。ただ、すぐへこむ」

「そらしゃあないで。今は失敗に失敗を重ねる時期やねんし、失敗してへこまん人間はそうおらんねんし」

　すぐへこむという澪の評価に、苦笑しながら宏のフォローが入る。そもそも、ゲームの時でも生産関係は挫折者が多かったのだ。むしろ、投げ出さないだけ上出来だと思うべきだろう。

「何にしても、等級外ポーションまで行けば、忙しいテレス達でもフォローができる」

「せやな。場合によっちゃあ僕が直接面倒見て、澪が兄貴の手伝いに回るっちゅうんもありやし」

「個人的には師匠の指導は、最低でも作るものが八級以上になってからの方がいいと思う」

「別にそれはそれでかまへんけど、なんで？」

「今後のことを考えると、ボクという指導係がいる以上、師匠はトップとしてあまり最初から懇切丁寧に指導しないほうが権威の面でいいと思う」

　澪の妙によく考えられた反論に、普通に納得してしまう一同。今の規模なら問題ないとはいえ、今後人数が増えることが確定している以上、確かにいちいち新しい人材に工房主が付きっきりで懇切丁寧に指導するのはいろいろ無理が出てくる。

「中学生に、組織の人材育成とか権威とかの話をされるんってどうなんやろうなあ？」

「確かに澪の歳で考えたにしてはしっかりした内容だけど、あたしとしてはむしろ、宏が今まで考えなさすぎだったんじゃないかって思うんだけど？」

「そこは否定せえへんけど、なあ」

　澪の組織論をネタに、宏と真琴が普通の十代や二十代前半がする機会はなさそうな会話をする。

「で、他にも言ってない本音があるんでしょ？」

「ん。師匠の直弟子が増えると、多分権威以外にもいろいろ問題が出る」

「具体的には？」

「師匠が直接教えると、技能習得が早くなりすぎる」

「あ～……」

　澪の指摘に、一切反論できない真琴。頻繁に直接指導している上に知られざる大陸からの客人である春菜は言うに及ばず、テレス達にしても宏が直接指導した内容に関しては、妙に習得するのが早く技量の伸びもいい。宏が教えた内容はいずれも、普通なら半年や一年でまともに習得できるようなものではないのだ。

　今でもすでにアズマ工房の技術レベルは突出し始めているのに、入ってきた見習いが全員そのペースで育つのはいろいろと混乱を招きかねない。テレス達については後輩の指導ができるようにガンガン育てるにしても、それ以外は先輩が後輩を指導する方針でいかないとまずいだろう。

　それ以前の問題として、宏も澪も、いつまでもこちらの世界の人間を育てられるわけではないのだから、そのあたりのシステムはそろそろちゃんと整備するべきだろう。

「でも、テレス達って事実上は澪の弟子よね？　澪の指導であれなんだから、結局一緒じゃないの？」

「ボクが指導した内容と師匠が指導した内容では、習熟度も応用能力もそれに関わる探求心も大違い」

「そんなに違う？」

「びっくりするほど」

　なんとなく理解できるものがありながらも、素人のテレス達三人を、一年未満で七級ポーションを作成できるまでに伸ばした澪は人のことを言えないと思ってしまう真琴と達也。そこに、澪が止とどめを刺すような言葉を発する。

「その実例がライム」

「はあ？」

「師匠、何か指導する時に、たまにライムを膝に乗せてる。特等席で師匠の魔力の通し方とか作業手順見てるから、ライムに直接指導はしてないけど、勝手に覚えてできるようになってる」

　子供の吸収力と好奇心を甘く見てはいけないらしい。ライムは体力や体格があまり影響しない作業は、大半をそこらの普通の職人より上手にこなせるようになっている。最近では一緒に遊べない友達が多い時などは、勝手に余っている材料を使って等級外ポーションを作ったり、空地の草むしりのお手伝いをした時に回収した雑草から糸や紙を作ったりしている。

　ジノがへこむ理由がここにもあるのだが、なんとなくライムについては勝手に仕事を覚えて勝手に手伝ったり物を作ったりするのは当たり前というイメージがあるため、誰もそのことに気がつかない。目の届かないところででさえなければ勝手に作っていいというのが、大人達の認識になっているのだ。

　なお、ライムが作ったポーション類は十分な品質になっているため、普通にメリザ商会に納品されている。油断すると勝手に八級ポーションを作ったりするので、そこだけは注意が必要だが。

「てか師匠、テレス達がそろそろ初級の壁」

「まあ、そうなるやろうなあ。当分は自由研究の時間を鍛か冶じとか木工、家具製作あたりに回すよう指示せなあかんな。ついでにオルテム村とかクレストケイブでそのための材料を集めてくれば、いろんな意味でええ感じやで」

　進歩が早いことによる問題を指摘する澪に、対策として宏が推奨する作業内容を告げる。

「製薬とか春はる姉ねえに追いついてるけど、春姉の方は？」

「まあ、やったほうがええことはいろいろあるけど、まずは春菜さんの手ぇ空いてからやな」

「そうだね。で、食堂の話に戻すとして、真琴さん」

「そこそこ話題にはなってるわよ。あのまずい学食以外の選択肢ができるんだったらありがたい、っていうのが大方の意見ね。あたしが仲よくなった人の半分は食べに行くって言ってたわ」

「残りの半分は、お昼自分で作ってきてる感じ？」

「もしくは調達してきてるか、購買のパンで済ませるかって感じね。そういえば購買のパン、相変わらずすごい売れ行きよ。おかげで学食に頼らなくてもいいって言ってる子も結構いるわね」

　真琴の情報に、思わず顔を見合わせる春菜と澪。その一方で、販売初日の様子を思い出し微妙に顔を青くしながら遠い目をする宏。

　本来、購買のパンは別段学食にダメージを与えるためのものではなかった……というよりは学食の営業時間外に校内で食料を確保する補助手段として考えていたのだが、それがメインになりつつあるのは皮肉な話である。

「で、校内はそんなに問題にならない感じだけど、周辺の店との兼ね合いはどうなの？」

「フルート教授の話だと、メインターゲットが違うとか、ランチ営業は率が悪いからやめたかったとか、そういうのがほとんどだってことだから大丈夫そうな感じ。元々学生の客はそんなに来てなかったみたいだし」

「へえ。その割には、新しい店ができたりもしないんだ」

「不思議な話でしょ？」

　真琴の質問に対し、春菜がフルート教授から聞いた話を伝える。その内容の胡う散さん臭さに、いろいろと思うところがないでもない一同。

「まあ、そういうわけだから、明日からはいろいろと警戒したほうがいいかなって思ってる」

「そうね。対策とかは立ててる？」

「ある程度公権力に頼る前提で、いろいろと備えはしてるよ」

「具体的には？」

「しばらくの間、営業時間ちょっと前から何人かお城の騎士を借りる話がついてるのと、清掃関係も兼ねて店の周辺の道に生ゴミと分類できるものが捨てられたら即座に生ごみ入れに転送、肥料に加工するシステムになってる、はず。だよね、宏君？」

　春菜が微妙に自信なさげに対策を告げ、宏にそれでいいか確認する。それに対して頷く宏。

「あとは、一般に食材として使わん虫とか害獣の類たぐいを持ち込めんように結界張ってあるな。結構ファジーな理論でやっとるから、グレーゾーンにも柔軟に対応や」

　されそうな嫌がらせぐらいは大体予想できているもので、その手の対応もある程度は事前準備ができているようだ。

「まあ、それ以前の問題として、店の中とか店の前で喧けん嘩かしたりとか店妨害するためにトラブルとか起こすような輩やからは、問答無用で詰め所に転送するようにしたろうか、っちゅう話も出てんねんけどな」

「それを実現したら、大体のトラブルは楽に片がつくわよね」

「詰め所の人らがものすごい忙しいなりそうやけどな」

　宏の非常に物騒なアイデアに、基本的に賛成の意思を示す真琴。もっとも、まだ話し合いの段階なので、勝手に実行するわけにはいかないのだが。

「あとは、放火とか物理攻撃とかやらかした場合、同一人物、もしくは同じ集団やっちゅう判定した一団が複数回攻撃仕掛けてきたら、三回目までは完全キャンセルで四回目からは全部反射するようにしとるから」

「それはそれで、いいがかりをつけられそうね」

「そん時はそん時で、国家権力に頼るわ。そもそも、うちらが他人燃やしたり殴ったりする理由もあらへんしな」

「てか、四回目からの理由は？」

「仏の顔も三度まで、っちゅうことや」

　宏の言葉に、それは本当に仏の顔なのだろうか、と突っ込みそうになる真琴。周りを見ると、達也も同じように突っ込みたそうにしている。

「まあ、防犯対策はそんなところやな。他にはせいぜい、防犯カメラと記録システムを組み込んで、改かい竄ざんとかできひんシステムやっちゅうことを証明して、騎士団とかそこら辺に証拠として使えるっちゅう認定貰っといた程度や」

「あ～、それがあるから、言いがかりをつけられた時に素直に国家権力に頼れるってわけか」

「そういうこっちゃ。最近ウルスで何個か試験運用しとってな。レイっちのお墨付きのおかげでむっちゃスムーズに証拠認定の言げん質ちが取れたで」

「ウルスでやってたのかよ……」

「特にトラブルの多いあたりとかきっちりガードせなあかんところとか、そういうところで重点的に試験運用しとってん」

　最後に、ある意味で一番えぐい防犯対策を提示した宏に、思わず遠い目をする一同。犯罪などやるほうが悪いのは間違いないが、それでも手を出した時点で終わりが確定しているのはいくらなんでもいろいろひどい。

「まあ、僕と春菜さんの方からはそんなとこやな。澪の方はさっきの話でええとして、兄貴と真琴さんはなんかある？」

「あたしの方は、まだまだ話せるようなことはないわねえ。多少効率よく魔法が使えるようになった感じはするけど、逆に言えばその程度だし。一応達也にテキスト見せたけど、魔法をよく使う人間なら当たり前にやってることしか載ってないみたいだしね」

　宏に振られた真琴の報告に、同意するように達也も頷く。

「さよか。一応あとでテキスト見せて。もしかしたら参考になるようなことが書いとるかもしれんし」

「それはまあ、問題ないけど、所しょ詮せん初級よ？　マジックマスタリーの初級持ってたら普通にやってることばかりだと思うわよ？」

「まあ、そうやろうけど、一応念のためにな」

「了解。で、人間関係に関しても、今のところ特に派手な展開はないわね。一応、ライム達を軸に二つ三つ派閥みたいなのはできつつあるけど、それが表立ってどうってわけじゃないし」

　宏の要求に頷き、さらに話を進めていく真琴。そこで出てきた派閥、という言葉に眉を一瞬動かす達也。

「派閥？　具体的にはどういう感じだ？」

「まあ、そんなに難しい話じゃないわよ。単に、ライムを可愛がりたい一派とライムを口実にあたし達を排除したい一派、その中間で中立っていうよりはあたし達寄りの一派って感じね。現状ではあくまでそんな感じのグループが成立しかかってる、って程度で、何か動きが起こるところまでは行ってないわ」

「なるほどな」

　真琴の説明を聞き、状況を大体把握する達也。まだきっかけと呼べるほどのこともなく、事が起きたり派閥として結束したりする状況ではなさそうだが、かといって放置するのもよろしくない。何とも微妙な状況である。

「下手に手ぇも出せんけど、放置するんも怖い感じやなあ、そら」

「私も結構覚えがあるんだけど、学校みたいな組織の中だと、当事者が動くと事が大きくなりすぎるし、かといって外部から口をはさむのも大体碌ろくなことにならないんだよね」

「学校に限らず、会社とかその手の組織は大体そうだからなあ」

「せやねんなあ。まあ、今回はまだ単に派閥闘争に発展する程度で済みそうやし、最悪でも旗頭にされそうなライムらを撤退させればこっちに飛び火はせえへんやろうから、いざという時の対処自体は簡単なんが救いやなあ」

「私達はともかく、後始末を押し付けられる学院長さんとかは簡単にはいかないんじゃないかな？」

「っちゅうても、向こうの元々の目的がそれやねんし、そこは自分でどうにかしてもらわんと。大体、学校の改革とかそれに伴う派閥争いとか、本来やったら外部の僕らが年齢一桁の子供に負担押し付けてまで付き合うこっちゃないで。そこまでの義理も責任もあらへんし」

　学院側から見れば好き放題やって後始末からは逃げる、と言っているに等しい宏の台詞に、だが反論の声は上がらない。

　そもそもの話、学院の方から頼んできたことである上に、ファム達は普通に過ごしているだけなのだから、ここは宏の主張の方が正しい。

　そんなことに、ライムに負担を押し付けてまで付き合う責任があるのかと言われると何も言えず、かといってライムを撤退させた後に、単なる外部の一業者であるアズマ工房が口を挟む権利を認めてもらえるとも思えないし、口を挟む必要も感じない。

　結局のところ、無責任だという評価で多少看板に傷がつくだけで済む宏の主張以外、取れる対応策などなきに等しいのである。看板の傷にしたところで、恐らく西部三カ国の関係者は気にもかけまいし、他の国の上層部にしてもその程度の評判で敵対できるほど、アズマ工房の技術力と影響力は小さくはない。

　つまり、宏達のダメージなど、あってないようなものなのだ。

「まあ、真琴さんの話はそれでええとして、兄貴の方は？」

「俺の方は、って言われてもなあ。残念ながらまだ、ようやくいくつかの伝承が整理できた程度だからなあ」

「因みに、どないな感じ？」

「そうだな。間違いなくプレイヤーだと確定できたのが三件。そのうち一件は、ファーレーンの書庫では見つからなかった別口のだ。で、恐らく一番影響がでかかったんじゃないかと思う廃人らしい魔法使い、およびそいつと一緒に飛ばされてきたと考えられるプレイヤーについては、まだいくつか手がかりが手に入った程度だな」

「なるほどなあ」

　これまでの調査内容を簡単に説明する達也。膨大な量の資料から、プレイヤーがやらかしたと思われる出来事をピックアップする作業は、彼一人ではなかなか進まないのである。

「まあ、それでも人数はほぼ確定したし、伝承内容も大雑把には把握できたがな」

「人数は何人やったん？」

「俺達込みで二十人きっかりだ。新しく見つけたマルクトのが一人、確定してるのが三人と四人。あと七人分が今裏付けを取ってる最中だ。もっとも、これが千年以上の幅があるもんだから、なかなか進んでないんだがな」

　千年以上の年代の幅と聞き、唖あ然ぜんとする宏達。千年なんて、時差とはとても言えない範囲だ。

「そこまでバラけおるとか、えげつないなあ……」

「まったくだ。よくもまあ、俺達は半年程度の幅で全員揃そろったもんだよ」

「その奇跡に感謝すべきなのか、そもそもこっちに飛ばされたことに文句を言うべきなのか、ちょっと悩ましいところだよね」

　千年以上という時差に関する達也と春菜のコメントには、誰一人として反論できない。

「まあ、そういうわけだから、もうしばらくかかる」

「なるほど。それはそれとして兄貴、神獣がらみは調べてへんの？」

「そっちも一般書庫で軽く調べたんだが、事例が少なすぎる上に余計な資料が多すぎてなあ。そもそも一般書庫で調べた範囲ですら、神獣の外見とか能力にはまったく統一性がなかったんだ。きっちり調べたところで、データが当てになるかどうかがものすごく怪しいぞ？」

「さよか。ほな、後回しでもしゃあないか」

「少なくとも、俺はそう判断した。まあ、明日からヒロの手を借りれるんだったら、プレイヤーがらみの方はすぐ終わるだろうしな。それからでいいんじゃないか？」

「せやな」

　達也の判断に、これまた誰も異論はないらしい。この会話で、明日からの方針が決まる。

「ほな、兄貴の話聞いて思いついた道具、適当に用意してくるわ」

「おう、頼む」

　明日から開店だというのに、妙に余裕な宏達であった。




　　　　☆




　同時刻、とある部屋。

「忌いま々いましい連中だな、まったく……！」

　ルーフェウス学院学食の料理長が、憎々しげに吐き捨てる。その手には、ここ数日の帳簿が握られていた。

「今までのように排除することはできないのか!?」

　凄すさまじい形相のまま、人相の悪い男にそう声をかける料理長。料理長の言葉に、人相の悪い男が首を横に振る。

「残念ながら、今回は妙に人の目が多くてな。営業が始まるまでに手を出せば、すぐさま衛兵が飛んできそうだ」

「くそっ！　本気で忌々しい話だな！」

　その回答を聞いた料理長が、テーブルに八つ当たりをしながらどなり散らす。

「せめて、購買のパンの販売を止めることはできないのか？」

　そのまましばらく身勝手な言葉をわめいていた料理長が、ようやく冷静になって小ざっぱりした身なりの男に質問を飛ばす。普通に役人風の人物だ。

「無理でしょうね。残念ながら元よりあちらこちらから要望があったことですし、食中毒でも起こらない限りは販売自粛には至らないでしょう」

「なら、パンに一服盛ればどうだ？」

「それも難しいですね。今のパンの販売方式は注文を受けてから取り出す方式に変更されていますし、納品も完全に密封された腐敗防止の袋に詰めて持ち込まれています。何より、例の男の入れ知恵のせいで、全てのパンが個別に包装されてこれまた密封されている上、密閉が破られると一目で分かるように作られているため、外部から細工すればすぐに見つかってしまいます」

「パン屋の方に圧力をかけるのは？」

「店にちょっかいを出せないのと同じ理由で、現時点では難しいでしょうね」

「まったくどこまでも忌々しい！」

　すでにきっちり対策されていることを聞き、人を殺せそうなほどの憎悪を込めて吐き捨てる料理長。

　因みに、焼きそばパンとクリームパンを作って購買に納品しているパン屋は、学食にパンを収めているパン屋と同じである。あのまずい黒パンを作っているのも、値段を限界まで値切られた結果だ。良心の問題で取引を切ろうにも、言い出そうとすると周囲で不審な事件が起こるために実行できず、泣く泣くゴミよりマシというパンを焼いて納品しているのである。

　各種パン作りを持ちかけられた時に、断る口実として宏にそれを告げ口した結果、元々いろいろ疑念を持っていた学院長の耳に入り、あっという間に巡回をはじめとした様々な対策が取られてしまったのだ。

　なお余談ながら、パンを袋に入れて密封する方法は、そういう機械を宏が作っている。テレス達が作れるように構造を簡略化した上で、ついでに腐敗防止と殺菌、密閉判定のエンチャントを同時に施せるように設計されたものなので、その気になればある程度量産することもできる。

　袋詰めのシステムは安全性だけでなく、手の汚れをそれほど気にせずにパンを食べられるという点でも、フィールドワーク主体の教授や学生達から評判がいい。すでに購買のパンを見てこの機械に興味を持ち、購買担当を経由して宏に話を持ちかけている人間も何人かいるのはここだけの話だ。

「まあ、店が始まればいくらでもやりようがある」

　料理長をなだめるように、人相が悪い男が口を挟む。

「本当だろうな？」

「ああ。たかが料理屋一軒、潰つぶすぐらいは大した仕事じゃない」

「本当だな？　期待しているぞ」

「任せておけ」

　人相の悪い男が力強く言い切ると、ようやく料理長が上機嫌になる。

「さて、明日の仕込みのために帰るとするか」

「仕込みなんぞ碌にしないくせに、よく言う」

「多少は手を入れているぞ、失礼な」

「そうしないと、食った人間に死人が出るからだろう？」

「まあな」

　人相の悪い男の言葉ににやりと笑い、そのまま部屋を出ていく料理長。

「まったく、ほどほどにしておけと言ったのですが……」

「そろそろ、あの男も潮時だな」

「そうですね。まあ、例の料理屋は排除するとして、そのあとは折を見て……」

「ああ、分かっているさ」

　料理長が出ていってすぐに、非常にあくどそうな顔で囁ささやき合う人相の悪い男と役人。どうやら、一連の不正の責任を、全て料理長に押し付けて処分するつもりのようだ。

　その後、店を潰した後の具体的な計画を打ち合わせし、タイミングをずらして部屋を後にする人相の悪い男と役人。彼らは最後まで、自分達の会話の一部始終を記録していた人物の存在に気がつかなかった。
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「と、いうことになっている」

「これはまた……」

「どうせこんなことだとは思っていましたが、よもや事務局長がここまで深くかかわっているとは……」

　翌日の早朝。一部始終を記録していたレイニーがレイオットの指示を受け、学院長とフルート教授を中心とした、改革派の中枢メンバー数人に報告を済ませていた。

　無論、ここにいるメンバーは全員、後ろ暗いところなど何一つない人間ばかりである。そうでない人間はすでにレイニーの手によってふるいにかけられ、こっそり中枢から排除されている。

「ついでにここに、学食の裏帳簿を用意した。こっちは事務局長の裏帳簿」

「ありがたいことですが、そんなに簡単に見つけられるものなのですか？」

「素人ならともかく、私みたいなのを誤魔化せるような手の込んだ隠し方はしてなかった」

「そうですか……」

　準備よくいろいろ持ち込んでくるレイニーの言葉に、思わず沈黙してしまう学院長達。

「……我々が調査をしても見つけられなかったものをここまであっさり探し出されてしまいますと、こちらの能力のなさが情けなくなってきますな」

「私はそれが専門。適材適所」

「それはそうなのですが……」

「私に学者の仕事はできないし、学者もこういう仕事をするべきじゃない。学者は学問を追究して、少しでもいい暮らしを実現するヒントを探すのが仕事」

　どうにも落ち込みがちな学院長に、淡々とそう本心を告げるレイニー。学者が裏稼業まで完璧にこなしてしまうと、レイニー達の居場所はどこにもなくなる。

「それで、この国ではこの程度の証拠で処罰するのは無理なはず。どうする？」

「そうですな。直接命令しているところを司法関係者が確認し、かつ、実行されているところを押さえでもしない限りは確固たる証拠とまでは言い切れないため、処罰するのは難しいでしょうな」

　レイニーの問いかけに、一つ頷く学院長。

「直接命令してるところを確認して、そこに踏み込ませるのは可能」

「そうなのですか!?」

「連中の拠点は全部洗い終わってる。警備もざるだし感知系も弱い。ハニーにちょっと手伝ってもらえば、一般人の二十人ぐらいは余裕で忍び込ませられる」

「……その体たらくで、今までよく捕まらなかったものですな……」

「この国のまどろっこしい司法システムじゃなきゃ、とっくに破滅してる」

　とことんまで小物臭が漂っている相手に対し、本気で頭を抱えたくなる学院長。

　実際のところ、あの会合があった部屋に忍び込んで発見されないようにするぐらい恐らくファムでも可能だろうというのがレイニーの見立てだが、言う必要のない情報だと判断して黙っているため、学院長はそこまでだとは知らない。

　もっとも、拠点は全て洗い終わっているが、どのタイミングで命令するかまでは確定できない。いかにレイニーと宏が組んで偽装しても、何日も潜伏させたままというのは不可能であることも考えると、どこに網を張って司法関係者を潜入させるかの判断が難しい。

「まあ、ここから先は我慢比べになりそうですが……」

「ハニー達はそういうの結構得意。ただ、あまり時間かけることじゃないから、こっちでも情報戦仕掛けておく」

「……お願いします」

　レイニーの申し出に、学院長達が揃って頭を下げる。宏をハニーと呼ぶあたりに一抹の不安はあるが、これまでの実績を考慮して全力でスルーしている。

　こうして、誰かを連想させる小物達の処理は、地味に宏達以外が勝手に総力戦に持ち込むのであった。








ローレン編　第五話






「おはよ～！」

「おはよう、マコト」

「おはよう、エイラ、ケイ」

「食堂って今日からだった？」

「ええ」

　開店当日。講義を受けに登校した真ま琴ことに対し、クラスメイトが声をかける。エイラとケイという名のヒューマン種の女性で、どちらも貴族の家で使用人をしている。わざわざ短期コースで学校に魔法学を学びに来ている理由は単純で、雇い主からの命令である。彼女達のように雇い主に命じられ、ローテーションを組んで魔法学の基礎だけを学びに来る人間は結構多い。

「クリームパンと焼きそばパンのことがあるから、うちの料理長から偵察してこい、って言われてるのよね」

「今回は、可もなく不可もなくって感じの味のルーフェウス料理がメインになるはずよ？」

「それでもいいの。可もなく不可もなくっていうのが、一番幅が広いんだし」

　ケイの質問に過大な期待を感じた真琴がそれを否定するように指摘すると、今度は、分かってないな、という顔でケイが反論する。

「で、実際のところ、どう？」

「まあ、基本的に大量に手早く提供することを考えた料理ばかりだから、味付けをルーフェウスに合わせてるだけで、どこの国でも食べられそうなものばかりって感じね。雇ってる人が短時間で一気に作れるようにレシピ組んでるらしいから、あたし達がいつも食べてるようなすごく美お味いしい料理ってわけにもいかないみたいだし」

「そっか。それでも、ここの学食の悪意すら感じるあの料理よりははるかにましだとは思うけど」

「そうそう、ケイの言うとおり。実際ここの学食って、そういう料理すら生ゴミ同然なんだし」

「あれとなら塩漬け肉そのまま齧かじる食べ方でも勝負できるから、比較基準としてはかなり不適当じゃない？」

　真琴の突っ込みに、苦笑がこぼれるエイラとケイ。

　ここまでひどければ普通嘆願書の十や二十は余裕で届くはずなのに、どういうわけか学院長や運営会議には一通も届かないそうだ。その時点でいろいろ胡う散さん臭いのだが、誰かが握りつぶしているという証拠が掴つかめず、学院長や教授達の意見だけでは権力の乱用扱いされて改革に踏み切れないらしい。

　普通ならとうに誰も入らなくなっているような学食だが、学生寮で生活している学生の人数が七割近くを占めるため、周辺には飲食店どころか食料品店すら高級食材の店しか存在しない環境では学食に頼らないという選択肢は難しい。そういった理由から完全に足元を見られ、料理人達が好き放題することを許してしまっている。

　もっとも、そんな悪事が続くわけもなく、購買で販売開始された各種惣そう菜ざいパンの人気を受け、すでに客足はかつての五分の二にまで低下している。五分の二も残っているのは、単純に購買での勝負に敗れ、惣菜パンを入手できない人間がそっちに流れているからである。

「何にしても、ちゃんとしたメニューで手頃な値段の食堂ができるのはいろんな意味でありがたいよ。私はめったに利用してないけど、全然利用しなかったわけじゃないし」

「そうね。お昼準備して通える人間ばかりじゃないし、私とかエイラみたいな使用人組だって、毎日確実にお昼作ってもらえるわけじゃないし」

「本当にね。あ、そうだ、忘れてた」

「何？」

「新作の製本が終わったから、持っていって」

「わあ！　待ってました!!　いつもありがとう！」

　真琴の一言に歓声を上げ、耽たん美びな男性二人が見つめ合っている表紙の本を嬉うれしそうに受け取るエイラ。内容は真琴基準で中級者向けだそうで、ここまで踏み込めばほぼ手遅れだとのことである。今から実技の時間でライムがいないからこそ、クラスメイトに配布できる本だ。

「もう新作できたんだ」

「後でアタシにも読ませて」

「マコト、そういうのばかり描いてないで、『春はる菜なちゃん、頑張る』の続きも描いてよ」

　真琴の用意した漫画に、わらわらと集まってくるクラスメイト。そんなクラスメイトの様子を苦笑しながら見守りつつ、ケイがそんな不満を口にする。

「春菜ちゃんとアズマ工房はもうちょっと先になるけど、明日誰に読ませても大丈夫なタイプの新作持ってくるから、もうちょっと待って」

「本当？　約束よ？」

「ええ。今日こっちだったのは、製本の都合だから」

　それぞれに別の表紙の本を渡しながら告げた真琴の言い訳に、若干疑わしそうな視線が集中する。

　現実問題として製本の都合なのは事実ではあるが、単にページ数と残ってる紙の量を秤はかりにかけて、十部作る場合三作いけるからという理由で趣味の本を優先したのだから、微妙に有罪っぽいのだが。

「そうそう、折角だから今日開店のうちの店に食べに行って、あとで正直な感想教えてよ」

「もちろん」

「容赦なく行かせてもらうから、覚悟してね」

「覚悟するのは、あたしじゃなくてうちの料理担当と従業員の皆だけどね」

　などと和わ気き藹あい々あいと授業開始まで駄だ弁べる短期クラスの面々であった。




　　　　☆




　同じ時間帯、大図書館。

「お待ちしておりました」

「今日はサーシャさんが担当なのか？」

「いえ。アズマ工房の代表者が来られるとダルジャン様からうかがって、担当の者にお願いして代わっていただいたのです」

　今日から図書館でのダンジョン攻略となった宏ひろしの前に、ダルジャンの巫み女こ・サーシャが姿を現して達たつ也やと挨拶を交わす。

「初めまして。ダルジャン様の巫女と大図書館の司書を兼任させていただいています、サーシャと申します。よろしくお願いします」

「これはご丁寧にどうも。東あずま宏いいます。よろしゅうに」

　自己紹介をするサーシャにつられ、おずおずと頭を下げる宏。そんな宏を見るサーシャの視線が、なんとなく妖しい。

「……あの、僕の顔になんぞついとりますか？」

「いえ。こんな形で私の理想とする容姿の方に出会えるなんて、不思議だと思いまして」

「へっ？」

　どことなくうっとりと言い放ったサーシャの言葉に、思わず凍りつく宏と達也。ものを作っているところや敵の前に立ちはだかり攻撃をその身で受け止め続けているところを見て女が惚ほれた例はあっても、容姿で一目惚れというのは初めての経験である。

「……何っちゅうか、サーシャさんの好みって悪趣味ですねんなあ……」

「私相手に言葉遣いに気を使う必要はございませんわ。どうぞ、サーシャと呼び捨てて普段どおりの言葉遣いで接してください」

「いやいやいや！」

　こう、妙に熱に浮かされたようなサーシャの言葉に、思わず全力で引きながら首を必死に左右に振る宏。

「で、サーシャさん。こいつの見た目のどこがいいか、教えてもらっても？」

「別にかまいませんが、お仲間なのに分からないのですか？」

「正直なところ、見た目に魅力がないとは思ってないが、あなたのような若い女性向けの魅力とは質が違うって認識だったからな。今までこいつに惚れた女は複数いるが、全員見た目じゃなくて中身に惚れ込んだから、あながちこの認識も間違いじゃないと思ってるんだが」

　達也の言葉に、苦笑しながら同意する宏。自分の顔が間違ってもイケメンに分類されることはないと自覚しているので、達也のこの評価にも特に思うところはない。

　実際のところ、宏は確かに初対面の女性にハンサムだイケメンだと評価されることはまずない容姿だが、では全然魅力がないのかというとそんなことはない。少なくとも見る人に不快感を与えるような容姿ではなく、腕のいいカメラマンとスタイリストがつけば、メイクなどで補正しなくても普通にさわやかな好人物として写真を撮ることができる程度には整っている。

　つまり、何着ても妙にダサいという弱点以外に、特に女性に忌避される要素はないのが宏の容姿なのだ。恐らく、もう少し似合う服を着れば、一目惚れは無理でも見た目だけで生存権を否定する女性が出てくるようなことにはならなかったであろう。そのぐらい普通の容姿なのだ。

「力強いその眉や、意外とシャープな顎あごのラインと柔和な表情とのコントラストが特に好みですが、ストイックなまでに鍛え上げられたお体や、浮ついたおしゃれが似合わなそうな全体的な雰囲気も素敵です」

　サーシャの言葉を直訳すると、顔は単純にパーツが好みで、それ以外はおしゃれな服装をするとダサいのがいい、ということになる。おしゃれするとダサいのが好みな点は、作業服が板についていることを評価している春菜やエアリス、アルチェムなどともある意味共通する要素だろう。

「……褒められとんのか貶けなされとんのか判断に困るなあ……」

「まあ、チャラチャラした服が板についてる男は嫌い、って女も年代が上がれば結構いるし、イケメンよりフツメンの方がいいって女もいないわけじゃないからなあ……」

　評価しづらいサーシャの好みに、微妙な顔をしながら囁ささやき合う宏と達也。とはいえ、達也の側としては、サーシャの好みも分からない範囲ではない。

　男女ともに共通する話ではあるが、年齢が上がり経験が増してくると、パートナーとしての好みに容姿が占めるウェイトは下がってくる。そして、誰もが認めるいい男、いい女というのは、割と年齢に関係なく相手の容姿にあまり重きを置かない傾向がある。

　もっとも、そういう人物が選ぶ中身が魅力的な人物というのは、不思議と彼もしくは彼女と付き合っていくうちに容姿も魅力的になっていく、もしくは最初から普通に容姿も魅力的なことが少なくないのだが。

　まだ春菜と同年代か少々上程度であるサーシャの好みと考えると意外なラインではあるが、それなりに社会に出て揉もまれてきた達也からすれば、普段の姿でも宏の魅力を理解できる女というのは結構ポイントが高い。

「まあ、サーシャさんはアピールタイムが欲しいだろうが、そういうのは仕事で示してもらったほうがいいだろうし、さっさと始めよう」

「せやなあ」

「そうですね。ここはひとつ、できる女として頑張ることにいたします」

　達也の言葉に、やけに気合いを入れるサーシャ。初対面の時の印象を覆すその姿に、最初からそうしてほしかったと内心で思いつつも、賢明にも黙っている達也。

「そういえば、本日から皆様が食堂の営業を開始なさると伺いましたが」

「せやで。今頃春菜さんは仕込みの指導で忙しいんちゃうかな？」

「そうですか。あのあたりに手頃な値段のまともな食堂ができることは、大変喜ばしいことです。どこかの身勝手な愚か者のせいで、まともな店はともかく手頃な店というのが全滅していますし」

　サーシャの言葉に、顔を見合わせる宏と達也。

「サーシャさん、学院の周りの食堂の少なさ、なんぞ理由知ってはるん？」

「はい。恐らく全て把握しているといっていいでしょう。ですが、私のような立場の人間が請われてもいないのにそのことを口にすると、いろいろと問題があるのです。ですので、いろいろと思うところはありますが、神殿は当面は沈黙を保つ方針です」

「さよか」

「それはそれとして、ヒロシ殿。私の名前は呼び捨てでお願いします」

「こだわるなあ……」

　食堂戦争に関して、意外なところに手掛かりがあることを知る宏と達也。

「まあ、いろいろ思うところはあるけど、今回は横置いといて、まずは資料漁あさりやな」

「そうだな」

「頑張って早く皆様の望む資料を集めきって、デートも兼ねて新しい食堂に食べに行きたいものです」

「デートとか物騒な話せんといてえや。そもそも、あそこはそういうのに向いた店ちゃうで」

　微妙にポイントのずれた会話をしながら、特別書庫に踏み込む三人。資料漁りは、新たな展開を迎えるのであった。




　　　　☆




「ハルナさん、食材の納入を断られました！」

「あ～、早速始まったかあ……」

　仕事時間開始後のアズマ工房食堂部門。アズマ食堂の屋号がついたその店は、朝一で持ってきてもらえるはずだった食材の納品を断られることからスタートという、かなり幸先の悪い出だしで初日をスタートする羽目になった。

　無論、食材の納入に関しては、ごく普通に嫌がらせの類たぐいである。春菜達はその事実までは掴んでいないが、可能性としては普通に考慮してあった。

「まあ、今日使う分ぐらいは昨日のうちに普通に調達してあるし、最悪いくつかの野菜を置き換えればオルテム村からすぐに調達できるから、そんなに焦る必要はないよ」

　そう言って、倉庫の中から今日の分どころか一週間分は余裕でありそうな量の食材を取り出してみせる春菜。アズマ食堂の食糧庫は、腐敗防止のエンチャントを施し、限界まで容量を拡張した大型コンテナだ。一日三百食換算でなら、満タンまで詰めれば一年分は食材を確保できる容量がある。

　言うまでもないが、普通の飲食店の食糧庫はそこまで馬鹿げた容量はない。せいぜいが三日分程度が一般的な容量である。

「明日からの仕入れはまたその時考えるとして、まずは今日の仕込みをがっちりやっちゃおうよ」

「そ、そうですね……」

　まるで予想していましたと言わんばかりの、というより間違いなく予想していたであろう春菜の対応に引きながらも、一つ頷うなずく料理長以下従業員一同。

　もっとも、仕込みを開始するといっても、春菜は一切手を出さない。今回の彼女はあくまで立ち上げの責任者であり、トラブル対応のための人員だ。そのため、指導はしても何かを作ることは一切しない。

「その鳥肉は、もう少し小さめに切って大きさを揃そろえて」

「はい」

「調味料の順番が逆になってるよ」

「あ、すみません！」

　学院と料理長が協力して連れてきた見習い達に、春菜が丁寧に指導していく。基本的な調理手順は叩たたき込めたが、細かいところはまだまだという感じである。

「春菜ちゃ～ん」

「お手伝い～」

「援軍～」

「遺体遺棄～」

　そんな感じで一生懸命調理しているところに、オクトガルが数匹乱入してくる。

「あ、いらっしゃい。ちょっと店の掃除状態、確認してきてくれるかな？」

「は～い」

「行ってくる～」

　春菜の指示を受け、一斉に店の中を飛び回るオクトガル達。

「テーブル全部ＯＫ～」

「椅子は清潔～」

「天井問題なし～」

「床綺き麗れい～」

「窓ピカピカ～」

「店の周りは大丈夫～」

「遺体遺棄～」

　小こ姑じゅうと式高速チェックを済ませ、すぐに報告に戻ってくるオクトガル達。特に投げたり落としたりするものがないのに、わざわざ遺体遺棄を言うやつがいるのはご愛あい嬌きょうだろう。

「はい、ありがとう。あと三十分で営業開始だから、その時はまた手伝ってね」

「りょうか～い、りょうか～い」

「頑張るの～」

「お仕事楽しい～」

「遺体遺棄～」

　春菜の言葉に元気よく返事をし、店の中で勝手に細かなレイアウト調整などをしながら暇つぶしをするオクトガル達。そんな彼らに対していろいろ質問したそうにしながらも、仕込みが忙しすぎてそれどころではない従業員一同。

「さて、今日のところは野菜の仕入れだけかな？」

　今のところこれといって大きな嫌がらせがないことに対し、そんな感想を漏らす春菜。実際、店の防衛システムにもオクトガルの探知システムにも、そういうことをやらかしそうなやつは引っかかっていない。

「そろそろ営業開始時間かな？」

「春菜ちゃん、お客さん来てるの～」

「了解。このお店の初陣だから、気合い入れていこう！　営業開始！」

「はい!!」

　オクトガルの報告を聞き、店を開ける指示を出す春菜。入口の鍵を外した瞬間に、すでに待機していた気の早い客が十人ほど、店の中になだれ込んでくる。ほとんどが学生だが、三人ほど講師や事務員だと思われる人間も混ざっている。

「お客さん第一号～」

「おめでとう～」

「でも特に特典なし～」

　入ってきた学生の客にそんなどうでもいいことを言いながら、支払いとトレーの受け取りをするための場所に案内していくオクトガル。

「いらっしゃいませ。本日のメニューはこちらになります。全て単品は二十五チロル、パンとサラダの付いたセットが三十チロル、大盛りはプラス五チロルで量を減らせば五チロル安くなります」

「メニューの指定はここで？」

「いえ、受け取りカウンターでお願いします。セットおよび分量変更の方はチケットをお渡ししますので、それを係にお渡しください」

　会計の言葉に頷き、セットメニュー大盛りを頼む最初の客。それを皮切りに、どんどんと支払いを済ませてセットメニューのチケットを受け取っていくお客達。

「どれも美う味まそうだな」

「決めた。私はポトフにするね」

「じゃあ、俺はビーフシチューだな」

「ブイヤベース」

　食欲をそそる香りに辛抱たまらず、口々に注文を出して料理を受け取る。普通の二食分近くある大盛りセットに感激しつつ、一番目立つ具に口をつける。一瞬動きが止まり、そのまま黙ってがつがつと勢いよく平らげていく。

　その様子を隠れて見ていた春菜が、小さく安あん堵どのため息をついて厨ちゅう房ぼうに戻る。

「……久しぶりだな。学校ある日にまともな昼飯食ったの……」

「……どうってことない味だけど、普通に美味しいね……」

「……いや、ここより美味い店はそんなにないぞ……」

　かなりのボリュームがある料理を完全に平らげ、サービスのお茶を飲んで落ち着いた学生達がそんなことを言い合う。

「この値段でこの量でこの味だったら、文句は言えないな」

「昼だけってのが惜しい」
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「でも、楽しみができたと考えれば」

「昼飯が楽しみになる日が来るとはなあ」

　先発隊として乗り込んだ学生達が、食器を返却しながら満足そうにコメントし、オクトガルに見送られて帰っていく。時間差で来たグループもおおむね満足そうな顔で出ていき、評判を聞こうと待っていた友人達に太鼓判を押していく。

「お客さんはみんな満足したみたいだから、多分ピークタイムは忙しくなると思う」

　オクトガルが中継していた学生達の会話を聞いて、そんな予想を告げる春菜。その春菜の言葉に頷くと、追加の仕込みに入る料理長。

　アズマ食堂の初日は、ピークタイムに行列ができるほどの繁盛ぶりになるのであった。




　　　　☆




「まずいな……」

「ええ、まずいですね……」

　アズマ食堂の営業開始から一週間後。誰も足を運ばなくなった学食の厨房隅で、事務局長と料理長が不景気な顔で囁き合っていた。現時点で行っている比較的足がつきにくい妨害が、どれもいまいち不発気味なのである。

　厨房の中では暇そうな料理人達が、これまた大層不景気な顔でだらけている。こうした時間を料理の腕を磨いたり新作を試したりするという、前向きな方向に使おうと考える人間はいないらしい。

「農家の連中は誰も食材を売っていないらしいが……」

「どうも、独自のルートを持っているようでして……」

　まず最初に行った食材納入に対する妨害。これは完全に失敗したと判断していいだろう。

　アズマ食堂は手を変え品を変え方々から食材を調達しているらしく、毎日きっちりと時間いっぱい営業している。終わりごろに行けば品切れのメニューも出ているが、まったく何も食べられないという事態は今のところ発生していない。これを失敗といわずして、何を失敗といえばいいのか？

「中で妨害しようとしても、どういうわけかあのタコもどきに見つかって追い出されるらしいし……」

「あのなりでも神の眷けん族ぞくだそうですから、そういう気配には敏感なのかもしれませんね」

「しかも、追い出された連中はもれなく再起不能になってるって話だしなあ……」

「相当屈辱的なやり方で追い出されたみたいですからねえ」

　外部から虫を持ち込み、料理に入っていたといちゃもんをつける古典的なやり方をやろうとしたところ、初めにやった時は持ち込もうとした虫が結界にはじかれて排除され、実行不能であった。

　それならばと作りものを用意したところ、今度は何度チャレンジしても取り出したタイミングでオクトガルに見つかって、屈辱的なポーズで強制退去処分を食らった挙句、とことんまでいじられるという救いのない扱いを受け、送り込んだチンピラが次々と心を折られる羽目に。

　やり方が古典的だから相手に予想されるのは仕方がないにしても、ここまできっちり対策を取られるといろいろとやるせないものがある。

「噂うわさを流すのも失敗したし、こうなったら、店の外で騒ぎを起こすか？」

「リスクは高いですが、それしかないでしょうね」

　とうとう最後の手段を口にした料理長に、ため息交じりに同調する事務局長。

　食材の納入妨害など、続けられて一カ月が限度。そこから先は店からも農家からも毎日入っているであろう被害の訴えが無視できなくなり、まず間違いなく官憲や商業ギルドが動く。

　普通なら一週間も続けば動くのだが、たとえ腐敗に対して潔癖なローレンであっても、まったく汚職なしなどあり得ない。彼らもそういうやり方で上う手まく鼻薬を嗅がせ、先手を打っていろいろと手を回して引き延ばしているのだ。その引き延ばしの限度が、一カ月なのである。

　今までは大抵、半月も納品妨害をしていれば自然と客足が落ち、それ以上はせいぜい虫を使ったいちゃもんと悪い噂程度で勝手に客足が離れ、それ以上は何もしなくても自然と倒産していた。悪質なところで前日に仕込んでいたものに傷んだ食材を混ぜて食中毒を発生させたケースもあったが、そこまでやったのは一度か二度ぐらいである。

　そういった不祥事とセットで悪評が流れる上、場合によっては普通に行政処分で営業停止に追い込まれるのだから、いかに噂だけで判断することを嫌うローレン人といえども、まったく噂を信じないでいることは無理だったのだ。

　だが今回は食材の納品妨害が効果がなく、それ以外の嫌がらせも店舗自体に仕掛けられたあれこれに阻まれて不可能。当然のごとく、噂を信じる人間などいるはずもなく、一カ月以内にけりをつけるのは難しい状況だ。

「とりあえず、内容は任す。あの男に頼んでおいてくれ」

「ええ、分かっています」

　最後の最後で少しだけ慎重に言葉を選び、方針を決める料理長と事務局長。

　身内しかいないと油断していた彼らは、その一部始終を観察し記録していた存在がいることに、最後まで気がつかなかった。




　　　　☆




「多分、明日やつらが動く」

「ようやく、商取引ってやつをとことんまで虚こ仮けにしてくれてる連中に鉄てっ槌ついを下せるわけか……」

　その日の夜。商業ギルドにて、レイニーが商業ギルドのギルドマスターに情報を持ち込んでいた。

「すぐに一網打尽は無理」

「分かってる。この国の司法システムは、ファーレーンの悪いところだけ真似てしまっている上に、ここ十何年、かの裁判官は特に原理主義的に潔癖だからな。だが……」

　釘くぎを刺してくるレイニーに頷きつつ、獰どう猛もうな笑みを浮かべたギルドマスターは眼光鋭く虚空を睨にらみつけながら吐き捨てる。

「それでもまったくおとがめなしにするには無理がある程度には、こっちにも証拠がある。商業ギルドの沽こ券けんにも関わってくる案件だから、地獄の果てまででも追い詰めて罪を償わせてやるさ」

　どうやら、余程いろいろ溜たまっていたらしい。やらかした連中に同情したくなるほどの殺気を放つギルドマスターに、レイニーが淡々と追加情報をもたらす。

「盗賊ギルドの方も、すでに動いてる」

「ほう？　あいつらが動くぐらいだから、余程やらかしてるんだろうな」

「無許可、未登録で相当やらかしてる。ギルドの縄張りでも何件も事件を起こしてる」

「そうか、なるほどな」

　盗賊ギルドが動いている、との報告に、実に上機嫌な顔をするギルドマスター。チンピラのガス抜きと他国から来た犯罪組織の排除以外では、余程の大事がない限り動かない盗賊ギルドが、もうすでに動いている。その情報の意味を知っていれば、被害を受けている側が喜ばない理由がない。

　どこの国でもそうだが、ある程度大規模な街で大規模な商売をする場合、どうしてもその街の盗賊ギルドと最低限の付き合いをする必要が出てくる。そのためルーフェウスでも、盗賊ギルドと商業ギルドは互いに不可侵条約を結び、仲が良くもないが悪くもない、という距離感を保っている。

　人が増えれば、揉め事や犯罪はどうしても増える。それら全てが、合法的な手段だけで解決できるわけではない。逆に、相手が非合法的な手段で自分に有利になる形の解決をもくろんでくることもある。それらのトラブルから身を守るためにも、盗賊ギルドと完全に縁を切るわけにはいかない。

　なので、こういった黒いつながりを許容できない人間が多いローレンですら、必要悪としての盗賊ギルドの存在と、各組織が盗賊ギルドと不可侵条約を結ぶことについては黙認している。調子に乗って目に余る行動に出れば排斥運動も起こるが、そうでなければチンピラの類たぐいを管理・制御する組織がなくなるのは、知の国を名乗っているこの国ですら困る人間の方が多いのだ。

　それを理解しているからこそ、盗賊ギルドは滅多に動かないのである。

「盗賊ギルドに所属もしないでこんなことやってて、むしろやつらはよく今まで無事だった」

「無所属だったのか？　それはまた、いい度胸をしてるな」

「だから、盗賊ギルドもしばらくは迂う闊かつに手を出せなかった、らしい」

「それはまた、おかしな話だが……」

「派手になったのが最近で、それまではせいぜい性た質ちの悪い一般市民程度だった、とのこと」

　レイニーに告げられた理由を聞き、なんとなく納得するギルドマスター。確かにそれでは、この国の場合大層動きにくかっただろう。盗賊ギルドの存在が許されているのは、堅気の人間に手を出さないからだ。

「今回の件で、堅気といえなくなる。堂々と動ける」

「そうか。ならば、実行犯連中は盗賊ギルドに任せて、不正をやらかしてる学院の事務局長と料理長は、こちらで徹底的にやらせてもらおう」

「持ち込んだ証拠ぐらいでは、この国で有罪にするのは難しかったはず」

「数が問題だからな。ここ何年か、ちょっとばかりあの地域の廃業件数が目に余る状況だったんで俺の方で独自に調査を進めておいたら、まあ出るわ出るわでな。この件が片付いたら、ついでに商業ギルド内部の掃除も済ませる予定だ」

「もしかして、いいきっかけだった？」

「そんなわけあるか。本来なら、最初の一軒が廃業に追い込まれる前に手を打っておかなければいけなかった。それが無理だったとしても、さっさと内部調査を済ませて、愚か者を排除しなければいけなかった。廃業までの流れを表面的に確認しただけで、調査を怠った結果がこれだ。ここまで被害を拡大してしまったことも、その片棒をよりにもよってこの商業ギルドが担いだことも、真っ当に商売してた被害者には何一つ申し開きできない」

　険しい顔で、被害に遭ったいくつもの飲食店について言及するギルドマスター。アズマ工房が動いた結果、商業ギルド内部の不正、腐敗は一掃できるといっても、ここに至るまでに何軒もの飲食店が廃業に追い込まれ、生活を破綻させられている。証拠が集まらずに手が出せなかったのは事実だが、被害を受けた側には何の関係もない事情だ。特に、命を絶たざるを得ないところまで追い込まれてしまった被害者には。

　一部地域だけのこととはいえ、ルーフェウスの商業ギルドの評価はこの数年で大きく落ち、かなり信頼を失っている。あこぎな商売をするものが肥え太り、真っ当に商いを続けてきた人間が悪評をなすりつけられて全てを失っていくのを、手をこまねいて見ているどころか一部の人間がそれに手を貸していたのだから、信頼を失うのも当然である。

　信頼回復には十年単位の時間を覚悟するべきだろう。内部の人間が自ら信頼を踏みにじったのだから、当然である。事実に基づく悪評なのだから、甘んじて受け入れて努力するしかない。

「何にしても、まずはやらかした連中を全部血祭りにあげて、内外の商売に関するどんな小さな不正も見逃さないように徹底的に調査をするしかないな。私はおろか、次の代のギルドマスターですら信頼を回復し終わるかどうか難しいところだが、やるしかない。私の不始末のつけを後のものに押し付けてしまうのは本当に申しわけないことだが……」

　非常に生真面目なことを言ってのけるギルドマスターを見て、やはりこの男もローレン人か、などとこっそり頭の片隅で考えるレイニー。

「とりあえず、引き続きいろいろ調査する。何か重要な情報があったら連絡する」

「分かった。頼む。大した礼もできず心苦しいが……」

「上司の命令だから、気にしない。これも給料のうち」

　どうにもすまなそうなギルドマスターに軽く手を上げると、そのまま部屋からすっと消えるレイニー。それを見送ったギルドマスターが、苦い顔で呟つぶやく。

「こちらも、諜ちょう報ほうまわりを強化しないとな……」

　恐らく内情が筒抜けであろうことに悔しさを噛かみしめつつ、当座の自身の仕事を始めるギルドマスターであった。




　　　　☆




「……雑な尾行」

　商業ギルドを出てしばらく後。感じた五つほどの気配についてそう断じるレイニー。今回は一般人のふりをしていたダールの時と違い、あえて中途半端に気配を消している。

　あからさまに罠わなを張っていますというその気配の消し方では、レイニーが同じ立場なら余程の理由、もしくは準備か勝算がない限りは誘いに乗らないと断言できる。それに不用心にホイホイ引っかかっているのだ。この時点で、相手の程度が知れよう。

　しかも、尾行の仕方がまた、傍はたで見ている人間の十人中九人が、誰かの後をつけようとしていると気づくであろうへたくそさなのである。

　こういう誘いに乗る場合、位置を悟らせないようにしつつ対象にだけ自分が後をつけていると認識させ、相手に自分の実力を誇示してプレッシャーをかけるのが常じょう套とう手段だ。

　相手の方もこちらの位置を特定してみせてプレッシャーをかけたり、尾行をまく振りをしたりと駆け引きを行うものだが、レイニーの相手にはそういうそぶりは一切ない。

　つまり、どう評価しても、頭の足りない素人の行動なのだ。

（ちょっと揺さぶる）

　雑な尾行とはいえ、折角相手が食いついてきたのだから、少し遊んで揺さぶってみよう。そう考えて、あからさまに不審な挙動を取って裏路地に入っていく。ちゃんとついてきたことを確認したところで、相棒となったバイクを展開して人気のない裏路地を一気に加速する。

（この速度についてくるとなると……）

　一気に時速六十キロほどまで加速したというのに、ザルな尾行をしている気配との距離は開くでもなく詰まるでもない。この世界では、ゴーレム馬車でもなければ出せない速度である。この時点で、連中がまっとうな人型生物でないことは確定である。

　できるだけ人のいないほうに誘導しながら、少しでも相手の情報を探るレイニー。こんな速度で動ける時点で相手の正体は大体推測できているが、確証がないので確認しておきたいのだ。

（そろそろいい感じ）

　上う手まい具合に追い詰められた振りができそうな路地を見つけ、迷わずそこに飛び込むレイニー。釣られて飛び込んできた一団の姿をサイドミラーで確認し、内心でにやりと笑う。

「邪神教団、確認」

　サイドミラーに映っていたのは、悪魔系モンスターと融合した男の集団であった。地面を走るのではなく皮膜の羽で飛んでいる。スピードの秘密はそれだったらしい。うち一人は、アズマ食堂にちょっかいを出そうとしていた連中を統括していたやつと顔が似ていた。

「こそこそ我々を嗅ぎまわっているネズミには、死んでもらおう」

　何のひねりも面白みもない発言と同時に、魔力弾をばら撒まいてくる男達。それを器用にかいくぐり、袋小路に突っ込んでいくレイニー。壁がどんどん迫ってくる。

「絶望して血迷ったか！」

　すでにどうやっても止まれない速度で壁に突っ込んだレイニーをあざ笑いながら、さらに魔力弾をばらまく男達。そんな男達をさっくり無視し、バイクの前輪を持ち上げてウィリーで壁にぶつかっていく。

　宏特製の大型バイクが、前輪が壁に接触した瞬間に大きく弾はじき返されてバランスを失いそうになる。そのバランスを器用に立て直してターンし、さらに魔導拳銃をバイクから取り出して弾丸を大量に撃ちだし、男達を牽けん制せいする。

　そのあり得ない動きと大量の高威力弾に怯ひるんだ男達に、速度を一切緩めずに拳銃を格納、レイニー用に調整されたナイフを腰の後ろにさした鞘さやから抜き、魔力を注いで特殊機能を展開する。すれ違いざまに投げるようなモーションでナイフを四度振ると、男達の喉に次々とナイフが深く刺さっていく。

「なっ!?」

　瞬く間に四人が仕留められたことに色を失う残りの男。

　そんな男に特にリアクションを見せずナイフを仕舞い、隣の建物の壁を利用して空中へとバイクを操るレイニー。仕留めるだけなら全員一瞬で仕留められるのだが、それでは情報源が足りない。一人ぐらいはちゃんと生きたまま捕まえなければ勿もっ体たいない。

「とりもち弾、発射」

「ま、待て！」

　壁を利用して加速し、飛行オプションの力を借りることなく空を舞っていたレイニーの、容赦のない追撃。それに慌てて何かを言おうとしたところで、男に口と鼻をふさがない形でとりもち弾が着弾する。

「硬化剤、発射」

「だから待てと言って……！」

　男の戯ざれ言ごとを無視し、後輪から地面に着地。方向転換と同時に硬化剤を叩き込んでとりもちを固定するレイニー。

「デバフネット、発射」

「くっ!?　逃げられん！」

「封縛結界、展開」

「くそ、はかったな！」

「簀す巻まきロープ」

　バイクのミサイルランチャーから次々と発射される特殊弾頭に、完全に行動能力を奪われてしまう男。第二形態のバルドですらほぼ完全に動けなくなるのだから、たかが下っ端の教団員に抵抗できるものではない。

「……華麗なバイクアクションするには、相手がしょぼい……」

　あっという間にけりがついたことに対し、不満を述べるレイニー。折角の飛行機能もスピードもまったく活かせていない。正直生身だと五秒でけりがつけられ、バイクアクションするためにもうちょっと引き延ばそうにも、弱すぎてこれが限度である。

「とりあえず持って帰って、あとは適当に尋問でも拷問でも」

「拷問とは、野蛮なことだな」

「専門家に丸投げだから、本当にするかどうかなんて知らない」

　お前が言うなと突っ込まれそうな男の発言に淡々と返答し、簀巻きを麻袋に詰め込むレイニー。バイクに荷物を積むなら、これで一応中身を保護して固定したほうがいい。その作業の途中、レイニーの背後を取るように何か現れる。

「邪魔」

　レイニーの作業を邪魔すべく後ろから襲いかかってきた悪魔系モンスターを、さらに後ろを取って急所に一撃入れて仕留める。

「ハニーにお土産もできたし、撤収」

　悪魔系モンスターの死骸を男と一緒に麻袋に詰め、バイクの後部にロープで固定しながら呟くレイニー。収穫としては微妙かもしれないが、ないよりマシだろう。

　翌朝、レイニーによってアズマ工房に持ち込まれた悪魔系モンスターの死骸は、骨といくつかの臓器が回収された後、残った肉や皮はファム達の教材として徹底的に有効活用されるのであった。
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「邪神教団、か……」

「どうやら、様々な組織に信者が紛れ込んでいたようです」

「それは、由々しき事態だな……」

　翌日朝のローレン王宮。レイニーが捕まえた男から引き出された情報に、顔をしかめる国王。王宮にもいた信者は、神官達の浄化で確認を取った上で少しずつ排除している最中だ。一気にやるといろいろ厄介な問題が出てくるため、腰を据えてやるしかないのである。

　だが、彼らによってもたらされた影響を考えると、かなり由々しき事態なのは間違いない。これ以上何かあっては困るので、できるだけ早く全て排除してしまいたいところである。

「それで、どのような状況だ？」

「不幸中の幸いといいましょうか、せいぜい商業ギルド内部と一部の警備隊以外は、上司からの命令に従うしかない最下級の信者しかいなかったとのことです」

「商業ギルド、だと？」

「はい。数年前から始まった学院周辺の連続廃業は、その者達が絡んでいたと思われます」

「つまり、握りつぶせる立場に邪神教団の人間が食い込んでいた、ということか」

　国王の問いかけに、深刻な顔で宰相が頷く。

「最初から邪神教団だったのか、それとも途中で取り込まれたのか、それは分かりません。ですが、彼らの目的は組織の私物化ではなく、不正を行うことで公的機関の信用を落とし、国民に動揺を与えて猜さい疑ぎ心を膨らませることにあったようです」

「また気の長いやり方だが、我が国に関してはそれしか方法がなかった、というところか」

「そのようですね。ファーレーンであったように、利益供与や無責任な噂で中枢を乗っ取ったり振り回したりするのは、わが国では絶対に不可能とはいいませんがかなり難しいですし」

　国王の言葉に、宰相が同意する。

　レイオットが面倒くさいというだけあって、ローレンの社交界や政治中枢はそのあたりに対してとことんまで拒絶反応が強い。世間話として受けた被害や今現在困っていることについてぽろっと漏らしただけでも、内容によっては誹ひ謗ぼう中傷だと総攻撃を受けることがあるぐらいだから、本当に筋金入りである。

「学院の事務局長は？」

「あれはどうやら、欲に負けたただの愚か者だったようですね。邪神教団とは例の一連の事件まで、一切関わりがなかったようです」

「処分はどうなっている？」

「まだ、ですね。あと少しだけ容疑が欲しいところです」

「なるほど、つまり泳がせている、と」

「はい。事がここまで進むと、焦って何か大きなことを起こすはずですから」

　そう言って、せっせと生ごみをぶちまけている男達と、そこに混ざっている学院事務局員および学食の料理人の映像を見せる宰相。恐らく、この現場を押さえた段階で官憲を呼び、現行犯逮捕すればすぐに芋づる式に関係者を捕まえられるのだろうが、残念ながら、官憲を連れてきた時にはすでに作業を終え、撤収していたらしい。

　作業の手際からするに、きっと待ち伏せしておかなければ捕まえるのは難しいだろう。その程度には手慣れている。そもそも、生ゴミをぶちまけた程度では大した罪には問えないのだが。

「まったく、普通の国ならこれだけでも十分罪に問えるのだろうが……」

「我が国もファーレーンも、潔癖すぎるのも問題だということでしょうな」

　宰相の言葉に、渋い顔をしながら頷く国王。若い国王には、ここまであからさまな真似をしておいて、大した罪に問えない現行の法体系が理解できないらしい。特にここ十何年かは、間違ったほうに潔癖な判決が多いから余計にである。

　ただ、理解できないといっても、拙速に変えれば弊害が大きいことが分かる程度には頭が回るため、今はどこから変更すべきかを探るにとどめている。

　とはいえ、ウォルディスおよびその周辺国家の情勢が急速にきな臭くなっている現状、合理的な理由を持って出した王の命令を議会の一部議員が無視して好き勝手しても、高確率で王が責任を問われるだけで無視した人間はまったくのおとがめなしにされる法解釈やら何やらはできるだけ早くどうにかしなければまずいだろう。

　そのためにも、自身に死刑判決が出るほど議会の命令無視が続く前に、何らかの明確な実績が欲しい。上手くいけば、今回の件はその突破口にできるかもしれない。

「何にしても、私の諜報能力ももう少し鍛えねばな。先代が鍛えた諜報部隊も私に忠誠を誓ってくれているわけではないし、きっとレイオット殿がよこした彼女ほど効率よくは動けまい」

　あっさりレイニーに侵入を許し、そのことを告げてもまったく恥じる様子がなく、情報収集も辛うじて最低限と呼べる程度しかしない諜報部隊に思いを巡らせながら、ため息交じりにぼやく。

　恐らく誰からも価値がないと思われているからレイニーぐらいしか出入りしないだけで、実際のところローレン内部の情報は、王自身が一度も口にも態度にも出していないこと以外は周辺国家全てに筒抜けであろう。

　正直、トップとして恥ずかしいどころの騒ぎではない状況なのだが、もはやそれを恥じる時期はとうにすぎている。自国の諜報部隊は王に忠誠を誓いたくないという理由で国益を損ねる無能集団、という前提で行動するしかない。

「ええ。その代わり、大規模な情報収集となると、所しょ詮せん個人である彼女よりは優れた働きを見せますが……」

「欲張りなのかもしれないが、諜報に限らず何事においても、突出した個人の力と強力な組織力、両方の要素を備えておきたい」

「一朝一夕には難しいでしょうが、手は考えておきましょう」

　レイオット個人の手駒であるレイニーを、心底うらやましく思う国王と宰相。

　そのレイニーが今、お土産の対価として貰もらった宏の使用済みタオルを手に、その変態性を最大限に発揮してクンカクンカハアハアしていることは知る由もないのであった。








ローレン編　第六話






「あの一件のせいで、学院内がかなりバタバタしてるわ」

　レイニーが邪神教団の団員を仕留めてから数日後。ウルスの工房の和室で帳簿をつけている春はる菜なに対し、真ま琴ことが学院の現状をそう漏らした。

「あ、やっぱり？」

「幸いにして今回の件に関わってた教員はいないみたいだけど、事務局の方は大騒ぎみたいねえ」

「まあ、事務局長が逮捕されてるしね」

　結局、宏ひろし達が購買や食堂がらみで動いている間に、いろいろ終わってしまっていた今回の一件。邪神教団から情報が漏れたことに焦って、余計なちょっかいを出した不穏分子が自爆したのである。

　事実上レイニーが全てを解決したようなものだが、裏を知らない人間が見ればただの自滅にしか見えない。まあ、元々、学院内部以外はきっかけがあればすぐ動けるように準備を整えていたのだから、レイニーだけの手柄というわけでもないのだが。

　余談ながら、実のところ一番影響が大きかったのは、思考誘導を受けていたことが判明した司法関係なのだが、レイオットやレイニーも含む関係者一同がいろいろバタバタしており、そのあたりの情報はまだ春菜達にまでは届いていない。

「とりあえず学食もしばらくは営業不能みたいだし、向こうの状況がよくなるまでは私達で受け皿になるしかないみたい」

「というか、アズマ食堂が営業を開始した時点で、事実上学食は営業してなかったようなものだったわよ？」

「まあ、現状は何も変わらない、ということかな？」

　真琴の鋭い突っ込みに、春菜がちょっと視線をそらしながら正直にそう言う。アズマ食堂は現在、一日千食以上を提供する繁盛店となっていた。料理の提供は辛うじて追いつくもののどうしても席が足りないため、とりあえず今は空きスペースを一時的に客席にしている。

「まあ、妨害もなくなるし、立地としては悪くないんだから、そう遠くないうちに他の店ができるんじゃないかな？」

「だといいけど。というか、フォーレの時もそうだったけど、あんまりお金稼ぎすぎるとあっちこっちから睨にらまれるわよ」

「分かってるよ。とりあえず今のところは雇用の受け皿にもなってるし、そんなすごい利益率ってわけでもないから大丈夫だと思うよ」

　真琴に言われて、帳簿を見せながら春菜が答える。実際、自分達で素材から何から全て調達している薬やアイテム類と違い、農家や牧場などから適正価格で食材を仕入れ、相場より色をつけた人件費を支払っているアズマ食堂は、それほど莫ばく大だいな利益を上げているわけではない。

「それにしても、邪神教団かあ……」

「まあ、いるとは思ってたけど、今までに比べると中途半端でザルだったわよねえ」

「うん。正直、話を聞いた時は、なんですぐに排除されなかったのか分からなかったよ」

「本当にねえ。話の内容からいって、多分バルドは絡んでなさそうよね」

「バルドがやってるんだったら、もうちょっと丁寧にじっくり時間をかけてやってそうな気はするかな？」

　春菜の意見に頷うなずく真琴。

　ローレン王室や商業ギルドからの情報によると、学食の料理長が今の代になってからやり口が露骨になってきたようだが、それでも就任当初二年ほどは、ここ半年に比べると大人しかったらしい。その頃は、量こそ減っていたが、味に関しては今ほどひどくなかったようだ。美う味まくはないが、それなりに食べられる程度だったとのことである。その後もじわじわと悪くなっていったといっても、昨年急に一気に悪くなるまでは無理しなくても食べられるレベルは維持していた。

　料理の内容がさらにひどくなったのは去年の十一月頃からで、残り少なかった安価な飲食店、それも受け皿になるような店ではない小規模なものが駆逐されてしまったのもそれぐらいの時期。新規出店を妨害されたものも含めると、三カ月で連続で五軒も廃業が続いたのだ。

　その結果として、先代料理長の頃から怪しんでいた商業ギルドのギルドマスターが学食の行動を完全に把握したのだが、残念ながらその時点では手遅れで彼らを処罰するには至らなかった。元から立地が微妙だった上に規模も小さいため、その頃には倒産で影響を受ける学院関係者が相当少なくなっていたのも、話がいまいち盛り上がらなかった理由である。

　バルドが直接関わっていたら、恐らく五軒も連続で倒産させるような真似はしなかっただろう。もっと時間をかけて周辺の高級店すらも全て駆逐し、終わったところで高らかに学食優遇のために学院主導で周辺の店を潰つぶして回ったことをばらしたに違いない。

　もしくは、そこを足掛かりに他の地区や王宮へじわじわと食い込み、何十年何百年単位で腐らせていくか。少なくとも、ファーレーンで相対したバルドは、その程度のことができるぐらいには有能であった。所しょ詮せん小物ではあったが、その程度には春菜達も評価している。

　どちらにせよ、やり口が拙速で雑だったのは間違いない。

「となると、バルドはどうしたのかしらね？」

「分からないけど、多分今はルーフェウスにはいないんだと思う。でなきゃ、ここまで雑なことはさせないはず」

「そうでしょうね。問題は、なんでいないのか、ってことなんだけど……」

「向こうの事情は推測すらできないけど、変化のあった十一月頃っていえば……確か、ファーレーンでバルドを倒してちょっと経った頃だから、それが関係してるのかもしれない」

「あり得るわね」

　春菜の意見に同意する真琴。

　全く関わっていないということは考えられない以上、何らかの事情で撤退しているのだろうが、時期的にそのきっかけになりそうなのがファーレーンのバルドぐらいしか思いつかない。

　もっとも、情報らしい情報もないこともあり、それ以上は考察も難しいのだが。

「まあ、それはいいとして、もうすぐ宏の誕生日なのよね」

「そうなんだよね。どうしよっか？」

「宏だから難しいのよねえ。プレゼントっていっても、大体のものはあいつが自分で作ったものが一番性能いいわけだし」

「真琴さんは宏君が好きそうな漫画を描く、っていう手もあるからまだいいよ。私達の場合、料理頑張るにしても限度があるし」

「そっちこそ、料理はまだ工夫の余地があるからいいじゃない。レイオット殿下とかエルとか達たつ也やに比べれば、かなり分がいいと思うわよ？」

　誕生日関連で最大の難易度を誇るであろう、宏の誕生日。間近に迫ったその日のために、打ち合わせに入る春菜と真琴。今初めてこの話題に触れたように見えるが、実のところ宏がいない場面では割と頻繁にこの話題が出ていたりする。

「いっそのこと、一週間ぐらい何も注文とか制約とかつけずに、好きなようにものづくりをしてもらうっていうのもありかなって思ってるんだけど、どう？」

「確かに一番のプレゼントだろうけど、それで何作るかが予想できないのが不安なのよねえ……」

「だよねえ……」

　ものづくりに関しては、こういう面では一切信用してもらえない男、東あずま宏。天地波動砲や潜地艇をはじめとした数々の前科があるのだから、どうしようもない。

「素材の限界があるし、今までを超えるようなひどいものは作れないと思ってるんだけどさ」

「私もそう思わなくはないんだけど、日本の職人って時折すごい情熱とあり得ない発想でそういう限界を変態的に乗り越えることがあるから、油断できない面はあるんだよね」

　春菜の一言に、思わず沈黙する真琴。自分でも心の片隅で、もしかしてと思っていたことをずばりと指摘されてしまったのだ。

「でも、私達の害になるようなものは作らないだろうから、そういう面では安心してるけどね」

「害にはならなくても、世界に余計な影響を与えるのが困りものなのよねえ……」

「そこは今更だと思うんだけど」

　春菜に指摘され、苦い顔をする真琴。今まででも、早い段階で気づいて突っ込みを入れておけば止められたはず、という惨事は結構多い。特大ポメのように取り返しがつかなくなっているものも散見され、それがまた宏を野放しにすることに躊躇ためらいを覚えさせる。

　今のところはせいぜいこの世界の職人達をへこませるぐらいで済んでいるが、いつ社会構造そのものを根底から覆すようなものを作るか分かったものではない。

　すでにインスタントラーメン工場という、家内制手工業から大きく逸脱した大量生産・大量消費のシステムを作り出していることにはとりあえず目をつぶり、そんな懸念を内心で思い浮かべる真琴。自分達が止めなかったせいで取り返しがつかなくなった、とは絶対に考えたくないようだ。

　もっとも、その話を言い出せば、ファーレーン王家の要請を受けてテレス達を雇用、教育している時点でとうの昔に手遅れだったのだが。

「何にしても、私達だとプレゼントらしいプレゼントって用意できないから、他のアイデア出すのも難しいと思うんだ」

「まあねえ……」

　春菜の結論に、真琴が不承不承で頷く。駄目出ししようにも、他のアイデアが出せないのだからしょうがない。

「で、まあ、あと料理はもうとことんまで頑張るとして……」

「別にいいんだけど、春菜」

「何？」

「あんた、あたしの時とかに比べて無茶苦茶気合い入ってない？」

「そんなつもりはなかったけど、そうなのかな？」

　真琴に指摘され、春菜が首をかしげて聞き返す。

　実際のところ、気合いが入っているとかそんな次元を超え、何がなんでも宏に満足してもらうんだという、ある種の使命感すら感じさせているのだが、当の本人にはまったく自覚がない。

「まあ、あんたの気持ちを考えるとしょうがないんだけど、さ」

「別に、そういう理由で料理を頑張るわけじゃないんだけど……」

「いいっていいって。惚ほれた男とそれ以外とでまったく同じってのは、間違いなく不可能だし」

　真琴にそう窘たしなめられ、微妙に納得いかない顔をする春菜。

　確かに春菜は宏を愛しているが、その感情で他人と料理に差をつけたことは一度もない。せいぜい味付けを宏の好みに合わせている程度だが、それも元々春菜の好みが宏の好みと似ているだけで、そこに恋心は関係ない。こちらに飛ばされてきてからずっとそういう味付けをしてきたのだから、根本的に恋愛感情が関わる余地などないのである。

　もっとも、春菜はまったく自覚していないが、宏と長期にわたって同居生活をしているため、すでに自身の好みや味付けの癖も大きく変わっている。もはや、今この生活で作っている料理は、宏と春菜の家庭で築き上げた味だといっても過言ではない。そして、アズマ工房の人間にとって家庭の味、おふくろの味というと、達也以外にとっては宏と春菜が作る料理の味になりつつあるのだ。

　こんなところでも、宏と春菜は無意識に夫婦のようなことをしているのである。きっと女性恐怖症とそれによる不信感がなければ、宏と春菜はとうの昔にくっついていただろう。

　逆にいえば、ここまで来てまだくっつかないことが、宏に恋することの難しさを物語っている。

「まあ、これ以上この話題は不毛だから置いとくとして」

「うん」

「今日の夕飯はなに？」

「達也さんから、たまには酒飲み向けのメニューが欲しい、ってリクエストが来てるから、ちょっと悩んでるんだ」

　酒飲み向け、と聞き、目を輝かせる真琴。それを見て、微妙に苦笑を浮かべる春菜。

「ファムちゃんやライムちゃんが食べやすくて、その上で居酒屋とかにありそうな料理っていうのをちょっと悩んでて」

「焼き鳥とか？」

「それはもう確定。あとは野菜をいろいろ火であぶるつもりなんだけど、もう一声って言われちゃって」

「モツ煮なんかどう？」

「ん～、私はそれでいいんだけど……」

　真琴の提案に、少し悩ましそうな顔をする春菜。その様子に、ピンとくるものがある真琴。

「もしかして、宏が嫌いだとか？」

「宏君だけじゃなくて、澪みおちゃんもちょっとモツとかホルモンとかは苦手なんだって。レラさんも、食べられなくはないけどあの食感が好きになれないって言ってたから、悩んでるんだ」

「なるほど、それでこれまであんまりモツ煮込みを作ってないわけか。うちって意外と、内臓系が苦手な人が多いのね」

「そうなんだよ」

　どんな食材や料理でもある程度好き嫌いは分かれるものだが、内臓系は肉類の中では特に顕著にそれが出てくる食材であろう。その度合いも内臓というイメージから拒否感がある食わず嫌いから、何度か食べた上で味や食感が駄目なタイプ、処理がいい加減なものを食べさせられてまずいという印象を刻み込まれたり食あたりを起こした経験があったりと、これまた範囲が広い。

　因ちなみにレラの場合、食感以外にもスラム時代に食あたりを起こしかけたことがあったのも苦手な理由である。言うまでもなく、処理がいい加減なものを食べさせられたのが原因だ。むしろ、その経験があって食べられなくはないと言えるあたり、なかなかタフな女性だといえよう。

「宏は前にレバーが苦手って言ってたからまあ、分からなくもないんだけど、澪が苦手だっていうのはちょっと意外というか不思議な感じね」

「澪ちゃん、あれで結構食べられないものはあるんだ。ピーマンと人にん参じんは大丈夫だけど、トウガラシはただ焼いただけのは駄目だったりするし」

「へえ。ってか、要するにお子様味覚に近いってこと？」

「そこまででもないかな？　まあ、澪ちゃんの苦手なものって基本的に、とろろや納豆なんかと同じカテゴリーの、食べられないからって怒られるようなものでもないものばかりだから」

「そう。まあ、モツ煮とかホルモンなんて、それしか食べるものがない状況ならともかく、そうでないなら食べられなくても誰も気にしない類たぐいのものだものね」

　真琴の結論に頷く春菜。もっとも、結論が出たところで、つまみ系料理のバリエーションが見つかっていない問題は解決していないのだが。

「ん～、まあいっか。スジ肉の土手煮も用意して、好きによそって食べてもらうよ」

「時間かかりそうな料理を二品って、手間じゃない？」

「どうせ下ごしらえの仕方はそんなに変わらないし、そのへんの処理してダシの味付けしたら煮えるまで基本放置だから大丈夫。それに、前に真琴さんと達也さんに出したモツ煮が残ってるから、それに注つぎ足しでやればダシを作る手間もそれほどじゃないし」

「ならいいんだけど」

　関係者の好き嫌いに合わせて品数を増やす春菜に、頭の下がる思いの真琴。本人は料理が好きだから苦に思っていないようだが、それでもほぼ毎日である。

　しかも、このメンバーの中では春菜は忙しいほうに分類される。そんな状況でも手抜きせずに、食べる人間全員の好みや体調を考え、かつ栄養バランスなどが偏らないように料理を作り続けるのだから、自分とは差がありすぎてコンプレックスも感じない。食うだけ、飲むだけであることに心苦しさは感じるが。

　本当の女子力はこういうところに出てくるのだと言う人間がいるが、真琴としてもその意見に大賛成である。もっとも、真琴が女子力として評価しているのは、料理ができるできないではなく、毎日のことなのにちゃんと細かい心配りを続けられることについてなのだが。

「そういえば、屋台でモツ煮とか売らなかったのって、宏が苦手だからなの？」

「最初がカレーパンと串カツだったから、組み合わせ的にどうかなと思ってるうちに、なんとなく屋台で出すタイミングをなくしちゃったんだ」

「あ～……」

　確かに、串カツはともかくカレーパンとモツ煮の組み合わせがどうかと思うのは、真琴も賛成せざるを得ない。しかも、全商品の中で一番売れたのはアメリカンドッグだったわけで、やはり酒飲みご用達のモツ煮と組み合わせるのは少々疑問が湧かなくもない。

「じゃあ、スティレンでやればよかったんじゃない？」

「なんとなく、大惨事になりそうな予感がしたんだよ……」

　真琴の指摘に、どこか遠い目をしてそう答える春菜。まったく否定できない理由である。

「まあ、晩ご飯はそれで何とかするから、期待してて」

「ん、了解」

「それはそれとして、倉庫の果物見てるうちに衝動的に作っちゃったタルトがあるんだけど、果物を盛りすぎてボリュームがすごいことになったんだ。しかも作りすぎたから、かなり気合い入れて食べないと食べ終わらないんだけど、真琴さん手伝ってくれる？」

「もちろん！」

「よかった。量が量だから、デザートとして出すのもどうかなって感じだったんだ。ちょっとエルちゃんにも声かけてみて、来れそうだったら皆でおやつにしよう」

　そう言ってオクトガルを呼び、エアリスに伝言を頼む。エアリスに伝言を頼む時は、オクトガルは特にお代を要求してこない。

「ハルナ様、美お味いしいお菓子があるというのは本当ですか!?」

「春はる姉ねえ、メガ盛りタルトなんていつ作ったの？」

　オクトガルに伝言を頼んで十分後、和室にエアリスと澪が入ってくる。

「澪ちゃんがジノ君に一生懸命下ごしらえの指導してる最中かな？　ちょっと手が空いたから、思わず衝動的に」

　直径三十センチ、フルーツの山の天頂部が高さ二十センチほどのそれは、確かにメガ盛りといっていい威容を誇っていた。見える範囲だけで二十、重なっている部分も含めれば三十種類を超えそうな様々な果物が盛り込まれており、見た目や色彩バランスも実に美しかった。

「実はこれがあと七つあるんだよね。数が半端だった果物とかを使い切りたかったから、ちょっと作りすぎたの」

「……春菜、これどうやって食べきるつもりだったの？」

「うん。作った時は全然考えてなかった」

　そうさっくり白状した春菜に、全員から呆あきれた視線が集中する。とはいえ、この美しいお菓子の前には、そんな視線もすぐに力を失う。

「まあ、そういうわけだから、ライムちゃん達も呼んでできるだけいっぱい食べちゃおう」

「師匠と達たつ兄にいの分は？」

「私達だけで、食べきれると思う？」

　女子だけで全部食べてしまおうと言わんばかりの春菜に対する澪の突っ込み、それに対して綺き麗れいに反撃が決まる。量を考えると、一人当たり半分以上食べないと食べきれないのだ。澪が満足するまで食べても、間違いなく一ホールぐらいは残るだろう。

　なお、現在採取中のジノがカウントに入っていないのは、お互いにまだ存在に馴な染じんでいないため、こういう時はよく人数に入れ忘れるからである。不ふ憫びんな話だが、新入りというのは往々にしてそういうものだろう。

「とりあえず、まずは一つ目から」

　そう言って、できるだけ均等に果物が行きわたるようにカットする春菜。お茶と取り皿を用意しに行った澪とライム達を呼びに行く真琴。丁度顔を出していたアルチェムを含む全員が揃そろったところで、最初の一ホール目を全員に振る舞う。

「果物の甘みと酸味が生地の歯ごたえとほのかな味わいにマッチしていて、とても素敵ですわ」

「ん。このカスタードクリーム、甘くなくて果物の味が引き立つ」

「うわあ、このタルトやばい。絶対食べすぎてあたしの胃袋だと晩ご飯に支障出てくるわ……」

　そんな絶賛の嵐が済んだあと、春菜が在庫処分のために作ったタルトは見事に危険物指定されるのであった。




　　　　☆




「そうだ。エルちゃんにコーラって出したこと、あったっけ？」

　その日の夕食。折角だからいろいろと情報交換をするべしと食事を食べて帰ることにしたエアリスに、春菜が思い出したように声をかける。

「こーら、ですか？」

「うん。私達の国の飲み物。あまり体にいいものじゃないんだけどね」

　モツ煮を食べながら不思議そうな顔をするエアリスに、そう解説する春菜。

「コーラほしい!!」

「きゅ!!」

　コーラという単語に、大好物のライムとひよひよが即座に反応するが、

「ご飯のあとに一杯だけ、ね」

「まずはちゃんとご飯を食べなさい」

　春菜とレラにさっくり潰される。基本聞きわけのいいライムとひよひよだが、子供だけに自制心が弱いため、ジュースやお菓子は春菜達の許可なしでは口にできないシステムにしてある。

「ライムちゃんに悪いから食後に出そうと思うけど、それでいい？」

「はい。楽しみにしてます」

　春菜の言葉に、嬉うれしそうに頷くエアリス。それを見ていた宏が余計なことを口走る。

「実はやな、新しい飲みもんがいろいろあるんよ」

「新しいの？　たとえば？」

「まずは乳酸菌飲料やな。カル○スとス○ールの両方再現してみてん。次にスポーツドリンクやけど思いつく限りで三種類ぐらい作ってみたんよ。あとは栄養ドリンクと、罰ゲーム用のぬるくして飲ませるやつ各種やな」

「ファ○タとかより先に罰ゲーム用のドリンク作るのはどうかと思うんだ、私」

「そういうのんは割と作るん簡単やから、いまいち心が躍らへんでな」

　春菜の実に正しい指摘に対し、そんな突っ込みどころ満載の返事を返す宏。需要とか考えず、難しいものとか変わった技術を要するものとかを優先するのも、ある意味では日本人らしいといえなくもない。

「まあ、何にしても、新しいソフトドリンクは食後やな。それとも、カル○スハイとかコークハイにするか？」

「いやいや。ここでそんなもの出したらいろいろまずいっしょ。そういうジュースっぽいお酒は、子供がいない時に試すわ」

「せやな。ほなあとで、適当なつまみと一緒に試したって」

「了解。楽しみにしてるわ」

　と、とりあえず新しいソフトドリンクについて話を終えようとしたところで、

「えっと、さっきのお酒に焼酎を使うんでしたら、村で新しい焼酎ができたから一緒に試してもらっていいですか？」

　アルチェムがさらに余計な情報を投下する。それを聞いた達也と真琴の表情は、飲のん兵べ衛えとしては実に正しいものであった。

「新酒ってことは、まずは生きのままで試すのが礼儀だよな？」

「そうね。まずはロックで、そのあとお湯とか炭酸で割って試して、それから梅干しとかいろんなものを入れてみるのが基本よね」

「で、生のままで試すんだったら、今飲んでも問題ないよな？」

「ええ。夕食の時にお酒があるのは、別に何の問題もないわね」

「てなわけで、アルチェム」

「一本出して」

　折角今日はまだ飲んでいなかったのに、見事な酒飲み理論で飲む流れを作り、アルチェムに新酒をせびる年長組。最低限の節度を保っているとはいえ、基本的に酒関係では駄目な大人達である。

「……まあ、達兄達は好きにさせておくとして、ちょっと話題転換」

「なんや？」

「学校行ってる人達に質問。ライムって学校ではどう？」

　そのまま放置しておくと酒がらみで際限なく話が続くと踏んだ澪が、焼き野菜をつまみながら割と強引に話題を変える。ライムの学校生活については気になっていたらしく、エアリスとアルチェムも工房職員達に注目する。

「どう、と言われましても……」

「恐らく、ミオさん達がある程度想定してそうな範囲そのままとしか言いようがないのです」

　いきなり注目されて口ごもり、歯切れの悪い回答をするテレスとノーラ。その様子を、モツ煮を食べながら不思議そうに眺めるライム。ひよひよは我関せずと、焼き鳥をついばんでいる。ひよひよが焼き鳥を食うのは共食いなのでは、とは今更誰も突っ込まない。

「想定の範囲内、ってことは？」

「まあ、当然なんだけど、アタシとかライムみたいな子供に嫌がらせするやつは、学生も教授も関係なく絶対出てくるよ。嫌がらせが上う手まくいってるかどうかはともかくとして、実際出てきたし」

　大体のところは予想がついていた春菜が確認のために言葉を重ねると、スジ煮を食べる手を止めてファムが肯定するような内容を告げる。

「おねーちゃん、いやがらせされてるの？」

「いや、むしろメインターゲットはライムなんだけど……」

「そーなの？」

「そうなの」

　その姉妹のやり取りを見て、大体の状況を理解する宏達。予想どおりといえば予想どおりだが、ライムの鈍感さが気になるといえば気になるところではある。

「テレス姉さん、ライムちゃんが気づいてないのはどうかと思うんだけど……」

「まあ、アルチェムでもそう思うのは分かるけど、ねえ……」

「私でもって、姉さんひどい……」

「あなたも大概、そういうことには鈍かったじゃない」

　宏達が気にしていたことを口にしたアルチェムが、テレスに見事に撃墜される。

　アルチェムがいたずらや嫌がらせに対して鈍いのは、年寄りのセクハラ攻撃を全然気にしていなかったり、エアリスの侍女としてドーガに連れまわされている時の周囲の視線にまったく気がついていなかったりするところからも明らかであろう。

「で、実際のところ、どないなん？」

「あれを嫌がらせ認定するのは無理。スラム育ちに嫌がらせしたいんだったら、問答無用で荷物を燃やすぐらいのことはしないと」

「奴隷商に捕まってる時に比べれば、全然ぬるいのです」

「まあ、それ以前の問題で、女が一人旅してればいろいろありますし……」

　宏に聞かれ、なかなか壮絶な答えを口にするファム達三人。今が悪くない暮らしをしているので忘れがちだが、三人ともそのままの環境で暮らしていれば、この場にいない人間である。たかが学院内部のぬるい環境で、しかも追い出されたところで何も失わない人間に対して、効果的な嫌がらせなどできるわけがないのだ。

「あの、一つよろしいでしょうか？」

　焼いたポメを食べ終わったエアリスが、ちょっと不思議そうな表情を浮かべて口を挟む。基本ライムの学校生活については部外者ゆえに、ここまでは口を挟むことを控えていたのだ。

「なんや？」

「ライムさんが学校ではどうなのかという話題で、どうして真っ先に嫌がらせがどうとかいう話が出てきたのでしょうか？」

　エアリスの、ある種ものすごく正しい指摘に、思わず全員が沈黙する。普通、幼い子供が大人に混ざって勉強するとなると、まず最初に気にすることは授業についていけているかどうかである。

　なのに、そこは誰も心配していないのだ。これまでの話し合いやらなにやらの経過をほぼ知らないエアリスが、不思議に思ってもまったくおかしくない。

「まあ、試験の感じからいって、ライムちゃんが授業についていけないとか多分ないだろうな、とは思ってたし」

「所詮初級やしなあ」

「そもそも経緯が経緯だから、勉強がどうかよりも子供の受け入れや私達の関与に反対してた教授とかの行動の方が気になってたのは確かだよね」

「むしろ心配事的には、そっちの方がメインやったからなあ」

　エアリスの疑問に答えるように、春菜と宏が事情の一端を口にする。

「ちゃんと内容理解してないと出てこないような質問をライムがしてるとこ見て、ものすごい危機感持ってる学生は結構いたわね」

「いるいる」

「そういうのがまた、無駄にプライド高いから余計なことするのです」

「で、自滅するんですよね」

　新しい焼酎の味に満足した真琴の一言に、次々と乗っかっていくファム達。

　結局元の内容に話が戻ったことに、苦笑を禁じ得ないエアリス。とはいえ、ここまでの流れで、大体事情は把握できた。なので、次に気になることを確認する。

「でも、その話では教授が嫌がらせに回る理由にはならないと思うのですが」

「質問の内容次第なのです」

　ノーラの回答を聞き、ものすごく納得して遠い目をしそうになるエアリス。

　恐らくライムは子供の無邪気さで、そこをつつかれると教師としての面目丸つぶれ、という部分を容赦なくえぐるのだろう。しかも本人は大まじめに勉強の一環として、嫌がらせでもなんでもなく純粋に疑問に思って質問するのだから対処に困る。その点はエアリスにもいろいろ覚えがある。

　そもそも、教授という人種は総じてプライドが高い。本来、ライムのような幼子が自分の授業を理解できるというのは、教師として分かりやすい授業をしているからだと胸を張るべき事柄なのだが、逆に自分の専門分野が子供にも理解できる低次元なものであると考えてしまうようだ。

　無論、全員が全員そうではない。プライドが高いがゆえに、自分が説明したことを理解できないとは何たることだ、と憤慨して分かるまで徹底的に教え込む者もいれば、突っ込まれたことにちゃんと回答できなかった自分を恥じて、雪辱を果たすために次の授業までに徹底的に確認する者もいる。

　そういう教授にとってはライムは非常にありがたい生徒なので、ものすごく可愛がる教師も当然いる。

「結局のところ、良くも悪くもライムは目立ってるから、どうしても派閥闘争の旗頭みたいな存在になっちゃってるわね。本人理解してないけど」

「？」

「あ～、ライムは細かいこと気にしないでいいから。あんたは今のままでいいのよ」

「？　よく分からないけど、がんばる」

「あ～、もう、可愛いわね、ライムは！」

　真琴に言われ、不思議そうに首をかしげるライム。自分が話の中心にいることは理解しているようだが、内容までは理解できていないらしい。こういうところは、年相応といえなくもない。

「まあ、エルじゃあるまいし、ライムが派閥闘争だの裏工作だのをその年齢で理解する必要はないわな」

「あの、タツヤ様。それでは私がものすごく汚れた人生を送っているように聞こえるのですが……」

「汚れているかどうかはともかく、ライムと同い年の頃には、すでに自分の立場や状況を理解して、できるだけ目をつけられないように振る舞おうとしてたんだろう？」

「ええ、まあ……」

「エルの場合は命がかかってたんだから、そりゃあ理解もすりゃ対応もするだろうよ。だがライムはそうじゃないんだから、無理に理解しなくても問題ないだろう。本来ならエルだって今くらいかもうちょっと大人になってからでいいはずだったんだろうけど、姉貴があれだったからなあ……」

　どことなく遠い目をしながら言う達也に、どよんとした空気を身に纏まとうエアリス。そんな達也に非難の目を向ける日本人一同。

　達也が挑発以外でこういう失言をやらかすのは珍しいが、非難されずに済む理由にはならない。

「ま、まあとにかく、今のところ想定の範囲内で特にライムをやめさせなきゃならん状況でもなさそうだから、そんなに心配することはないだろうと思うんだが、どうだ？」

「ライム、学校やめるの？」

「いやいや。今のところは大丈夫だろう、って話だ」

　食事が終わったひよひよを抱っこし、ちょっと心配そうに達也を見上げて質問してくるライムを、安心させるように笑ってなだめる達也。それを聞いて、笑顔を浮かべるライム。

　やはり子供は、笑顔が一番である。

「ごはん食べ終わったし、コーラほしい!!」

「せやな。そろそろええやろ」

　難しい話に飽きてきたライムの要求に、苦笑しながら許可を出す宏。それを聞いていた春菜が口を挟む。

「宏君。今日はカル○スのソーダの方とかでもいいんじゃないかな？」

「せやなあ。ライム、新味いってみるか？」

「うん!!」

　宏と春菜の提案に、目を輝かせてライムが頷く。それを確認して、定番中の定番であるカル○スソーダもどきをコップに注いでやる宏。注目している他のメンバーにも、次々にコップを渡していく。炭酸が苦手なファムは原液を普通の水で割ったものだが。

「あ、これも美味しい」

「コーラよりちょっとだけ酸味が目立つのです」

「アタシはこれの方が好き」

「果物のジュース以外にこういう甘い飲み物が少ないので、なんだか新鮮な味わいです。ヒロシ様、これも量産して販売とかできるのでしょうか？」

「美味しいんですけど、また私とテレス姉さんだけこういうのを先に味わったってばれると、村の皆にいろいろ言われそうです」

　日本でメジャーな乳酸菌飲料は、おおむね好評だったようだ。その反応ににやりと笑みを浮かべ、さらに余計なものを取り出す宏。

「ほな、罰ゲームで定番のやつも試してみよか。罰ゲーム用やから、ライムはなしな」

　そう言って取り出した生なま温ぬるい各種炭酸飲料に、なぜか目を輝かせるエアリス。こういうぞんざいな扱いを受けることが少ないせいか、とかく彼女は罰ゲームというものが大好きである。

「ちょっと待って親方！」

「罰ゲームって、ノーラは悪いことは何もしてないのです！」

「せやなあ……罰ゲームっちゅう言い方やと語弊あるから、実験台にしとこうか」

「もっと悪いです！」

　工房職員からの猛抗議を平気な顔で受け流し、次々に準備していく宏。

　準備されたメッ○ール風とドクター○ッパー風を真っ先に手に取り、周囲が止める間もなくぐっと一気に飲み干すエアリス。

「……冷やせば、意外と飲めそうな気がします」

「エル、あんた大物ね……」

　割と平気そうなエアリスに、思わず呆れた表情を浮かべる真琴。

　最近のエアリスは、春菜の悪食が伝う染つったかのように平気で何でも口にする気がする。

「うわあ、これマズ……」

「確かに、冷やせば飲める気はするのですが……」

「生温いのをエル様みたいに平気な顔で飲むのは、ちょっと無理ですね……」

「そら罰ゲーム用やからな」

　エアリスと違って想定どおりの反応を見せてくれたファム達に、ドヤ顔で全然威張れない内容を告げる宏。そんな宏に呆れつつ、そういえば最近ちょっと暑くなってきたな、などとまったく関連のないことを考える春菜。

「あ、そうだ、宏君」

「なんや？」

「あせも・ただれ防止のエンチャントを教えてほしいんだ」

「まあ、今の春菜さんやったら余裕やろうからええけど、なんで？」

「女の子には、いろいろあるんだよ」

　春菜のその台詞に、アルチェムを除く第二次性徴が始まったあとの女性の視線が、ある一点に集中する。そして、

「春姉なんて、パイ拓でも取られてればいいんだ……」

　澪がそんな物騒な言葉を呟つぶやく。

「ミオ様、パイ拓とは何でしょうか？」

「おっぱいに墨汁を塗って、半紙を押し付けて写し取る伝統工芸」

「まあ！」

「そこ、エルに嘘うそを教えるな！」

　パイ拓という単語に食い付いたエアリスに澪が余計なことを吹き込み、達也が大慌てで全力の突っ込みを入れる。が、そんなことはお構いなしに、真琴を手招きした澪が余計な算段を立て始める。

「春姉は隙すきが少なそうだから、まずはアルチェムで練習して……」

「そうね。で、ついでだから最近大きくなってきてる気がするノーラもいっとく？」

「承認」

「ってか、あんたもそろそろ谷間ぐらいはできそうな感じじゃない……」

「大丈夫。普通にエルに引き離されかけてる」

　小声で話をしている真琴と澪の会話をばっちり拾ってしまい、宏がガクガク震え始める。その様子に危機感を持った達也が強制的に話を終わらせにかかり、その場は事なきを得るのだが……、

「澪……」

「なに、真琴姉？」

「あんた、よく見ると普通にＣカップぐらいありそうじゃないの！」

「まだ、Ｂの真ん中を超えたぐらい。もうＣに入ってるエルの方が発育が早い」

「……春菜より先に、あんたをもいだほうがいいかしら？」

「暴力反対」

　澪が地味にＣ寄りのＢまで育っていることが判明して、真琴との間に亀裂が生じることになるのであった。




　　　　☆




　一方、その頃。ルーフェウス学院の教授会では。

「学院長、一つお願いがございます」

　ライムの存在を、というより現状のアズマ工房による学院への介入を快く思っていない教授の一人が、学院長にとある提案を持ち込もうとしていた。

「なんですかな？」

「アズマ工房から入学してきた学生が、数百年にわたって重ねてきた我々の研究結果と相反する主張をしておりまして、そういった案件が日に日に増えてまいりました」

「それが何か問題なのですかな？」

「残念ながら、彼女達の説明では、それが正しいのかどうか実証不可能でしてな。だからといって、嘘をついているとか間違っているとか切り捨てるのも大人げない」

「つまり、彼の工房の主あるじに、学院で説明させよ、と」

　学院長の言葉に、首を横に振る反対派教授。それを見て、怪け訝げんな顔をする学院長とフルート教授。

「我々だけにでは意味がありますまい。ですので、彼に特別講義をやっていただけないかと」

　どことなくいやらしい笑みを浮かべながら、そんな提案をしてくる反対派教授。その提案に、少し考え込む様子を見せる学院長。

「……そうですな。先方の都合に合わせることになりますが、受けていただければルーフェウス学院にとってもプラスにはなりましょう」

「では!?」

「あくまで、先方が受けてくだされば、です。彼らはあれで忙しい方々ですし、そもそもこちらはすでにいろいろと無理をお願いしている立場です。断られても仕方がないと思っていてください」

「もちろんです」

　学院長の言葉に、どことなく暗い笑みを浮かべる反対派教授。受けなければ逃げたといって評判を落とせるし、受けたら受けたで、どうせ本職ではない人間の講義だ。どうとでもけなしようがある。そんな考えが透けて見える。

　事実をベースにした矛盾のない意見であれば、ローレンでも一定度合いは受け入れられる。上手くやれば、相手の権威を多少は傷つけられるだろう。

　そんなせこい考えをにじませる教授に、内心で小さくため息をつく学院長。

「フルート教授」

「何でしょう？」

「彼の思惑どおり、上手くいくと思いますかな？」

「いいえ」

　彼かの教授に聞こえないように、小声でそんなやり取りをする学院長とフルート教授。

　確かにアズマ工房はあくまで職人の集団。人に教えるのは本職ではない。だが、ライムを今のレベルまで育てたのは、人員構成上恐らく宏に間違いない。幼女をあのレベルまで教育できる能力があるのだから、ある程度の講義はできると考えて問題はないだろう。

　それに、断られたところで彼らに痛手など与えようがない。あくまでもアズマ工房の本質は職人集団なのだから、評価の対象は作られた製品がメインになる。製品の品質や機能、性能に関しては、あくまで多数の消費者が下した評価が全てだ。ルーフェウス学院の評価など、実際に使った人間の評価に比べればさほどの影響はない。

　そもそも、誰がどんなにけなそうが、実際に三級のポーション類を作り、オリハルコン製の装備を作り、かつてない性能のゴーレム馬車を作っているのだから、今更ルーフェウス学院が講義の依頼から逃げたと騒いだところで失笑されるだけであろう。使う側からすれば、理論が正しいかどうかなど、実際に効果が出ているかどうかに比べればどうでもいいことなのだから。

「何にしても、この学院のためにお願いを聞いてくださることを祈るしかありませんな」

「聞いてくだされば、間違いなくこの学院の環境もいいほうに変わりますからね」

　その後の、何とも代わり映えのしない内容で話し合いが続く教授会を傍観しながら、そんな風に囁ささやき合う学院長とフルート教授であった。








ローレン編　第七話






「……講義、でっか？」

「はい」

　宏ひろしに特別講義を依頼することが決定して三日後。ようやく手が空いた学院長が、朝のうちに訪問して宏に直接依頼していた。アポイントは真ま琴ことを通じて、ちゃんと事前にとってある。

「唐突な上に無理なお願いですので、気を悪くなさるのも当然でしょう。ですので別に断っていただいてもまったく問題はございませんが……」

「いやいや、別に気ぃ悪うしたとかそういうんやないんで安心したってください」

　宏の一瞬の沈黙とその時の呆あきれたような表情に、大慌てで学院長が言葉を継ぐ。その言葉を聞いた宏の表情が苦笑に変わり、やんわりと学院長が頭を下げようとするのを止める。

「露骨に潰つぶしにかかってきたんやなあ、って考えとっただけなんで、別に講義の依頼を受けること自体は問題あらしません。そろそろなんぞ動きがあるやろう、っちゅうんは予想しとりましたし」

「そう、ですか」

「ライムが派手にやっとるみたいやし、動かへんとかありえへんでしょ？」

　苦笑しながらの宏の言葉に、頷うなずく以外できない学院長。どこまでも自分達の都合だけで振り回す羽目になることに、内心忸じく怩じたる思いである。

「で、まあ、講義するんはええとして、今日言うて明日、っちゅうんは無理でっせ」

「それはもちろんです。こちらとしても、そんなに急には無理です」

「こっちが準備するにしても、分野と対象を決めてもらわんと、内容すら決められへんですし」

「そうですな。さすがに、そこを全てお任せするのは無責任でしょうな。ですが、こちらとしても、どの分野なら講義ができる、というのが分かりませんので、講義が可能な分野をまず教えていただけませんか？」

「錬金術、薬学、付与魔術は、やれっちゅうんやったら一級ポーションとかそのランクを作るレベルでも指導できまっせ。魔法学とか数学、生物学あたりはまあ、恐らく中級程度っちゅうとこですわ。魔法学自体は、多分兄貴の方が濃い内容を教えられるはずでっせ」

「なるほど……」

　予想以上の回答に、表面上の冷静さを保つのが精一杯になる学院長。宏が嘘うそをついていないことは、学院長にも分かる。分かってしまう。

　ライムの理解力や知識の深さを考えれば、指導能力が十分であることも疑う余地はない。だが、これでは、教育機関としてすらルーフェウス学院は一工房に完全に劣っているのではないか？　そんな疑念がぬぐい切れず、どうしても内心でへこむのを止められない。

「まあ、あくまでも指導できる、っちゅうだけで、そのランクまで引っ張り上げるんは四級クラスを失敗せんで作れる人対象でも、五年から十年は見とかなあきませんけどね」

「それは、当然そうなるでしょうな」

「なんで、さすがにそのレベルは断らせてもらいたいところですわ」

「こちらとしても、そこまでの無理を言うつもりはありません」

「逆に、アズマ工房やったらこんなんが作れんねんで～、ってパフォーマンスするだけやったら、九十分一コマぐらいの時間で十分やけど、それやとあんまり意味ないんちゃいますか？」

「ええ」

　学院の求める内容を察しているらしく、一つ一つ提示して内容の幅を詰めていく宏。その内容を聞きながら、ざっとした講義の骨子を固めていく学院長。

「そうですな。全ての技術を伝授しろ、というのは虫のいい話ですが、かといって単なるパフォーマンスで終わるのも趣旨を考えると意味が薄い。勝手なことを言いますが、上級の内容で今後の研究によってある程度形にできるような講義は可能ですか？」

「九十分四コマ、三日間ぐらいの集中講義でやればいけんことはないかな、っちゅうとこですわ。ただ、高等錬金術とか高等薬学とかは基本的に単独では成立せえへんなってきますんで、どっちやるにしてももう一方の内容と付与魔術は講義に出てきます。付与魔術は単独の講義もできますけど、薬学でも錬金術でも若干内容薄なる程度でかなり突っ込んだ話はするんで、あんまりおいしないかなあ、っちゅう感じです」

「なるほど。では、そうですな。まだ本決定ではありませんが、応用範囲の広そうな錬金術を主軸にお願いできますでしょうか？」

「分かりました。その前提で用意しときます」

　とりあえず、どうにか大雑把な講義の内容を決定できて胸をなでおろす学院長。それを見て、決まった内容をメモりながら次の確認事項に入る宏。

「で、講義するんはええんですけど、ちょっとこっちの都合で、あんまり大人数とかは避けてほしいんですわ。特に、女子が多いんはちょっと……」

「それは、女性には教えられない、というスタンスですか？」

「そうやないんは、弟子が基本みんな女性なん見たら分かりますやろ？　単に、僕が女性恐怖症で大人数の女性に耐える自信があらへんから出した条件です」

「は、はあ……」

「女性は入れても五人ぐらいまで。できるだけ攻撃的な言動する人とか性格のきつい人は避けてほしいんですわ。全体の人数もいいとこ二十人ぐらいまででお願いしたいんですけど、いけます？」

「募集要項に記載しておきましょう」

　新たな利権につながりそうな内容に頭を抱えつつ、無理を言う立場ゆえにはねのけることもできない学院長。さっくり教えられた宏の弱点も、利用できそうな事柄が特にないので嬉うれしくもなんともない。

「あとは、日程ですけど……」

「そうですな。受講者の募集や会場の設定などを考えると、三日では短すぎます。かといって、皆様の都合を考えれば二週間も三週間も、というのも厳しい。ですので、今日から一週間後で設定しようかと思うのですがいかがでしょう？」

「こっちの都合からしたらそんなとこかなあ、っちゅう感じですけど、大丈夫なんですん？」

「募集人数が少なく、また内容の関係上、対象者は自動的に錬金術と薬学の上級を学んでいる人間に限定されますので、さほど問題はないでしょう」

「ほな、それで」

　講義の概要が無事に決定し、全身から力を抜く学院長。人数の少なさにやや不満が残るものの、学院の意識改革には十分であろう。

「とりあえず早めに資料作りますんで、受講者が決まったら事前に資料渡したってくれますか？」

「はい、分かりました」

　宏に言われて、気楽に頷く学院長。翌日に用意された予習用の事前資料がそれだけでも十分に既存の研究にインパクトを与える内容で、それを見た教授連の中でかなりの大騒ぎになるのだが、宏にとっては知ったことではない事情であった。




　　　　☆




「っちゅうわけで、一週間後にちょっと講義せにゃならんのよ」

　その日の晩、夕食を終え、和室で団だん欒らん中のこと。宏から告げられた言葉に、微妙な沈黙が漂う。

「……まあ、学院に関しては、そろそろ本丸に切り込むタイミングだからちょうどいいんだけど、ね……」

「……また、露骨に潰しにかかってきたなあ……」

　宏が学院長に告げたのと、同じような感想を漏らす春はる菜なと達たつ也や。

　正直、今更この程度のネタで潰されることはないのだが、下手にちゃんと対応して徹底的に恥をかかせると、こちらが悪役になりかねないのが面倒くさそうだ。

「てかさ、一週間後って、あんたの誕生日じゃなかったっけ？」

「ああ、せやな。忘れとったわ」

「なんか、それどころじゃなくなりそうなんだけど、大丈夫？」

「まあ、えらい誕生日プレゼント貰もろうたっちゅうことにして、適当に頑張るわ」

　宏の返事に、ため息をつく春菜と澪みお。実は真琴の誕生日パーティは、タイミングの問題で当日にできそうもないことが最初から分かっていたため、話し合いで後ろにずらしていた。

　ところが、今回は講義の準備が絡むため前祝いは難しく、後ろにずらすにしても講義のあとの方が忙しくなる可能性があるので、迂う闊かつに後ろにもずらせない。

　誕生日パーティなんてものは、ずらしたとしても直近の休日がいいところである。レストランの誕生日コース優待券などのような例外を除き、普通は前後二週間も三週間もの幅は取らない。

「何にしてもちょっとの間、講義で実際に使う資料の準備に手ぇ取られるから身動きとれんわ」

「そうか。ならまあ、誕生日関係は状況を見て判断するとして、それまでは俺の方はコピーした資料の整理と分析でもやっとくか。神獣がらみはまだ手つかずだが、それでも客人がらみだけでもいい加減結構な量になってるし、それに禁書庫は多分、全員で潜ったほうがよさそうだから俺一人で迂闊に触れねえしな」

「せやな。手ぇ止めることなって悪いんやけど……」

「気にすんな。元々図書館での調べものは俺一人でやる予定だったし、溜ため込んだ資料の分量からいっても、整理するのにちょうどいいタイミングだったしな」

　地味で地道な作業に加え、整理をしないと報告できることも増えないため進しん捗ちょく状況はほとんど共有できていないが、達也の調査も結構進んでいるらしい。

「ただ、禁書庫の資料がないから、あんまり内容に期待すんなよ？　現状、禁書庫の資料を読み解くための補助資料、って程度の内容にしかなってない」

「十分よ」

　達也の注釈に、真琴が力強く断言する。

　変な言い方だが、元々知られざる大陸からの客人がらみは、元の世界に戻るための方法を探す調査の一環でしかない。なので、神獣がらみや技術がらみはまだしも、知られざる大陸からの客人関係は、そんなにきっちりした資料は最初から必要ないのである。

「あたしの方は、ちょうど宏が講義する頃に講座が全部終わるのよねえ」

「そういえば、そうだよね。どんな感じ？」

「さすがに学ぶ前と学んだあとでは、魔法剣とか属性剣の効率が結構違うわね。効果があってない気がしたから取る手間を考えてスルーしてたけど、マジックマスタリーの効能って意外と大きいわ」

「うん。まあ、持っててもスタミナ消費には影響しないし、元々魔法剣とか属性剣って魔力消費はさほど重くないから、私みたいに魔法剣とか属性剣を連打するタイプじゃない限りは、取らなくてもそんなに差は出ないんだけどね。魔法剣とか属性剣だと成長も遅いし、初級のうちは威力に対する補正も小さいし」

　真琴の確認に、春菜が注釈を入れる。

　春菜が注釈を入れたとおり、マジックマスタリーは近接物理がメインの人間だと、それほど価値のあるスキルではない。その割に、習得方法がＮＰＣの中級以上の魔法使いに弟子入りするか、真琴のようにルーフェウス学院で学ぶか、全てのカテゴリー・属性の魔法を一種類ずつ熟練度マックスまで育てるかのいずれかという、メイキングマスタリーほどではないがなかなか習得に手間がかかるスキルなのだ。

　なので、真琴のような廃人タイプの近接物理は、大半がわざわざ習得する必要を感じていない。魔法を揃そろえるほうは補助魔法がネックになるし、弟子入りやルーフェウス学院で学ぶのは拘束時間が長く、しかもちゃんと実際に勉強して割と意地の悪いペーパーテストを突破しなければいけないので、勉強嫌いな脳筋が多い近接物理には評判が悪いのである。

「それにしても、試験終わってないのに効果出てる感じなんだけど、いいのかしら？」

「私だって、新しいジャンルのものづくりが上う手まくなるたびに、前にやってたジャンルも何となく気持ち程度やりやすくなってるから、そういう部分はゲームの時とは違うって考えていいんじゃないかな、って」

「春菜もそうなら、そういうことなんでしょうね」

　春菜の報告に、納得したような様子を見せる真琴。実際のところ、春菜がそのあたりの感覚に気がついたのは鍛か冶じが上達してからのことなので、恐らくはっきりとした影響が出るのが全ての生産スキルを鍛え上げたあとなのだろう。

「小船完成しとるみたいやし、春菜さんももう完璧なメイキングマスタリー身につけとる思うで」

「そうかな？」

「小船もあの出来やったら普通に水に浮くはずやから、十分熟練度五十はいっとるはずや。なあ、澪？」

「うん」

　春菜に対して、宏と澪が太鼓判を押す。押された太鼓判に、ちょっと複雑な顔をする春菜。

「なんや、不服そうやな？」

「不服ってわけじゃないんだけど、できるようになってみるとなんか拍子抜けな感じがして」

「まあ、マスタリー系っちゅうんはそういうもんやと思うで」

　そう窘たしなめつつも、春菜の不満も分からないではない宏。メイキングマスタリーは、習得までが苦労する割には習得した結果が目に見えづらいのだ。効果がいろいろな意味で絶大かつ切実なため必死になって習得するが、元々が地味な生産スキルのこと、底上げされても実感が湧きにくい。

　そもそも、基本攻撃をはじめとしたマスタリー系は、基礎がどれだけできているかを表すだけのスキルである。影響する範囲は広いものの、その効果はあくまで底上げでしかない。その地味さゆえに、軽視こそしないものの本腰入れて育てていない人間も少なくはない。

　今回の場合、その地味さに加えてステータス画面で確認ができないのも、春菜が拍子抜けする理由であろう。どうにも、達成感が湧かないのだ。

「とりあえず、こっからは春菜さんも作りたいもん作ったらええわ。メイキングマスタリーは成長速いスキルやから、取ってしもたらあとはすぐやし」

「うん」

　何にしても、宏のお墨付きは出た。これでしばらくは本腰を入れて、本来の目的であった下着作りに没頭すればいいだろう。霊布での下着はまだまだ手も足も出ない雰囲気ではあるが、とりあえず肌触りがよいスパイダーシルク製は何とか作れるはずである。

「まあ、とりあえずものづくり関係はそれでいいとして。宏君の講義に関係しそうだから確認したいんだけど、ライムちゃんに攻撃的なちょっかいを出してる人達って、どんな感じ？」

「学生に関しては特権階級寄りの、それも使用人とかじゃなくて当主一族の人間とかに多いみたいね。教授とか講師に関しては、フルート教授から聞いた話だと、どういうわけか基本まったく接点ない人達が対抗派閥組んでるみたいなのよね」

「そうなんだ。なんか変な話だよね」

「……いや。接点がない者同士が対抗派閥を作るのも、それほどおかしなことでもないかもしれん」

　真琴による現状報告に、何か思い当たることがあるのか、達也がそんなことを言い出す。

「どういうことよ、達也？」

「確信があるわけじゃないんだが、ライム達と同じ講義を受けた学生が、他の教授の講義を受講しないわけじゃないよな？」

　達也の指摘に、しばし考え込む一同。

「……確かに、他の講義でライム達がしたのと同じ質問をぶつける、とか普通にありそうね」

「なるほどなあ……そこはちょっと盲点やったな」

「ただ、その程度でそこまでやるか、っていうと、ちっと動機が弱い気がするんだよなあ……」

「そうだね。それに、仮に理由が達也さんの言うとおりだったとして、私達に何ができるわけでもないんだよね……」

「そうなんだよなあ……」

　推測でしかない上に対処方法も特にない種類の話に、その場にいる全員が小さくため息をつく。

　実際のところ達也が察したように、授業レベルを比較するため、違う教授が担当する同じ内容の講座を取っている学生は結構いる。そういう向上心あふれる学生が、アズマ工房のメンバーの飛ばす妙に高度な質問を、弟子入りする教授を探す格好のテストとして使うことが最近増えたのだ。

　その結果として、自身の今までの研究内容その他が否定される形になった教授連中が、アズマ工房を露骨に潰しにかかっているのである。

　半分ぐらいは無意味なプライドが原因ではあるが、もう半分は自分の研究内容が無駄になるなどの理由ではなく、出所不明のアズマ工房が持ち込んだ内容を無条件で受け入れかねない状況ができつつあることに、学問の徒として危機感を抱いていることが理由だったりする。そのあたり、彼らの人間性を一概に否定しきれないのが面倒くさいところではあろう。

　残念ながら情報が少なすぎて、そのあたりの機微に最も敏さとい達也ですら動機にたどり着いてはいないが、宏達を潰したがるには十分な理由がちゃんとあるのだ。

「それにしても、付与魔法で定説をひっくり返すような話があったって聞いたから、私はそっちの教授は敵に回ってると思ったんだけど……」

「付与魔法はむしろ、大喜びだったみたいよ。今まで、教授自身も含めて定説に違和感があった人間は結構いるのに、その違和感がどこか分からなくて、否定するための証明ができてなかったって話だから。むしろ、毎回ファムとライムに、何かおかしなところはなかったか？　って詰め寄ってるらしいわ」

　その話を聞いて、宏が怪け訝げんな顔をする。ルーフェウス学院ほどのマンパワーがあれば、あんな初歩的な不整合を発見するぐらい簡単なはずなのだが。

「教授自身に違和感あったはずやのに、ちゃんと調べんかったんかい」

「調べたみたいよ。触媒と対象を、思いつく限りの組み合わせでがっつりと」

「それで分からんって、変な話やな」

「エンチャントに失敗したすりこ木、材料がローレンではあんまり使われてないものだったんだって。しかも、用途が消耗品ばっかりで、わざわざエンチャントで耐久性を上げたりしなかったから、盲点になってたみたい」

「なるほどなあ。ほんで、ほぼ確実に失敗するから、それで何がおかしいかがようやく証明できた、っちゅうわけか」

「そういうことらしいわね」

　真琴の説明に納得する宏。確かに、あまり使われていない、それも消耗品にしか使わない素材に、強度を上げるエンチャントなんて普通はかけない。盲点になって当然である。

　こういう盲点は、学者であってもなかなか気がつきにくい。しかも、付与魔法の場合は対象と触媒と付与の組み合わせが膨大で、腕によっては上手くいかない組み合わせなんてものもある。どれがちゃんと検証されているかを確認するだけでもひと仕事だ。

　他のジャンルについても、恐らくこういう問題はいくらでも転がっているのだろう。

「それで、真琴姉。うちの対抗派閥になってるのって、どんな人達？」

「フルート教授の話だと、対抗派閥のトップとして君臨しているのが、講義としては錬金術初級の一つを担当するオルスター教授と、薬学初級の一つを担当するレスター教授。どっちもあたし達は関わってないけど、国の内外で有名な人らしいわね」

「なるほど、面倒くさそう」

「まあ、連中が具体的にどんないちゃもんをつけてくるかは分からねえが、別にそれで論破されたところで大した影響はないからいいんじゃないか？」

「そうだよね。そもそもの話、大体の理論だって経験則や実験結果を分析して、それに合ってそうな理屈を後付けでひねり出したものだしね。再現性が担保されてないとかの例外を除いて、基本は実際に起こってる現象の方が理論より上位に来るんだから、宏君を論破してもあまり意味ないしね」

「なんで論破される前提なん？」

　論破されようがなにしようが問題ないと言い合う達也と春菜に、釈然としない顔で宏が質問する。

「いやだってさ。ああいうアカデミックな学校の教授なんて、大抵は理屈こねて論破するプロなんだよ？　職人である宏君とはジャンルが違うんだから、普通は勝てないと考えたほうがいいよ」

「そうそう。それに、論破されたかどうかなんて、結構いい加減な判定で決めるからな。傍はたから見てて論破されたように見えてなくても、なんか論破されたことになってるなんてよくある話だしな」

　こう、反論しづらい春菜と達也の回答に、まあそうかと納得する宏。そもそも、学生を筋道立ててぼこぼこにするのが教授の仕事だ。ちょっとした矛盾や不確定要素をつっついてとことんまで攻撃することに慣れた人達に、家庭教師レベルのことしかしていない宏が勝てる道理がない。

「まあ、その辺は対処しようがないから置いとくとして。学院で授業受けるたびに思うんだけどさ。消去法であたしが通ってるけど、本来だったら年齢的には澪が学校に通うべきよね？」

「まあ、そうだな」

　その一言で、真琴が言わんとしていることを察して澪に注目する一同。その空気を受けて、真琴が言葉を続ける。

「澪は、学校はどうなの？」

「通えるなら通いたいけど、ルーフェウス学院は嫌」

「どうして？」

「ああいうアカデミックな学校は、ちょっとまだ触りたくない」

　澪の宣言に、思わず噴く一同。確かに、澪が通いたいであろう学校は、ああいう学業第一のピリピリしたものではなく、同年代が集まって休み時間にワイワイやる類たぐいの、青春を謳おう歌かしている感じがする学校なのだろう。受ける講義によってはそんな感じのものも結構あるのだが、それを探すのもまた面倒くさい。

　この後、どんな学校がこっちの世界にあるとよいか、という話題で盛り上がりながらこの日は更けていくのであった。




　　　　☆




「先生、りろんどーりにやると、どうつうラインがおかしなことになるの」

　翌日、ファムと一緒に付与魔法の講義に出席していたライムが、例によって担当のエミール教授に工房で実験した結果をもとに質問攻撃を仕掛けていた。もはや恒例となっているため、このあと講義を受ける予定のない学生が、それなりの数残っている。

「ふむ。申しわけないが、実践してもらえないかな？」

「はーい」

　教授に促されてライムが実践してみせる。ファムの技量はルーフェウス学院の基準では中級になるため、こういう時はライムに実技が任せられる。

「ここがね、おかしいの」

「ほう、なるほど。確かに……」

　ライムが示した導通ラインを見て、思わず唸うなる教授。問題はないといえばないが、確かに理論と少々違う。

「残念ながら、長いことやっている私でも初見の現象なのだが、工房主殿は何とおっしゃってたのかな？」

　二人の師である宏の見解を、ライムではなくファムに確認する教授。ライムが理解できていないと思っているわけではなく、こういう質問には語ご彙いの都合でファムの方が上手く説明できるからである。

「素材や触媒の品質のぶれが増幅されて出てるんじゃないか、って言ってた。あの理論式どおりにやると、組み合わせと品質によっては外乱要因が入るかも、って」

「なるほど。ルーフェウス学院では可能な限り品質のぶれが少ないものを使っているから、外乱要因が入ってこずに現象が発生しなかったわけか」

「親方も正しいとは断言できないって言ってたけど……」

「それを調べるのが、学問というものだ」

　ファムの補足に力強く断言してみせる教授。ファムとライムのおかげでいろいろと盲点が見つかり、研究すべき内容が増えて非常に充実しているようで、二人が初めて講義を受けた時と比べると、非常に生き生きとしている。いくつかの研究で停滞が打破できたこともあって、もう初老だというのに全盛期と同じぐらい人生が楽しいそうだ。

「他には何が？」

「あのね、あのね。メリルドットの葉をしょくばいに使ったエンチャントね、きょうかしょと親方のやり方が一緒なんだけど、ライムがやるとあのやり方じゃなくて別のやり方のほうがうまくいくの。どうしてかな？」

「どのようなやり方をするのかね？」

「んーとねえ……」

　教授の求めに応じ、教卓に置いてあった羽ペンに自動修復のエンチャントを施すライム。自動修復なのは単純に、メリルドットの葉を触媒に使うエンチャントの中では、一番あたりさわりのないものだからだ。

「ここをこうやってとおまわりさせて、こっちからこんな風につなぐと簡単につながるの。どうして？」

「ふむ。確かに効率は悪いが、ラインはこう迂う回かいさせたほうが太くてしっかりつながるか」

「親方は、通せるんだったらきょうかしょどおりのほうがこうのうは強くなる、って言ってた」

「ラインが伸びればどうしてもロスが増えるから、工房主殿の解説は正しい。が、確実に成功させたいのであれば、つなぎやすいやり方でやるのも間違いじゃない。……そうだな。今後初級の講座では、このルートでラインをつなげる方法も一緒に教えるか」

　ライムのオリジナルのやり方を見て、そんな風に決める教授。エンチャントは、初級のものでも非常に繊細な魔力制御が必要となる。故に、効果を高める方法と同じぐらい成功しやすいやり方も重点的に研究されている。

　割と簡単にやってみせているが、ファムやライムの年齢で実用品が作れるほど、エンチャントは簡単なものではない。一回ごとに要求される魔力の量や制御に使うスタミナまで考えれば、アズマ工房の最年少姉妹がどれだけ優秀かが分かろうものである。

「そうだ。今度工房主殿が特別講義を行ってくれるそうだが、その前に一度、私や魔法学の教授達などに軽く講義をしてもらえないかね？」

「それは、学院長を通して本人と交渉してほしいかな。アタシ達はあくまで弟子で従業員だから、親方の行動に口挟めないし」

「そうか、残念だ」

「あ、でも、事前配布資料は渡す予定だって言ってたから、それをベースに頑張れば……」

　ファムが口にした事前配布資料という単語に、教授の顔つきが変わる。

「それは本当かね？」

「う、うん。明日までに完成させるって言ってたから……」

「そうか。そういえば、特別講義の対象はどの範囲だか聞いているかな？」

「錬金術と製薬をベースにした、六級のアイテムが安定して作れて五級に手が届きそうな人間、だって」

「だとすれば、錬金術か薬学の上級を学んでいる学生だけになるかな？　人数でいうならば最大でも三十人程度か」

　教授がはじき出した数を聞き、意外に少ないと感じるファム。

　アズマ工房のメンバーはみんな、成功率に目をつぶるなら六級のポーションやブーストアイテムの作成も可能だ。十回チャレンジして一個できるかどうかとはいえ、どこでつまずいているのかも理解できていることを考えれば、百パーセント成功するようになるのも時間の問題である。

　ファム達がアズマ工房に雇われてからその領域に至るまでにおおよそ半年。それも師である宏や姉弟子である澪から直接指導を受けた期間は、通算で恐らく四カ月にも満たない。その程度でも今の領域に到達できるのだから、学業に専念しているルーフェウス学院の学生なら、もっと平均レベルが高くないとおかしい。少なくとも、ファムにはそう思える。

　ファムは気がついていないが、普通、学生はおろか教授ですら、毎日大量の薬を作ったりエンチャントを使ったりすることはない。作業に対応できる魔力を持たないし、それほどの素材も確保できないからである。

　日頃から安定して作成可能な限界ラインの薬やアイテムを大量に製造することが、技量を磨く上でどれほどのアドバンテージになるのか、ファムには結局ピンとこないようだ。

「ふむ、意外そうな顔をしているが何か不思議なことでも？」

「世界最高の学院だから、上級の学生だったら五級ぐらい余裕だと思ってた」

「さすがにそれは買いかぶりすぎだよ。そもそも、素材が潤沢にあって失敗しても問題がない環境なんて、ルーフェウス学院でも完全に実現できているわけではないのだからね？」

「ふ～ん？　まあ、うちがいろいろ特殊なのは、一応理解してるつもりだけど」

　明らかに理解していない様子のファムに、苦笑を浮かべる教授。

　ルーフェウス学院で製薬や錬金術を学ぶ人数を考えれば、アズマ工房のように失敗してもいいからどんどん作れ、なんて方針で訓練なんてできるわけがない。アズマ工房がそれを可能にしているのは、全員自分で採取できること以上に、少人数だということが効いているのである。

「それは置いとくとして、詳しいことは親方か学院長に聞いて。アタシは特別講義については概要しか聞いてないし、そもそもアタシ達は今回の範囲外だし」

　話がそれたことでライムが退屈し始めたことに気がつき、ファムが話題を変える。はっきりいって、宏から直接教えを受けられる立場のファムにとっては、特別講義の内容なんてどうでもいい。

「今日の内容も皆で実験してみて、次回までにまた疑問点を整理しておくよ」

「ああ。そうしてくれるとありがたい」

　ファムの言葉に頷く教授。一応立場の上では教授と教え子ではあるが、実質的には共同研究者と変わらないファムとライム。その存在に妙な力強さを感じる。

「じゃ、今日はこれで帰るね。行くよライム」

「は～い。先生、さようなら」

「ああ。気をつけて帰りたまえ」

　頭を一つ下げて帰宅の挨拶をするファムとライムに目を細めながら、お決まりの言葉を告げて送り出そうとする教授。いつもならこのまま工房に帰る二人だが……。

「ひよひよ、帰るよ」

「きゅっ」

「え？　教授に用事？」

「きゅっ！」

　ファム達が教授と話している間、邪魔しないように後方で我関せずを決め込んでいたひよひよが、珍しく教授の方にゆっくり飛んでいく。どうやら、話が一段落するのを待っていたようだ。

「きゅっ」

　教卓の上に着地すると、自身の翼をくちばしで軽くついばみ、産毛と大差ない感じの羽根を一枚抜く。どうやら生えかわりのため抜けかけていたものらしく、無理に引っこ抜いたような音などは立っていない。

　まだ産毛と大差ない羽毛でなぜ飛べるのか、なんて疑問は意味がない。

　なぜなら神獣という生き物は、どいつもこいつも見た目の生態系からは明後日あさっての方向に突っ走っている、いわばオクトガルと同じ謎生物分類なのだから。

「きゅっ」

　抜いた羽毛を教授の前に置き、一声鳴くとライムの頭上に戻るひよひよ。その様子に困惑する教授。残念ながら、ファムやライムのようには、ひよひよの言いたいことを理解できないようだ。むしろ、ファムやライムがなぜそこまで詳細に理解できているのか、そのほうが不思議である。

「教授にその羽根をプレゼントするんだって」

「ふむ？　確かひよひよ君は神獣の幼生体だったと記憶しているが、その羽根というのは実はとんでもないものなのではないかね？」

「全体的な価値はよく分かんないけど、下手くそが使っても使い減りしない触媒なのは間違いないよ。ちょっと相性が極端で、できるエンチャントとできないエンチャントがはっきり分かれすぎる傾向はあるけど」

「ライムもふだんはこれで練習してるの～」

「それは……、また……」

　ファムの解説に絶句する教授。素人が使って使いべりしない触媒なんて、これまでの常識を完全に覆す代物だ。さすがのファムも、触媒としてそれがどれだけとんでもないかは理解しているらしく、いきなり無造作にプレゼントしたひよひよにジト目を向けているが、当のひよひよは我関せずとライムの頭の上でうとうとしている。

　実はエンチャントの触媒は、触媒というだけあってエンチャントの作業そのものでは消耗しない。あくまでエンチャントを施したいものと術者の間でラインをつなぐ、その補助をして反応を促進させるだけのものだからだ。故に、理論上は触媒なしでも恒久エンチャントは可能であり、歴史上の人物の中に数名、触媒なしでそれをなしたという伝説が伝わっている偉人がいる。

　では、なぜエンチャントをすれば触媒が消耗するのか。理由は単純で、ラインをつなぐ時に突入電流のように発生する大魔力が、触媒にダメージを与えるからだ。付与魔法の腕前というのはエンチャントの効果やラインをつなぐ時の経路だけでなく、この突入魔力をいかに小さく抑えるかということも含まれる。

　なので、宏がやると基本的に触媒は消耗しない。ただし、エンチャント作業では消耗していなくても、粉末状にしなければ使えない触媒や液体の触媒などは、作業中に飛散や蒸発でどうしても分量が減っていく。

　しかも、どういうわけか触媒として使える素材にはそういうものが多いため、いくら宏ならば消耗しないといっても、一回触媒を用意すれば無限にエンチャントができるわけではない。

「すごい物はすごい物だけど、ひよひよ自身にとっては単なる抜け毛だから気にしなくてもいいと思う」

「きゅっ」

「そ、そうかね。では、ありがたく使わせてもらうことにしよう」

　ファムのフォローに同意したらしいひよひよの鳴き声。それを聞いて腹をくくった教授が、この唐突なプレゼントをありがたく受け取ることにする。

「じゃあ、今度こそ帰るね」

「先生、さようなら～」

「ああ。気をつけて帰るんだよ、本当に」

　一連のやり取りでファムとライムに集まった視線。憎々しげなものや欲望がたっぷり詰まったもの、羨うらやましそうなもの、新たな事実など関係なく可愛いものは可愛いと言わんばかりのものなど、さまざまな感情が混ざった視線をきっちり無視し、元気いっぱいに帰っていくファムとライム。

　その姿を心配そうに見守る教授。

　気分はすっかり孫を心配するお爺じいちゃんであった。




　　　　☆




「……これは……、……また……」

　宏の特別講義が決まってから二日後。宏が事前配布資料として提出したＡ３用紙二十枚ほどの資料は、ルーフェウス学院に激震をもたらした。

「……この内容が事実であれば、今までの研究の半分は根底から覆されますな……」

　錬金術の教授の一人が、資料に目を通しながら乾いた声で呟つぶやく。

　たかがＡ３用紙二十枚ゆえに、宏からすれば内容は相当絞り込んである。その内容ですら、何人かの教授が首をくくりかねないものが含まれているのだ。

「……まずは、この内容が正しいかどうかの検証をせねばなりませんな」

「……ですが、我々の手持ちの設備や材料では、講義までに全ての内容を完璧に検証するのは不可能です」

　ご丁寧に、理論を確認するために必要なものまで記載された資料を睨にらみつけながら、呻うめくように言葉を絞り出すオルスター教授とレスター教授の対抗派閥筆頭コンビ。そもそもいくつかのものは前提として、扱いの難しい熟成加速器が要求されている。この時点で、理論が間違っているのか熟成加速器の扱いを失敗したのかが分からなくなる。その調査をするなら必然的に試行回数が増えるため、たかが数日程度では検証どころか確認も終わらない可能性が高いぐらいだ。

　他にも素材の上位変換のように、ルーフェウス学院では机上の空論として切り捨てられた内容も含まれているのが頭が痛い。恐らく書いてあるとおりにやればある程度は可能なのだろうが、今までが机上の空論扱いだったのだ。検証し、新たな研究項目として研究者を育てるのに一年や二年では済まない。

　今までルーフェウス学院が保有していた技術とかけ離れすぎていて、あと五日に満たない日数で検証できることなど何もない。残念ながら、今の彼らにできることは、事前配布資料に従って作業をしてみて、確認できるものを検証することぐらいだろう。

「……ふむ、ひとつ救いの手を差し伸べるとしましょうか」

「救いの手、ですか？」

「ええ。三枚目後半から五枚目前半に記載されている付与関係は、幸いにもすでにある程度の検証が済んでおります。講義後にファム君達と一緒にいろいろ実験していたことが、かなり役に立ったようですな」

「本当、ですか？」

「この状況で嘘などつきませんよ。その後に散発的に記載されている関連は、今現在私の研究室の研究テーマとして実験をしているところです。ただ、うちの研究室には薬学や錬金術に長たけた人間がさほどおりませんから、かなり腰を据えて長期のテーマとして触らざるを得ない部分ですが」

　ファム達を受け持っている付与魔術のエミール教授が、本当に救いの手を差し伸べる。

「一部とはいえ検証が済んでいる内容があるのはありがたい。ですが、この資料ではエミール教授が現在実験している内容を、事実として記載しているようですが……」

「今回の特別講義でそれが事実と証明されても、私が研究する意味はありますな。何しろ、彼かの工房主殿はあくまで職人。細かな理論に関してはあまり興味をお持ちでない様子です。故に、この学院で研究して理論の裏付けを取ることは、この情報をもたらしてくれたアズマ工房を補佐するためにも必要なことでしょうし、そうすることで多少なりとも恩返しになりましょう」

　穏やかにこれからのことを語るエミール教授に、その場でいろいろさえずっていた他の教授達が沈黙する。結局、否定するにしても肯定するにしても、自分達でちゃんと検証しなければならないことは間違いないのだ。

　エミール教授がアズマ工房に対して肯定的なのは、単にある程度の検証が済んで事実認定しているからだろう。そして、研究者としての経歴が長い彼が、自身の専門分野のみとはいえ事実認定しているということは、恐らく他の内容も例外を除きこのとおりになると考えてよさそうだ。

「ふむ……。結局は、我々も腰を据えてやるしかない、ということですか……」

「実際に起こっている現象を否定するのですから、ちゃんと根拠を用意するのが筋でしょう」

　エミール教授の言葉に苦笑するオルスター教授。既得権益をベースにアズマ工房に反発していることは否定しないが、それでも彼もまだ学問の徒であることをやめていなかったらしい。腹をくくって、エミール教授の挑発にあえて乗ることにする。

「そうですな。ではせいぜい、連中が見せる手品の種を暴いてみせましょう」

「期待しています」

　オルスター教授のふてぶてしい態度に、にやりと笑って挑発を重ねるエミール教授。宏という劇薬によって、ルーフェウス学院の改革は最後の一歩を踏み出し始めたのであった。






ローレン編　第八話






「確か、いよいよ今日だよな？」

「どんな内容なのかしら？」

　宏ひろしの特別講義当日。ルーフェウス学院は、浮き足立った空気に支配されていた。

「ねえ、テレスさん？」

　その空気は、直接関係ない歴史：西方地域の教室でも同じらしく、何人かの学生がそわそわした態度でテレスに声をかける。

「えっと、親方の特別講義に関してなら、私達はまだその力量に達していないからって理由でほとんど何も教えてもらっていませんが……」

「えっ？　そうなんですか？」

　テレスの回答を聞き、目を丸くする学生達。アズマ工房で初めて雇った職員だということで、そのレベルに達しているものとばかり思っていたのだ。

「そもそも、私達もアズマ工房に雇ってもらってから、まだ一年経っていませんし」

「親方にひろってもらったの、きょねんの十一月くらいなの」

　テレスとライムのカミングアウトに、絶句する学生達。常識的に考えて、もっと長く働いているものとばかり思っていたのである。

「というか、アズマ工房自体、独立した工房として開業したのは去年の九月頃ですし」

「工房自体、一年経ってないんですか……」

「経ってないんですよ」

　さらにとんでもない事実に、声も出ない学生達。何をどうすれば、一年未満で西部三大国家の王家に食い込み、さらにルーフェウスにまで支部となる工房を作ることができるのか。一般人である学生達には理解できない。

「さすがにそれは、嘘うそだろう……？」

「嘘だといいんですけど、残念ながら、親方が工房の建物手に入れた事件に、私とノーラも被害者として関わっていまして……」

「多分へーかとかでんかとかがしょーめーしてくれるとおもうの」

　聞けば聞くほど物騒な言葉が出てくるアズマ工房成立当時の話。これ以上聞くのはいろんな意味で危険だと悟りつつ、どうしても好奇心が抑えられなかった一人が、ライムに恐る恐る確認を取る。

「ねえ、ライムちゃん？　へーか、って、ファーレーンの国王陛下のこと、とか言わないわよね？」

「こくおーへーかであってるの」

　明るい口調できっぱり言い切ったライムに、質問した学生は思わずめまいを感じて椅子にへたり込む。ライムがこういうことでは嘘を言ったり見栄を張ったりする子供ではないことは、これまでの付き合いで十分理解している。それゆえに、平静を保てずにへたり込んでしまったのだ。

「それに、そもそも親方達は知られざる大陸からの客人で、こっちに飛ばされてきてから自体が一年前後だそうです。ですので、一年以上こっちで工房を営むことは物理的に不可能なんです。これは、ウルスにきちっとした記録も残っています」

「知られざる大陸からの客人でしたか。それならば、並外れた能力をお持ちでも不思議ではありませんね」

「正直、何をどうすればこんな短期間であっちこっちの問題を解決……もとい、トラブルを呼び寄せることができるのか、こっちが教えてほしいぐらいなんですけどね」

　どこか遠い目をするテレスに、その場にいる全員がかける言葉を失い、沈黙してしまう。

「まあ、そういうわけですので、私達の力量ではまだ理解できない内容が多分に含まれていまして、今回は中身を教えてもらってないんです」

「さいてーでも六級のポーションがしっぱいせずに作れないとだめなんだって」

「私達は、ようやく七級が安定したところですから、資格に全然届いてないんですよ」

「ライムまだ八級しかしっぱいしないで作れない。七級はまだだめっていわれてるの」

「いやいやいやいや!!」

　テレスとライムの説明に、薬学科がメインの幾人かが揃そろって突っ込みを入れる。まだ製薬を始めて一年未満の人間が七級を安定して作れたり、まだぎりぎり六歳になってない子供が八級を作れたりするのは、誰がどう見ても異常だ。

　そもそも、そんなに簡単にポーション類が作れるのであれば、七級ポーションが五百クローネなんていう値段にはならない。七級ポーションがそんな値段になる一番の原因は、作れる人間が少ないことによる供給不足にあるのだから。

「まあ、とりあえず、ですね」

　学生達の言いたいことを理解しているテレスが、苦笑をにじませながらも無理やり元の話を続ける。恐らくこの件で脱線すれば、いつまでも話を元に戻せない。

「アズマ工房といえども、知られざる大陸からの客人以外はその程度ですので、職員に限っていえばまだまだルーフェウス学院の学生にはおよびません」

「むずかしいことはまだまだできないの」

　フォローなんだか止とどめなんだか分からないテレスとライムの一言に、妙に打ちひしがれてしまう薬学科の学生達。残念ながら、彼らはまだ七級どころか八級でも安定しているとは言い難がたいのだ。

「……五歳児に負けた。俺、五歳児に調薬の腕で負けたよ……」

「……心配するな。俺の同期も誰一人勝ててないから」

「……てか、いくらエルフの人が長生きでいろんな経験を活かしやすいっつっても、習い始めて九カ月程度の人に手も足も出ないとか、泣けてくるわ……」

「って、ちょっと待ってよ？　ライムちゃんはともかく、姉のファムちゃんは七歳だけど正規の職員だよね。ってことは、もしかして……」

　打ちひしがれていた薬学科の学生達のうち一人が、気がついてはいけない禁断の事実に気がついてしまう。それでも、一いち縷るの望みをかけてテレスとライムに視線を向けると、

「残念ながら、ファムは私と同じで、七級を普通に安定して作ります」

「おねーちゃん、若いのにいい腕だっていつもほめてもらってるの」

　非常に申しわけなさそうなテレスと、ニコニコといつも可愛い笑顔のライムに容赦なく止とどめを刺される。

「……俺らの今までの勉強って、一体……」

「つうか、ルーフェウス学院の薬学初級、かなり存在意義が怪しくなってないか……？」

「あたし、何かこれからやっていける自信なくなってきた……」

　テレス達の正直な説明に、完全に心をへし折られたらしい薬学科の学生一同。鼻っ柱やプライドならともかく、心までへし折るのはさすがにやりすぎだと、テレスに非難の視線が集中する。

「えっとまあ、いろいろと常識とか投げ捨てなきゃいけない環境なので、私達みたいにあとがなかったならともかく、普通の人にはちょっと過酷なんじゃないかな、と思うわけでして……」

「ヒマなタツヤおにーちゃんとマコトおねーちゃんが毎日モンスター狩ってくるの。それがごはんになるの。変な材料けっこうあるの。ふつう食べないモンスターもけっこう食べるの」

「常識投げ捨てなきゃいけないの、それだけじゃないからね、ライム」

　聞けば聞くほど、いろいろとおかしな話が出てくるアズマ工房。結局そのあとは、藪やぶ蛇へびを恐れて誰も深く追及しなかったのであった。




　　　　☆




「まったくもって、儂わしの半生は一体何だったのやら……」

　朝起きて再び行った実験。その結果に、オルスター教授が燃え尽きたような表情で呻うめいていた。彼の目の前には、素材の上位変換で作られた五級の素材・メルヒャンデがあった。

　このメルヒャンデは古語でメルヒの石という意味を持つ、一部地域に生息するちょっと上位の鳥系モンスターが、時折内臓に持っている石である。初めて発見されたのがメルヒと呼ばれている大型の鳥系モンスターの腎臓からなので、メルヒャンデと呼ばれるようになったらしい。

　これまで合成や変換などで代用品を作ることは不可能だといわれていた、五級の壁となる素材の一つである。

　オルスター教授も代用品を作るのは不可能だという定説に挑んで敗北した一人で、かつては定説を覆せるものを探して研究していたのが、いつの間にか定説が正しいことを証明するために実験を繰り返すようになっていた。

　その過程で幾人もの前途有望な若者の才能を潰つぶしてきたのだが、ここにきてついに自分が潰される側に立ってしまったのである。

「しかも、よりにもよってこんな簡単なことに気がつかずに失敗していたなど……」

　メルヒャンデの合成は、教授の力量があれば楽勝といっても問題のないものであった。問題となったのは、素材が二つも下のランクの組み合わせであったことと、合成の過程で行うエンチャントの触媒の種類。特に触媒は重要で、これを間違うと難易度が跳ね上がる。

　素材の合成や変換は、錬金術の基本である。ただし、今まで合成・変換に成功したのは元となった素材のランクと同等か下位のものだけ。それゆえに、メルヒャンデと同じ、もしくはそれ以上となるランクの素材ばかりを組み合わせて実験をしていたオルスター教授は、七級程度の素材と触媒の組み合わせでのメルヒャンデの合成など試してすらいなかったのである。

　さらにいやらしいことに、同じ組み合わせで触媒を変えると、何種類か他の素材ができるのである。むしろそっちの用途が多い上、今回使ったエンチャントの触媒が極端にマイナーなこともあって、恐らく誰も実験していない。

　もっとも、オルスター教授の腕ならば楽勝でも、七級素材をメインで扱う人間ではよくて成功率二割といった難易度だ。実験しても成功せず、組み合わせとしては成立していないと結論が出ている可能性は否定できないのだが。

「なぜ、なぜあと十五年早く現れてくれなかったのか……」

　己の不ふ甲が斐いなさを嘆きつつ、そんな泣き言が口からこぼれおちるオルスター教授。もはや老害となってしまってはいても、老境にさしかかるまで研究者としてやってきたのだ。現象を確認し再現性があることを証明できれば、ある程度の理論は構築できてしまう。それがまた、悔しい。

　恐らく、今頃はレスター教授も同じ気持ちを味わっているだろう。そう考えると、自分の派閥に引きずり込んだのは悪いことをしてしまったのではないか、そう思えてならない。

「……だが、この後悔を味わっているだけ、儂はまだマシなのかもしれんな……」

　自身の技量なら、十度やれば十度同じ結果を出せる新たな理論。その前にすっかり屈伏してしまったことに思い至り、苦笑とともにそう呟つぶやいてしまうオルスター教授。往生際悪く抵抗しようと思わないだけ、まだ自分は研究者であり続けているのだと思えば、それほど悪い気分ではない。

　みっともなくあがくであろう、数名の正真正銘老害である権威主義者の顔を思い浮かべると、そんな皮肉な気分になってしまう。錬金術上級の講義を受けている学生なら、この資料の内容をある程度再現することは不可能ではない以上、あがけばあがくほど立場を失うのは間違いないのだから。

「いつまでもみっともなくうじうじしてても仕方あるまい。さっさと引導を渡されてくるか」

　準備その他の都合で、初日の特別講義は二時限目にスタートだ。その二時限目がそろそろ始まる。その時間になったことで教授の腹が決まる。当初の予定では、何人かの教授と一緒に最後尾に潜り込み、授業に難癖をつけるつもりだったのだが、もはやそんな気分にはなれない。

　深い喪失感と挫折感。それと同じぐらい爽快な気分になりながら、オルスター教授は自身の進退を問いに学院長の元へ向かうのであった。




　　　　☆




「ようこそおいでくださいました、エアリス様」

「本日はお世話になります」

　時間は少し戻って、同じ日の早朝、ダルジャン神殿。アルフェミナの姫ひめ巫み女こであるエアリスと、ダルジャンの巫女であるサーシャがひそかに密会していた。

「それで、ヒロシ殿に見つかったりは……」

「地底の転移陣からこちらに来たので、恐らく大丈夫だと思います」

　宏を驚かせるだけのために複雑な移動ルートを通ってきたらしいエアリス。地底の遺跡とアズマ工房は転移陣でつながっており、地底の転移陣もちゃんと厳重に管理されているが、エアリスは大地の民とも懇意にしているため、当然のごとくフリーパスである。

　もう一つの障害となるであろうルーフェウスの工房は、オクトガルに転移室から工房の外への短距離転移で運んでもらうことで解決した。基本的にオクトガルは、セクハラ禁止と守秘義務が絡む情報の開示という頼みごと以外は、大体無条件で聞いてくれる。なので、さほどエネルギーを使わない短距離転移など、断られる理由がほぼ存在しない。

　そして、ほんの数分とはいえダール国内に入ることについても、女王にはちゃんと許可を取ってある。わざわざ手の込んだことだが、実のところ宏を驚かせるため以外にも、こんな真似をする理由がちゃんと存在している。

「そういえば、エアリス様はルーフェウスは初めてだったと記憶していますが、この神殿までの道はすぐに分かりましたか？」

「アルフェミナ様が教えてくださったので、問題ありませんでした」

「そうですか……」

　噂うわさにたがわぬ能力の無駄遣いぶりに、サーシャのポーカーフェイスが若干揺らぐ。それでいいのかアルフェミナの巫女、などと考えかけて、そもそもお告げの類たぐいはアルフェミナから一方的に送っているケースが多いことを思い出す。この場合、ケチをつけるなら溺愛しすぎて過保護になっているアルフェミナの方かもしれない。

「それで、ヒロシ様の特別講義は十時頃からと聞いておりましたが……」

「十時半からですね。抜き打ちの視察には、ちょうどよろしいかと思われます」

　そう、エアリスがわざわざ手の込んだルートを使ってこっそりルーフェウスに来た理由。それは、ルーフェウス学院の視察のためであった。

　当然、意味もなく視察などしない。アズマ工房の転移陣により、西部三大国家の王族がルーフェウス学院に通学できるようになったため、今の学院がどうなのか確認しようという話が国王達の間で決まったのである。エアリスが来た理由は、こういう時に一番身軽に動けるからだ。

　本来なら、レイオットとマークは実務を一いっ旦たん他の誰かに引き継ぎ、今年の四月からルーフェウス学院に二年ほど留学する予定だったのだが、一足先に留学を終えた第一王子アヴィンとマグダレナからの評価を聞き、保留にしていたのである。

　余談ながら、ファーレーン王家でルーフェウス学院に留学した経験があるのは、現状ではアヴィンと第一王女マグダレナだけである。第二王女であるエレーナは暫定の姫巫女としていろいろやっていたために留学を後ろに倒し、第三王女マリア以下は元々アヴィンと入れ替わりで留学の予定だったため、アヴィンの報告を聞いて保留にした結果、結婚したり体を壊したり討伐されたりとレイオットより上の王女三人は留学に行ける状況ではなくなってしまったのだ。

　もっとも、半分は結婚相手を見つくろうことが目当ての留学なので、あっさり結婚してしまったマリアにはあまり必要がなかった可能性は高く、恐らくレイオットの腹心であるユリウスとの結婚が力技で決まるであろうエレーナにしても、体調の悪さを押してルーフェウス学院に行く必要はなさそうではある。マグダレナに至っては、同盟関係であるダールの女王からの頼みで、留学の時に選定した相手ではなくまったく関係のないダール王太子に嫁いだのだから、留学した価値は非常に薄かったようだが。

「それで、アヴィンお兄様のお話ではあまり環境が芳かんばしくない印象を受けましたが、今のルーフェウス学院はどのような雰囲気なのでしょう？」

「そうですね。アヴィン殿下が留学に来られた頃は、ある意味で最悪の時期でしたから、その頃と比較すれば今の学院は十分改善しているかと思います」

　サーシャの回答に、裏のようなものを感じ取るエアリス。そこで、もう少し突っ込んで質問しようとするが、唐突にサーシャがにっこり微笑ほほえむ。

「恐らく、今私が把握している話をお伝えしても、あまり役には立たなくなるかと思われます。何しろ、ルーフェウス学院はこれから大きく変わるのでしょうから」

「……やはり、ヒロシ様でしょうか？」

「ええ。ヒロシ殿ですね。本日からの特別講義、きっとルーフェウス学院を大きく変えるきっかけとなるでしょう」

　サーシャの回答を聞き、大いに納得するエアリス。ローレンに対してこれといって重要視するようなしがらみがない宏が、ルーフェウス学院内部の派閥だのなんだのに配慮した講義をするわけがない。依頼があった内容で、これでもかというくらい中身が濃い授業をやって、受講者の常識やアイデンティティを粉砕してのけるに決まっている。

「少なくともしばらくは、他国からの留学生を巻き込んでの派閥闘争など、しようと思ってもできないでしょうね」

「もしかして、アヴィンお兄様は……」

「アヴィン殿下に限らず、あの時期に留学に来られた方には本当に申しわけないことをしてしまいました。留学の大きな目的である人脈形成を、学院の教授達が自身の勝手な都合で妨害してしまったのですから」

「……そんなに、ひどかったのですか？」

「権力の行使に慎重な先代の陛下が、怒りのあまり数名の教授を強権で排除したことから、事態の深刻さを察してください」

「まあ……」

　基本的にルーフェウス学院に非干渉、多少の派閥闘争は留学生が巻き込まれても目をつぶっていたローレン王が強権をもって介入するぐらいだから、余程ひどかったのだろう。その情報からその時の様子を想像して、思わずアヴィンに同情しそうになるエアリス。

「学説による派閥ができるのはまだ許せます。歴史などは大図書館にも資料がほとんどない時代もありますので、複数の学説が発生するのは当然ですし、対立が起こらないなどあり得ませんから」

「そういうものなのですか？」

「ええ。学説で対立した上で、激論に激論を重ねてすり合わせるのが学問というものです。ですので、そういった健全な派閥闘争は構わないのですが、研究費の割り当てをはじめとした政治的なものが原因なのはいただけません」

「どこでも、そういう話はあるのですね」

　どことなくしみじみとしたエアリスの言葉に、恥ずかしそうに頷うなずくサーシャ。もっとも、対抗派閥であるカタリナ派から名誉を奪われるだけでなく命まで狙われ、政治的、社会的にだけでなく、生存レベルで相手を壊滅させる以外どうしようもなかったエアリスのそれに比べれば、ルーフェウス学院の派閥闘争などそもそも比較にすらならない。

　とはいえ、いくら可愛らしいレベルでも、外部の留学生をまったくメリットのない派閥闘争に巻き込むのはいただけない。人脈作りの過程で、自然と派閥闘争のようなものが発生することはあるだろうが、それを教授が強要しては何のための学校か分かったものではない。

　プレセアという将来の嫁を捕まえることができたアヴィンはまだいいが、派閥闘争に振り回されて単なる時間の無駄に終わったマグダレナはいろんな意味でたまったものではなかっただろう。

「何にしても、今のルーフェウス学院で派閥闘争に巻き込まれるとすれば、学派による学術的な意味での派閥闘争になるでしょう。その目玉となっているのが、外部から勉強に来たはずのアズマ工房の皆様なのが面白い話ではありますが」

「……まだひと月ほどですのに、なぜ派閥ができているのでしょう？」

「ライムさんの魅力と実力にころっとやられてしまった教授や学生が、結構な人数いるとのことです。もしかしたら、エアリス様が通われるようになれば、新たに外来の派閥ができあがるかもしれませんね」

「さすがに私は、アズマ工房の皆様ほどの学力も見識もありませんから、恐らく大丈夫ではないかと思います」

　自身のカリスマ性をいまいち理解していない様子のエアリスに、サーシャが内心でため息をつく。さすがに聖女的な立場にいるだけあって、エアリスはいるだけで自然と人を従えてしまうような空気がある。本人は立場的に政治的なことに口を挟んだりはしないが、成熟が早いこの世界ですら年齢に見合わないと言い切れるその見識の深さは、学問的な意味でも政治的な意味でも新たな派閥を作り上げるに十分なものである。

「……まあ、エアリス様が通われることになるかどうかは視察の結果次第でしょうし、決まったとしてすぐに実現するわけでもないかと思われますので、この話はここで終わりにしましょう」

「そうですね。それで、朝食はどうしますか？　よろしければ、手土産として持ってきたものがあるのですが……」

「ふむ。アルフェミナ様の姫巫女であらせられるエアリス様の手土産、ですか」

「好き嫌いや地域性などがありますので無理にとは申せませんが、一度試していただけたらと思いまして」

　エアリスのちょっと下手に出た発言に、考えるまでもなく結論を出す。

「でしたら、早速いただきましょう。姫巫女様の手土産、大変興味がございます」

「そうですか。では、準備いたしますね。食堂はどちらでしょう？」

「今、案内いたします」

　エアリスに問われ、巫女専用の食堂に案内するサーシャ。半ば来客用のその部屋に着いたところで、エアリスが鞄かばんからどんぶりと箸、それからスプーンとフォークを取り出して並べる。

「これは、どのようなものでしょう？」

「おそばといいまして、最近ウルスのアルフェミナ神殿で食されているものです」

「エアリス様のお好きなものなのでしょうか？」

「ええ。私がヒロシ様とハルナ様に助けていただいた時にご馳ち走そうになった食べ物です。お二人と一緒に食べた初めての料理でもあります」

　エアリスの言葉に、ちょっとばかり羨うらやましそうな顔をするサーシャ。実際には、同じテーブルについてはいても宏と春はる菜なは食事を終えており、食事中のエアリスに付き合って食後のそば湯を嗜たしなんでいただけなので、一緒に食事をしたといえるかどうかは微妙なところなのだが。

「とりあえず、お箸を使わない国の方でも食べやすいよう、麺の長さを工夫してみましたが、お口に合うかどうか……」

　エアリスの心配そうな態度に押され、とりあえずまずは味見と、ダシ汁に口をつけてみることにするサーシャ。醤しょう油ゆの独特の香りが少々鼻につくが、我慢できないほどでもないので無視して口の中に流し込む。

　余談ながら、箸については大陸東部にあるごく一部の小国で使われているが、アルフェミナにそのことを教えてもらうまで、エアリスはそんなマイナーな国のことは全然知らなかった。

　なお、教えてもらったのは自分でそばを打つようになった頃のことである。

「……ふむ。この香りに慣れることができれば、ルーフェウス住民の舌にも合うかもしれません」

「そうですか、それはよかったです」

　サーシャの態度に、ほっとした様子を見せるエアリス。ちょっと前の夕食で春菜から、ルーフェウスでは醤油や味み噌そ、米の香りの受けが悪いと聞いていたので、多少心配していたのである。

　なので、ゆずに似た果物であるリュージィの皮を香りづけに使い、その他にも極力醤油が存在感を発揮しないようにいろいろ工夫はしていたが、それでも心配は心配だ。

　故に、さほど無理をしている様子も見せずに評価をしてくれたサーシャの態度に、内心でほっとしてしまうエアリス。

　因ちなみに、そばアレルギーについて後からアルフェミナに指摘され、大いに慌てることになるエアリスだったが、心配するようなアレルギー反応がサーシャから出ることはなく、今後そばを振る舞う際には注意しようと心に決めたのはここだけの話である。

「薄めですがしっかりした味がついていますから、方向性としてはルーフェウス人の好みですね。食べたことのない味ですが、私はこの味は好きです」

「お口に合って、何よりです」

「ええ。ルーフェウスでも時間をかければ、いずれは受け入れられるかと思います。さすがに、郷土料理にとって代わることはあり得ないでしょうけどね」

「それは当然だと思います。材料が豊富に採れるウルスですら、まだまだ海産物でダシを取るこの味付けが浸透しきったとは言えないのですから」

　もてはやされているように見えて、まだまだ日本食が完全に受け入れられているわけではないウルス。調味料の流通量もそうだが、やはり伝統的な食文化にこだわる人も少なくないのが理由だ。

　もっとも、ファーレーンの伝統料理と日本人が持ち込んだ調味料やダシの文化が自然な形で融合するのは、もはや時間の問題ではあろうが。

「この香りも、だんだん悪くないと思うようになってきました」

「気に入っていただけましたか？」

「ええ。もう少しいただきたいところですが、食べすぎてしまいそうですのでこれぐらいで」

「分かりました。食べたくなったら、いつでも連絡してください。オクトガルの皆様にお願いしてお届けしますので」

「お心遣い、感謝します」

　心の底からそばが気に入ったらしいサーシャの態度に、同じく嬉うれしそうにそう告げるエアリス。

「さて、そろそろ視察の準備に入りましょう」

「ええ。お願いします、サーシャ様」

「お任せください」

　朝食を済ませたところで、関係者を集めて打ち合わせを始める時間になる。数年後にダルジャン神殿にそば文化を根付かせた最初のきっかけを与えて、本来の役割に戻るエアリスであった。
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　現れた特別講師の姿に、教室中がざわめく。

「今回特別講義を担当する、アズマ工房の東あずま宏です。一応、工房主やっとります」

　まだ年若い、どことなくダサい雰囲気を持つ男の自己紹介に、教室の戸惑いとざわめきは最高潮に達する。

　アズマ工房の工房主といえば、いろいろな噂が飛び交う正体不明の人物である。二メートルを超える大男だの、もはや年齢が分からないほどの年寄りだの、すごい美形だの、いや二目と見れないほど醜い男だの、好き放題言われている。

　それが、蓋ふたを開けてみればどこにでもいそうな割と平凡な容姿の、よく言えば優しそう、悪く言えばヘタレくさい人物が出てきたのだ。反応に困ってざわめきが生まれるのも、当然といえば当然であろう。

「まあ、こんなガキが講師やっちゅうて出てきてもいろいろ困るやろうから、まずはその辺証明するために事前配布資料のおさらいからいきたいんやけど、ええかな？」

　教室の空気を敏感に察した、というより元より予想していた宏が、器材を鞄から取り出しながらそんな提案をする。

　実のところ宏は、この日は事前配布資料のおさらいと関連内容の講義で終わるだろうと予想しているのだが、受講者が嫌がるなら内容はいくらでも変えるつもりはある。

　不思議なことになぜか教授陣が一人もいないが、それ以外の空気自体は事前に想定していたのとまったく同じ。故に、むしろかえってやりやすい面がある。

「その前に、質問よろしいでしょうか？」

「どうぞ」

　宏が講義を開始しようとしたところで、教室の中ほどに座っていた二十代半ばの男子学生が手を挙げる。宏が質問を許可すると、立ち上がって真剣な顔で挑発的に質問内容を口にする。

「今回は錬金術を主体とした講義と聞いています。ですので錬金術について質問させていただきます。錬金術はその名のとおり、金を作ることが目的の一つですが、いまだに金を合成する手段は発見されておりません。先生は、錬金術で金を作ることは可能だとお考えでしょうか？」

「その質問は、実際にやってみせたほうが多分早いやろうなあ」

　口でどちらだと答えても揉もめそうな質問に、とりあえず実践してみせることにする宏。

　実際のところ、『フェアクロ』にて金を作ることは可能だ。難易度も錬金術上級さえ持っていれば、魔力切れだのスタミナ切れだのをやらかさない限りはまず失敗しない。器用と感覚の数値、そしてメイキングマスタリーの熟練度次第では、中級の熟練度八十ぐらいでも普通に成功する範囲である。現在失敗する要素がほぼない宏が、気軽に実践してみせるのも当然であろう。

「まず、どんな素材から作るか見せるから、ちょっと回覧したって」

　そう言って、両手で包んでやや余る程度の石英の塊といくつかの植物素材、モンスターの爪や肝を取り出して受講者に回す。あっさり実践すると言われて動揺しつつ、渡された素材をじっくり観察して別の人間に渡していく受講者達。さすがに薬学や錬金術を学んでいるだけあってか、グロテスクなモンスターの肝を見せられても特に引く様子はない。

「アズマ先生、少々よろしいでしょうか？」

　素材が戻ってくるのを待っていると、教室の扉がノックされて少々上ずった男性の声が聞こえてくる。

「どうぞ」

「失礼します」

　宏の許可を得て中に入ってきた事務局の男性と思われる人物は、明らかに何やら動揺していた。

「どないしましたん？」

「実は急な視察が入りまして、今回の特別講義も見学したいとの要請が来たのですが……」

「別に構いませんで。ただ、それなりの知識がないと、内容ちんぷんかんぷんやと思いますけど」

「そうですか、ありがとうございます」

　急な要請を快く受け入れてくれた宏に礼を言い、慌てて出ていく男性。視察に来た人を、外で待たせているのであろう。外で何やらごそごそやっている彼らを待っているうちに、素材の最初の一つが宏のもとに戻ってくる。

「ちょっと視察に来た人らが見学するそうやけど、ただ見とるだけやから気にせんように」

　視察と聞いて微妙に浮き足立った空気が流れる。ここにいる学生は、基本的にルーフェウス学院寄りの立場だ。自分達の授業態度で学院の評価が変わるとなれば、意識するなと言うほうが無理だろう。

　気配を探ったことで誰が来たのかあたりがついた宏は、こんなことで大丈夫なのかと他ひ人と事ごとながら心配になってしまう。

「アズマ先生、よろしいでしょうか？」

　教室の中がちょっと落ち着いたのを見計らって、先ほどの男性が入ってくる。

「見学やったら、いつでもどうぞ。今やったら、まだ最初の実演が始まってへんのでええ感じやと思いまっせ」

「そうですか。では見学させていただきます」

「どうぞどうぞ」

　宏の許可を受け、男性が外に待たせていた視察団を招き入れる。視察団といっても、実際には二人だけ。だが、その二人がかなり問題ではあるのだが。

「お邪魔します」

「本日は無理をお願いして、申しわけありません」

　入ってきたのは二人の女性。言うまでもなく、サーシャとエアリスである。

「お務めご苦労様です、サーシャさん、エアリス殿下」

「驚かれないのですね」

「気配でなんとなく分かっとりましたから」

　微妙にドッキリが不発だったことに、どことなく残念そうなサーシャ。それとは対照的に、エアリスは実に上機嫌である。そんな二人を前に、呆あきれをにじませながらも平常運転の宏。

　もっとも、受講生達はそうもいかない。カタリナの乱からもうじき一年。アルフェミナの姫巫女であるエアリス王女の顔と名前は、すでにローレンにも知れ渡っている。現代の聖女の一人として着実に名を上げている少女の存在を前に、平静を保てというのは無茶ぶりもいいところだろう。

　サーシャに至っては、ローレン人全ての敬愛を集めるダルジャンの巫女だ。特に知に重きを置くルーフェウス学院の学生にとっては、エアリス以上に緊張を強いられる相手である。

「ヒロシ様、実演をなさるということですが、何をなさるのでしょうか？」

「こいつを金に変えますねん」

　戻ってきた石英の塊を見せて、そう解説する宏。それを聞いて、好奇心に瞳を輝かせるエアリス。表面上は平然として見せながらも、内心では唖あ然ぜんとするサーシャ。

「まあ、正直、錬金術で金作るんって、ごっつ割に合わんのですけどね」

「そうなのですか？」

「素材にワイバーンの肝とイビルタイガーの爪を使うもんやから、このサイズの金作ったぐらいやと全然割に合わんのんですよ」

「ああ、なるほど」

　素材を聞いて、あっさり納得するエアリス。サーシャも、錬金術で金を作る方法がルーフェウス学院で失われた理由を理解する。

　はっきり言って、たかが掌てのひらサイズの金塊のために相手をするには、ワイバーンは割に合わない。せいぜいがイビルタイガーがいいところであろう。

「あ、あの……」

「なんや？」

「見た瞬間にとんでもないものなのは分かっていましたが、それは本当にワイバーンのものなのですか？」

「信用できんのはしゃあないわなあ。っちゅうて、証明のしようもないんが困りもんやけど」

　そう言いながら、地味にまだ残っていたワイバーンの翼の皮を鞄から取り出して見せる宏。取り出された皮に、幾人かが卒倒しそうになる。残っている魔力だけでも、そいつがワイバーンかそれに準ずる強さの生き物の一部であることがはっきり分かったからだ。

　その上、この講座を受けている学生は、みな魔力の扱いには長たけている。故に、先ほど見せられた肝とその翼の魔力が、同じ生き物のものであることも瞬時に理解してしまったのである。

「因みに、他の素材を上位変換して代用品作るんもできんことはないけど、ロックボアとかトロール鳥とかの肝を二百キロぐらい集めて凝縮して変換したらんとあかんから、やっぱり率は悪いで」

「錬金術で金を作るのは、効率が悪いのですね」

「せやから、作る手段が廃れたんやと思いますわ」

　エアリスの正直な感想に、宏が現状を補足する。エアリスがその内容に納得しているうちに、さっさと素材を全て回収して作業に入る宏。

「多分気になっとるやろうからついでに説明しとくと、この花びらはデルショっちゅうファーレーンの一部地域で普通に咲いとる花を、押し花にして魔力で処理したもんや。こっちの粉末はバウトートっちゅう木の皮を乾燥させてすりつぶしたやつで、調達場所はフォーレの首都スティレンの裏、大霊峰に連なるバルブレア山の中腹。生育場所行ったらいっぱい生えとる普通の木や。ただ、乾燥させる時にいろいろ注意が必要で、そこで失敗すると素材としては使いもんにならんのよ。処理についての具体的な方法は、明日にでも話すわ」

　宏の追加説明に、半ば魂が抜けていた受講者達がそれでも概要をノートに記載する。

「ほな、実演すんで」

　素材に魔力を通しながら宣言した宏に、ようやく気を取り直した受講者達が作業に意識を集中させる。その様子を見て、余計な口を挟まずに見学モードに入るエアリスとサーシャ。

「まずは、触媒としてバウトートの粉に魔力通して、変換対象の石英とイビルタイガーの爪の間にラインをつないだる。この時、魔力をそんなに大量に流し込んだらおかしなことになるから注意な」

　宏の言葉のとおり石英とイビルタイガーの爪の間にしっかりしたラインがつながったのを、受講者達が食い入るように見守る。その期待にこたえるように、流れる手つきで次の作業に移る宏。

「で、次は細かく切ったワイバーンの肝に、魔力通しながら指ですりつぶしたデルショの花びらを混ぜて、イビルタイガーの爪にラインをつなぐ。これ、順番間違えて先イビルタイガーの爪とワイバーンの肝をつないでしもたら、石英との間にラインがつながらんから注意な。あと、先にワイバーンの肝とデルショの処理やってしもうてから石英とイビルタイガーの爪のラインつないで、ってやると今度、ワイバーンの肝の方の重要な反応が終わってまうからそこも要注意やで」

　さらに説明を続けながら、反応を促進させる宏。目の前で光が強くなり、ワイバーンの肝とデルショの花びらの混合物がイビルタイガーの爪に吸い込まれ、そのままの勢いで石英を飲み込む。

「ちょっとタイミングがシビアやったから口頭での説明が遅れたけど、肝が光った時に渦を巻くように魔力を流したると、さっきの反応が起こるんよ。で、石英とイビルタイガーの爪がいっしょくたになった瞬間に、今度は十字に分割するように魔力を流したると、最後の反応が始まる」

　その説明の間にも、宏の手の中にある石英の塊は強い輝きを放ち続ける。

　数秒後、反応が終わって輝きが消えると、宏の手の中には金塊としか見えない黄金色の塊が存在していた。

「とりあえず、これがまごうことなき金やっちゅうのんを証明してもらうために、エアリス殿下とサーシャさん、それから上流階級っぽい自分にちょっと確認してもらおか」

　そう言って、最後に適当に決めた男子学生を含む指定した三人を手招きで呼び寄せ、無造作にほいっと金塊を手渡す。

「これは、間違いなく純金です」

「そうですね。この柔らかさ、純金以外にあり得ません」

「……なんで、なんで本当に純金なんですか、先生……」

　それぞれ違う立場の三人が、同じ結論を伝える。特に三人目の、上流階級っぽい受講者の泣きそうな言葉が印象的である。

「とまあ、材料が勿もっ体たいないんを気にせえへんかったら、金作るんは大した作業やないんよ」

　大した作業じゃない、と言い切る宏に思わず総突っ込みを入れそうになり、エアリスとサーシャの存在を思い出してしぶしぶ黙り込む受講者達。いろいろと災難である。
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　エアリスのように、宏が行った作業がまったく理解できなかったのなら、どれだけ幸せだっただろう。サーシャのように、最初からそういうものだという覚悟ができていれば、どれほど気分が楽だったか。

　なまじ宏が丁寧に分かりやすく作業してくれたものだから、自分達でもやろうと思えば運がよければ成功する範囲だと理解してしまったのが、彼らにとっての一番の災難であろう。

「ただ、金っちゅうんは金銭的な価値を横に置いとくとしたら、銀には届かんけどほとんどのもんよりは上回る程度の魔力導通性と、ミスリル銀と勝負行く変質のしにくさ以外にこれっちゅうて特徴はない金属やから、錬金術でわざわざ手間かけて作るもんやあらへん」

　実際に作ることができる人間のシビアな一言に、作業を見せられた受講者達は同意せざるを得ない。たかが金を作るためにこれだけの技術を使うのは、勿体ないにもほどがある。

　宏は説明を省略したが、本来なら延性の高さや導電性など、他にもいろいろと金の評価点は存在する。だが、導電性は地球でならともかくこちらの世界ではほぼ意味がないし、延性の高さも宝飾品を作るならともかく、この世界においてはそれ以外の項目ではあまり用途がない。省略されてもほぼ変わらないといえる。

「錬金術の金っちゅうんは、価値があるもんの総称や。この場合の価値っちゅうんは貴金属的なもんやなくて、普通やったら存在せえへん、有益な特徴や特性を持った物質やねん。せやから、自分らにとっての金が僕にとっての金とは違うても問題あらへん。この道を志すんやったら、最終的にはそこをよう考えたほうが成長できると思うで」

　宏の実に講師らしい一言に、黙って頷く受講者達。もはやその目に、宏を侮る色は欠片かけらも存在しない。そんな様子に、宏に対してさらに深く惚ほれ直すエアリスとサーシャ。

　たった一度の実演で、宏は錬金術師としての実力も、講師としての能力も皆に理解させてしまったのであった。




　　　　☆




「あ、エルちゃん来てたんだ」

　宏に引っ付いてきたエアリスを見て、春菜がそんな風に声をかける。結局、最後まで見学したエアリス達は、宏に頼んでルーフェウスの工房で昼食をとることにしたのだ。

「そっちの人は？」

「ダルジャン様の巫女でサーシャさんや」

「ダルジャン様の巫女をさせていただいております、サーシャと申します。今後ともよろしくお願いします」

　宏に紹介され、一つ頭を下げるサーシャ。

「藤とう堂どう春菜です。よろしくね」

　サーシャにあわせて自己紹介し、同じように頭を下げる春菜。宏に一目惚れしたと聞いていろいろ想像していたが、会ってみると綺き麗れいではあるが割と普通のカテゴリーに入る女性で、表にこそ出さないが内心ではそのことに大層驚いている。

「それで、ここに来たってことは、ご飯だよね？」

「まあ、せやな」

「すぐ準備するから、ちょっと待っててね」

「せかしてもうてごめんな」

「いいよ。試作品でよければすぐに出せるし」

　試作品、と聞いて目を輝かせるエアリス。その態度で、自動的にメニューが決まる。

「エルがこの調子やから昼はそれでええとして、試作って今は何作っとんの？」

「留学生向けに、お国料理シリーズをね。まずはお隣のフォーレから、ドワーフスープを作ってみました」

「ああ。あのこれでもかっちゅうぐらい芋類とソーセージ突っ込んで煮込んだ、スープなんかシチューなんか分からんやつか」

「そそ」

　春菜に言われてフォーレで何度か食べた、とにかくボリューム優先の、豪快と雑との境界線上にある料理を思い出す宏。味付けは塩とソーセージからのダシのみだが、複数の種類のソーセージから出るたっぷりのうまみ成分で、意外といい味になるのである。

「ローレンで、そんなようさんのソーセージ仕入れれんの？」

「フォーレから移住してきたソーセージの職人さんを見つけてるから、そこから仕入れたらどうにかなるかな、って」

「ほな問題ないな」

　ちゃんと仕入れについてあたりをつけているらしい春菜。もはやどこに行っても、普通に飲食店の経営ぐらいはできそうである。

「で、宏君。講義はどんな感じ？」

　アズマ食堂で出す予定の組み合わせで昼食を準備し、配膳しながら春菜が問う。それについて宏が口を開くより先に、サーシャが答える。

「特別講義が終われば恐らく、これ以上ヒロシ殿の手を煩わせずとも自力で改革を進めていくかと思われます」

「そっか。教える能力に関しては心配してなかったけど、どうしても実演する以上のことはできない感覚的な話も多いから気になってたんだ」

「その感覚的なものを実演を見ても理解できない人間は、そもそも募集段階で弾はじかれていると聞いています。それに、終わった後の学生の表情が全然違いましたので、問題ないはずです」

「それなら大丈夫かな？」

　サーシャの意見に納得しながら試作品を配膳、皆と一緒に食事に移る春菜。

　塩とソーセージだけに頼らず、キノコ類を追加して味を調えたドワーフスープは、見た目の豪快さとは裏腹になかなか深い味わいがある。ソーセージもダシがらにならずちゃんと味が残っており、キノコの味もいい感じに移って単品をあぶって食べるのとはまた違った旨さがある。

「ん。なかなかいい出来かな？」

「そうですね。これならルーフェウスでも普通に売れると思います」

　一見薄味ながら具材にちゃんと味がしみ込んだドワーフスープは、生粋のルーフェウスっ子であるサーシャにもなかなか好評なようだ。エアリスは言うまでもなく、目をきらきら輝かせながら嬉しそうに料理を堪能している。二人とも、その表情が何よりも雄弁に料理の感想を告げている。

「あとは肝心のフォーレの人の反応だけど、これについては夜にでもカカシさんのところに差し入れとして持っていけばいいかな？」

「せやな。宴会にでも差し入れしたら一発やろう」

「だったら、晩ご飯の前に持ち込みだね。ついでだから、晩ご飯も試作品でかな？」

「別に、僕はそれでもかまへんで」

　まだ初日の講義すら終わっていないというのに、もう晩飯の話をしている宏と春菜。

　その夜、春菜が開発したドワーフスープを持ち込んだクレストケイブでは、一見薄味に見えてその実、酒との相乗効果がとことんまで高いことが判明し、アズマ食堂二日分の分量が一回の宴会で消費尽くされるという珍事が発生。ドワーフ達にどこかにこのスープの店を出してくれと懇願される羽目になるが、本筋とは関係ないので詳しくは割愛する。




　　　　☆




　そして、三日後。

「アズマ先生！　私を弟子にしてください！」

「あ、ずるいぞ！　僕もお願いします！」

「いや、ぜひ俺を！」

　特別講義終了と同時に受講生に囲まれた宏は、全員から弟子入りを要求されてとことんまで困らされた結果、

「これから別件で忙しなんのに、そんな余裕あるかいな！　それにそもそも、自分らの役目はこのルーフェウス学院を発展させることやろうが！」

　と、全員まとめて拒否。なおも食い下がる彼らに、王家と学院の許可を取った上で自力で三級ポーションを作れと無茶な条件を出して追い払う。

　当然ながら、彼らは誰一人生きている間にその領域に到達することはできずテレス達にも力量で逆転されるが、それでもルーフェウス学院の学問の発展に大いに貢献するのであった。








ローレン編　第九話






「……なんか、妙に慌ただしいわねえ」

　宏ひろしの特別講義が明日で終わる、というその日。ルーフェウスに来た日に届け出を出して以降、久々に冒険者協会に顔を出した真ま琴ことは、やけに浮き足立った雰囲気でバタバタ走りまわっている職員の様子に困惑していた。

「まともな依頼、あるのかしら……」

　顔をしかめながら、依頼ボードの方へ向かう真琴。

　正直なところ、今日はたまたまできた隙すき間ま時間を埋めるために、ちょっとした依頼を探しに来ただけだ。本格的なトラブルに巻き込まれるのは避けたい。

　仮に巻き込まれたとしても、明日まで宏の特別講義が続くのだから、まともに動けるのはそれ以降となる。しかも、そのあとは大図書館の特別書庫に潜るという大仕事も待っているのだ。

　ウォルディス近隣についてちらほらきな臭い話が聞こえてくる現状、これ以上余計な寄り道は避けたいのである。

「討伐依頼、討伐依頼、っと」

　儲もうけは度外視で、できるだけ短時間で終わって、かつ食材になりそうなモンスターの討伐依頼を探す真琴。元々メインは宏の誕生日パーティに使えそうなモンスター食材の調達だが、単に食材ハンターだけをやって終わるのは勿もっ体たいない、なんて貧乏くさい小市民的な発想だ。

　本当なら真琴一人でやることではないが、春はる菜なはまだまだ食堂のメニュー関連の仕事があり、澪みおはジノの後輩として入ってきた三名の面倒を見るので手いっぱい。達たつ也やは現在資料の整理中で、こっち方面に関われるほど手が空いていないのである。

　達也の資料整理を手伝おうかとも思ったのだが、現在は整理した資料をもとに文章と表にまとめ直している段階で、下手に他人が手を出すとややこしくなるからと手伝いを拒まれたのだ。

　そういう事情なので、大きなトラブルはできるだけ触らない方針でいきたい。そんなせこい考えを見透かすかのように、トラブルというのは向こうからやってくる。

「アズマ工房の方ですか？」

　真琴の姿を見た職員が、期待と不安に揺れ動く表情で真琴に確認を取る。日本人ということで人種が違う上、よその国の冒険者協会から優遇すべしというコメントとセットで人相書きが出回っているため、冒険者協会の職員なら識別自体は非常に簡単だ。

「……一応、所属はそうなるわね」

「助けていただけませんか!?」

　真琴に肯定されて一瞬顔を輝かせ、次に真剣で切羽詰まった様子で縋すがりつかんばかりに頼み込む職員。その様子に引きながら、とりあえず自分達の事情を説明しようと真琴が口を開く。

「助けてくれ、って言われても、今うちの工房で動ける冒険者はあたしだけだし、工房主を当てにしてるんだったら、明日いっぱいは特別講義で動けないわよ？」

「それが終わってからでも問題ありません！　いろいろ手づまりになっててどうにもならないんです！　お願いします!!」

「って言われても、あたしの一存じゃ決められないのよ。今日はたまたまあたしだけ手が空いてたけど、こっちもいろいろ忙しいから」

「でしたら、せめて検討だけでも!!　報酬だって上乗せしますから!!」

　とことんまで必死になっている職員の様子に、限界まで抵抗しつつもある種の諦めに似た気持ちが湧きあがってくる。とはいえ、これは別に情にほだされたわけではない。

　ここまで食い下がってくる相手から逃げるには、真琴が持っている手札が弱すぎるのだ。

「……分かったわよ。帰って話し合いするから、依頼の中身を教えなさい」

　それでもさらに数分間押し問答を続け、相手が伝家の宝刀、というより半ば自滅技である国家権力の介入まで使おうとしたところで、とうとう完全に抵抗を諦めて両手を上げる真琴。どうにか口説き落とせたことにホッとし、現在起こっている重大な問題について説明する職員。

「実は、ルーデル湖の島で、連絡が取れなくなった人が急増していまして……」

「それ、明後日以降でいい、なんてのんきな案件じゃないわよ!?」

「分かっていますよ、そんなこと！　これまでに四回送り込んだ捜索隊も、全員消息不明になってるんです！　最後に送り込んだのなんて、三級の冒険者なんですよ!?」

「……要するに、送り込める人員がいない、ってこと？」

「……そうなんですよ……」

　真琴の指摘に、肩を落としてそう答える職員。

　三級の冒険者ともなると、ウルスやダール、スティレン、ルーフェウスといった大都市でも、それほどの人数は抱えていないのだから、招集するのはかなり難しいだろう。

　それが二級以上の冒険者ともなると、所属はしているが街にはいない、というのが普通になってくる。たまたま補給か何かで戻ってきたとき以外で依頼を出すのは不可能である。

　なので、三級の冒険者を送り込んでも解決しないとなると、二級以上が戻ってきていない現状では、事実上、冒険者協会からは送り込める人員がいなくなるのだ。

「でもさ、それだったらあたし達を送り込んでも一緒じゃないの？」

「普通の五級や七級の冒険者ならそうでしょうけど、アズマ工房の皆様を額面どおりの実力だとは誰も考えていませんので」

「……その根拠は？」

「普段からエンチャントのかかった服とかを全身に身に着けてる五級冒険者なんていません」

　反論しようにも非常に反論しづらい理由を突きつけてくる職員に、思わず言葉に詰まる真琴。装備の値段は命の値段とはいえ、自分達が日頃身に着けているものは、ランクや日頃の仕事内容からすれば過剰もいいところなのは事実だ。

「とにかく、三級の冒険者を送り込んでどうにもならなかった以上、他に今動かせる普通の冒険者を何人送り込んでも一緒です。ですので、特殊な装備をたくさん作り出して所有していると名高いアズマ工房の皆様に頼る以外、我々で打てる対策がありません」

「はいはい。とりあえず相談だけはするけど、こっちにも優先順位があるから、絶対に引き受けるとは言い切れないわよ？」

「ええ、分かっています」

「とりあえず、連絡が取れなくなった人が行った島の位置と、その島に何があるのかぐらいは教えて。それと、この依頼の手続きよろしく」

　真琴が差し出してきた依頼票を見て、渋い顔をする職員。これまでの話の流れで、堂々と普通の依頼を受けようとする態度に、いろいろ思うところがあるらしい。

「あ、あの……」

「どうせうちの工房主は夕方まで学校から動けないし、あいつ抜きだと防御面が手薄になるから、最初っからこんな依頼受けられないわよ。だったら、それまでに終わる仕事をこなすぐらいは問題ないでしょ？」

「……分かりました」

　ここで機嫌を損ねてはまずいと判断し、しぶしぶ手続きを済ませる職員。こうして、宏達の中では珍しく、真琴が厄介事を引き当ててくるのであった。
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　その日の夕食後。

「ってわけなの……。ごめん……」

「いやまあ、そのパターンだったら、いずれにしても俺らに回ってくるんじゃないか、って気はするが……」

「もしかしたら、あたしが冒険者協会に行ってなきゃ、禁書庫に潜る頃までは触らずに済んだかもしれないじゃない……」

　真琴の招集を受け和室に日本人だけで集まり、真琴が検討だけでもと押し付けられた依頼を説明して頭を下げる。

　非常に申しわけなさそうにする真琴を、一生懸命なだめる達也。今回に関しては明らかに不可抗力で、しかも真琴はぎりぎりまで抵抗したのだから、文句を言える筋合いはない。

　それに、宏か春菜が余計なことをして脇道にそれるいつものパターンと違い、今回は力技で押し付けられたとはいえ、正当な依頼なのだ。一応冒険者協会に所属している身分では、断ろうにも断りきれない。

　これまでのルーフェウス学院の改革も一応、国王および学院長から直接依頼を受けているといえばそうなのだが、そのやり方が脇道にそれまくっているのが問題である。宏や春菜に物事を任せるとすぐにけもの道レベルの脇道にそれようとするのは、年長者として時折非常に頭が痛い。それた時点で後に引けなくなっていることが多いのだから、余計にだろう。

　そこから比べれば、今回の真琴は可愛らしいものである。

「まあ、話戻すとして、や。どこ調べるん？」

「ルーデル湖の中にあるドルテ島っていう島。全周五十キロちょっとの結構大きな島で、三つぐらい漁村があるらしいの。他にもあっちこっちにある島とかもっと先にある漁場とかに向かう時、ここが中継地点としてものすごくいい位置にあるらしくて、結構行き来が多いんだって」

「なるほど。ねえ、真琴さん。距離はどれぐらい？」

「さすがに手漕こぎボートで行けるような距離じゃないけど、普通の漁船なら三時間から四時間くらいで着くって言ってたわね。航路とか湖の流れの影響で結構変わるみたいだけど」

「確かに、割と近いな」

　大体の位置関係を書き込んだ大雑把な地図を広げながら、今回の目的地について説明する真琴。

　当たり前のことだが、この世界の一般的な漁船は地球の小型漁船ほどの速度は出ない。つまり、漁船で半日前後でも、距離としてはそれほど離れていない。

「で、そこを経由して漁から戻ってくるはずの船が、どれも予定を三日以上過ぎてるのに戻ってこなくて、おかしいと思って調べたらそこにある漁村全部と連絡が取れなくなってたって話。幸いにして別の航路で漁をしてる船は無事だし、備蓄も十分だから流通の方には混乱は出てないけどね」

「大おお事ごとじゃねえか」

「結構な大事になってるわね。しかもややこしいことに、通信自体はつながるみたいなのよ」

「そうなのか？」

「三級の冒険者を送り込んだ時は、通信はつながったって言ってたわ。今も通信自体はつながってるんだけど、相手から返事が来ないらしくて」

　通信がつながる、という点から、少なくとも外部と遮断される種類の異界化は起こっていない。それは断言できそうだ。だが、それだけ分かっても何の足しにもならない。

「で、それがいつの話だ？」

「五級をメインにした最初の調査隊を送り込んだのが先週。で、三級を送り込んで連絡が途絶えたのが昨日の朝。その間に協会から一組、騎士団からも一組、調査に行って全員消息不明らしいわ」

「無茶苦茶厄介な状況になってるな、それ」

「協会の方も三級の冒険者がここまであっさり連絡取れなくなるとは思ってなかったらしくて、内部ですごくバタバタしてるところにあたしがのこのこ顔を出しちゃったもんだから……」

「そりゃ、捕まってもしょうがねえか……」

　状況を聞き、どこまでも不可抗力だったことを理解せざるを得ない達也。この分だと、明日宏が講義を終えてすぐに国王あたりが直接乗り込んでくる可能性も捨てきれなかった。恐らく、今日押し付けられるか明日押し付けられるかの違いだったのだろう。

「なんか、宏にさらにとんでもない誕生日プレゼント押し付ける羽目になっちゃったけど……」

「しゃあないって。それに、ちょっと距離近すぎて見過ごせる話やあらへんし」

　申しわけなさそうに宏に頭を下げる真琴に、どっちにしても関わるつもりであることを告げる宏。

　そもそも、特別講義という碌ろくでもない誕生日プレゼントをとうの昔に貰もらい受けているのだ。まだ冒険者らしい内容である分、現在進行形の厄介事である特別講義よりははるかに心が躍る。

「にしても、話聞いとると、ホラーかミステリーあたりの映画みたいな事件やんなあ」

「そうだよね」

　宏の指摘に春菜が同意する。どっちも割とファンタジーとは食い合わせが悪そうなジャンルだが、あり得ないとは言い切れない。

「師匠。ホラーかミステリーかで対策変わるけど、どうするの？」

「そんなもん調べてみんと分からんし、共通して通用する準備だけしとくしかないやろ」

「ねえ、宏君。それしかないのはいいとして、共通して通用する準備って？」

「ホラーにせよミステリーにせよ、いわゆる不安とか恐怖とかの類たぐいでこっちの足並み乱すんが基本やから、まずそこらへんやな。もしかしたらその手の状態異常が発生しとるんかもしれんし、その対抗策は必須やろ」

　必要な準備について、宏がスラスラと答えていく。不安や恐怖に捕らわれないようにする対策は確かに必須だが、あの手の映画でありがちな、登場人物が抱く過剰なまでの不安や恐怖を状態異常として対策するのはなんとなく様式美に反する気がする話ではある。

「納得はいくしそれで対応できないと困るんだけど、なんだかホラー映画とかのパニックが状態異常対策で防げちゃったら、それはそれで何か釈然としない気分になりそうだけど、私の考え方がおかしいのかな？」

「いや、その気持ちはよく分かる」

「というか、それで対策できちゃう可能性があることが、ファンタジーとホラーやミステリーとの食い合わせの悪さにつながっちゃうんでしょうね」

「まあ、幽霊とかゾンビみたいなのがモンスターとして普通に存在してるのも、ホラーとの相性が悪い理由だろうがね」

　宏が打ち出した対策に対する微妙な気分。それを正直に口にした春菜に、達也と真琴も同意する。

「そこは文句言われても困るから話戻すとして、や。他に準備しとくとすれば、お互いに居場所が分かるようにいろいろ細工しとくんと、不意打ちされんようにいろんな方法で探知能力を強化するんと、あとは物理攻撃が効かん相手に対する対策か？」

「それと、安全に休憩できるように、安全圏を作る準備も必要だと思う。というか、感じからして一日じゃ絶対調査終わらないよね？」

「せやな。何相手にするにしても、結界の類は張れるようにしとかんとあかんか」

　話し合いにより、どんどん必要なものがあぶり出されていく。情報が少なすぎる、というよりまずは現地で情報を集める必要があるため、事前にできそうな準備など知れているが、それでも随分いろいろとやっておきたいことは出ている。

　この時点で普通の冒険者からすれば過剰なまでに事前準備しているように見えるのだが、普段からこれ以上に準備をするのが習い性になっている宏達はそのことに気がついていない。

「一番大きい問題が残ってるんだが、現地にはどうやって行く？」

「潜地艇使えばええんちゃう？」

「あれで行けるのか？」

「基本は潜水艇にドリルつけただけやからな。ハッチの位置が独特やけど普通に水中も進めんで」

「そうなのか……」

　微妙に釈然としない回答を聞き、どことなく遠い目をする達也。別に風情なんて求めるつもりはないが、それでもドリル付きの潜水艦でホラーの舞台に突入するのは、凄すさまじい勢いでジャンルが崩壊している気がする。

「とりあえず、精神系の状態異常は食らうといろいろ厄介やし、念のためにちょっと強めの万能薬用意しとかんとなあ」

「強め、か。具体的には？」

「材料的にかなりきついけど、どうにか二級の万能薬作るわ」

「……まあ、そうだな。過剰かもしれんが、万能薬は強力なほうがいいからなあ……」

　宏のコメントに、エルフの森のダンジョンなどを思い出して、真剣な表情で同意する達也。他のメンバーも似たような表情である。

　幸運にも今まで大きな被害を受けてはいないが、あの時もう少し強い毒がきていれば危なかった、というケースがなかったわけではない。そう考えれば、できる準備は限界までしておくに限る。

「あとは食料関係やけど、これはまあどうにでもなるやろうから、あえて特別になんかする必要はないやろうな」

「そうだね。ある程度簡単に食べられるように加工したほうがいいとしても、何日分も調理しておく必要はないと思うよ」

「師匠、春はる姉ねえ。もしかしたら、現地で炊き出しとか必要かもしれない」

「あ、そっか。だとしたら、たくさん料理を用意しておいたほうがいいか。こういう場合は豚汁がいいんだけど、ルーフェウスの人達は味み噌その香りが駄目なんだよね。多分色も厳しそうだから味噌汁系統は避けるとして、何がいいかな？」

「ポトフかドワーフスープが無難？　あとは普通にシチュー？」

「その系統かな」

　食料がらみで出てきた新たな検討事項に、ああでもないこうでもないと頭をひねる春菜と澪。そこに宏が、

「まあ、人間極限下やったら、慣れん匂いで受け付けん程度の障害は割とあっさり乗り越えるもんらしいけどなあ」

　などとかなり邪悪なことを言い出す。

「宏君、いくらなんでもそれはちょっと……」

「師匠、そういうやり方で日本食を布教するのは感心しない」

　内容が内容だけに、即座に春菜と澪から否定の突っ込みが入る。

「てか、そもそも日本食を広めて定着させる必要なんて特にないんだから、そういう人の弱みに付け込んでまで自分達の好みを押し付けるなよ」

「今までナチュラルに広めてきたから忘れてたけど、日本食が受け入れられようがどうしようがあたし達にあんまり関係ないんだから、困ってる人を助ける時はそういう考えは捨てなさい」

　さらに、年長者からも宏へ厳しい言葉が飛ぶ。

「まあ、半分は冗談やけどな」

「半分は、って……」

「別に布教するとかそういう話やなくてな。変に凝ったもんを事前に作ると足りんかっても豪快に余っても後が面倒やし、折角やから新しいことやらなおもろないやん」

「あのなあ……」

　途中まではともかく、最後に出てきた最低な本音に、思わず険しい顔をする達也。割と洒落しゃれにならない事態になっているであろう災害の場で、あまりにも不謹慎な意見だ。

「因ちなみに、この場合の新しいことっちゅうんはな、別段日本食の普及に限ったことやあらへん。こういう状況で迅速に提供できる新しい非常食とか炊き出しとかを構築する、っちゅうんも含まれんで。不謹慎は重々承知の上で言うけどな、最終的にやらなあかんようになることやったら、おもろいことをやらんと上う手まいこといかんで」

「うーん……」

　宏の開き直った言い分に、眉をひそめながらも上手く反論できず言葉に詰まる真琴。不謹慎なのは確かだが、面白いというのがふざけているという意味ではないのも分かる上、迅速に食料を提供できる新たな手段の構築を考えたほうがいいんじゃないか、という意見自体はもっともなのだ。

「ちゅうか、今思ったんやけどな。ライン一本組んで、生産速度の限界にチャレンジして元祖鳥ガラのインスタントラーメン用意するか？　あれやったらもろもろの問題クリアしとるし」

　宏の提案に、その手があったかと春菜がポンと手を打つ。これまでの言い分には眉をひそめていた真琴も、緊急事態における食料供給の観点で屈指の手段ともいえるその提案には、反対する理由が思いつかない。

「ほな、ちょっと向こうでライン組んでくるわ」

「ちょっと組んでくるわ、で、ライン一本完成させる師匠が素敵すぎる」

「いつものことやん」

　などと言いながら、真火炉棟に移動する宏。どうやら、真火炉棟で生産するらしい。それに一応助手としてついていく春菜と澪。

　本来なら衛生的なことを考えると、埃ほこりが舞っていそうな真火炉棟ではなく別の場所で作るべきだろう。だが、残念ながらまだインスタントラーメン工場は建物の工事が完全には終わっておらず、かといって工房には真火炉棟以外に生産ラインの類を仮設置できるスペースがない。

　それゆえ、消去法で真火炉棟を使うことにしたのである。現在真火炉はあまり使っていないため、埃その他も対策が取れないほどではないのが救いであろう。

「さて、まずは真火炉の前に壁用意して、中をクリーンルーム化やな」

　いつものようにとんでもないことを言いながら、作業に入る宏。

　一時間ほどでラインの設置作業を終えると、試運転に入る。

「とりあえず、ちょっと味見やな。春菜さんと澪は、まだ食えるか？」

「味見程度なら大丈夫」

「ボクは余裕」

「ほな、作るわ」

　ラインの試運転を終え、挙動には問題がないことを確認したところで試食に入る宏達。もはや一時間でクリーンルームにしてラインを完成させたことには誰も突っ込みを入れない。

「……味はこんなもんやな」

「麺の長さは、もうちょっと短くしたほうがいいかも。私達は慣れてるからいいけど、初めて食べるんだったらちょっと苦労しそうだし」

「ほぐれるまでの時間ももう少し早く」

「了解や」

　春菜と澪の駄目出しを受けて微調整し、セットできる材料全てをラーメンに加工するよう設定する宏。ついでにちょっと改造し、鳥ガラスープだけをフリーズドライで作るラインも用意する。

「とりあえず、これで寝とる間に何食かはできるやろう」

「そうだね。お疲れ様」

　ほとんど人の触るところがないラインを前に、作業の完了を宣言する宏と春菜。

　仮設置した生産ラインのフル稼働により、恐らく必要とされるであろう分量を上回る数のインスタントラーメンを確保する宏達であった。
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『……それは、本当か？』

『うん。多分、ハニー達が調査に行くことになると思う』

　宏が生産ラインを組み立てたのと同時刻。定期報告でレイニーからもたらされた情報に、レイオットは渋い顔になるのを止められなかった。

『別ルートからも報告を受けてはいたが、たかが数日でそこまで深刻な事態になっていたか……』

『三日前は夜になってから三級冒険者を送り出したばかりだったから、まだまだそこまで深刻なことにはなってなかった』

『なるほどな。お前以外からの定期報告で一番近いものが五日前だから、そんなに話は大きくなっていなかったわけか』

『うん。多分今日が定期報告のタイミングじゃなかったら、緊急で連絡してたと思う』

　レイニーの補足説明に、一つ頷うなずくレイオット。

　ここまで状況が悪化しているのだから、恐らくレイニー以外からも緊急連絡が入ってくるだろう。

『しかし、解せんな』

『何が？』

『お前の報告だと協会の職員が国家権力による強制をちらつかせていたらしいが、我々との力関係を考えれば、ローレン王がヒロシ達にそんな危険な依頼を押し付けるのは不自然に思える』

『きっと職員の暴走。少なくとも背後関係はなかった』

『それを許すほど今の王が舐なめられている、ということか。いや、当人はそこまで考えておらず、国が乗り出すべき状況だからこれぐらいの命令はするだろうと安直に考えただけか？』

　レイオットがぶつぶつ言いながら思考に没頭し始めたのを、黙って待つレイニー。意見を求められているわけではないので、口を挟む理由がない。

　それに、レイニーが拾ってきて報告した情報だけでは、偏った判断しかできない。一定ラインの推測はするが、精密な分析は専門家の仕事だと割り切っている。

　まあ、レイニーの場合はその一定ラインの推測も意外と精度がよくなってきており、それも情報収集能力の高さとして活かされるようになっているのだが。

『断定するには少々情報が荒い、か。判断は保留だな。それにしても、つくづく厄介事を押し付けられる連中だ』

『私も協力したほうがいい？』

『いや。お前の得意なジャンルではないからやめておけ』

『残念だけど、すごく残念だけど了解』

『ふむ……連中が調査に向かっている間に、邪神教団を調査しろ』

『場合によっては排除？』

『ああ。情報源になりそうもなく、排除しても他に影響がないなら全部排除しておけ』

『任務了解』

　レイオットの指示に頷き、定期報告を終了するレイニー。

　邪神教団は放置しておくとわけの分からないところで変な増え方をする。ある程度泳がせて一網打尽にできるならともかく、横のつながりがあるか怪しいなら排除してしまったほうが後腐れがなくてすっきりするし、ローレンに対しても恩を売ることができる。

　そのあたりの思惑も理解した上で、レイニーは愛いとしのハニーに褒めてもらうために、いろいろと掴つかんでいる情報の仕分けを始めるのであった。
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「親方、本当にいいのですか？」

「今更文句言うてもはじまらんやん」

「ですが、これ以上ローレンの事情に付き合う理由はないと思うのです」

「国家権力、敵に回すんは面倒やからなあ……」

　決行前日。本来なら後ろにずらした宏の誕生日パーティ兼宏の特別講義打ち上げパーティをする予定だったその日の夕食は、再度の延期により普段どおりのメニューに変わっていた。明日大規模な調査に行くとなると、パーティ料理を作るような余力はなかったのである。

　質素ではないものの特に変わったメニューがあるでもないその日の夕食を見て、いろいろ思うところがあったノーラがそんなことを口にするのも無理からぬことであろう。

「ちゅうか、思ったんやけどな」

「何なのですか？」

「もうここまで後ろにずれるんやったら、もっとずらしてライムと一緒にやってええんちゃう？」

　恐らく戻ってくればすでに八月第一週が終わるであろうことを考え、宏が事実上自身の誕生日パーティを中止するような提案をする。来年は二十歳ともなれば、特に男子の場合は誕生日などせいぜいプレゼントを渡す口実とちょっといいものを食べる口実にしかならないこともあり、割とどうでもよくなってきたらしい。

「だめ！　ぜったいだめ！」

　宏のそんな風情のない提案に、真っ先に真っ向から反対意見をぶつけたのはライムであった。その顔を見れば、反対理由がご馳ち走そうを食べられないからなんていう自分本位の理由ではないことは誰にでも分かる。

「っちゅうてもなあ。僕はええけど、たった二週ちょっとしか間が空かんで二回もパーティするんは、皆きついやろ？　特に準備面で」

　いろいろと分かっていない感じの宏の言葉は、夕食の席にいた全員に無言で否定される。むしろ、宏とライムの誕生日パーティは、いろいろな理由で絶対にちゃんと開かなければいけないのだ。

「あのさ。あたしと春菜の誕生日をちゃんと祝ったのに、よりにもよって工房主の誕生日をちゃんと祝わないって、あり得ないでしょ？」

「そうだよ、宏君。それに、宏君とライムちゃんの誕生日は、西部三国の王様達がいろいろと張り切ってるんだからね」

　どうも納得していない様子の宏に、絶対中止にできないもろもろの理由を突きつける真琴と春菜。

　正直な話、これで宏の誕生日パーティが中止になったりライムとワンセットになったりしようものなら、ローレンは西部三大国家に対してとてつもなく立場が悪くなる。

「……なんで王様らが張りきってんねん……」

「ファーレーンからすれば救世主、ダールにしてみればいくつかの問題を解決した立役者、フォーレにとっては魔鉄の生産量を増大させた恩人だからじゃないかな？」

　これまでの実績を並べ立てて、西部三大国家での王家の覚えのよさを証明する春菜。その回答に、思わずげんなりした顔をする宏。

「でも、政治的な話にはしないとも言ってたし、宏君は普通にお祝いしてもらえばいいと思うよ」

「西部三大国家の王家のトップが集まって、政治的な話にはせんっちゅうても説得力ないで」

「師匠、それは言わない約束」

　絶対に話が大きくなりそうな状況にげんなりして突っ込んだ宏に、澪がさらに突っ込みを入れる。

　もはやアズマ工房の影響力は大きくなりすぎているのだから、何をやったところで政治的な話になってしまう。そもそもルーフェウスでやらかしたあれこれや、それに付随して開発したあれこれもすでに政治的な影響を及ぼしているのだ。今更誕生日が政治的に利用されたところで、大した違いなどない。

　もっとも、それ以前の問題として、西部三大国家の王家が直々に誕生日を祝うこと自体、すでに政治的な話である。普通に恩人を祝ってついでにどんちゃん騒ぎをするだけの中身であっても、外から見れば、そうは認識されない。それを理解した上で普通に誕生日を祝う気満々なのだから、西部三大国家の王達はかなりいい性格をしている。

「……まあ、今更抵抗しても無駄みたいやから、大人しゅう祝ってもらっとくわ」

「なんか、本気でいろいろ悪いわね」

「昨日も言うたけど、真琴さんのせいやあらへんから気にせんとき。王様らの話はもっと関係あらへんし」

　疲れたようにそうコメントし、白菜とロックボア肉のミルフィーユ仕立てを口に運ぶ宏。それにどう声をかければいいのか分からずに沈黙していたテレス達職員一同の代わりに、満腹になったひよひよが宏の膝の上に飛んでいく。

「きゅっ」

「まあ、心配せんでもええで。ちょっと面倒くさい、っちゅうだけやから」

「きゅっ」

「せやなあ。ほな、飯終わったら存分にもふらせてもらうわ」

「きゅっ」

　会話になっているようななっていないようなやり取りの後、宏の膝の上でうとうとするひよひよ。

「……俺達、どういう基準でこの工房に連れてこられたんだろう？」

「お兄ちゃん、お家復興のためとはいえ、私達とんでもないところに来ちゃったみたいだね……」

「イグレオス様……。この環境は、魔道具製作をもっと極めたい、などと過ぎた願いを持ってしまった私への罰なのでしょうか……」

　それまでの会話を聞いていた新米三人が、あまりの魔窟っぷりに天を仰ぐ。その様子を、どこか達観したような顔で見守る二週間先輩のジノ。

「たった二週間なのに、ジノが先輩面づらしてる」

「まあ、二週間も余分にいれば、後輩達の狼ろう狽ばいぶりが微笑ほほえましくなるのはしょうがないんじゃないかしら」

「生意気とは思うのですが、ジノも一応多少は戦力になり始めているので許すのです」

「先輩達、反論できないけどそれちょっとひどいですよ……」

　その様子をばっちり観察されてファムとテレスにいじられ、ノーラにきっちり止とどめを刺されてへこむジノ。

「そういや、従業員全員が揃そろって食卓囲むのって、いつまで続くんだろうな？」

　ファム達と新人の会話を聞くともなしに聞いていた達也が、ふと思ったことをぽつりと呟つぶやく。

「達たつ兄にい、どういう意味？」

「いや、な。このままの流れだと、当然新人ももっと増えるよな？」

「まず間違いなく増える」

「だとしたら、そのうちこの食堂で全員は無理になるし、常に全員揃って同時に飯ってのも、ヒロ達が全員分の飯を作るのも無理が出てくるよな？」

　達也の素朴な、だが非常に鋭い指摘が全員に突き刺さる。

「なかなかきついところをつくわね、達也」

「いや、別に責めてるとかそういうことじゃなくてな。全員揃って同じ食卓囲んで飯食うのは大事なことだが、規模がでかくなると無理が出てくるよなあ、って思ったら、どこでどう線引きするんだろうな、って気になっただけだ」

「まあ、線引きするとしたら、ジノ達には悪いけど、最初に入った四人とレラさんがあたし達と一緒、それ以外は特に事情がない限り別、って感じになるんじゃない？」

　真琴のなかなか容赦のない線引きに、むしろパージされたジノ達四人が何度も首を縦に振って同意する。力量的にも稼ぎ的にも関係的にも、テレス達に混ざって工房主一行と一緒に食事している今の状況がおかしいのだ。

「一年も差がない、ってのは無粋な突っ込みか」

「ほぼ立ち上げ初期からいた人材とあとから来た人材では、どうしても扱いに差は出るわよ。それに、ライムを新弟子達と同じ扱いにするのはいろんな意味で無理があるし、ライムを特別扱いするんだったら姉のファムも、その同期も特別扱いしなきゃ駄目でしょ？」

「まあ、なあ」

　真琴の正論に、理解も納得もしつつどこか寂しそうに同意する達也。

「その手の話は、もっと人数増えてから考えたらええんちゃうか？」

「そうそう。もしかしたらここで打ち止めかもしれないんだし、ね」

　とりあえず面倒になったらしい宏と春菜が、問題を先送りにする提案をする。

「ま、限界が来たら自然となるようになるか」

「うん。なるようになるよ」

　達也が出した結論に春菜が同意し、この話題は終わる。

　この後、微妙に下がったテンションを、ひよひよを存分にもふって、さらに準備のためにいろいろ作ることで大きく回復させる宏であった。
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「この度は依頼を引き受けていただきまして、ありがとうございます」

　決行当日。これから出発することを告げに冒険者協会に顔を出した宏達に、依頼を押し付けた職員が深々と頭を下げる。

「まあ、それはええんやけど……」

　頭を下げた職員に対しておざなりな態度を取りながら、待ち受けていた他の人物に目を向ける宏。

　そう、待ち受けていた他の人物、である。

　冒険者協会には、十人の冒険者と、十人の騎士が集まっていた。

「この人ら、何なん？」

「皆様だけに押し付けるのはまずいだろうとの上層部の判断で、冒険者協会から一組、騎士団から一組調査チームを出すことになりました」

「……なんやろう、このものすごいフラグくさい状況……」

　説明を聞いて、非常に微妙な顔でもう一度参加者を観察する宏。仲間の顔は確認していないが、恐らく似たような表情を浮かべているのであろうことは想像に難くない。

「何か文句でもあるのか？」

「文句っちゅうか、なあ……」

　宏達の顔を見た冒険者のチームが、少々気を悪くした様子で宏に絡む。その様子に自分達の態度が失礼に過ぎることに思い至り、どう説明するかを考える。

「兄貴、説明投げてええ？」

「俺かよ……」

「悪いとは思うんやけど、上手い説明のしかたが思いつかんのよ」

「俺だって大差ねえぞ……」

　宏に丸投げされて、しぶしぶながら説明のバトンを受ける。

「あ～、上手く説明できないんだが、俺達の故郷の物語だと、こういう状況で人員が増えると、増えた人員の実力とかに関係なく状況が混乱したり余計な被害が増えたりすることが多くてなあ。気を悪くするのは分かるが、あまりにもそういう話と状況が似てるもんでちっとばかし不安に、な」

「あのなあ……」

「本気で悪いとは思うんだ。だが、お前さん達にもそういうジンクスみたいな話はあるだろう？」

　達也の説明に、釈然としないながらも反論せずに黙る冒険者達。はっきりいって、アズマ工房の連中の態度は許せるものではない。が、では自分達にそういう話がないのかと言われると困る。

　ベテランの冒険者で、その手のジンクスを持ち合わせていない人間などまずいないのだから。

「まあ、他にも、増えるっちゅう話聞いてへんかったから、薬の数がぜんぜん足らんっちゅうんもあるんやけどな」

「薬の数？」

「話聞いとったら、もしかしたら精神系の状態異常が来るかも、っちゅう印象があったからな。とりあえず万能薬とアンチテラーポーション、アンチパニックポーション、アンチヒュプノシスポーション、それからサニティポーションをそれぞれ複数のパターンで作ったんやけど、五人で行く予定やったから材料調達せんでもいけるか思って、そんな数は作ってへんねん」

「万能薬はともかく、その程度なら俺達もちゃんと用意してあるが？」

「等級の問題やな。前にな、普通に売っとる程度の薬やとどうにもならん状態異常食らったことがあってな、強い薬作っときたかってん」

「なるほどな」

　準備の問題と聞き、先ほどの話と合わせてようやく納得する冒険者達。もっとも、実際には食らったわけではなく予防のためだったとか、そのときに使ったのが四級の万能薬だったとかは想像すらしていないが。

「それで、想定していなかった人間が増えて、余計なジンクスを思い出したから微妙な顔してたってことか？」

「まあ、そんなとこだな。準備が足りない状況で人数増えるっていうこの状況が、うちの故郷の物語でよくある展開とやたら一致するもんだから、ちっと微妙な気分になってたんだ」

「話は理解したが、せめて顔に出すのはやめろよ……」

「不意打ちだったから、我慢できなかったんだよ……」

　不意打ちと聞き、今度は冒険者協会の職員に視線が集中する。

「事前に話さなかったのか？」

「こちらでも急きゅう遽きょ決定しまして……」

「顔合わせが当日になるのは仕方ないにしても、せめて前日には話を通しておけ。でないと、今回みたいに余計なトラブルが起こるんだからな」

「申しわけありません……」

　事情を総合的に判断し、問題は宏達ではなく冒険者協会の方にあると考えた冒険者チームのリーダーと思おぼしき者が、職員に対して苦情をぶつける。今回のように、大人の事情で後から人員をねじ込む場合、前日の段階で全員に話を通しておかないと、大抵余計なことで揉もめる。

「それにしても、騎士団か……」

「あら、そっちも不安？」

「ああ。俺達は前もって騎士団が来るのは聞いていたが、それでも今回の仕事内容を考えるとな」

　騎士団の存在に妙な不安を感じているのは、何も宏達だけではなかったらしい。冒険者チームのリーダーが漏らした言葉に、真琴が納得七に意外三といった感じの言葉をかける。

「我々が邪魔だと？」

「戦闘になる可能性も低くはないから邪魔ってわけじゃないんだけど、今回みたいな種類の調査だと、部署によっては全然そういう訓練受けてないでしょ？　そこがちょっと不安なのよ」

「これが、大きな被害を出してるモンスターを探す、なら、無能なボンボンの吹き溜だまりになってる第七騎士団以外は信頼できるんだが……」

　真琴とリーダーの言葉に、反論しきれずに黙る騎士団の隊長。役割分担の問題ではあるが、騎士団には確かにそういう傾向がある。

　単純な戦闘能力では、余程の例外でない限り、騎士団が冒険者に後れを取ることはない。冒険者と騎士団では、装備も戦闘訓練も質・量ともに大違いなのだから当然である。悪環境下での生存のための訓練も積んでいるため、そういう面でも足を引っ張ることはない。

　だが、今回のような異変の調査となると、戦闘能力と生存能力だけでどうにかなるわけではない。いわゆる斥候としての訓練と豊富な知識や経験がなければ、肉壁の能力を持つ人足と変わらない。

「どうやら、期待に添えないようだ。すまない」

「いや、こっちも言葉が過ぎた」

「指摘された内容は至極もっともだ。貴殿らが不安になるのも仕方あるまい。そもそも、離島の調査にフルプレートを着込んで行く連中を見てベテランの冒険者が不安を覚えるのは当然だろうに、自分達でそこに気がつかない時点で、貴殿らの指摘には一片たりとも反論の余地はない」

「いや、だから部署とジャンルの問題で、騎士団が無能だと思ってるわけじゃないから」

　生真面目に反省し落ち込む騎士達に、必死になってフォローの言葉をかける真琴。騎士隊長が言うように、フルプレートを着込んで離島の調査に行こうとしたことに不安を覚えたのは事実だが、この場合はそれを正式な装備として活動している部隊にこの仕事を命じた人間が問題だろう。

　彼らはあくまでも、自身の受けた訓練をもとに命じられた任務を遂行しようとしているだけなのだ。拒否権のない現場の人間に、罪を問うても意味がない。

「というか真琴さん。この場合、普通の騎士隊が来てくれたのはそれはそれでありがたいと思う」

「どういうこと？」

「状況からいって、まず間違いなく、調査の拠点にする漁村にも何らかの被害が出てるよね？」

「ああ。確かに拠点防衛に長たけた普通の騎士の部隊にも、すごく重要な仕事があるわね」

　春菜のフォローも兼ねた指摘に、真琴も冒険者チームのリーダーもいわれてみればと納得する。

「ここに騎士団の特殊部隊から何人か人が出てれば、あたし達の準備不足以外は完璧だったんだけどねえ」

「現在、騎士団の特殊部隊は全員手が離せない状況だそうです。先方もどうにか一個小隊ぐらいは都合をつけたかったようですが……」

「忙しい理由に心当たりがあるから、文句は言えないわね。ある意味で、あたし達が迷惑をかけたみたいなものだし」

「迷惑、ですか？」

「こっちのこと」

　不思議そうな顔をする冒険者協会の職員をあしらい、仲間に視線を向ける真琴。もはやごちゃごちゃ言う必要はなさそうである。

「とりあえず、話がまとまったらさっさと出発」

「せやな。っちゅうても予想外に大人数になっとるから、使う予定やった船には全員はどう頑張っても乗れんのやけど」

　宏の指摘に、船の手配が必要ないことを伝え忘れていたと気がつく冒険者協会職員。はっきり言って今回は、言い訳がきかないぐらい失態続きである。

「も、申しわけありません。船の手配は必要ないことをお伝えするのを忘れていました……」

「まあ、手配っちゅうか、前に作った船持ってきとるから、それ使うかっちゅう話になっとっただけやけどな」

「お前ら、船なんか持ってるのか？」

「特殊なやつ一隻持ってんねん。持ち運びもできるし、うちらだけやったら何とかなるから」

　持ち運びができると聞き、大きめのカヌーのようなものを想像する冒険者達。普通、自作が可能で持ち運べる船なんて筏いかだかカヌーぐらいなので、彼らの想像も宏達相手でなければ間違いではない。

「持ち運びできるような船でドルテ島まで行こうとするのは、無謀なんて次元じゃないぞ？」

「どんな船想像したかは知らんけど、ちゃんと動力つきの頑丈でスピード出る船やで。用途と構造は特殊やけどな」

　宏のウソ臭い言葉を聞き流し、職員の方に顔を向ける冒険者達。アズマ工房の名前は知っているものの、そこまでとんでもない技術力を持っているとは思っていないようだ。

「で、俺達はどうやってドルテ島まで行くんだ？」

「水軍から船と人員を借りる手はずになっています」

「なるほど。それはありがたいな」

　職員の返事に、あっさり納得するリーダー。ドルテ島の周りに大型の水すい棲せいモンスターが出現した可能性も否定できない。それを考えると、漁師などに船を出してもらうのは避けたかったのだ。

　宏が持っている（と冒険者達が考えている）小船など、もってのほかである。

「だったら、港の方に行くか。待たせるのも悪い」

「水軍の方は待たせても問題はないが、準備は大丈夫か？」

「さっきのこいつらの口ぶりと身につけてる装備からするに、ここで仕入れられるようなもんは十分な数を常備してるだろうからな。俺達も普通の薬類と食料は十分に補充してある」

「そうか。なら行くか」

「ああ。お前ら、出発するぞ！」

　いつの間にか主導権を握っていた冒険者チームのリーダーが、騎士団の隊長と軽く確認を済ませて出発を宣言する。主導権を握られたことに気がついた宏達だが、冒険者としての経歴と経験は彼らの方が上なので、特に異を唱える気は起こらない。

　リーダーなんて面倒な真似は、仕切りたい人間が勝手にやればいいのである。

「……で、今頃気ぃついたんやけど」

「どうしたの、宏君？」

「なんか、自己紹介するん忘れてたんちゃう？」

「あっ……」

　宏がそんなことを言い出したのは、船に乗って最初のミーティングの時。

　顔合わせしてから結構経つのに船に乗るまで自己紹介すらしていなかったという事実に、真琴がこっそり渡していたホラー漫画の影響もあって、妙に先行きが不安になる一行であった。








ローレン編　第一〇話






「なんぞ、えらい不気味な雰囲気やなあ……」

　ドルテ島に上陸して開口一発、宏ひろしが言わずもがななことをぼやく。島は何とも言えない陰いん鬱うつな雰囲気に包まれていた。

「まあ、考えようによっちゃあ、ここまであからさまに異常が発生してるなら、周辺の細かい島も調べるかどうかで揉もめる必要はないわけだが」

「無理やりポジティブに考えようとしてるけど、全然救いになってないからね」

　少しでもプラスになる要素を無理やりあげた達たつ也やに、真ま琴ことが厳しい突っ込みを入れる。現実問題、この島自体が結構な広さなのだから、周辺を調べる必要の有無は時間的にそれほど影響がない。

「さて、まず何から手をつけるか、だが……」

「騎士隊としては、この島にある三つの漁村、その全ての住民の確認と保護を最優先にしたい」

　宏達がくだらないコメントを言い合っているのを無視して、冒険者チームのリーダーと騎士隊の隊長が今後の方針を話し合い始める。そこへ、話し合いが始まったことに気がついた宏が口を挟む。

「悪いんやけど、まずは安全圏の構築から始めたいねんわ」

「安全圏の構築？　どういう意味だ？」

「どんな異常が発生したか、異常の原因が何か、それがどこで発生したかはこれからの調査やから今んところは何も分からんけど、少なくともこの村はその異常の影響受けとるわけやん。それがまた発生せんとは限らん以上、そのための備えとして思いつく限りの安全対策打って、ここやったら落ち着いて作業できるっちゅう場所が必要やん？」

「……確かにな」

　宏の実に正しい主張に、誰からも反論はあがってこない。調査をするにしろ村人を保護するにしろ、安全圏が存在しなければスムーズには話が進まない。

「だが、安全圏を構築するのはいいが、どうやって作るつもりだ？」

「最初っからそのつもりで、使い捨ての結界具を用意してあんねんわ。大体一週間ぐらい効力あるから、こいつでこの村全体と乗ってきた船をガードしたいんよ」

「結界具か。具体的にどういうもので、どの程度のものまで防げる？」

「種類としては隔離結界やな。空間そのものを世界から切り離して、外部からの影響を無効化するタイプや。出入りは登録した人間のみ、外部の人間を連れ込む時は登録した人間が特定の動作すればＯＫで、それやらんかったら結界内部に入れんと素通りしてまう。防げる最大に関しちゃ実験してへんから断言はできんけど、三級の各種ポーションで治療できる範囲まではいけるはずや」

　またしても無自覚にとんでもない発言をする宏に、疑わしそうな視線が突き刺さる。

　身につけている装備がオリハルコン製であることから、宏達が持ち込んでいるアイテムの性能が一級品であることまでは冒険者達も騎士隊も否定しない。だが、いかに一級品でも、宏が言うようなアーティファクト級の性能を持ち合わせている使い捨てアイテムなど、信用できるわけがないのだ。

「……本当に、そいつは効果があるのか？」

「起動実験自体は成功しとるから、隔離結界としての効果は普通にあるで。隔離結界の限界までは、時間と場所の都合で調査してへんけどな」

　結界具を取り出して準備しながら、冒険者のリーダーから発せられた疑問の声に答える宏。その取り出された結界具を見た瞬間、この場にいたアズマ工房関係者以外の全員が声を失う。

「……何なん、皆して急に黙り込んで……？」

　急な場の沈黙に、思わず宏が不審の声を上げる。

「宏君」

「ん？」

「普通の人がそれ見たら、多分すごく驚くと思うよ」

「そうなん？」

「恐らく、たぶん、きっと」

　冒険者達が黙ってしまった理由を、微妙に頼りない感じで指摘する春はる菜な。もはや慣れてしまっているため、春菜もここまで驚くようなことなのかが分からなくなっているのだ。

「で、どうせ聞いても分からないとは思うが、参考までに。そいつの材料は何だ？」

　同じくすでに慣れてしまった達也が、どことなく諦めを感じさせる口調で確認を取る。

「ん？　ベースはベヒモスの牙で、それに庭のソルマイセンから分けてもろうた若葉とひよひよの抜け毛で細工したんやけど、なんぞ問題が？」

「あ～、とんでもない材料でとんでもない加工をしたってのは分かった」

　達也は冒険者達から余計な質問が来て時間の浪費を避けるつもりで聞いたのだが、予想どおりとんでもない材料が列挙され、逆にどう反応していいのか困る事態となる。

「まあ、話進まんからさっさと結界展開してまうわ。ええやろ？」

「だ、そうだがどうだ？」

　宏と達也の確認に、冒険者達も騎士隊も、魂が抜けたような顔で首を縦に振り続ける。

　ベヒモスの牙だとか何だとかいう単語が聞こえていた、否いな、認識できていたかは分からないが、少なくとも宏が持っているアイテムが使い捨ての結界具なんていうちゃちなものではなく、もっと恐ろしい何かの片へん鱗りんを感じさせていることは否いや応おうなく理解させられたのだから、しょうがない。

「それにしても、それだけの素材使って使い捨てってのも、勿もっ体たいない気がするんだが？」

「使い捨てにせんと、性能が半ランク下がるんよ。今回は何が起こっとるかが分からんから、その半ランクがちょっと怖あてな」

「あ～、なるほど」

　剛ごう毅きな素材を消耗品アイテムに使った事情に、深く納得する達也。確かに、今回のきな臭さで半ランク下がるのは怖い。実際にはオーバースペックだった、というのは勿体ないで済むが、性能が足りない場合は下手をすると致命傷になりうる。

「そういや、出入りの許可ってのはどういう風にやるんだ？」

「まず、最初から自由に出入りできるんは、この場と船におる冒険者カードか騎士団の資格章をもっとる人間だけに限定や。ほんでな、出入りする許可は、とりあえずこのペンで身体のどっかにひと筆書きの星マーク書いてもらうことにするわ。それでどない？」

「妥当なとこだと思うぞ」

「ほな、それで展開するわ」

　そう言って結界具の設置のために移動を始める宏。それを見送って冒険者達の方に向き直る達也。

「とりあえず、安全圏の確保はあいつに任せるとして、俺達はどうする？」

「……そうだな。まずは、この村の状況を確認するか。これだけごちゃごちゃやってるのに、いまだに村人が動かないのが気になる」

「了解。騎士団の旦那もそれでいいか？」

「むしろ、我々はそれをメインで動くつもりだったから、手伝っていただけるなら願ってもない」

　どうやら、考えていることは皆同じらしい。満場一致で村の状況確認を始めることが決まる。

「とまあ、そういうわけだから、俺と澪みお、真琴と春菜で見て回るぞ。あと、炊き出しが必要そうだったら真琴と春菜は切り上げて、そっちの準備に回ってくれ」

　宏不在のメンバーを二つに分け、達也がそう指示を出す。春菜と澪を分けたのは診察能力の問題で、達也と春菜が組まなかったのは、澪には強力な回復魔法の心得がないからである。

「了解。騎士隊が港を中心とした村の南側で冒険者チームが西側全体だから、あたし達は村の北東を中心に見て回ればいいかしら？」

「そうだね。私と真琴さんで北東から見て回るから、達也さんと澪ちゃんは東側を北に回るようにお願い」

「分かった」

「ん、了解」

　細かい割り当てを決め、さっさと動き始めるアズマ工房一同。

　大勢の来訪者が動きだしてなお、村人達が動く気配はなかったのであった。




　　　　☆




「……どうだった？」

「……六軒回ったが、荒らされてる家とか壊れてるものとかはなかったな。せいぜい、持ってたものを落として割った、とかその程度だ。ただ、中に入ったらあっちこっちで人が倒れてたがな」

「倒れてた、か。その人達の容態は？」

「衰弱してた人が三人、恐らく仮死状態になってるのが三十人ちょっと。とりあえず死人はいなかったな」

「衰弱してる人は錯乱してたけど、体が弱ったせいかそうでないかが分からない」

　春菜の確認に、見てきたことを正直に答える達也と澪。村は、実に異様な状況になっていた。

「そっちはどうだったんだ？」

「こっちは八軒回ったんだけど、建物とか家具とかの損傷は達也さん達と同じ。中に入って調べたら、人がたくさん倒れてたのも同じ」

「倒れてた人の状態も、俺達と同じか？」

「うん。具体的に言うと、まず亡くなっていた人が七人。老夫婦が二組と乳児が三人、亡くなってた。乳児は見た感じ全員衰弱死で、老夫婦はどっちも多分ショック死だと思う。あとは仮死状態になってた人が五十二人。大家族の家が二軒あったから、そこで人数が増えた感じ」

　死人が出ていたことを確認し、表情が曇る達也と澪。春菜と真琴の顔も決して晴れない。

「亡くなったお爺じいさん達は皆、余程怖いものでも見たか、顔が恐怖で固まってたわね」

「仮死状態の人もだよ。多分、何かものすごく怖いことがあって、そのショックで仮死状態になったんじゃないかな？」

「そっちもか。来るまでに言ってた、ホラーみたいな状況ってのが微妙に当たってる感じだな」

「うん。ただ、外傷はないから、何かに襲われたわけではなさそうなんだけど……」

　状況を整理すればするほど、謎が深まっていく。無事だった人間が一人もいないため、何が起こったのかがはっきりしないのが痛い。

「外傷がなくて、かつものすごい恐怖を植え付ける、か。……そういうことしそうなモンスターは思いつかないわね。あんた達は、心当たりない？」

「あるとしたら、ゴースト系の実体のないアンデッドくらいなんだが、それにしては生存者がいる時点で被害が中途半端なんだよなあ……」

「そうなのよねえ……」

　真琴に問われて、達也が真っ先に誰でも思いつきそうな内容を潰つぶしにかかる。達也の言葉に真琴も同意して、頭を抱える。

「達たつ兄にい、真琴姉。誰か一人、仮死状態の人間を起こしてみる？　衰弱してる人は話が聞けそうな状態じゃないから、証言を得るにはそれしかないけど」

「起こしてすぐにそういう話ができるほど、体が大丈夫そうには見えなかったが？」

「弱ってるけど、衰弱してる人よりはマシ。ただ、すぐに目が覚めるかどうかとか、目が覚めてすぐに何か食べれるかとかは個人差が大きいから何とも言えない」

　澪の提案に、年長者組が少しばかり考え込む。

　最終的に、情報を得るには誰かを起こすしかないのは事実だ。が、アズマ工房組だけで勝手に、それもフルメンバーではない状態でやるのは少々問題が多い気がする。村人とアズマ工房組だけしかいないのならともかく、この村には騎士隊と冒険者チームも来ているのだ。

「……あたし達だけの判断でそういう行動するのは、ちょっとまずいんじゃない？」

「そうだな。重症だった時が怖いし、ここでの独断専行は避けるべきだろう」

　いろいろと考えた末、結局慎重に行く判断を下す達也と真琴。

「了解。だったら一いっ旦たん戻ろ」

「おう」

　もうこれ以上調査することはないと判断し、衰弱している人物だけ保護して集合場所に戻ることにする達也達。何をするにしても、一旦相談しないと動きづらい。

「さて、他の連中はどうだったのやら……」

「多分、あまり変わらなかったんじゃない？」

　調べれば調べるほど碌ろくなことになってなさそうな村の状況にテンションを下げつつ、弱った体でぶつぶつうわごとを漏らす村人を背負って集合場所を目指す一行であった。




　　　　☆




「何があったんだ？」

　集合場所では、あまり顔色がよろしくない冒険者チームと騎士隊が待っていた。そのあまりの顔色の悪さに、達也が率先して冒険者チームのリーダーに確認を取る。

「……お前ら、運がよかったな……」

「本気で何があったんだよ……」

　テンションは低いが特に動揺はしていない達也達に対する、冒険者チームのリーダーの一言。そのただならぬ様子に顔をしかめ、達也が不安げに言葉を漏らす。

「なあ、アズマ工房の。その様子だと、そっちはあまりえぐい現場はなかったんだろう？」

「えぐい現場？」

「惨殺された死体とかに遭遇したか？」

「……いや。死人はいたが、恐怖でショック死した感じだったから、死体は綺き麗れいだった。ってことは、そんな死体があったのか」

「あったも何も、どうやら住人同士で殺し合いをしたらしい家が三つほどあってな。その家はどの死体も執しつ拗ようなまでに切り刻まれてたり、何カ所も刺し傷があったりって感じで、まともな状態じゃなかった」

　冒険者チームのリーダーの説明を聞き、顔をしかめる達也。えぐい死体など見慣れているはずの騎士や冒険者が顔色を失うぐらいだから、余程えげつない状況だったのだろう。

　そこまでひどい現場がなかったのは、本当に運がよかったようだ。

「なんかこう、ますますホラー系の状況になってきてるわねえ……」

「余計なことを言うなよ。洒落しゃれになってないんだから……」

　話を聞いて思わず呟つぶやいた真琴に、青い顔のまま即座に突っ込みを入れる冒険者チームのリーダー。ベテランでランクも四級と決して低くない彼がこの反応である。この村を襲った異変は、なかなかに手ごわそうだ。

「……なんだかいろいろ厄介な発見があったみたいだけど、詳しい話は報告会でしてもらうとして。宏君は？」

　詳しい話を聞こうとして宏の不在に気がついた春菜が、状況把握も兼ねて確認を取る。

「あなた方の工房の主なら今、船の結界を張りに行っている」

「多分、結界は終わってる。そろそろ師匠もこっちに到着すると思う」

　春菜の問いかけに騎士の一人が答え、それを澪が補足する。

　澪の言葉どおり、宏が港の方からのんびり歩いてきた。

「ちょい遅なったか、すまんすまん」

　口でそう言いながらも、さほど悪いとは思っていない様子の宏。

　そんな宏の態度に普通なら文句を言うであろう冒険者チームは、それまでの探索による精神的なダメージが意外と大きいからか、誰も何も言わない。

「ん？　なんや、えらい大人しいやん」

「俺は直接見てないんだが、どうも、なかなか凄せい惨さんな状態になってたようでなあ……」

「……ベテランやから、そういうんは慣れてる思うとったんやけど、やっぱモンスターと人間とでは話別なんや？」

「現場を見ないと、俺にはコメントできねな」

「確かに、そうやな」

　達也に窘たしなめるように言われ、感想を引っ込める宏。

　実際のところ、達也も似たような感想は持っている。ただ、ベテラン冒険者が人間の惨殺死体に慣れていようとそうでなかろうと、そういう切り替えが得意な高ランクの冒険者でも平常心を失いかけるほどえげつない現場があった事実は変わらない。そこに対する警戒心を失うのは危険だと判断し、下手なことは言わないようにしているのである。

「で、もう全員調査は切り上げたんやんな？」

「ああ、そのはずだが」

「二人ほど人数足らんのとちゃう？」

　これまでの話から、念のために人数を数えていた宏が疑問をぶつける。宏の疑問にはっとした表情になり、騎士隊と冒険者チームでそれぞれ誰が足りないのかを確認する。

「……エルトとロイが戻ってきていないな」

　点呼を終えた騎士隊の隊長が、自分達の仲間が戻ってきていないことを告げる。

「連絡はつくのか？」

「……駄目だ。応答がない」

　冒険者チームのリーダーに問われ、首を横に振りながら隊長が答える。その回答に顔をしかめつつも、すぐに方針を決めるリーダー。

「探したほうがいいな。その二人はどのあたりを調査していた？」

「南東の村の外れ、湖岸付近の建物を見に行っていた」

「二人ともか？」

「ああ。今回は原則、二人組で行動していたからな」

　村の外れ、という言葉を聞き、確認するように宏を見るリーダー。意図するところを察し、宏が口を開く。

「現場見んと分からへんけど、丁度境界線あたりかもしれん。端の方やからっちゅうて防御力低かったりとかはせんけど、結界が機能する境界線越えたらまったく効果はあらへんし」

「そうか」

　結界についての仕様を聞き、険しい顔で隊長が頷うなずく。結局、見に行ってみないと分からない。

　念のために全員で行動することにし、ぞろぞろと連れだって現場に移動する。そこには……、

「一人、水ん中に落ちとる！」

「師匠、あっちにもう一人！」

　岸壁にもたれかかるような形で水没している騎士と、崖の上から転落して首の骨を折ったらしい騎士がいた。どちらも表情の確認はできない。

「澪、悪いけど水ん中におる人引き上げるために、このロープくくってきてくれへん？　僕は向こうの人回収してくるわ」

「師匠、大丈夫？」

「何とも言えんけど、そっちと違ってあっちは完全に結界の外やからな。なんかあった時に一番安全なんは僕やから、僕が行ったほうがええやろう」

「……了解」

　宏の指示に従い、念のためにアクアブレスを使ってから、ロープを持って水に飛び込む澪。最も防御力の高い革鎧よろいを着ているのが彼女だからか、冒険者達も何も言わない。

　長身の騎士がほぼ完全に水没し、だが直立状態に近い姿勢ゆえに辛うじて頭の上が水面から出る程度の微妙な水深。達也ぐらいの身長ならまだしも、澪ではどうやっても水底に足がつかない深さの場所に落ちてしまった騎士を引き上げるべく、脇の下からロープを通してくくる。

　ついでに念のために潜って騎士の足元を見て、特に何か引っかかっているわけではないことを確認し、水から上がるために浮上する。もし足元に何かいれば、水中という微妙に不利なフィールドで戦闘する羽目になっただろうが、今回は運よく水すい棲せい型のモンスターは存在しなかった。

「固定した。引き上げて」

「了解。生きてる可能性は？」

「口が全開で空気がもう漏れてこないから、多分絶望的」

　澪の報告を受けて、少しばかり悲しそうな表情を浮かべながら同僚の体を引っ張り上げる騎士達。総がかりで一分ほど格闘し、全身金属鎧の騎士をどうにか水から引っ張り上げたところで、首の骨を折って死亡している騎士を担いだ宏が戻ってくる。

「何かにビビって逃げて、足踏み外した、っちゅう感じやったわ」

「こちらもそんなところだろう。少なくとも、何かに引きずり込まれたような痕跡はなかった」

　ついでに現場検分を済ませてきた宏の言葉に、溺死した部下について補足するように告げる隊長。

「となると問題は、何にビビって逃げたか、やな」

　正規の騎士が足元の確認もせずに逃げようとする緊急事態とはいったい。その深刻な状況が思い当たらず、全員揃そろって沈黙する。

　ローレンが誇る勇猛果敢な騎士団員が、我を忘れて逃げ惑うほどの恐怖。正直、その原因と遭遇するのは勘弁願いたいのがこの場にいる人間の共通意見だが、調査が仕事なのでそうはいかない。仕事というのは、往々にして厳しいものである。

「……ねえ、宏君」

「なんや？」

「外にいた時に、何かそれっぽいことってあった？」

「外出てからここに戻ってくるまでの間には、特になかったな。山から強い風が吹いてはきとるけど、どうチェックしてもごく普通の風やったし」

「じゃあ、もう一つ確認。これだけ結界に近いところで起こってるんだから、結界自体になにがしかの反応はなかったの？」

「残念やけど、その手の調査関係の術式は入ってへんねん。せやから結界になんかあったとしても、ぶち抜かれた時か解除された時ぐらいしか分からんのよ」

「そっか」

　宏の説明に、あっさりアイデアを引っ込める春菜。だが、全員がそれだけで納得するわけではない。当然、常日頃から宏のやりすぎに巻き込まれている人間には、言いたいことの一つも出てくる。

「普段は余計なギミックとか山盛り組み込むくせに、こういう肝心な時には大事な機能が付いてないとか、どうなのよ？」

　今回目の前で起こった、もしかしたら防げたかもしれない惨事に、やるせない思いを抑えきれなかった真琴が、つい八つ当たり気味に宏にきついことを言ってしまう。

「そうは言うけどな、真琴さん。好き放題やっとるように見えるかもしれんけど、これでもちゃんとしたルールに従って作っとるんよ。出発までもう二日ぐらいあったらともかく、この性能の結界にその手の術式組み込むんにゃ、ちょっと時間なさすぎやって」

　さすがに真琴の言葉にはちょっと思うことがあったのか、珍しくきつい口調で言い返す宏。

　能力が極端に高く、また応用範囲が極端に広いせいで忘れがちだが、宏にだってできることとできないことがある。この結界関連は二級の万能薬や状態異常治療系ポーションと同じ、現状ではあまりあれこれ強力にはできない類たぐいのものなのだ。

「ねえ、宏君、真琴さん」

「なんや？」

「何よ春菜？」

「口げんかするのはいいんだけど、冒険者の人達が減ってない？」

　春菜に指摘され、冒険者チームの人数を数える。来た時には十人いたのに、八人しかいない。

「リーダー！　いつの間にかジェイクとオルバがいねえぞ！」

「なんだって!?」

　春菜の指摘にメンバーを確認し、本当にいなくなっていたことに顔色を変える冒険者達。そこに、澪がはっきりと顔色を変えて報告を叫ぶ。

「師匠、春はる姉ねえ、真琴姉！　おかしなことになってる！」

「澪ちゃん？」

「足りない二人の気配が遠ざかってってる！　それに、ちょっとだけ金属音が！」

「ちょっと待って、それって!!」

「春菜さん！　間違って外出えへんように、全員村まで移動や！」

　何かの可能性に気がついた春菜が続きを口にするより早く、そう言い捨てた宏と澪が金属音に向かって走り出す。だが……、

「手遅れやったか！」

「また、結界の外……」

　気配にたどり着くより先に音が途絶え、むせかえるような血の臭いが漂ってくる。いろんな意味で手遅れだと察しつつも、全速力で現場に急ぐ宏と澪。

　宏と澪だからこそ辛うじて音が拾えた、そう言える距離を走ってたどり着いた現場には、全身に大量の切り傷を負い、折り重なるように倒れる二人の冒険者の死体があった。

「……澪、どう見る……？」

「……間違いなく、同士討ち……」

　気の弱い者が見れば正気を手放しそうな光景に顔をしかめつつ、吐き気その他を必死にこらえてまだ温かい死体を検分する宏と澪。倒れているところを見るだけでは分からなかったが、二人の死体には、互いの武器が深々と突き刺さっていたのだ。

　致命傷となりうる傷は五カ所以上あり、どの傷もその時点でとても戦闘などできなくなるようなものばかり。だというのにこの二人は、致命傷を受けてもなお互いに対する攻撃をやめなかったようで、恐怖に顔を引きつらせつつもやるべきことをやり切った表情で逝っている。

「これで、精神系の状態異常を食らっとるんはほぼ確定やな。せやないと、こんな同士討ちの仕方はせえへん」

「となると、ボク達だけで調査したほうがいいかも？」

「結界の外は、間違いなく僕らだけの方がええ。あの人数対処できるほど、こっちの手持ちアイテム多ないし」

　とりあえず結界の範囲を広げ、遺体を回収しながらそう結論を出す宏と澪。精神耐性強化の装備も長時間持続型の二級万能薬も、宏達のメンバー分しか用意できていない。かといって、原因がどこにあるかが分からない以上は、結界を広げながらの調査も危険だ。

　宏の張った隔離結界は、結界内部で起こったことには何一つ干渉しない。短時間で強度最優先で作ったため、結界内部での状態異常解除のような機能は組み込めなかったのだ。

　それでも、とりあえず朗報はある。今回の異変の原因となった何かは、三級以下の攻撃をはじく結界を突破できない。それはすなわち、少なくとも状態異常に関しては、用意してある二級の万能薬で十分対処できるということである。

「で、澪。この二人の動きとか、把握できてるか？」

「水から上がったあとは、ある程度。水中で作業してた間は、そこまで余裕なかった」

「その時点で、一緒に行動しとったか？」

「ちょっと離れてた。この地形だと、樹とか藪やぶが邪魔で、お互いをすぐに目視するのは難しいぐらいの距離」

「つまり、原因がゴーストとかの類やとして、最低でも精神系の範囲攻撃は持っとるわけか」

　宏のその言葉に、腑ふに落ちない表情を浮かべる澪。どうやら、宏の仮定に対して何か異論があるらしい。

「なんか気になることがあるんか？」

「ずっと気配探知してたけど、一緒に来たメンバー以外、まともに動く気配は何一つ拾ってない」

「ちょい待ち、澪。それって、澪の探知範囲外からなんか飛んできとる、っちゅうことか？」

「……多分」

　澪が口にした情報に、いろいろときな臭いものを感じて顔を引きつらせる宏。何者かが、島全体に強力な状態異常攻撃を仕掛け続けている。澪の探知範囲を考えるなら、そうとしか判断できない。

「……一応確認やけど、動きがおかしなったんは？」

「確信は持てないけど、多分師匠が真琴姉と口げんか始めたあたり。結界の範囲を正確に認識してないから断言できないけど、そのちょっと前くらいから結界からはみ出てた気がしなくもない」

「……っちゅうことは、僕が戻ってすぐぐらいに異常発生か」

「おそらく、そう」

　まるで狙ったかのような異常の発生に、渋い顔をしてしまう宏と澪。偶然にしてはできすぎだが、かといって黒幕が狙って行ってるにしてはやり方が甘い。そもそも、誰かが狙って引き起こしているのであれば、上陸してすぐに攻撃がなかったのが不自然に過ぎる。

「……戻って相談やな」

「うん。ボク達だけで判断できない」

「多分、すごい揉もめるやろうけどなあ……」

　いろんな意味で非常に大きな情報を手に入れ、浮かぬ顔で他のメンバーと合流する宏と澪。二人の報告を聞いた他のメンバーの反応で、話し合いは大きく揉めることになるのであった。




　　　　☆




「ジェイクとオルバの仇かたきを探すってのに、俺達はここで大人しくしてろ、だと!?」

「こちらも、エルトとロイという犠牲を出している。ここで大人しく引っ込んでいろと言われて、収まりがつくものではない」

「そら気持ちも分かる。うちらかて誰か死んどったら大人しゅうなんかできん。ただなあ……」

　宏からの要請に反発し、食いさがってくる冒険者チームと騎士隊。予想はしていたが、それでも渋い顔を隠せないアズマ工房一同。

「どういうタイミングで状態異常が発生しとるかは分からんけど、少なくとも自分らの仲間が抵抗できん威力のやつが、そこそこの頻度で発生しとるんは確定や。何の対策も打たんと出ていっても、同じ状態になるだけなんは目に見えとる」

「だったら、お前達の持ってる対策ってやつをこっちによこせ！」

「せやから、五人分しか用意してへん、っちゅうねん。材料も足りてへんから、これ以上はすぐに用意できんし。仮に渡したとして、誰が使って調査するん？」

　完全に頭に血が上っている冒険者チームの面々を前に、それでも一歩も引かぬ宏。命にかかわることなので、見過ごすわけにはいかない。

「それにな、騎士の皆さんは仇あだ討うちより先に、生存者の保護をせんとあかんやろ？　騎士やねんから」

「だが……」

「それとも、運よく生き延びた、今現在衰弱していっとる人らを見捨てるん？　そうでのうても、今のままやと他の村は後回しっちゅう形で見殺しになるんやで？」

「……」

　宏の指摘に、血が滲にじみそうなほど唇を噛かみしめ、拳を握り締める隊長。他の騎士達も同様である。

「……分かった。我々は生存者の保護と治療を優先する。調査は君達に一任しよう」

「すまんなあ。もうちょっとちゃんと準備しとけばよかったんやけど……」

「……いや。今回の件は、こちらからの連絡の不備と、その結果としての準備時間不足によるものだ。君達だけならば、そもそも今回の犠牲者は発生していない」

「まあ、その代わり、村の中の調査は手間取ったやろうけど」

　宏の説得を受け、血を吐くような思いで調査への参加を断念する隊長。宏達の準備不足を責めたいところだが、それを言い出せば事前に話を通さなかった国や冒険者協会の不手際が責められる。そもそも、よそのチームメンバーや騎士隊の分まで薬を用意しろ、ということ自体が筋違いなのだから。

　第一、三級以下の攻撃を無効化するような結界を張る人間が作る、トップクラスの冒険者が防げない状態異常を防ぐ薬など、どれほどの金額を積めばいいのか分からない。国家権力を後ろ盾にしてただでよこせ、であれば、腐った貴族がやっていることとまったく同じだ。

「とりあえず、念のために食料は用意してきとるから、固形物がいけそうやったらこっち、そうでないんやったらこっちを出したって。どっちも容器に入れてお湯注いだらできるから」

　何やら反省し落ち込んでいる隊長に対し、用意してきたインスタントラーメンとフリーズドライの鳥ガラスープを取り出して渡す宏。

「……これは一体？」

「ファーレーンで現在一大プロジェクト進行中の、インスタントラーメン、っちゅうやつや。こうやって食べんねん」

　危険物認定されてはたまらないと、宏がお湯とどんぶりを用意して調理してみせる。完成品を一口食べてみせ、隊長に手渡す。

「……美う味まいな……」

「そらよかった。よう考えたらそろそろ飯の時間やし、ちょっと腹にもの入れて落ち着こうや」

　一口インスタントラーメンを食べて落ち着いたらしい隊長の様子にほっとし、とりあえずこの場にいる全員にラーメンを振る舞う。

　コンソメベースで醤しょう油ゆの匂いがほとんどしないからか、ルーフェウスの人間にも普通に受け入れられている。

「……確かに、美味い……」

　渡されたラーメンをフォークで絡め取り、慎重に一口分を味わったリーダーが、どこかしみじみとした様子で呟く。それを見た他の冒険者達も、熱いラーメンを慎重に冷ましながら食べ始める。

　なんとなく他のものを食べるのもはばかられ、宏達もインスタントラーメンで済ませる。こういう時に同じものを食べるのは、絆を深めるための基本である。

「結局、スープの実演してないよね」

「まあ、これだけやと足らんやろうから、食べ終わってからでええやろ」

　ラーメンができるのを待ちながら呟いた春菜の言葉に、宏がそんな案を提示する。インスタントラーメンは、意外とカロリーが低い。冒険者や騎士なんていうカロリー消費の激しい仕事をしている人間が、インスタントラーメンにスープとパンを追加したぐらいで、どうにかなるわけがない。

　その予想にたがわず、宏がさらに実演したインスタントの鳥ガラスープに目を丸くしながら、普通にパンを追加で平らげる騎士隊と冒険者チーム。食べるだけ食べて落ち着いたのか、先ほどのとげとげしい空気は少しばかりマシになる。

「ちっとは頭が冷えたか？」

「ああ。すまない」

　食事が終わり、腹も満足したところで話を切り出した達也に、リーダーが落ち着いた声色で返事をする。

「じゃあ、とりあえずはさっきの方針でいいか？」

「そのことなんだが……」

　この雰囲気なら大丈夫か、と思った達也の期待もむなしく、リーダーはどこか思いつめた顔で自身の考えを口にしようとする。

「悪いが、やはりここで黙って見ているだけ、というのは無理だ。こっちはこっちで、俺達の自己責任で行動する」

「おい……」

「分かってる。これが俺達の勝手なわがままだってことも、あれにやられて無駄死にするだけだってのも」

　厳しい声色で何かを言おうとしていた達也を制し、リーダーが静かに語り始める。

「飯を食って頭は冷えた。さっきのよこせって発言も俺達の準備不足を棚上げしてお前達を責めたのも悪いことをしたと思ってる。だからそこは撤回するが、頭は冷えても気持ちまで冷めたわけじゃない。だから、お前達に迷惑をかけないよう別ルートで行動するから、ここは見逃してくれ」

「そうかい……」

　食事というインターバルを置いたことで、かえって気持ちが固まってしまったらしい。そんな冒険者チームの様子に、達也の目が据わる。

「だったら、実力行使でいかせてもらうか」

　春菜に目配せをしながら、達也が分からず屋どもにそう宣言する。達也の目配せを受け、春菜がこっそり準備していた魔法を発動する。

「パラライズ・アイ！」

　視界内にいる任意の対象を麻ま痺ひさせる、中級障害魔法。効果の高い麻痺という状態異常を付加する魔法のため、スネアやイッチーのような使いどころが難しかったり効果が分かりにくかったりする魔法と違い、かなり一般的に使われている。

　普通なら多用されていそうな魔法だが、麻痺が効きやすい相手の大半はオキサイドサークルで普通に倒せるため、これまで使う機会がまったくなかったのだ。

「な、何をする……」

「お前らを無駄死にさせたら、それこそ必死になって戦ったあの二人に申しわけが立たん。原因見つけたらちゃんと呼ぶから、それまで大人しくしてろ。春菜、頼む」

「了解。みんな、ごめんね」

　達也に促され、さらに長時間拘束用の魔法、ルーンロープを発動して全員を拘束する。

　拘束時間と強度が術者の熟練度と魔法攻撃力に依存するこの魔法。ゲーム時代からオキサイドサークルと聖天八極砲以外の出番が少なかった達也より、搦からめ手からいろいろやっていた春菜の方が圧倒的に熟練度が高い。しかもずっと生産スキルを鍛えてきた影響で魔法攻撃力もそこまで極端な差が出ていないため、達也と春菜では、春菜の方がはるかに拘束力が高いのだ。

「さっくり原因を特定してくるから、くれぐれも変な気を起こすなよ」

　これ以上の犠牲はごめんだと、力技での解決を図った達也に、宏達も騎士隊も何も言わない。達也と春菜を睨にらみつける冒険者達をスルーして、さっさと調査の準備を始めるアズマ工房一行。

「隊長さん、あとは頼む」

「分かった。気をつけて」

「ああ」

　そのまま準備を終えて隊長にあとを託し、村を出ていく。

　ホラー風味の展開をしていた一連の事件は、そろそろ最後の一幕に向けて動き始めるのであった。
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「大見み得え切ったはいいが、どこから調べたものかね？」

　万能薬を飲み干し、達也がぼやく。

「とりあえず、澪の探知範囲外、っちゅうんと、島の外周囲っとる配置の漁村全部に影響でとるっぽい、っちゅうんから考えて、恐らく島の中心らしいあの山が怪しいんちゃうかとは思う。思うんやけど、素直にそっちに原因があるかは分からんしなあ」

　一際目立つ山を指さしながらそんなことを言う宏。

「そうなんだよね……。ん～、いっそ原因らしい何かが起こるまで誰かが外で待機して、一回受けてみて判断する？　それで、物理的なものなのか瘴しょう気き的なものなのかは判断できると思うけど」

「せやな。それが早いかもな」

　春菜の無茶な提案に頷き、安全のため一人で結界の外に出る宏。元々結界の状態異常無効化能力より、宏の抵抗力の方が大幅に上だ。宏がかかるようなら、結界はとっくにぶち抜かれている。

「……なるほど、この風か。……やっぱり、山の方から来とるなあ」

　状態異常を起こすそよ風を受け、大体の方向を確信する宏。山頂から吹き下ろす風に混じって時折起こる小さな風。それがどうやら原因になっているようだ。

　それも、起こる間隔はかなりランダムなようで、宏が最初の一発を受けるまでは十分以上待ったが、二回目を浴びるまでは十秒程度しか空かなかった。

「師匠、どうだった？」

「時々、状態異常起こす風が微かすかに吹いとんな。風向きからいうて、やっぱりあの山が怪しいで。万能薬の時間が勿体ないし、さっさと調査開始やな」

「山を調べるのはいいとして、どこから調べる？」

「いったん山頂まで登って、そこから下りながら探したほうがええやろう。山頂から見たほうが、怪しいもんとか見つけやすい気ぃするしな」

「了解」

　判明した方向を告げ、さっさと山を目指して歩き始める宏。標高が三百メートル程度の、大きいとまではいえない山だ。けもの道に迷い込む可能性はあっても、山頂まで登り切るのはそれほど大した作業ではない。急ぎ足で登れば、一時間ちょっとで山頂にたどり着けるだろう。

　そんな考えのもと、山の方へつながっている道を歩くこと二十分強。途中三度ほど風を浴びつつ山のふもとに到着したあたりで、澪が足を止めて全神経を集中する。

「どうしたのよ、澪？」

「微かにだけど、人の気配がある」

　そう言って、向きと距離を確定させるために神経を研ぎ澄ませる。数秒全神経を集中した澪が、迷うことなく藪やぶの中に突撃した。

「そっちか？」

「うん」

　達也の確認に小さく頷くと、黙々と進んでいく。澪が拾った気配まで、直線距離で一キロちょっと。山頂までの最短コースからは外れるが、もしかしたら連絡が取れなくなった冒険者の生き残りかもしれないとなると、確認しないわけにもいかない。

「……発見」

　藪をかき分けかき分け進むこと十分。大木の根元で意識を失っている女性を発見した。

「……この人も、仮死状態やな。村の人らと違うてそういう術がかかっとるから、自分で仮死状態になったんちゃうか？」

「そうだね。周りに防御力付きの隠身結界張ってるし、倒れてる位置や倒れ方も、できるだけ目立たないように意識してる感じだし」

　倒れていた女性を確認し、そう結論を出す宏と春菜。なお、仮死状態だと断定している宏だが、触れるどころか五歩以内の距離にすら近寄っていない。それぐらいの距離でも、魔力や呼吸の状態、何か魔法の影響を受けているかどうかぐらいは観察できるし、仮死状態かの推測もある程度できる。

　もっとも、今回の場合は仮死状態になる魔法がかかっているのだから、知識があれば判断を間違えることはあり得ないのだが。

「で、どないする？　状況確認のために起こすか？」

「いや。マークを入れて、転移魔法でこの人だけ村に転送しよう。伝言を書いた紙を持たせておけば、あとは騎士隊の隊長がいいようにしてくれるはずだ」

「了解や」

　達也の決定に従い、とりあえずさっくり女性の周りの結界を解除する宏。どうやら他のメンバーも異論はないらしく、誰も口を挟まない。

「じゃあ、真琴はとりあえずカード探して身元確認。春菜は伝言を書いてくれ。ヒロと澪はもう一度方向確認頼む」

　宏が結界を解除したのを見て、達也が魔法を準備しながら全員に指示を出す。

　実のところ、他人だけを移動させる転移魔法は非常に難易度が高い。準備にも結構時間がかかるため、真琴と春菜の作業が終わっても、達也の魔法はまだ発動しない。

「よし。展開するから離れてくれ」

「は～い」

「了解」

　達也の合図を受けて、女性から離れる春菜と真琴。二人が離れたのを確認して、達也が術を発動させる。人一人を包み込める程度の大きさの魔法陣が展開され、一瞬で女性をどこかへ運び去る。

「で、あの人は誰だったんだ？」

「三級冒険者で、エル・ヴァースってチームのリノア・メルテストだって」

「ああ。三級ってことは行方不明になってた人か……」

　真琴から素性を聞いて、一人こんなところで自前の術で仮死状態になっていたことを納得する。

　恐らく、仲間が例の状態異常攻撃の餌食にでもなり、たまたま辛うじて抵抗に成功したために逃げて隠れていたのだろう。自ら仮死状態になったのは、精神系状態異常は仮死状態だとかからないことを踏まえての判断だと推測できる。物理的な危険には無防備になる代わりに、脱水症状による死亡や餓死なども避けられることを考えるなら、妥当といえなくもない判断である。

「まあ、一人だけでも救出できてよかったよ。で、方向は？」

「こっちや」

　宏に先導され、状態異常攻撃の発生地点へ一直線に進んでいく。

　もはや道らしい道ではないが、それでもオルテム村に向かった時よりははるかにましだ。故に、彼らの移動速度はほとんど落ちない。そのまま、急な山のけもの道へと踏み込んでいく宏達であった。
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「……で、な。ちょっといやな感じやねんけどな」

　山に入って二十分。そろそろ七合目といったところで、宏が顔をしかめながらそんなことを言う。

「何か、気がついたのか？」

「この衝撃波、食らったことある気がするんやわ」

「衝撃波？　この風のことか？」

「せや。兄貴らはその瞬間は覚えてへんやろうけど、予測が外れてへんかったら多分、全員一回は食らっとるで。逆に、食らったんはその時だけやけど」

「覚えてない？　……もしかして!?」

　何かに思い当たった達也が、顔色を変える。見ると、春菜達も似たような顔をしている。

　全員一度は食らったことがある、精神系状態異常を引き起こす広範囲の衝撃波──思い当たるものは一つしかない。

「正直、今までの被害考えたら、この推測は外れとってほしいとこやねんけど……」

「宏君、見た目のイメージはともかく、実際の深刻さはそっちの方がはるかに上だよ……」

「せやねんなあ……。確認せんと何とも言えんけど、対策取れるようなもんやないしなあ……」

　宏の渋い顔に、ため息が漏れる春菜。もし宏の推測どおりであれば、間抜けな印象を与える理由で、この島を完全に放棄せざるを得なくなるかもしれないのだ。

「だけど、今までこんなことはなかったんだよね？」

「あったら、中継地点としては使わないと思う」

　一いち縷るの望みをかけて確認する春菜に、同意するように意見を追加する澪。それに対して宏も頷きはするが、風を受けるたびに確信に近づいていくため、表情は渋いままだ。

「とりあえず、そろそろ爆心地が見えてくるはずや。……硫黄泉やないから分かりづらいけど、温泉の匂いがやっぱりしとるな」

「なんでこう、外れてほしい推測ほど当たるのかしらね……」

　宏の報告に、絶望的な表情を手で蔽おおい隠しながら天を仰ぐ真琴。達也と春菜も、それぞれ形容しがたい種類の複雑な表情を浮かべている。一見普通に見える澪とて、慣れた人間の目には苦虫をかみつぶしたような表情にしか見えない。

「……師匠。何か建物が見える」

「マジか？」

「うん。多分、あと七百メートル」

「大体頂上のあたりやな。気ぃ引き締めていこか」

　澪の報告と宏の言葉に、気持ちを入れ替えて慎重に進み始める一行。五分ほどかけて七百メートルを進み切り、澪が発見した建物の前に並ぶ。

　その建物は、木こりなどが使う掘っ建て小屋、それをかなり大きくしたような外観をしていた。

「この建物の中から、温泉の匂いが漏れてきとんな」

「ちょっと調べてくる」

「気ぃつけや」

　ここからは自分の仕事、とばかりに建物の調査に入る澪。まずは外観から、と建物の周りを見て回り始めてすぐ、動きを止める。

「……師匠、師匠……」

「なんぞ発見したんか？」

「……あれ……」

　澪に呼ばれて駆け寄った宏が、その光景を見て絶句する。

「半分は予想どおりやけど……」

　宏と澪の視線の先には、ある程度壁で覆っただけの温泉だまりがあり、かつてとある依頼で遭遇し、宏達も被害を受けた亜種のポメが、水面を覆うほどたくさん浮かんでいた。

　このポメ（亜種）、ファーレーン中部に生息している自生種の一種で、外見的な特徴としては幼生体はつぶらな瞳のラブリーな造形をしているのに、成長するとゴ○ゴ面になるという、いろんな意味で非常にがっかりさせてくれる性質をしている。

　だが、このポメ（亜種）、衝撃を受けると破裂する点は通常種と同じだが、破裂した時に恐慌を起こしたり気絶したり、場合によっては仮死状態に陥ったりする衝撃波を広範囲に放つという、通常のポメとは比較にならないほど危険な性質を有しているのだ。

　しかもその衝撃波は、四級のポーション類では解除できないほどの強度で状態異常を付与する。ファーレーンの時は自生場所が森の奥深く、最も近い村でも十キロ以上の距離があったために目立った被害はなかったが、今回のような規模の小さい島だと、下手をするとその衝撃波が島中を覆い尽くす可能性がある。

　実のところ、温泉の匂いと精神系状態異常という二つのキーワードから、こいつらがいる可能性は最悪の事態の一つとして予想していたのだが、一つ、予想外の存在がいたのだ。それは……

「誰や、あんなもん作ったやつは……」

「あ、ポージング始めた……」

「なんかこう、きもいなあ……」

　温泉だまりの奥、少し高い位置に立ってボディビルダーのような肉体を見せびらかすようにポージングしている謎生物がいたのだ。

　正直、ポメ（亜種）に八頭身ムキムキボディという組み合わせは、これでもかというほど違和感がある。

「師匠、あれは野生の進化？」

「いや、間違いなく誰かの仕業やろなあ」

　一度魔改造を行っているからこそ、宏にはあれが野生ではなく誰かの手が入った魔改造品であることが断言できる。野生のポメには、そもそもこういう方向で進化できる因子がないのだ。

[image: ]

　初めて遭遇した当時、そのあまりの危険性に宏ですら手を出すのを控えたこの危険生物を魔改造する。誰が行ったかは分からないが、また無謀なことをしたものだ。

　宏と澪がそんなことを考えていると、魔改造亜種ポメ（仮名）が力を込めようとピクリと動く。

「……こらやばい！　澪、念のために気合い入れとき！」

「了解！」

　ポージングをしていた魔改造亜種ポメ（仮名）が力を入れた瞬間、背筋に冷たいものを感じて宏が叫ぶ。宏の叫びを聞いて澪が抵抗のために気合いを入れた直後、ポージングに力を入れすぎた魔改造亜種ポメ（仮名）が破裂する。

「……こういうことかい……」

　一連の事件。その原因を確認して、絶望的なうめき声とともに言葉を吐き捨てる宏。これでは、全滅させる以外に対処方法がない。

「……師匠、あれ……」

　どうやって殲せん滅めつするかを考え始めた宏の思考を遮るように、澪が温泉を指さす。

　見ると、外部から入ってきたポメ（亜種）の幼生体が温泉につかっている。外部から来ているということは最初から生息していたのか、と考えかけたところで、瞬く間に可か憐れんな幼生体が魔改造ポメ（仮名）に。

「……やっぱ、殲滅するしかないか……」

「幼生体が可愛いだけに、こんなことしたやつに殺意を覚える……」

　とにかく、これ以上破裂させてはまずい。大急ぎで一旦この建物を囲むように隔離結界を展開すると、マジックブリットで中にいるポメ（亜種）を全て自爆させる。

「とりあえず、これで当座は時間稼げるけど、根本的な解決かっちゅうと微妙やな……」

「そうだよね……」

　独り言のつもりだった宏のぼやきに、いつの間にか近くで状況を確認していた春菜が同意の言葉を漏らす。元から自生していたにしろそうでないにしろ、人里に近すぎる上に場合によっては航路にも影響が出かねない。故に完全に駆除する以外の選択肢はないも同然だが、それをどうやって実現するかというと悩ましいところである。

「師匠、ちょっと中を調査してくる」

「せやな。まず間違いなくあれは魔改造やねんし、やらかしたアホがおるはずや」

「というか、よく調べてみると、中で気絶してる気配がたくさん」

　澪の言葉に頷くと、念のために全員で踏み込む。中には大勢の邪神教徒が倒れており、

「師匠、日誌発見」

「ちょっち確認するわ。……なるほど、バルドが持ってきたんかい……」

「あ、こっちにも研究日誌発見。えっと何々？　……衝撃に弱すぎて運搬に難があるから、自立移動して戦闘に入ったら自爆するように調整するつもりだったんだって。で、バルドがいなくなって結界の効果が薄くなって、衝撃が漏れ始めたから対策を、で途切れてるね」

「大体真相は読めたわ……」

　研究日誌をはじめとした様々な証拠品が丸々残っていたのであった。
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「……ホラーのオチがあれっちゅうんは、いろんな意味でないわあ……」

「……ないよね～……」

　二日後。行方不明者全ての調査を終え、ルーフェウスへ帰る船の中で宏と春菜が今回の事件についてしみじみぼやく。

「あれが原因で亡くなった人らがかわいそうでしゃあないで……」

「殺し合いまでした人もいるしね……」

「性質的に連中が魔改造するんは分かるんやけど、せめて、もうちょい見た目と動きがなあ……」

「お前が言うなよ、ヒロ……」

　宏と春菜の会話に、これまたぐったりとした様子の達也が口を挟む。

「なんで僕がそれ言われてんのん？」

「あのなあ、ファーレーンでバルド相手にほとんど同じようなことやってるだろうが……」

「僕は一般人には迷惑かけてへんで？」

「やられた側の屈辱とかそういう意味じゃ、まったく同じだよ……」

　達也に言い切られ、微妙に釈然としない顔をする宏。現実問題、対象が邪神教団関係者だったかそうでなかったかの違いだけで、ふざけた見た目の生き物を魔改造して危険物に仕立て上げた挙句、真面目な状況で相手に大きな被害を与えたという点ではまったく変わらない。

　やられる側に立ってみれば、よく分かる。こんなやり方で大打撃を与えられた日には、普通に負けるより何倍も悔しさとやるせなさがこみ上げてくる。負の感情も何倍も増幅されそうで、とても効率よく瘴気が発生することだろう。

　研究開始が十年以上前なので偶然だろうが、今回の件はいわば、ファーレーンのバルドにやったことをそのまま意趣返しされたようなものである。

「でも、性質としては向こうの目もく論ろ見みどおり、さらに危険になってるよね、あれ……」

「本人らに攻撃性はないんやけどなあ……」

「むしろ、攻撃性がねえから駆除しづらいんだよな」

　いろいろと釈然としない終わり方をした今回の事件。結局、最初に消息を絶った船と最初に送り込まれた調査団は餓死者を含めて半数以上が死亡しており、三級冒険者チームも一人が再起不能に近い負傷を負い、さらに一人がいまだに意識が戻らないという多大な被害が出る結果に終わった。

　死ななかった人達は時間停止に近い状態になる状態異常としての仮死状態だったため、運よく餓死や脱水症状による死亡を逃れた感じである。

　ポメ（亜種）に関しては、逃げた分の駆除は不可能との判断のもと、せめて魔改造ポメが産まれないように施設を封鎖、温泉を潰すことで当面の対処を終えることになった。きっと最終的には、温泉が湧いた場所を全て確認し、結界を張って封印することになるだろう。

　被害が被害だけに、ローレンも騎士団も冒険者協会もかなり大きな影響を受けることになるが、ここまでいくと、宏達が直接的にできることはほとんどなく、せいぜい物資の融通ぐらいである。

「ここにおられたか」

「あ、お疲れさんです」

　そろそろルーフェウスに到着するというタイミングで、今回の騎士隊の隊長が宏達のもとへ顔を出す。傍かたわらには、冒険者チームのリーダーと宏達に救助された三級冒険者のリノアもいる。

「今回は、本当にいろいろ世話になった」

「いえいえ。準備が不十分で出さんでええ死人出してもうて、申しわけない」

「いや、貴殿らがいてくれなければ、我々はまず間違いなく全滅していただろう。感謝することはあっても、責めるつもりはない。そうだろう？」

「……ああ。乱暴なやり方で置き去り食らったことに思うところがないわけじゃあないが、おかげで生きて仇討ちができる」

　ふざけた原因を教えられ、ひどく落ち込んでいた冒険者達も、二日間でどうやら完全に吹っ切ったらしい。都合よく邪神教団という明確な仇が存在しているため、怒りのぶつけどころがあるのがある意味救いであろう。

「なんだか見たところ、今回の被害の大きさにショックを受けてるみたいだから、先輩冒険者としてちょっとだけアドバイス」

「なんですか？」

「今回みたいに最初から手遅れだったケースで、関わる機会もなかったような相手の命まで背負わないのは、冒険者の鉄則の一つよ。だって、初動が遅れてモンスターに村や街が全滅させられることなんて、割としょっちゅうあるもの。いちいち気にしてたら壊れちゃう。それに、そういうことに本気で悲しんでいいのは、親しい人を亡くした人だけ」

　どうにも被害の大きさと、それを直接目の当たりにしたことに対してショックを受けている宏達を気にしていたらしい。リノアが高位の冒険者としていろんな状況に直面してきた経験を、諭すように告げる。

「何にしても、今回は俺達の不ふ甲が斐いなさと、何より事を起こした邪神教団のくそ野郎どもが悪い」

「そうそう。明らかにやばいって分かってたのに、十分な準備をせずに挑んで壊滅しちゃったんだから、何が三級冒険者だ、って話よね。情けない」

「己の力が足りていなかったのに、皆に当たるような真似をした。そのことも恥じて戒めねばならんが、それ以上に邪神教団どもを野放しにはできん」

　どうやら、宏達以外はすでに、仲間の犠牲を吹っ切っているらしい。

「それと、話の流れで後になっちゃったけど、私達を助けてくれてありがとう。挨拶が遅れてごめんなさい」

「いやいや。こっちこそ、十分な治療ができんで……」

「あの二人は命がないことも覚悟していたから、むしろあそこまで治療してもらってありがたいぐらいなの。だからそれを含めて、ありがとうを言いたいの。本当なら、治療費を言い値で払ってもいいぐらいなんだけど……」

「あんな不完全な治療で、金なんざ取れるかいな。なあ、春菜さん？」

「うん。治せるかもしれない範囲だったのに治せなかったんだから、お金取るのはちょっとね」

　宏と春菜の、一流の人間だからこそのプライドからくる言葉に、いろいろ心苦しそうに微笑ほほえんで一つ頭を下げるリノア。それを見て、困った顔をする宏達。

「このままだと、何一つお礼ができないから、何か人手が必要なことがあったらいつでも呼んで。他人に迷惑をかけるわけにはいかないから、依頼遂行中はさすがに無理だけど、それ以外はいつでもどんなことでも私達チーム『エル・ヴァース』は駆けつけるから」

「俺達もだ。ただ、当分は邪教のくそ野郎どもを血祭りにあげるのに忙しくなりそうだがな」

「我が隊も、何かあった時は権限の及ぶ範囲で全面的に協力しよう。もっとも、所しょ詮せんは下っ端なので、できることは知れているのだが……」

　大したことができなかったというのに、心の底からの感謝とともに全面的な協力を申し出てくれる三つの集団。そのことに、重かった心がほんの少し軽くなる。

「ほんまの意味ではまだ何も終わってへんけど、リノアさんらのおかげで、なんかこれでようやく終わった、っちゅう気ぃするな」

「そうだね。でも、亡くなった人達には申しわけないんだけど、せめて帰ったら宏君の誕生日パーティでパーっと盛り上がって気分を切り替えたい。リノアさんとかの意見は分かるんだけど、気にしないっていうのはやっぱり難しいから、なんかそうしないと底なしにへこみそうで……」

「やっぱりやるんかい……」

「そうね。お祝い事とかがあるんだったら、パーっとやっちゃいなさい。慣れないと、そういう口実でもないとなかなか切り替えられないでしょうしね」

「うん。だからちょっと、徹底的に頑張るよ」

　この事件で一番の影響は、もしかして春菜の余計なスイッチを入れてしまったことかもしれない。そんなことをつらつらと考える宏であった。
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